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国内モデル地域調査報告 

（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 
飛鳥井 望 公益財団法人東京都医学総合研究所 

 
【調査の目的】 

 

 「認知症になっても安心して暮らせる町づくり」をどのように推進できるかは、高齢

化が進む日本社会全体にとってきわめて大きな課題である。実際に、国や都道府県事業

の後押しを受けながら、これまで国内の多くの基礎自治体において、それぞれの創意工

夫による町づくりの試みが取組まれ、紹介もされてきた。しかしながらそのような試み

の中で育まれた創意工夫が、国内で広く共有されるまでにはいまだいたっていない。 
そこで本調査では、認知症を支える取組みを先進的に行っている地域の中から、人口

規模と調査実施可能性等を勘案し、静岡県富士宮市、福岡県大牟田市、東京都世田谷区

玉川地域の 3 か所をモデル地域として選び、そこに共通する特性や、地域の実情による

違いをあきらかにすることを目的に、それぞれの地域における認知症への取組みに関し

て、さまざまな属性の関係者を対象とする半構造化面接調査を実施した。 
なお本調査は各地域の活動紹介が直接の目的ではないため、各地域における認知症を

支える取組みの実際に関しては、それぞれの自治体のウェブサイトに詳しいレポート等

が掲載されているので別途参照されたい。 

 
【調査の方法】 

 

調査対象とした 3 地域の人口および 65 歳以上の高齢化率と、現地でインタビュー（半

構造化面接）調査を実施した日は以下の通りである。 
 

○静岡県富士宮市 （人口約 13 万 6 千人、高齢化率 22.5%） 
調査日：平成 25 年 11 月 13 日、15 日 

○福岡県大牟田市 （人口約 12 万 3 千人、高齢化率 31.6％） 
調査日：平成 25 年 12 月 4 日、5 日 

○東京都世田谷区玉川地域 （人口約 21 万 5 千人、高齢化率 19.0％） 
調査日：平成 25 年 8 月 22 日、平成 26 年 1 月 20 日、22 日、23 日 

   （世田谷区内には行政単位として 5 地域がある。） 
 

調査にあたっては、まず各地域の行政担当者に調査趣意書とインタビュー項目を記載
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したインタビューガイドを事前に送付し、協力の同意を取りつけた。その上で、行政担

当者に各地域のインタビュー対象者の推薦と協力依頼を要請した。対象者の属性は、行

政担当者、地域包括支援センター、社会福祉協議会、住民自治会、かかりつけ医及び家

族（ケアラー）である（図）。 
各インタビューの回答者は原則として一人であるが、場合によっては複数名が同席し

回答した。すべてのインタビューを研究代表者の飛鳥井が実施し、アシスタントとして

太田が陪席した。1 回のインタビューに要した時間はおおむね 60～90 分である。その

中で、あらかじめ呈示したインタビューガイドに沿って、まずインタビューワーが各設

問について簡単に説明し、回答を求めた。 
インタビューガイドの内容は、研究班メンバーおよび各地域で窓口となった行政担当

者の意見も反映した上で作成した。実際の調査では、まず世田谷区の行政担当者を対象

としてインタビューを試行した上で、再度内容を調整した。 
インタビューの設問は以下の 10 項目である。 
 

1. 早い段階での気づき  
2. 日々の暮らしの中での困難の見極め 
3. ケアや支援の内容についての説明と相談 
4. かかりつけ医の役割 
5. かかりつけ医と専門医の連携 
6. 地域ぐるみの支え 
7. 医療・介護・地域の連携 
8. 行動・心理症状（BPSD）への対応 
9. 終末期から看取りについて 
10. 地域の認知症への取組み推進のために 

インタビューの内容はすべて録音し、テープ起こしの上、テキストデータを作成した。

得られたテキストデータから、各設問に対して意味ある回答と思われるセンテンス群を

抜きだし、地域別、回答者の属性別に別表にまとめた。さらにその内容から、上記 10
項目の設問ごとに、3 つの地域の共通特性と、各地域の実情に応じた違いを検討した。 

 
【調査結果の説明の妥当性評価】 
 

それぞれの地域で調査協力窓口を担当された、富士宮市役所 稲垣康次氏、大牟田市

役所 梅本政隆氏、世田谷区役所 高橋裕子氏に、後述の調査結果に対する説明内容の

妥当性の評価を依頼し、妥当性に問題のないことを確認した。 
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【インタビュー対象者】 

属  性 富士宮市 大牟田市 世田谷区玉川地域 

行政担当者 
富士宮市 

福祉総合相談課 
稲垣康次氏 

大牟田市 
長寿社会推進課 

梅本政隆氏 

世田谷区介護予防・

地域支援課 
高橋裕子氏 

玉川総合支所保健師

長谷川順子氏 
樋口めぐみ氏 

地域包括支援 
センター 

富士宮市地域包括支

援センター 
保健師 

久保田絵美子氏 

大牟田市駛馬・勝立

地区地域包括支援セ

ンター 
主任介護支援専門員

平田悠介氏 

世田谷区奥沢あんし

んすこやかセンター

社会福祉士 
内藤麻里氏 

社会福祉協議会 
富士宮市 

社会福祉協議会 
小野田正樹氏 

大牟田市 
社会福祉協議会 

内田勉氏 

世田谷区社会福祉協

議会・玉川地域社会

福祉協議会 
江口卓氏 

住民自治会 
富士宮市富士根南 

地区社会福祉協議会

会長 川原崎仁氏 

大牟田市駛馬南地区

会長 汐待律子氏 

世田谷区奥沢地区 
会長 小林喜美江氏

東玉川地区 会長 
増田キヨ子氏 

かかりつけ医 

医療法人社団一就会

理事長 
東静脳神経センター

院長 土居一丞氏 

医療法人親仁会 
みさき病院 

院長 田中清貴氏 

医療法人社団青い鳥

会 上田クリニック

（在宅療養支援診療所）

院長 斉藤康洋氏 

家 族 
（ケアラー） 佐野明美氏 

家族会 
「集い・語らう会」

横尾總子氏 

在宅介護家族の会

「フェロー会」 
高橋聰子氏 

（備考）上記の対象者の他、大牟田市では、同市の認知症ライフサポート研究会の代表

であり、「グループホームふぁみりえ」施設長の大谷るみ子氏にもインタビューに協力

いただいた。また富士宮市では、当事者の佐野光孝氏も佐野明美氏のインタビューに同

席し協力いただいた。この両氏の回答主旨は、他の対象者のいずれかの回答内容とおお

むね重なるものであった。そのため 3 地域の対象者属性の整合性を考慮し、両氏へのイ

ンタビューは参考意見とした上で、今回の結果解析に直接は含めなかった。なお、世田

谷区行政担当者の面接で使用したインタビューガイド試行版には「地域ぐるみの支え」

の設問は含まれていなかったため、後日メールでの追加回答を得た。 

 
 

－ 116 －



 
 

インタビューガイド 

「認知症になっても安心して暮らせる町づくり」に向けた取組みに関連して、次の 10
のテーマについてお訊きします。 
一般論ではなく、それぞれのお立場から見た地域の実情に照らして、お答えください。 
 

1. 早い段階での気づき 
 
認知症への取組みでは、症状が重くなってからではなく、早い段階で問題に気づき、

支援を開始することが重要と言われています。ご本人やご家族あるいは近隣の人々

が認知症の可能性に気づき、受診や相談につなげる上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
2. 日々の暮らしの中での困難＊の見極め 

 
認知症の人への支援を開始するためには、日々の暮らしの中でどのような困難が現

在あるか、あるいはこれから予想されるかを、できるだけ正確に見極めなければな

りません。日々の暮らしの中での困難を適切にタイミングよく見極める上で： 
 
*日々の暮らしの中での困難とは、衣服の着替え、入浴・歯磨きなどの清潔保持、食事、歩

行、意思伝達など、日常生活に必要なことが、以前のようにはできなくなることです。 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

3. ケアや支援の内容についての説明と相談 
 
認知症であることがあきらかとなった早い段階で、ご本人やご家族が理解できるよ

うに、誰がどのようにケアや利用できる支援の内容を伝え相談に応じるのがよいか、

それによって早期支援や気持ちを支えることができるようになる上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 
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4. かかりつけ医の役割 
 
認知症の診断やケアには、地域で診療されている「かかりつけ医」の果たす役割や

スキルアップがとても期待されています。「かかりつけ医」が認知症を的確に早期

診断し、適切なケアにつなげることができるようになる上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
5. かかりつけ医と専門医の連携 

 
「かかりつけ医」が診断に迷うケースや、どのタイプの認知症か（アルツハイマー

型、脳血管性、レビー小体型、前頭側頭型など）を正確に見分けるためには、認知

症専門医への紹介やコンサルテーションがしばしば必要です。地域の「かかりつけ

医」と認知症専門医がスムーズに連携する上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

6. 地域ぐるみの支え 

認知症の人や介護するご家族の暮らしを地域ぐるみで実際に支えていく上で： 

(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

7. 医療・介護・地域の連携 
 
地域で暮らす認知症の人を支えるために、医療・介護・地域のそれぞれで関わる人々

の切れ目ない連携を実現する上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 
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8. 行動・心理症状（BPSD）*への対応 
 
認知症の人が地域で暮らし続ける上で、また認知症の人の介護者にとって、 も大

きな問題となるのが行動・心理症状（BPSD）と言われています。 近は、対応を

いろいろ工夫することで問題を小さくする取組みがされるようになりました。この

BPSD に対処する上で： 
 
*BPSD とは、認知症の進行に伴って出現する、徘徊、攻撃的行為、排せつに伴う

不潔行為、不眠や昼夜逆転、物盗られ妄想、抑うつなどを指します。 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 

9. 終末期から看取りについて 
 
終末期から看取りにいたる中で、認知症の人に 期までより良いケアをする上で： 
 
(ア) これまで有効であった取組みはどのようなものですか 
(イ) どのようなことが問題点となりましたか、苦心や工夫されたことはどのような

ことでしたか 
(ウ) 現在あるいは今後とも重視している取組みのポイントは何ですか 

 
 

10. 地域の認知症への取組み推進のために 
 
認知症への取組みを進める上で、ご自身が関わっておられる地域にとって、今後も

っとも整備が必要と思われることを 3 つ、挙げてください。 
 
（1） 
（2） 
（3） 
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【調査結果の説明】 
 
 以下、地域別、属性別に回答を抜粋要約した内容（末尾別表）に基づき、インタビュ

ー項目の順に沿って、結果の説明を述べる。 
 

１. 早い段階での気づき 
 

 認知症の早期発見・早期診断には、家族など周囲の者の気づきが大きな役割を果た

す。なぜならば当事者本人の自覚による相談・受診行動を期待しにくいためである。

したがって周囲の者の気づきを広く促すために、地域住民に対する認知症理解のた

めの知識の普及啓発がなによりも重要となる。3 つのモデル地域に共通するのは、

このような普及啓発の重要性が、行政的立場にとどまらず、地域住民のリーダー層

にも浸透していることである。また発見を支援・ケアへとつなげるために、住民リ

ーダー（自治会役員、民生委員など）と、社会福祉協議会や地域包括支援センター

など専門職との積極的な連携体制が各地域とも構築されている。 
 
・ 大牟田・行政 <1 番、やっぱり有効だと感じてるのは、啓発なんですよね。・・・地域

の住民の方に、頻回に認知症のお話をさせていただいたりするんですけど。そこで、
民生委員さんなら民生委員さんが、あの人実はそうかもしれないとかっていう普段の
関わりの中での気づきとかですね。家族の方がそうやって気づくきっかけを得るって
いうところが、1 番早い気づきっていう部分では、有効じゃないかと> 
 

・ 富士宮・地域包括 <本当に普及啓発がやっぱり大事なんだろうなっていうようには思
っています・・・社協さんと一緒に、その地域にそういう、たとえば認知症の理解だ
ったりっていうのをわかってもらうためには、地域の中で頑張ってくれている方とつ
ながりを一緒につけていくって形をやっていかないと> 
 

・ 富士宮・社協 <自分たち自身がどんなことができるのかっていうことを、専門職と、
それから地域の人と一緒に膝を交えて、検討し合うということが、今のところ成果が
あがってきて、次につながる見守り活動だとか、サロン活動にそういう人たちも同じ
住民として、認識してもらって、とらえてもらって、そこをバックアップしてもらう
ようなことにつながってきてる> 
 

・ 富士宮・自治会 ＜地域包括と社会福祉とうちの地域で、地域支援といわゆるケア会
議っていうのを毎月開くことにしたんですよ・・・底力を上げるっていうのは。やっ
ぱり我々がどんどん入ってって、一般の人たちを、教育していくしかないなと> 
 

・ 大牟田・自治会 <私どもは、素人でありながら、気軽に相談を受けられるような、私
たちは、それを受けて、専門分野につないでいくっていうようなことを強くしようと。
それが地域力を強めることじゃないだろうかっていうふうに思ったわけです> 
 

・ 玉川・社協 ＜なかなか当人のところから出てくることっていうのは少ないなという
形で・・・ケースに入ってるボランティアの方から、たとえば、物忘れが 近激しく
なってるとか、ちょっとひどくなってるというようなことが聞かれることもあったり
するので。やはり、周囲からの気づきっていうのが、大きなテーマになるのかなとい
うところ・・・そういった意味では、当人というよりも、周囲の、地域の住民の方々
への啓発っていうのが、たぶん重要になってくるんだろうなと> 
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・ 玉川・自治会 ＜あんすこ（あんしんすこやかセンター(地域包括支援センター)）さん
で認知症の勉強会をよく開いていただいていますけど。地域のみんなが当たり前にわ
かっていただければいいことですし。受け入れていただければいいかなと思いま
す・・・ここ 10 年ぐらいの間に、地域の方も認知症に関して、すごくやわらかい感じ
で受け入れてらっしゃるなと。・・・だから、やっぱり啓発活動っていうのを絶えず絶
えずやってくことかなっていうふうには思うんですけれど> 

 
 地域の福祉やボランティア活動として行われるサロンやサークル活動など、高齢者

が集まるさまざまな機会の中での気づきも、認知症の早期発見・早期診断からケア

につながる重要なルートである。それが有効となるために、3 つのモデル地域とも、

地域包括などの専門職が、上手につないでもらう連携関係を築いている。 
 
・ 大牟田・社協 <サロンというのがあるんですが、サロンに認知症のコーディネーター

がいて、・・・この方はちょっと認知症が進んでいるかなという方には、介護予防・
相談センターとかいうのもありますので、ちょっと訪問してもらうとか、「こういう
のがあるけど、受けてみない？」とか> 
 

・ 玉川・地域包括 <ふれあいルームのようなところに出てこられている方については、
やはり日々、目をかけてくださってる方がいらっしゃるので、そこで、「あれ？ちょっ
とおかしいな」っていう情報は、とてもタイムリーに入ってくるんですね> 
 

・ 富士宮・社協 <小地域で、展開しているサロン活動。地域寄り合い処という活動なん
ですが。そういう活動の中に、定期的に専門職の方に来ていただいて、直接、参加者
と対話をする中で、困ってるニーズなんかを、また投げかけていただいたりとか。そ
こをまた早期に、包括支援センターやブランチの地域型支援センターにつなぐ> 
 

・ 玉川・社協 <社会福祉協議会としては、地域のグループ活動の支援。サロン活動とい
うか、ミニデイという活動をやってますので・・・スタッフの方々に啓発。やっぱり
単にグループ活動の中でも、見守り的な機能を持ってもらうというところで、進めら
れたらいいのかなと考えてます> 
 

・ 玉川・自治会 <町会と婦人会で、サロン的なことをしてるんですね。歌の会とか、体
操とか・・・そういうとこいらして、帰る道がわからなくなるんですね。それが、一
番 初の気づきですね・・・ご自分も認知症とは思ってらっしゃらないので、上手に
あんすこさんとつなげながら、給食一緒に行ってみましょうかとか、会食行きましょ
うかとかする。そういう形でつなげて＞ 
 

 十分に優れた効率性をもって早期発見・早期診断を可能とする「ゴールドスタンダ

ード」になるような単一の手法はないようである。そのため複数の手法を組み合わ

せることで、発見・診断効率の向上が目指されている。実際的には、「高齢者を対

象とした住民検診や物忘れ相談」と「自記式チェックリストによる悉皆調査と訪問

によるフォロー」である。しかしながら、どちらの手法も一定の有効性はあるもの

の、限界もかかえている。 
 
○ 行政主導による、地域に在住する一定年齢の高齢者全体を対象とした「住民検

診」の受診率は 3～4 割程度にとどまり、受診率の限界が大きい。また認知症

の早期診断を目的として直接かかげたような検診では、受診に対する心理的抵

抗感をさらに強めてしまいがちである。検診の結果、要受診となった段階で、

受診を拒否されてしまうこともある。 
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○ 住民検診を補うものとして、自記式チェックリストの配布による悉皆調査と、

回答結果による要フォロー者と未回答者を対象とした、地域包括等の訪問フォ

ローが有効である。要フォロー者への訪問が認知症の発見につながることがあ

る。しかしながら、チェックリストの回答率も 6～7 割にとどまる。また訪問

フォローのコンプライアンスにも難があり、拒否者が少なくない。 
 

 早期発見・早期診断のためのアプローチ手法は、3 つのモデル地域で異なり、実情

に応じてそれぞれ工夫がなされている。 
 
○ 富士宮市は、数多くの認知症サポーターを養成することで、広範な市民参加を

強力に推進し、各地区での見守りネットワークや、住民参加の小地域ケア会議

での気づきに重点を置いている。 
 

○ 大牟田市は、検診受診率向上をはかるため、「もの忘れ予防・相談検診」とし

て、予防をうたった相談・検診とすることで、心理的抵抗感を和らげる工夫を

行い、また日常生活圏域ニーズ調査を組み合わせている。 
 

○ 世田谷区は、検診による把握は取りやめ、地元医師の協力による「もの忘れ相

談会」と、二次予防事業対象者把握を郵送自記式調査に切り替えている。 
 

・ 大牟田・行政 <もの忘れ検診とかもしてはいるんですけど、実は検診は、来ていただ
く方って、全体の高齢者人口にしてみれば、そこまで多くないんですよ.> 
 

・ 大牟田・地域包括 <（検診を）開催して、来てくださいっていっても、やっぱり来な
い人は来ないんですよね。なので、検診とは別に普段の包括としての業務の中で有効
なのは、日常生活圏域ニーズ調査って、市役所のほうでやってる・・・その中で心配
がありそうだという方のお宅に訪問して、・・・ちょっと怪しいなというか、心配だな
という方が、ちょこちょこと発見されるというのがあるので。これも早期発見という
意味では、たしかに有効な手段なのかなというふうには思ってます> 
 

・ 玉川・行政 <もの忘れチェック相談会というのを去年から始めているんですけど・・・
地域の病院の先生にご協力いただいて個別相談会をやってるんです・・・4 割近くが「心
配だ」という所見があって・・・さらに、その内の大体 6～7 割ぐらいが有所見で返っ
てきたんです。私たちもびっくりして> 
 

・ 玉川・行政 <検診はどうしても受診率が 3～4 割だったんです。郵送調査で、3 年に 1
回でいいと国が言っているので、3 歳刻みで郵送調査をお送りしているんですけど、回
答率、去年 7 割ぐらい。今年も 6 割ぐらい> 
 

・ 玉川・行政 <（二次予防事業対象者把握を）郵送調査方式に変えたんです。それまで
検診で把握していたものを・・・それで未回答の方とか、回答の中で心配な方を、包
括のほうで全戸訪問するというようなことをやっていて・・・早期の認知症の症状が
出てきているような感じの人は、あんしんすこやかセンターのほうで、医療とかのお
勧めをしたり、相談を受けることもしているので、これは有効かな> 
 

・ 玉川・地域包括 ＜71 歳で未回答みたいな人は、働いてる人もまだ多いんですね。あ
とは、会えない人。拒否。そこで把握するっていうのは、なかなか難しいです。会え



 
 

ない方が、多いですね。電話でも断られる。「元気だから、来ないでいいです」とか
っていうのは多いです＞ 

 
 「かかりつけ医」が、診察場面で初期段階の認知症を見抜くことは、本人から申し

出ることが乏しいために、限界がある。それを補うためには、受付窓口や薬局など

で様子がおかしいことに気づかれたり、家族やヘルパー、ケアマネジャーなどから

寄せられる情報を、「かかりつけ医」が適切にキャッチすることである。 
 
・ 富士宮・かかりつけ医 <一人で来たときは、あんまりはっきりしたものが診られない

ことが多いんです・・・家族につき添われてみえたときは、大体家族の人が言う> 
 

・ 玉川・行政 <かかりつけ医はいるんです、みんな。血圧診てもらってたりしてるんで
すけど、自分のもの忘れは 1 回も相談してないんです> 
 

・ 玉川・行政 <薬剤師さんたちが気がついて先生に電話してくれてるんです。「おかし
いですよ」って。先生もいろいろそれで情報もらって、「これはまずい」ってなると・・・
先生が包括に連絡くれて「ちょっと 近変みたいだから、様子見てくれない？」って
いうようなことが、 近ぽちぽち出てきて> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 ＜どんだけその先生に「ちょっと気になるんですけど」ってい
うのを言いやすい環境を医師がつくれているかっていうのが、大きいかなと思います> 
 

 早期発見・早期診断のためのさまざまな対策を行ったとしても、地域にも溶け込ん

でいない拒否的な単身者や、家族が抱え込んでいるようなケースでは、早期からの

介入はきわめて困難となることが避けられない。実際にケアにつながるまで年単位

で長期間かかることがあるが、関係が切れないように地域と協力して見守りや声か

けを続けることがポイントとなる。この認識も 3 つのモデル地域で共通している。 
 
・ 富士宮・社協 <制度やサービスにつながらない人たちっていうのは、当然いますので。

そういった人たちへの、継続的な働きかけをしてく上で、専門職だけの働きかけだけ
では、なかなかそこがクリアになってかないということで。その中間に、民生委員だ
とか、見守り活動をやってるボランティアさんだとか。あるいは、地区社協の推進委
員の皆さんだとか、そういうところが重なり合って、ようやく 1 年半とか 2 年経って、
高齢の方たちの集まる集いに参加できたとか、寄り合い処に参加できたとか>  
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <行政なら行政、ケアマネならケアマネで、特定の人が繰り返
し繰り返し、顔なじみの関係つくっていくっていうようなことが、うまくいってるよ
うな部分もありますし。大牟田の包括のほうで、ずっとかよっていただいてるうちに、
なんかいつの間にかつながったという方法もありますし> 
 

・ 玉川・地域包括 <地域の方も、いろんな網の目を使ってるっていうことだったんです
が。そこに入らない人たちというのは、たくさんやっぱりいるんですね。地域との関
わりもお嫌だったりとか、そういう活動にも入ってこないという方も、たくさんいる
ので。そういう方で、ちょっとおかしいなって思っても、家族・ご本人が閉じてしま
ってると、やはりなかなか入れないっていうおうちは、あります。初期の段階では、
入りにくくて、結局、ご家族が対応できなくなってからの相談になるですとか> 
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２. 日々の暮らしの中での困難の見極め 
 

 日々の生活の中での困難のアセスメントに関しては、各モデル地域とも、地域包括

支援センター（及び富士宮市ではブランチの地域支援型センター）が中心的役割を

担い、ケアマネジャーのサポートもしている。また、いろいろなルート、医療機関、

民生委員、ケアマネジャーなどから地域包括へとつながるシステムが円滑に機能し

ている。なお、大牟田市では「認知症コーディネーター」、世田谷区では「認知症

専門相談員」を、各地域包括のスタッフの一人として配属している。 
 
・ 富士宮・地域包括 <ケアマネさんが、こういう人がいてっていうのは、包括のほうに

聞いていただく中で、「じゃあ、もう次の段階はこういうことが考えられるよね」なん
て話も、ちょっと一緒にさせていただきながら。次どうしていこうかなっていう形で
きたので> 

 
・ 大牟田・地域包括 ＜ていねいなアセスメントをおこなっていって、いろんな方から

の情報収集をやっていくという形が、一番有効だというふうには思って。もうそれし
か方法はないのかなというふうに思っているんですけれども> 

 
・ 大牟田・地域包括 <地域包括支援センターにもコーディネーター研修の修了生もいま

すし。とにかく包括支援センターにつながると、うまく乗っていくんですけど> 
 

・ 玉川・地域包括  <こちらにつながって、来ていただけるような仕組みが、今、民生
委員さんだったりとかというところでもつながって。そこをもう少し広く啓発、あん
しんすこやかセンターにつないでいくというとこと。ここでつながれば、状況によっ
て、ケアマネジャーさんにつないだりとか、何かしらのことところでつないでいける
かなっていうところなので> 
 

・ 玉川・地域包括 <包括の職員の中に 1 人、認知症専門相談員という看板掲げる職員さ
んを 1 人設けてもらってますけど、彼らに研修をちょっとやって、みんなでこれは職
員さんにも伝えてもらって、日常業務の中で、「できてる、疑わしい、ほとんどできて
ない」とか当たりを付けると、生活の障害がどのぐらい重いとか軽いとか、何ができ
てる、できてないというのが大体分かってくるので＞ 
 

・ 玉川・行政 <1 つ作っていただいたアセスメントツールは共通の仕様で健康問題とか、
生活障害、社会性とかいろんな項目立てに整理されていて、かかわりの初期とその後
の経過を見られる 1 つの指標で、これは皆さん活用されて> 
 
 

３. ケアや支援の内容についての説明と相談 
 

 家族にとっても専門職にとっても、中心的役割を果たしているのは地域包括支援セ

ンターとケアマネジャーであり、各地域とも、両者のスムーズな連携を進めている。

比較的シンプルなケースでは、地域包括は初期相談対応のみで手が離れ、ケアマネ

ジャーが、その後はキーパーソンとなる。複雑なケースでは地域包括とケアマネジ

ャーが協力してケアを行う。虐待など複雑困難なケースではさらに行政の保健師な

どの援助も必要となる。ただし、地域包括に負担が集中しすぎる懸念は、どのモデ

ル地域にもあり、ケアマネジャーとの役割分担と、地域包括を行政、医療、地域が

支える仕組みが欠かせない。 
 



 
 

・ 富士宮・家族 <認知症になったら、自分で抱え込まないで、包括に行こうって。そん
だけの知識でいいから、知ってると違うのかなって> 
 

・ 富士宮・かかりつけ医 <ケアマネジャーが、どこまでやってくれるかという。・・・
ケアマネジャーもご存知のように、いろんな方がいらっしゃるんで。その中で、いい
ケアマネジャーを選んで、どうしてもそういう人たちに頼ってしまうんですよね。・・・
何かあったら、包括ということは、言ってるんですけど。見てると、 近の包括の人
たちは、大変ですね。だから、そんなに全部はでききれないというところがあって。
特別な、難しい人に関しては、本当にやってもらえるんですけど。やさしい人は、そ
んなに包括んところに、必要ないというか、行かないですけどね。難しい人が、やっ
ぱり包括行ってもらって> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 ＜そこら辺のコーディネートは、ケアマネと包括だと思いま
す。・・・医者はそういう説明をする時間は、もうないです、基本的に。だから、そう
いった方が、やっていただいているのかなと現実に思います＞ 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <地域の包括支援センターだというふうに、あんしんすこやかセ
ンターというふうに思っています。ただそれが、・・・ほんとにそれを明確にして、周
知して、共有してというレベルまでいってるかというと、まだ、もう一歩かなという
のが印象です・・・あんすこっていう部分の中に、他職種がもう少し取り組まれてい
くというか、そこはあくまでもプラットホームみたいな形であって、そこに僕らもき
っと、もうちょっと出入りしながら地域を見るような形のがいいのかなという。それ
が、たぶん地域包括ケアという意味合いの一つでもあると思うんですけど> 
 

・ 玉川・地域包括 <一般のケースは、認知症の方で、要介護になられて引き継いだら、
そのあと、そんなに関わるってことは、時々、ご家族が何かの申請で来られたときに、
近況報告ぐらいで終わってしまうのがほとんどです。・・・虐待のケースだったりと
か、そういう困難ケースで、ケアマネさんを主体にして、こちらが後方支援で会議に
出るとかのところで関わるとか。身寄りがなくて、後見人につながらなきゃいけない
っていうところで間に入るとか・・・虐待ケースだったりしたら、区のほうと方針を
一緒にして動いていきます。身寄りのない方の後見なんかも区と動きますし、難しい
ケースっていうのは、こちらで抱えないほうがいいかなって思っていますので。そこ
は、一緒に動くというスタンスでやらせていただいています> 
 
 

４. かかりつけ医の役割 
 

 かかりつけ医に求められる大きな役割は、地域包括支援センターなどに「つなぐ」

ことと、診断と治療内容が決まれば、あとは日常生活能力の変化を見ることである。

各モデル地域において、かかりつけ医から地域包括（及びブランチ）につながる例

は確実に増えつつある。ただし開業医よりも大病院の外来通院者がむしろ抜け落ち

てしまうことがある。 
 
・ 富士宮・家族 <私たちは先生を信じるので、先生が、認知症になったら、こういうふ

うにしなさいとか、こんな医療あるとか。そういうアドバイスを、先生がしっかり覚
えててしてくれると助かります。やっぱ病気になると、私たち病気のこと全然わかん
ないので、先生が頼りなので> 
 

・ 玉川・家族 <サービスがどういったものがあるのかとか、役所からとか介護保険のつ
なぎとか、介護サービスをこういったものがあるという資料を、かかりつけ医の先生
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に置いといてくだされば、こういうものがありますよっていうふうに。資料提供をし
てくださると、嬉しいのかなとか、あとは、地域包括に行ってくださいとか、そうい
うふうに言ってくださるとか> 

 
・ 大牟田・行政 <つながるっていうことがとても重要で、その先生がいくらいろんな知

識を用いたとしても、つながらないと見えないし、先生だけで支えられるものではな
いので。在宅のサービスの支援者とか、私たちとうまくつながるっていうところでは、
やっぱり私たちに期待するのは、つながるかどうか。ちゃんとコミュニケーションが
取れるかどうか> 
 

・ 玉川・地域包括 <つないではほしいですね、やっぱり。「介護保険を申請してきたほ
うがいいよ」とかって、声かけてはいただきたいですね。そういったふうに声かけて
きていただきましたっていう人も、増えてはいる気がしますが。・・・少し大きい病
院で、外来で行っている方が抜けちゃうかなっていう感じがします。開業医の先生よ
りは> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <一番のポイントは、かかりつけの先生は、診断能力というよ
りも、生活を見る能力を、どうお伝えしていくかっていうことになると思います。ど
ういうふうにしてその人の生活を見ていくのか、危険を察知していくのかっていうこ
とを、やっぱり見極めるっていうところを、どうにか広めていければなとは思ってま
す・・・生活場面の能力を評価してほしいですし、診断がついてしまえば、あとはそ
の生活場面で起こっていることを、ずっと確認していってるだけですから。外来でも> 

 
 かかりつけ医のスキルアップのためには、研修会と多職種による事例検討会を重ね

ることが共通して強調されている。知識だけでなく、コミュニケーション能力も求

められる。また専門医からのフィードバックも技能向上につながる。 
 
・ 富士宮・かかりつけ医 <勉強会が一番。症例検討会、また勉強会。それから、あとは

地域の介護施設のスタッフとか、そういう人たちの集まりにどんどん出てって、みん
な、いろんな話をして、質問してもらって> 

 
・ 大牟田・かかりつけ医 <（かかりつけ医を対象とした）講演会、学習会でしょうか。・・・

繰り返しやっていくっていうのが、有効じゃないかなと思います。・・・診療情報提
供書のやり取り、患者さんのやり取りが、かかりつけの先生を変えると思います。今
度、（認知症疾患）医療センターっていう、相談できるところが逆にできたですから、
そことの患者さんのやり取りの中で、新しい病気を知ったり、新しい治療法を知った
りすることができます。とにかく学習講演活動と、患者さんのやり取り、診療情報提
供書の充実に尽きる> 

 
・ 玉川・かかりつけ医 <かかりつけ医の役割としては、どんだけ聞き出せるかなんです

ね・・・コミュニケーションのスキルというものが要求されると思うんです。認知症、
認知症のご家族との場合には・・・身につけるためのなんらかの方法があって。実際
にうまいコミュニケーションしている先生のを見るっていうのは一つかもしれないで
すし、シナリオをもとに、自分たちでロールプレイみたいに、ちょっとやり方を工夫
しないといけないだろうと思いますけど> 

 
・ 玉川・かかりつけ医 <有効なのは、やっぱし個々のケースでの多職種の事例検討は有

用だと思いますね> 
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５. かかりつけ医と専門医の連携 
 

 かかりつけ医と専門医のスムーズな連携をはかるための連携パスは有用である。た

だし交通網が発達し、周辺に大病院の多い都市部では、アクセスの利便性が優先さ

れ、連携パスはかならずしも十分に機能しない面もある。また、専門医への受診は、

地域包括やコーディネーターが介入し仲介している場合も少なくない。 
 

・ 玉川・行政 <医師会さんの方が先行して病診連携パスを作ってやってくださってるの
で、地域の先生が、自分の知ってる病院に紹介状で出してるケースもいっぱいありま
すけど、パスの仕組みを使おうという場合には、区内に 8 か所、連携病院として決ま
っているところがあるので、そちらの方に指定書式で連携室とかを通じて「精密検査
をお願いします」みたいなことやってらっしゃいます。それぞれ診断がついた後
で、・・・結果みたいなのがちゃんと返って来るという仕組みはもちろんあります> 
 

・ 玉川・行政 <問題は行かない人ですね・・・1 回は行ったけど、っていう人はいます
ね。その後、かかりつけ医も中断しちゃうっていう人はいましたね> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <クリティカルパスを使うことで、期待したほどの数がこなせて
ないっていう部分はあるんですが。実際に使ったケースに関しては、やっぱし診断を
きちんとやっていただいて、それをどこまで病院がフォローするか、あるいはこっち
でフォローするかっていうのは、一部の先生とはできてると思います。ただ、その先
生たちの考え方が、みんな一緒ではないので、その辺でこっちも使いわけるっていう
ふうな、そういうのがうまくやれる先生と、どうしてもやっていきがちにはなるんで
すけど> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <内科医としてやってきたこともあって、多少のものはこっちで
みて、手に負えないものであったり、迷うケースはやっぱし相談するっていうのが、
一般的なやり方です。ただ、どうしても画像診断っていうところが入ってくるので、
それはどっかのタイミングでやらなくてはいけないと。それを、こういったパスを使
って画像診断をやるのか、 近は都市部では、画像だけやってくれるクリニックって
いうのがあるので、そこを利用するのかっていうのは、患者さんと相談して、「どっち
でもいいよ。でもどっちがいい？」って言うと、簡単、簡便なほうを選ぶことが多い
ですね> 
 

・ 玉川・地域包括 <先生の意識の差はあるかなっていうのはありますけれども。以前よ
りは診断してきて、また戻ってきて、そこでお薬を出してっていうことで、見ていた
だいているっていうケースが、以前よりは増えている気がしますね・・・こちらで本
当に、大変な方ですとかは、松沢病院さんとかのほうに予約して、こちらのほうでご
連絡してみたいな方もおりますし。先生のほうで、うまくつないでもらってうまくい
くケースもあれば、なかなかそこがっていうのは> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <かかりつけの先生と専門医の連携についていえば、包括の人
たちと認知症コーディネーターの存在というのは、大きいのかなと思います。なかな
か医師自身が紹介するっていうのは、いまだに少ない気がします> 
 

・ 大牟田・地域包括 <認知症で困ったら、どこどこの専門医に紹介して、そこで検査し
て、診断を受けて、薬出してもらって、指示を仰いで、それを実施して、サービスに
つなげていけばというのが、成功体験を実感していただいて。そのあと活きてくると
いうのが、実感としてはあるのかなと思いますね> 
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６. 地域ぐるみの支え 
 

 認知症の人や介護する家族の暮らしを地域ぐるみで実際に支えていく上で、各モデ

ル地域でそれぞれ特色のある方策が行われている。 
 
○ 富士宮市で特筆すべきことは、行政主導のもとで、地域住民、地元各業界・団

体、学校生徒などを対象として、数多く（約 1 万人）の認知症サポーターを養

成してきたことである。またサポーター養成にあたっては、受講者が、実際に

地域で暮らす認知症の人の支え手となれるような行動変容を起こすことを主

眼に置いている。 
 

○ 大牟田市で特筆すべきことは、子どもから大人まで多くの市民（約 2 千人）が

参加する年 1 回の徘徊模擬訓練である。行事のために、各地域で実行委員会を

立ち上げ、住民、専門職、行政が協働して訓練課題の検討をすることや、事前

に認知症の勉強会を義務付けていることが、地域ぐるみの支えを育む上で大き

な効果をもたらしている。ただし行事のための行事とならにように、いかに地

域の課題に見合ったものにするかの努力が求められる。 
 

○ 世田谷区玉川は、もともと自分たちの地域のためにという意識が強い風土があ

り、自分達のことは自分達で考えて行こうという姿勢が強い。また地元の玉川

医師会が、認知症に関して意識が高く、積極的に活動している。しかしながら、

そのような地域であっても、大都市ならではの問題として、「地域ぐるみ」と

なれる方策が見出しにくく模索されている。 
 

○ 普及啓発や行事に、青少年世代を取り込むことが、長期的に見て 終的には地

域ぐるみの支えの大きな力となることが期待されている。 
 

・ 富士宮・行政 <住民に伝えるべきことは、病気の話ではなくて、認知症の人が地域で
何に困っているのかということを、伝えなきゃならないわけで・・・地域で困ってい
ることをしっかり分析して、それをしっかり住民に伝えて、住民ができることをワー
キングする。それを、サポーター養成講座としようというふうに位置づけて、住民に
行動変容が起きるようなサポーター養成講座を、商店街だとか、ドラッグストアだと
か、消防団とか、そういったところで展開していったっていうことですよね> 
 

・ 富士宮・社協 <実は自分たちの地域の中で、こんなことが起きてるっていう話をたく
さん出してったんですよ。その中で、地域の人たちから、自分たちも頑張るけど、じ
ゃあ、行政や関係機関は、どう自分たちをサポートしてくれるんだと・・・やっぱり
実例を発しないと、なんか客観的な、どこかにある事例を投げかけても、なかなか理
解を示してくれないんですよね。実際にやっぱり起きている事例をあげてくっていう
ことが、すごく効果があるんじゃないかなっていうふうには思います> 
 

・ 大牟田 行政 <それが、徘徊模擬訓練なんだと思います。地域によっては、商店とか、
交番とか、いろいろなところを巻き込みながらやってるんですけど。それに参加する
ことで、本当に意識ががらっと変わって、本当にそこは、有効だなと思いますね・・・
日常生活圏域の中で、実行委員会をつくるんです。地域の役員さんとか、そこに認知
症コーディネーターの修了生とか、事業所とか入って。もちろん、行政職員も入りま
すし、地域包括支援センターの職員も入ります。その中に実行委員会をつくって、一
つのルールとして、事前の勉強会をしましょうと。認知症に対する対応の仕方とか、
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声掛けの仕方とかっていう勉強会をするってのは、一応、事前準備の一つとして項目
があるので、必ず 1 回はするんですね> 
 

・ 大牟田・自治会 <いろんな訓練もやりますけれども、これは地域のやはり課題に合っ
た訓練でなければ生きてこないというふうに思います。こうあるべきだということを
並べても、これは自分の地域にそぐわないことであったとすれば、それは住民のため
には、あまりなってない> 
 

・ 玉川・社協 <都会で人口も多い、世代も多世代に渡る中で、現実的に、これをやって
けばいいんだっていう方策っていうのは、何やるにしても、見えてないっていうのが、
正直なところ＞ 
 

・ 玉川・かかりつけ医 < 初、従来やってたトップダウンの形で、何かを決めて、それ
をみんなに普及させていくっていうような手法をイメージしていたんですが、難しい。
それはどこがトップになろうと難しい。なので、逆にもうボトムアップでいいんじゃ
ないか。・・・全部が一緒にじゃなくて、できるとこ、たとえば、もう、奥沢のあんす
こと、うちとでやって、そこがケア会議にせよ、形ができてきたと。それ真似してや
ってみようっていうのが、できてきたって。そういうボトムアップで、どんどん普及
していくほうが、手法としてはいいかもね、というような現状に、今は達しています> 
 

・ 大牟田・家族 <今は間に合わないかもしれないけれど・・・若い人たちを取りこまな
いと、本当の家族の年代っていうのは、来る時間もないし、きっかけもないんじゃな
いか・・・やっぱり学校教育じゃないかなと思うんですよ、 終的には> 
 
 

７. 医療・介護・地域の連携 
 

 医療・介護・地域の連携に関しては、各モデル地域とも個別の連携は行われている

が、機関連携という点では、3 地域でそれぞれ特色がある。 
 

○ 富士宮市では「地域ケア会議」として、社協、地区社協、地域包括、行政とで

定例会議がもたれており、全体協議のほか、個別ケースについての話し合いも

行われている。しかしながら医療の参画はまだ少ない。 
 

○ 大牟田市では、医療・介護・地域の連携が、さまざまな場面で実現している。

ことに、多くの関係者が協働する「徘徊模擬訓練」、複数の認知症の専門医や

認知症疾患医療センターの医師と認知症コーディネーター（介護・看護職）、

行政担当者からなる「地域認知症サポートチーム」、地域密着型サービスに併

設し、地域に開放する「地域交流施設」が果たしている役割が大きい。それら

のすべてで、2 年間の研修を修了した認知症コーディネーター（修了生も含む）

が支えとなっている。 
 

○ 世田谷区玉川地域では、地域包括と地域の個別の連携は進んでいる。また医師

会主導による連携会ももたれているが、地域の参画は少ない。 
 

○ 医療・介護・地域の連携は、専門職によるケアの観点からだけでなく、当事者

の生きがいにつながる社会参加の実現においても力を発揮する。 
 
・ 富士宮 社協 <一般住民の人たちを交えた地域ケア会議もやってるんですが、行政と
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地域包括支援センターと、そのブランチのワーカー、私たち社会福祉協議会、地区社
協。そういうメンバーで、定期的に連携会議を 3 年ぐらいやってまして> 

 
・ 大牟田・行政 ＜地域の人が、介護とか、医療のことを認めるのっていうのは、やっ

ぱり自分たちの地域のためにどんだけしてくれるのかっていう、そこがないと認めな
いんですよ・・・なので、（徘徊模擬訓練の）実行委員会の中で協働作業するというの
が、この 3 者が連携するという意味では、有効な取組み＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <何かの行事を立ち上げて、そこで協働作業をするっていうの
は、すごくいいなと思います・・・そのときが、本当にお互いに連携できるなという
ふうに思いました> 
 

・ 大牟田・地域包括 <地域包括支援センターの職員とかが集まって、大体定例で事例を
もとにカンファレンスをやって、いろんな立場からの助言とかをして、援助方針とか
を一緒に考えていくというのをやってる・・・関わってる事例に登場してる方たちに、
一堂に集まっていただいて・・・そのために、定例カンファとかを活用していただく
と、一番手っ取り早くいくのかなと思います> 
 

・ 大牟田・社協 ＜介護、養護、グループホームと、小規模多機能には、地域交流施設
を併設してくださいって義務づけてますよね。そこが結構、会議の場になったりとか
します＞ 
 

・ 大牟田・地域包括 <認知症コーディネーターというのが、たしかに連携という意味で
はすごく大きいなというふうに思ってます・・・ほとんどの方が、連携しなきゃとい
う意識は持ってらっしゃるんですよ。ただ、その仕方がわからないとか・・・そうい
ったときにコーディネーターとつながってれば、うまくいくという場合もあります> 
 

・ 玉川・地域包括 ＜玉川医師会の主催で年に 2 回ぐらい、連携会っていうのをやって
いるんですけれども。そこでも、ちょっと地域ケア会議っていうことで・・・医師会
と歯科医師会と薬剤師会と、あとは訪問看護とケアマネジャーとっていうような会
を・・・会議体での連携っていう形でやってる＞ 
 

・ 富士宮・家族 <病気になって、仕事辞めちゃったけど。病気になっても、生きがいの
ために、自分のできることをやるっていうのが、「働いてたときと同じように、生きが
いになる」って言ってましたけどね。達成感みたいのがあるみたいです> 

 
 

８. 行動・心理症状（BPSD）への対応 
 

 BPSD への対応は、「家族のケアの改善」「地域の見守り」「精神科入院を含む医療

対応」の 3 点であり、3 つのモデル地域のいずれでも、このすべてのアプローチが

必要とされている。 
 
○ 医師を含めた多職種カンファレンスが BPSD の対応には有効である。 

 
○ 第一には、ケアの問題である。家族に疾患の説明と病状の理解を促すことがポ

イントであり、それだけで BPSD が解決することも多い。またたとえば本人が

怒る原因を探したり、対応の工夫をすることがきわめて有効である。デイサー

ビスやショートステイの利用が解決につながることもある。 
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○ 近隣住民に対しても同様で、病気の症状として理解を得てもらうことが有効で

あり、地域での見守りにつながるが、これは地域住民だけでは困難であり専門

職の支えが必須である。 
 

○ 単身者や家族が拒否的（あるいはネグレクト）な場合の BPSD 対応には困難が

伴う。こういった場合には、地域包括、かかりつけ医、ケアマネジャーなどで

は対応が困難であり、行政による介入が必要とされる。 
 

○ 医療対応では、症状内容に合わせた投薬を必要とすることもある一方で、服用

薬の副作用として BPSD 症状を生じていることもかなり多い。とくに興奮作用

のある薬剤を中止することで症状の改善にいたることはまれではない。その他、

BPSD が身体的原因から生じている可能性にも留意しなければならない。 
 

○ 以上のような各種の工夫や対応を充実したとしても、ケースによっては、精神

科専門病院への入院を必要とするほどの BPSD が生じることは避けられない。

ことに興奮や暴力の問題は、介護や見守りで対応を続けることがきわめて困難

となりがちである。 
 

○ 精神科入院にいたったケースで重要なことは、退院前に地域スタッフをまじえ

てのカンファレンスを行うことである。そのためには、病院と地域のスタッフ

との連携がかかせない。 
 

○ BPSD と向き合っている家族のケアは重要である。しかし本人から目を離すこ

とができずに、相談や家族会に出向くこともままならない。家族を支えるシス

テムが必要である。 
 

・ 大牟田・行政 <仕組みとして有効だなって思うのは、カンファレンスなんですね・・・
事例を医師も含めて検討することで。もちろん、コーディネーターも入った中で検討
するんですけど・・・BPSD に対する評価と、それに対するアプローチ方法を検討でき
るので> 
 

・ 大牟田・地域包括 ＜コーディネーター養成研修で、2 年間じっくり学ばせていただい
たというのが、一番有効だったって思うんですけど・・・その行動に至ってる原因を
知ろうというふうなことにつながってるのかなというふうに思います> 
 

・ 富士宮・かかりつけ医 ＜BPSD の人たちを見たら・・・そのご本人の環境はどうなん
だっていうのは、やっぱり大きいと思います。これ、一番ですよね> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 ＜家族が疾患の性質について知ることが、BPSD の予防にやっ
ぱり一番つながると思います。BPSD で、うちを受診される方が多いんですけれども、
疾患の性質について説明しただけで、結構な確率で、薬使わなくても、介護保険サー
ビスとかいろいろ言わなくてもおさまります＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 ＜疾患の性質と、対応法について、きちんと家族なり、施設
職員さんなりを学習してもらうことが、実は一番の BPSD の防止法なのかなと思いま
す・・・事例の集積っていうのが、とっても BPSD の対応には有効なのかなと思いま
した> 
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・ 玉川・かかりつけ医 ＜薬物的なアプローチをするのは、まず医療としては主だと思
うんですが。それ以上に有効なのは、やっぱりご家族が、どれぐらいご本人の状況が
受け入れられているかどうかっていうところだと思うんです・・・家族の受け入れの
部分で大きく変わってくるので、家族自身へのアプローチは、大事にしてます＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <（薬物の副作用での BPSD）多いですね。結構あると思いま
す。ですからそこは、開業の先生との連携ですね。信頼関係がどれだけ取れてるかに
よって、「先生、これやめてください」って言って、きちんと聞いてくれる先生とやっ
ぱり無理な先生がいらっしゃるんです> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <ご家族に対して有効なのが、やっぱり家族会です。家族会に
行くことだけで、BPSD が落ち着くていうのは、多いでしょう・・・家族が落ち着くと、
患者さんも落ち着きます＞ 
 

・ 富士宮・自治会 ＜ケア会議で、その人を題材にみなで、地域で考えようと。この人
をもとに、地域が福祉のことに考えようとか、そういうふうにしていったんだけど・・・
そうすると、いろいろ意見出てくるんですよね> 
 

・ 富士宮・社協 ＜認知症の中のこういう症状であって、それがこういう行動で・・・
そこをていねいに情報発信してくっていう作業をしてかないと、なかなか地域の中で
は受け入れていただけない＞ 
 

・ 大牟田・社協 <認知症抱える家族を一人にしないということかな。いつでも相談でき
ますよっていうような、相談窓口を開けとかんと・・・地域住民だけじゃできない、
いろんな介護施設とか、構成員を入れてるんですね。町づくりが地域住民だけじゃ、
やっぱり駄目なんですね> 
 

・ 玉川・地域包括 <ケースバイケースで、医療的なところが入らないとどうしようもな
いっていうことで、入院につなげたりっていうケースもありましたし。その時々でや
っぱりお医者さんだったりとか、ケアの部分でなんとかとか、徘徊なんかは地域で、
取組みがあったり> 
 

・ 玉川・地域包括 ＜お一人だったり、拒否があったりっていう方については、やっぱ
り苦労というか、どうしてあげようもないっていうようなことが何年も続いてしまっ
たり・・・ご家族自身がもう抱え込んじゃったりっていうことで、大変だけど抱え込
んじゃったりっていうことで。ただ、それがやっぱり、そこから虐待につながっちゃ
ったりとかっていうことも、やっぱりありますので。とにかく関係をとぎらせない＞ 
 

・ 玉川・地域包括 ＜言われことを真に受けて、どんどん興奮させちゃうようなご家族
もいて、それはやっぱりケアの問題だなと思うんですけど。そうではなくて、本当に
興奮してしまってもう手がつけられないっていうか、突然もう怒り出したら暴力がと
かっていうと、やっぱり医療のところが> 
 

・ 富士宮・地域包括 ＜暴力的になってしまう方を、なんか今、うまくいった事例って
いうのがないので、やっぱり基本、今、入院してもらっているパターンが多いなって
思います＞ 
 

・ 大牟田・行政 <そういうことが起こったときには、包括支援センターに現状は相談が
来ていて・・・それから、そのサポートチームにいるドクターのところに行って、場
合によってはいったん入院> 
 



 
 

・ 玉川・地域包括 <退院前というか、1 か月ぐらいでカンファレンスがあって、そのと
きには声かけていただいて、ケアマネジャーだったりとか、関係者がいて・・・松沢
病院とかでは、大体カンファレンスが必ず> 
 

・ 玉川・自治会 <家族のケアっていうのも、本当に必要だなって・・・ずっと、見てあ
げようと思えば思うほど、どんどん大変になってくわけですから、進みますからね。
だから、家族のケアもとっても必要だなって思います> 
 

・ 玉川・家族 <一番は（家族の）気持ちを聞くっていうことで、聞いてもらうことで、
ずいぶん楽になる場合。解決できなくても、聞いてもらうことによって、気持ちが楽
になる。その本人が気づきができるんですよね＞ 

 

９. 終末期から看取りについて 
 

 終末期から看取りの段階で中心的役割を果たすのは、在宅医療と訪問看護であるが、

事実上、在宅医療は各地域で普及しつつある。ただし 3 つのモデル地域のいずれも、

行政として仕組みづくりに取り組んでいるところはまだなく、これからの課題であ

る。在宅医療を受けている場合でも、看取りの大多数は施設で行われており、自宅

での看取りは一部に限られている。 
 
○ 在宅での終末期は、自宅と施設（小規模多機能型居宅介護や介護老人保健施設）

を行き来する中で、家族の意向と介護力に応じて、いずれかで 期を迎えるこ

とになるが、そのための施設の受け入れ整備や、在宅医療との連携体制などが

今後の課題である。 
 

○ 期をどこでどのように迎えるのかについては、家族の多くが心配しているこ

とであり、それに関して学習する機会がもたれる必要がある。また何よりも介

護を終えた家族の体験談が有益である。 
 

○ より良い 期とは、本人の尊厳が守られていることとともに、看取る家族の心

の平安につながるものでなくてはならない。食事が摂れなくなり、胃ろうや経

管栄養を行うか自然死かの選択を迫られる家族は、いずれを選ぶにせよ判断に

正解はなく、その判断を共感的にサポートされ、かかりつけ医や介護職員の説

明と寄り添いが必要となる。家族会でのサポートも有益である。 
 

○ 認知症は死に至る病であることや、そこにいたる想定されるプロセスを、診断

確定後の早い段階から医師が家族に伝えることが、よい 期を迎える上でのポ

イントのひとつともなる。 
 

○ 急性期の治療にあたる医療関係者も含めて、あえて医療を施さない看取りの医

療を学習する必要がある。 
 

○ 単身者や家族が非協力的な場合の看取りをどこで行うかの判断には、難しさが

ある。 
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・ 富士宮・行政 <訪問診療をやってくれていて。お願いすると来てくれるって先生が、
結構多いんですよね。そうした中で、グループホームなんかは、話しやすい先生に協
力をしてもらって、来て、看取りをやっているというケースがあるんですけども。行
政として、その仕組みとして、組み立てがまだできていない> 
 

・ 大牟田 行政 <在宅での看取りっていう部分では、小規模多機能を利用しながら・・・
訪問看護と連携しながら、看取りをするっていう事例が少しずつ出てきてるぐらいで。
仕組みとしては、なかなか、ここには今、タッチできていない> 
 

・ 玉川・行政 <在支診（在宅療養支援診療所）の先生たちで、お看取りやるときって、
（訪問看護）ステーションが絶対必須だと思っているので、ステーションで強化型の
在支診でお看取りの医療体制取っていただける所がベースにあって、看取れる体制を
作れるかどうかというのがすごく大きくて・・・お看取りができる医療体制がまだ十
分じゃないんです> 
 

・ 玉川・地域包括 <亡くなるときの状況ってどんな感じになったのかとかっていう、先
の見通しを心配される方は多いですし、OB の方が入ってくださってることで、・・・
その体験談を話していただいて、そういうふうな選択肢があるんだなっていうのを、
ご家族が聞いて、参考にしていただいてるっていうことがあるんですけど。家族会で
そういうことを話してくだされる方がいるので、そこは、ご家族の先の見通しを立て
るという上では、有効になってるかな> 
 

・ 玉川・地域包括 <自然と食べれなくなって亡くなっていくっていうこともあるし、胃
ろうになって食べられるように栄養が入っていくっていうところで、そういうふうに
なったときにどういうことが想定されるかって、したらどうなるか、しなかったらど
うなるかっていうところをよく聞いて、どっちが正解っていうことはないからってい
うことは、お話をよくして納得した上で、・・・納得してないのに書いてしまうと、や
はりあとあと後悔するからっていうことは、お話はするんですけれども> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <基本的に伴走ですね。もう横に寄り添って、・・・それは本当
に正解がないので、どっちの方向でも基本的に支えますよっていうスタンスで。ただ、
本当に迷って道がわからなくなったときに、医学的な見地からのアドバイスは、もち
ろんします＞ 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <認知症ってのは、死に至る疾患だっていうのは、やっぱりみ
んなに認識してもらうことが、その人のよい 期っていうのにつながるんやないかな
と思ってます・・・初診のときには、なかなか言えないけれども、2 回目、3 回目のと
きは死に至る病気であるっていうことを必ず説明しますし。あとは、介護職員さんた
ちも、死に至る病気だっていうことを少しずつ認識してきてるように思います。そう
いうところを、まず認識でき始めたっていうところが、よい 期っていうのを迎える
人が出てきたことに、つながってるのかな＞ 
 

・ 富士宮・地域包括 <本当にお一人暮らしだったりとか、家族がいても、本当に非協力
的なご家族を、この方の終末っていうのをどこでどう迎えればいいのかなっていうの
を、考えていかなきゃいけなさっていうのは、難しいなっていうのは、思うところで
した> 

 
 

１０. 地域の認知症への取組み推進のために 
 

 各モデル地域における今後の認知症への取組み推進に向けて、トップとなる課題 3
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つの回答を求めたところ、それぞれの回答者から「医療連携」「地域包括支援セン

ターの機能の充実」「認知症への理解を促す普及啓発」「権利擁護」「専門職のマン

パワー充実とスキル向上」「レスパイトを含む家族支援」「当事者の社会参加支援」

などが広く挙げられた。 
 
○ 医療連携は富士宮市と大牟田市で課題となっていた。ことに富士宮市では、医

師会との連携を一番の課題とする声が複数あり、認知症ケアを支える上での医

療基盤の充実が喫緊の問題であることがうかがわれる。大牟田市でも医療連携

の充実がなお必要とされている。 
 

○ ただし医師に求められているのは多職種協働ケアの一員としての積極参加と

コミュニケーションである。 
 
・ 富士宮・地域包括 <やっぱり、医療連携・・・本当に医師会との、今後、つながりだ

ったりっていうところが、一番にはなるのかなっていうところです> 
 

・ 富士宮・かかりつけ医 <地域の医師会の先生方が、協力っていうか、みんなで一緒に
やっていきましょうという地域の医師会の連携> 
 

・ 富士宮・自治会 <医療関係とか、そういったことの連携とか、そういう人たちの地域
の講演会みたいなところで、より知らしめる> 
 

・ 大牟田・行政 <もの忘れ相談医を今から増やしていくんですけど。そこと定期的に連
絡を、それこそ日常的なコミュニケーション> 
 

・ 大牟田・地域包括 <やっぱり先生と、かかりつけ医との連携> 
 
・ 富士宮・行政 <医療現場の医師がケアラーとして、フラットな関係で、一人の人の支

援をみんなで考えられるような。病院のワーカーも、薬剤師さんも含めて、フラット
な関係で議論をできるような環境整備> 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <1 番が、やっぱり医師を含めた医師主導じゃないカンファの
充実> 
 

○ 地域包括支援センターの充実も各地域で課題として挙げられているように、地

域包括は、今後とも医療・介護・地域の連携において、中心的役割を果たすこ

とが期待されている。地域包括がその機能を十分に発揮するためには、一方で

医療連携による支えが必須であるとともに、他方では、地域住民のリーダーと

の円滑な連携が欠かせない。したがって、地域活動の担い手を育て続けること

ができるかどうかが、将来の地域包括の機能に少なからぬ影響を及ぼすことに

つながる。 
 

・ 大牟田・かかりつけ医 <包括のやっぱり充実っていうのが、大切なのかなと> 
 

・ 玉川・かかりつけ医 <地域の包括支援センターをどう生かせるか。機能面でもだし、
マンパワーの面でも・・・単に仕事を投げかけるだけではなくて、そこが力を発揮で
きるようにつくっていけるかだと思いますね> 
 

・ 玉川・地域包括 <次世代の育成っていうか・・・40～50 代ぐらいからですかね・・・
地域の基盤を継続できる人材の発掘といいますか、今の頑張ってらっしゃる方が、た
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ぶんもう少しで引退したあとに、またそれが続けられるかなっていうところが、やっ
ぱり今からも少しずつ担い手を育てていかなきゃいけない時期> 
 
 

おわりに 
今回調査した 3 つのモデル地域のそれぞれで、認知症への取組みに対して、関係者の熱

意溢れる創意と工夫ならびに敬服すべき尽力が積み重ねられており、この 10 年間でいずれ

も大きな進展が得られている。しかしながら、医療基盤や社会基盤の個別実情による制約

からは、引き続きチャレンジしなければならない課題も浮き彫りにされているようである。 

各地域の実情の違いを越えて、明らかに 3 つのモデル地域に共通して強く意識されている

のは、第一に、地域住民に対する、さまざまな機会を利用しての継続的でたゆまぬ普及啓

発である。そして第二に、地域包括支援センターを要とする、医療、介護、地域、行政の

機能的連携の推進である。基礎自治体とその社会を構成する人々が主導する、認知症への

取組みの日本型コミュニティ・イニシアティブ・モデルは、今後ともこの二点を根幹とし

た上で、さまざまなサービスや事業の目的と役割を明確にし、組み込んでいくことが望ま

れるであろう。 
（以上） 
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第３章 国内モデル地域調査報告 
（富士宮市・大牟田市・世田谷区玉川地域） 

別  表 
地域別・対象者属性別インタビュー回答結果 
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開

設
し

て
、

そ
こ

へ
相

談
に

行
っ

て
、

そ
こ

で
キ

ャ
ッ

チ
す

る
>

<
も

の
忘

れ
検

診
と

か
も

し
て

は
い

る
ん

で
す

け
ど

、
実

は
検

診
は

、
来

て
い

た
だ

く
方

っ
て

、
全

体
の

高
齢

者
人

口
に

し
て

み
れ

ば
、

そ
こ

ま
で

多
く

な
い

ん
で

す
よ

>

<
も

の
忘

れ
チ

ェ
ッ

ク
相

談
会

と
い

う
の

を
去

年
か

ら
始

め
て

い
る

ん
で

す
け

ど
・

・
・

地
域

の
病

院
の

先
生

に
ご

協
力

い
た

だ
い

て
個

別
相

談
会

を
や

っ
て

る
ん

で
す

>

<
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
機

能
と

地
区

社
協

機
能

が
一

対
に

な
っ

て
動

け
る

よ
う

な
環

境
整

備
を

し
と

い
て

。
そ

う
は

い
っ

て
も

、
や

っ
ぱ

り
専

門
職

に
い

く
と

こ
ろ

は
、

敷
居

が
高

い
と

こ
ろ

も
あ

る
も

ん
で

す
か

ら
、

住
民

の
中

の
地

区
社

協
機

能
の

中
で

窓
口

を
開

設
し

て
も

ら
っ

て
、

住
民

が
行

き
や

す
い

環
境

を
と

っ
た

上
で

、
そ

こ
か

ら
情

報
が

専
門

職
、

包
括

、
医

療
っ

て
つ

な
が

っ
て

い
く

>

<
徘

徊
模

擬
訓

練
っ

て
い

う
１

つ
の

き
っ

か
け

の
毎

に
、

地
域

に
入

っ
て

い
く

ん
だ

っ
て

プ
ロ

セ
ス

が
あ

る
の

で
。

そ
の

と
き

に
し

っ
か

り
啓

発
を

し
て

い
く

っ
て

い
う

、
今

流
れ

に
な

っ
て

る
の

で
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
ほ

か
の

銀
行

だ
っ

た
り

、
関

係
す

る
よ

う
な

機
関

も
そ

こ
で

し
て

か
ら

で
す

>

<
家

族
が

い
る

と
家

族
が

最
初

に
「

こ
の

ま
ま

放
っ

て
お

か
な

い
方

が
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
」

っ
て

言
っ

て
、

「
相

談
に

行
こ

う
」

と
連

れ
て

来
る

ケ
ー

ス
が

多
い

か
と

思
う

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

<
１

万
人

の
と

こ
ろ

の
圏

域
の

中
で

、
ど

れ
く

ら
い

目
が

行
き

届
く

か
っ

て
い

っ
た

ら
目

が
行

き
届

か
な

い
>

<
地

域
で

や
っ

て
る

会
議

に
出

向
い

て
た

り
す

る
ん

で
す

。
そ

こ
で

3
0
分

時
間

を
も

ら
う

と
か

。
と

に
か

く
認

知
症

と
い

う
病

気
が

あ
っ

て
、

こ
う

い
う

症
状

が
あ

っ
て

、
そ

れ
は

本
人

が
望

ん
で

そ
う

い
う

ふ
う

に
し

て
る

わ
け

じ
ゃ

な
い

ん
だ

と
か

、
周

り
の

対
応

の
仕

方
で

、
病

状
が

変
わ

っ
て

く
る

よ
と

い
う

よ
う

な
話

ぐ
ら

い
し

か
で

き
な

い
ん

で
す

け
ど

ね
。

と
に

か
く

病
気

の
存

在
を

知
っ

て
も

ら
う

。
そ

の
と

き
に

ど
こ

に
相

談
し

た
ら

い
い

か
っ

て
い

う
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
う

っ
て

い
う

、
そ

こ
だ

け
で

す
ね

>

<
か

か
り

つ
け

医
は

い
る

ん
で

す
、

み
ん

な
。

血
圧

診
て

も
ら

っ
て

た
り

し
て

る
ん

で
す

け
ど

、
自

分
の

も
の

忘
れ

は
1
回

も
相

談
し

て
な

い
ん

で
す

・
・

・
か

か
り

つ
け

医
に

ち
ゃ

ん
と

相
談

が
で

き
て

な
い

と
い

う
の

が
、

結
構

ネ
ッ

ク
か

な
と

思
っ

て
い

ま
す

>

<
情

報
の

目
が

行
き

届
く

と
こ

ろ
か

ら
、

情
報

の
連

鎖
が

行
わ

れ
て

い
っ

て
、

ご
近

所
の

関
係

性
が

あ
れ

ば
、

ご
近

所
が

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

っ
て

く
れ

れ
ば

い
い

し
、

ご
近

所
が

入
れ

な
い

と
こ

ろ
だ

っ
た

ら
、

情
報

を
つ

な
い

で
く

れ
て

行
政

が
行

く
>

<
子

ど
も

た
ち

へ
の

啓
発

も
だ

い
ぶ

力
入

れ
て

や
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

や
っ

ぱ
り

伝
え

る
こ

と
で

、
認

知
症

っ
て

こ
と

を
す

ご
い

特
別

な
も

の
に

し
て

し
ま

っ
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
>

<
家

族
が

気
づ

い
て

い
れ

ば
相

談
は

早
い

。
気

づ
い

て
相

談
に

来
る

人
の

中
で

、
結

構
、

有
所

見
の

人
が

…
た

だ
、

か
か

り
つ

け
医

に
は

案
外

、
相

談
し

て
い

な
い

>

<
い

か
に

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

連
鎖

を
し

っ
か

り
つ

く
れ

る
か

っ
て

い
う

の
が

重
要

で
。

や
っ

ぱ
住

民
の

人
も

し
っ

か
り

自
分

が
心

配
に

な
っ

た
と

き
に

、
ち

ょ
っ

と
し

た
相

談
に

行
け

て
、

そ
れ

が
し

っ
か

り
行

政
の

専
門

職
の

窓
口

ま
で

つ
な

が
っ

て
い

く
っ

て
い

う
仕

組
み

を
、

や
っ

ぱ
体

系
づ

け
て

つ
く

り
上

げ
て

い
く

っ
て

こ
と

が
大

事
>

<
よ

く
絵

本
教

室
と

か
で

使
う

の
は

、
絵

本
の

中
に

当
事

者
の

方
が

発
言

し
て

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
そ

う
い

う
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

む
こ

と
で

と
か

、
あ

と
映

像
を

必
ず

使
う

ん
で

す
。

認
知

症
の

方
が

こ
ん

な
ふ

う
に

生
活

し
て

る
よ

っ
て

い
う

映
像

を
絵

本
と

し
て

は
、

必
ず

最
後

に
流

す
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
病

気
だ

け
ど

す
ご

い
楽

し
そ

う
に

と
か

、
生

き
生

き
暮

ら
し

て
る

ん
だ

っ
て

い
う

の
が

見
え

る
の

で
。

全
然

、
思

っ
て

た
認

知
症

っ
て

い
う

も
の

が
大

き
く

な
っ

て
、

子
ど

も
た

ち
の

中
で

化
け

物
み

た
い

に
大

き
く

な
っ

て
く

る
の

が
、

少
し

和
ら

ぐ
の

か
な

っ
て

い
う

の
は

、
工

夫
と

し
て

は
し

て
ま

す
>

<
郵

送
調

査
方

式
に

変
え

た
ん

で
す

。
そ

れ
ま

で
健

診
だ

っ
た

も
の

を
・

・
・

そ
れ

で
未

回
答

の
方

と
か

、
回

答
の

中
で

心
配

な
方

を
、

包
括

の
ほ

う
で

全
戸

訪
問

す
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
や

っ
て

い
て

、
そ

れ
で

結
構

フ
ォ

ロ
ー

す
る

必
要

性
の

あ
る

方
と

い
う

の
も

出
て

く
る

の
で

、
そ

の
中

で
、

早
期

の
認

知
症

の
症

状
が

出
て

き
て

い
る

よ
う

な
感

じ
の

人
は

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

ほ
う

で
、

医
療

と
か

の
お

勧
め

を
し

た
り

、
相

談
を

受
け

る
こ

と
も

し
て

い
る

の
で

、
こ

れ
は

有
効

か
な

あ
>

行
政
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

<
要

は
早

期
発

見
と

か
っ

て
い

う
こ

と
に

な
る

と
、

も
う

専
門

職
が

直
に

介
入

す
る

話
だ

と
か

、
そ

う
い

う
話

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
、

や
っ

ぱ
そ

こ
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

要
は

福
祉

相
談

全
般

で
見

て
、

人
が

ち
ょ

っ
と

自
分

が
、

み
ん

な
わ

け
が

わ
か

ら
ず

相
談

に
行

く
ん

で
す

か
ら

、
「

認
知

症
が

心
配

で
」

な
ん

て
相

談
に

来
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
「

最
近

ち
ょ

っ
と

心
配

事
が

あ
る

ん
で

す
」

っ
て

相
談

に
行

く
も

ん
で

す
か

ら
。

そ
れ

を
本

当
に

ち
ょ

っ
と

し
た

相
談

先
の

と
こ

ろ
、

ご
近

所
か

ら
、

し
っ

か
り

そ
こ

か
ら

キ
ャ

ッ
チ

さ
れ

た
も

の
が

し
っ

か
り

つ
な

が
っ

て
く

る
っ

て
い

う
、

そ
う

い
う

仕
組

み
を

、
ま

ず
つ

く
る

>

<
一

つ
や

っ
て

る
の

は
、

認
知

症
な

ん
で

も
相

談
室

っ
て

い
う

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

総
合

セ
ン

タ
ー

は
別

に
重

な
る

部
分

は
多

い
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
と

は
別

に
認

知
症

の
相

談
っ

て
い

う
こ

と
で

、
常

に
広

報
誌

に
掲

載
を

し
て

、
ほ

か
の

い
ろ

ん
な

各
種

相
談

と
同

じ
よ

う
に

並
べ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

認
知

症
に

関
す

る
相

談
っ

て
、

必
要

に
な

っ
た

と
か

、
当

事
者

に
な

っ
た

と
き

に
初

め
て

そ
う

い
う

も
の

に
目

を
向

け
る

も
の

な
の

で
、

そ
ん

と
き

に
、

困
っ

た
と

き
に

目
が

行
く

よ
う

な
も

の
を

、
常

に
用

意
し

て
お

く
っ

て
い

う
の

が
一

つ
>

<
昨

年
か

ら
郵

送
調

査
方

式
に

変
え

ま
し

た
。

検
診

は
ど

う
し

て
も

受
診

率
が

3
～

4
割

だ
っ

た
ん

で
す

。
郵

送
調

査
で

、
3
年

に
1
回

で
い

い
と

国
が

言
っ

て
い

る
の

で
、

3
歳

刻
み

で
郵

送
調

査
を

お
送

り
し

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
回

答
率

、
去

年
7
割

ぐ
ら

い
。

今
年

も
6
割

ぐ
ら

い
>

<
絵

本
教

室
に

関
し

て
い

え
ば

、
必

ず
子

ど
も

た
ち

に
は

家
に

帰
っ

た
ら

、
「

お
父

さ
ん

、
お

母
さ

ん
に

今
日

の
話

伝
え

て
ね

」
っ

て
い

う
ふ

う
に

お
願

い
を

す
る

の
で

。
子

ど
も

は
、

た
ぶ

ん
半

分
ぐ

ら
い

の
子

は
伝

え
て

く
れ

て
る

ん
で

す
よ

>

<
も

の
忘

れ
検

診
っ

て
い

う
検

診
の

あ
り

方
を

、
よ

り
広

く
も

の
忘

れ
だ

け
に

限
ら

な
い

場
で

、
ほ

か
の

い
ろ

ん
な

身
体

的
な

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

み
た

い
な

と
こ

ろ
の

予
防

の
と

こ
ろ

に
、

も
の

忘
れ

の
部

分
を

組
み

合
わ

せ
て

。
今

で
も

し
て

い
る

>

<
高

校
生

に
対

し
て

の
ア

プ
ロ

ー
チ

っ
て

い
う

の
も

、
高

校
生

だ
と

ま
た

い
ろ

ん
な

こ
と

が
わ

か
る

年
代

に
な

っ
て

ま
す

し
、

社
会

人
の

ち
ょ

っ
と

一
歩

手
前

み
た

い
な

と
こ

ろ
な

の
で

。
そ

こ
で

、
お

伝
え

し
て

い
く

っ
て

の
は

あ
り

か
な

と
い

う
ふ

う
に

は
思

っ
て

ま
す

ね
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
本

当
に

普
及

啓
発

が
や

っ
ぱ

り
大

事
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
よ

う
に

は
思

っ
て

い
ま

す
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
特

に
有

効
な

手
段

と
し

て
、

今
や

っ
て

る
も

の
の

中
で

思
い

つ
く

の
は

、
も

の
忘

れ
予

防
相

談
検

診
で

す
ね

。
特

に
一

番
有

効
的

な
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
い

る
と

こ
ろ

で
は

あ
り

ま
す

>

玉
川

 
地

域
包

括
<
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

の
よ

う
な

と
こ

ろ
に

出
て

こ
ら

れ
て

い
る

方
に

つ
い

て
は

、
や

は
り

日
々

、
目

を
か

け
て

く
だ

さ
っ

て
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

こ
で

、
「

あ
れ

？
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
な

」
っ

て
い

う
情

報
は

、
と

て
も

タ
イ

ム
リ

ー
に

入
っ

て
く

る
ん

で
す

ね
>

行
政
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
社

協
さ

ん
が

、
地

域
づ

く
り

に
関

し
て

は
、

も
の

す
ご

く
頑

張
っ

て
や

っ
て

く
れ

て
ま

す
の

で
。

う
ち

だ
け

で
、

た
ぶ

ん
単

独
で

動
い

て
た

ら
、

た
ぶ

ん
い

つ
ま

で
経

っ
て

も
そ

こ
っ

て
つ

な
が

っ
て

こ
な

い
部

分
だ

っ
た

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
や

っ
ぱ

り
受

診
率

が
、

結
構

話
題

に
は

な
っ

て
き

て
た

ん
で

す
ね

。
な

か
な

か
受

診
率

を
上

げ
て

い
く

に
は

ど
う

し
た

ら
い

い
か

っ
て

い
う

の
が

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

も
>

<
や

っ
ぱ

り
そ

こ
か

ら
、

私
た

ち
も

そ
こ

に
行

っ
た

り
、

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
の

ほ
う

に
行

っ
た

り
。

私
ど

も
は

、
何

も
な

い
方

で
も

、
6
5
歳

以
上

の
方

は
、

実
態

把
握

訪
問

と
い

う
こ

と
で

、
訪

問
し

て
ま

す
の

で
、

認
知

症
だ

と
か

、
誰

か
か

ら
通

報
が

あ
っ

た
と

か
い

う
こ

と
で

は
な

く
て

、
一

般
の

6
5
歳

以
上

の
方

の
訪

問
>

<
社

協
さ

ん
と

一
緒

に
、

そ
の

地
域

に
そ

う
い

う
、

た
と

え
ば

認
知

症
の

理
解

だ
っ

た
り

っ
て

い
う

の
を

わ
か

っ
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

地
域

の
中

で
頑

張
っ

て
く

れ
て

い
る

方
と

つ
な

が
り

を
一

緒
に

つ
け

て
い

く
っ

て
形

を
や

っ
て

い
か

な
い

と
。

な
か

な
か

、
た

と
え

ば
、

地
域

住
民

に
対

し
て

っ
て

い
う

展
開

は
、

や
っ

ぱ
り

難
し

い
部

分
は

あ
る

な
っ

て
い

う
の

は
>

<
や

っ
ぱ

り
も

の
忘

れ
っ

て
い

う
印

象
が

、
地

域
の

方
、

住
民

に
と

っ
て

は
あ

ま
り

認
知

症
っ

て
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

悪
い

っ
て

い
う

の
も

あ
る

の
で

予
防

っ
て

い
う

の
を

前
面

に
出

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
と

>

<
今

は
、

世
田

谷
区

の
ほ

う
で

、
毎

年
１

回
、

7
1
歳

、
7
4

歳
、

7
5
歳

以
上

の
方

に
、

郵
送

調
査

を
し

て
る

ん
で

す
ね

>

<
出

前
地

域
ケ

ア
会

議
と

か
っ

て
、

あ
そ

こ
は

や
っ

ぱ
り

、
結

構
認

知
症

の
方

を
事

例
で

、
話

を
一

緒
に

。
各

地
域

、
富

士
根

南
が

1
6
区

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
各

区
ご

と
で

>

<
気

軽
に

簡
単

に
受

け
れ

る
よ

う
な

開
催

の
仕

方
っ

て
い

う
の

を
考

え
た

ほ
う

が
い

い
か

な
っ

て
い

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
。

今
は

１
次

検
診

と
２

次
検

診
と

分
け

て
開

催
す

る
よ

う
に

な
っ

た
ん

で
す

>

<
郵

送
調

査
の

中
で

、
未

回
答

だ
っ

た
方

と
。

あ
と

、
ち

ょ
っ

と
チ

ェ
ッ

ク
項

目
が

多
く

て
、

訪
問

し
た

ら
、

リ
ス

ク
が

高
い

だ
ろ

う
と

い
う

方
に

つ
い

て
、

訪
問

し
て

る
ん

で
す

ね
>

<
認

知
症

の
イ

メ
ー

ジ
を

変
え

る
よ

う
な

努
力

っ
て

い
う

か
。

ど
う

し
て

も
隠

し
た

い
と

か
、

認
め

た
く

な
い

っ
て

い
う

風
潮

が
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
な

り
た

く
な

い
ん

で
あ

れ
ば

、
早

く
予

防
し

よ
う

と
い

う
ふ

う
な

認
識

に
変

え
て

い
く

よ
う

な
啓

発
を

続
け

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

か
な

っ
て

い
う

の
が

、
一

個
典

型
と

し
て

は
あ

る
か

な
と

>

<
そ

れ
と

は
別

に
、

お
一

人
暮

ら
し

の
方

と
か

、
ち

ょ
っ

と
高

齢
の

方
で

す
と

か
は

、
行

く
よ

う
に

は
し

て
る

ん
で

す
が

。
「

訪
問

し
て

ま
す

よ
」

っ
て

い
う

よ
う

な
お

知
ら

せ
を

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

し
て

、
訪

問
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
や

っ
た

り
し

て
る

の
で

。
全

然
関

わ
り

の
な

い
方

は
、

そ
こ

か
ら

入
っ

た
り

で
す

と
か

、
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

に
い

る
と

き
に

、
ち

ょ
っ

と
声

を
か

け
た

り
と

か
い

う
と

こ
ろ

で
、

入
っ

て
。

そ
こ

か
ら

、
う

ま
く

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

っ
た

り
、

お
医

者
さ

ん
に

つ
な

が
っ

た
り

、
ご

家
族

に
つ

な
が

っ
た

り
と

い
う

こ
と

が
で

き
る

ケ
ー

ス
は

、
う

ま
く

い
く

ケ
ー

ス
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
開

催
し

て
、

来
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
っ

て
も

、
や

っ
ぱ

り
来

な
い

人
は

来
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
な

の
で

、
検

診
と

は
別

に
普

段
の

包
括

と
し

て
の

業
務

の
中

で
有

効
な

の
は

、
日

常
生

活
圏

域
ニ

ー
ズ

調
査

っ
て

、
市

役
所

の
ほ

う
で

や
っ

て
る

>

<
地

域
の

方
も

、
い

ろ
ん

な
網

の
目

を
使

っ
て

る
っ

て
い

う
こ

と
だ

っ
た

ん
で

す
が

。
そ

こ
に

入
ら

な
い

人
た

ち
と

い
う

の
は

、
た

く
さ

ん
や

っ
ぱ

り
い

る
ん

で
す

ね
。

地
域

と
の

関
わ

り
も

お
嫌

だ
っ

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
活

動
に

も
入

っ
て

こ
な

い
と

い
う

方
も

、
た

く
さ

ん
い

る
の

で
。

そ
う

い
う

方
で

、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
な

っ
て

思
っ

て
も

、
家

族
・

ご
本

人
が

閉
じ

て
し

ま
っ

て
る

と
、

や
は

り
な

か
な

か
入

れ
な

い
っ

て
い

う
お

う
ち

は
、

あ
り

ま
す

。
初

期
の

段
階

で
は

、
入

り
に

く
く

て
、

結
局

、
ご

家
族

が
対

応
で

き
な

く
な

っ
て

か
ら

の
相

談
に

な
る

で
す

と
か

>

<
ア

ン
ケ

ー
ト

に
答

え
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

中
で

心
配

が
あ

り
そ

う
だ

と
い

う
方

の
お

宅
に

訪
問

し
て

、
２

次
予

防
事

業
と

か
ど

ん
な

で
す

か
っ

て
い

う
声

か
け

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

怪
し

い
な

と
い

う
か

、
心

配
だ

な
と

い
う

方
が

、
ち

ょ
こ

ち
ょ

こ
と

発
見

さ
れ

る
と

い
う

の
が

あ
る

の
で

。
こ

っ
ち

の
ほ

う
は

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

、
も

う
地

道
に

足
で

稼
ぐ

と
い

う
方

法
な

ん
で

す
け

ど
も

、
こ

れ
も

早
期

発
見

と
い

う
意

味
で

は
、

た
し

か
に

有
効

な
手

段
な

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
っ

て
ま

す
>

<
あ

と
は

、
一

応
、

見
守

り
事

業
と

い
う

の
を

や
っ

て
、

見
守

り
を

定
期

的
に

、
ち

ょ
っ

と
こ

ち
ら

で
。

ま
だ

介
護

保
険

ま
で

は
い

か
な

い
け

ど
、

ち
ょ

っ
と

定
期

的
に

見
と

い
た

ほ
う

が
い

い
な

っ
て

い
う

方
に

つ
い

て
は

、
一

応
、

フ
ォ

ロ
ー

リ
ス

ト
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
。

把
握

を
し

て
い

る
よ

う
な

こ
と

で
し

て
い

る
の

で
、

何
か

月
後

か
に

、
ま

た
ち

ょ
っ

と
訪

問
す

る
だ

っ
た

り
と

か
、

様
子

を
う

か
が

う
と

い
う

こ
と

は
し

て
は

い
る

>

<
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
、

認
知

症
を

前
面

に
出

し
て

関
わ

る
と

い
う

の
は

、
あ

ん
ま

り
な

い
で

す
ね

>
<
や

は
り

全
部

把
握

で
き

て
い

る
か

っ
て

い
う

と
、

な
か

な
か

早
期

で
、

こ
ち

ら
か

ら
で

の
発

掘
だ

け
で

っ
て

い
う

の
は

、
な

か
な

か
難

し
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
う

>

<
二

次
予

防
事

業
が

こ
う

い
う

予
防

活
動

が
あ

っ
て

ま
す

よ
と

か
、

健
康

に
関

心
を

持
た

れ
る

方
は

、
結

構
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

ど
う

い
う

活
動

を
日

頃
心

が
け

て
い

ま
す

か
と

い
う

よ
う

な
お

話
を

し
た

り
と

か
で

す
ね

。
こ

う
い

う
こ

と
を

や
っ

て
い

か
れ

る
と

、
も

っ
と

い
い

で
す

よ
と

か
言

っ
て

、
そ

こ
か

ら
ち

ょ
っ

と
ず

つ
関

係
が

で
き

て
か

ら
。

あ
と

、
周

り
と

の
協

力
者

が
で

き
あ

が
っ

て
か

ら
、

認
知

症
の

ほ
う

へ
の

支
援

に
入

っ
て

い
く

>

<
未

回
答

の
方

よ
り

も
、

や
っ

ぱ
り

高
リ

ス
ク

の
人

の
ほ

う
が

、
多

い
ん

で
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
ご

近
所

さ
ん

、
一

番
関

わ
り

、
す

ご
く

力
を

発
揮

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

は
、

民
生

委
員

さ
ん

に
な

る
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
7
1
歳

で
、

未
回

答
み

た
い

な
人

は
、

働
い

て
る

人
も

ま
だ

多
い

ん
で

す
ね

。
あ

と
は

、
会

え
な

い
人

。
拒

否
。

な
の

で
、

そ
こ

で
把

握
す

る
っ

て
い

う
の

は
、

な
か

な
か

難
し

い
で

す
。

会
え

な
い

方
が

、
多

い
で

す
ね

。
電

話
で

も
断

ら
れ

る
。

「
元

気
だ

か
ら

、
来

な
い

で
い

い
で

す
と

か
っ

て
い

う
の

は
多

い
で

す
>

<
民

生
委

員
さ

ん
は

、
ご

近
所

の
方

か
ら

そ
う

い
う

情
報

い
た

だ
い

て
、

相
談

に
、

こ
ち

ら
に

行
く

と
い

う
形

な
ん

で
す

け
ど

も
。

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
専

門
の

相
談

窓
口

だ
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
部

分
が

あ
る

の
で

、
些

細
な

こ
と

で
も

す
ぐ

情
報

提
供

と
い

う
か

、
教

え
て

い
た

だ
く

形
に

な
り

ま
す

>

<
拒

否
が

ハ
イ

リ
ス

ク
で

は
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
何

年
か

し
て

、
あ

の
と

き
、

す
ご

い
拒

否
を

さ
れ

た
方

が
や

は
り

具
合

が
悪

く
な

っ
て

、
つ

な
が

っ
て

く
る

っ
て

い
う

こ
と

は
、

あ
り

ま
す

ね
>

<
た

だ
、

そ
れ

が
、

本
当

に
元

気
だ

し
、

ま
だ

働
い

て
る

し
、

い
い

わ
よ

っ
て

い
う

方
も

い
ま

す
し

。
そ

れ
は

、
一

概
に

は
い

え
な

い
で

す
ね

>

<
認

知
症

の
こ

と
を

、
い

ろ
い

ろ
な

テ
レ

ビ
と

か
で

知
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
方

は
、

増
え

て
る

ん
で

す
け

ど
。

私
ど

も
、

家
族

会
を

や
っ

て
い

る
中

で
、

あ
の

と
き

、
や

っ
ぱ

り
お

か
し

か
っ

た
の

よ
ね

っ
て

思
い

返
し

て
み

れ
ば

っ
て

い
う

の
は

、
多

い
ん

で
す

よ
。

そ
う

す
る

と
、

ま
だ

若
い

方
だ

っ
た

り
と

か
、

ご
家

族
の

ぐ
ら

い
の

娘
さ

ん
と

か
、

そ
の

ぐ
ら

い
の

方
の

啓
発

っ
て

い
う

の
は

、
ま

だ
ま

だ
必

要
な

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

ね
>

<
自

分
は

ま
だ

元
気

だ
っ

た
り

、
そ

ん
な

こ
と

関
係

な
い

わ
っ

て
思

っ
て

る
方

に
は

、
や

っ
ぱ

り
目

に
つ

か
な

い
も

の
な

ん
で

す
よ

ね
。

な
の

で
、

や
は

り
ご

家
族

ぐ
ら

い
の

、
娘

さ
ん

、
息

子
さ

ん
ぐ

ら
い

の
代

か
ら

の
啓

発
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

ま
だ

こ
れ

か
ら

か
な

っ
て

い
う

の
は

、
思

い
ま

す
ね

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

地
域

包
括

<
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
講

座
な

ん
か

や
る

に
し

て
も

、
必

要
だ

と
思

っ
て

る
団

体
さ

ん
か

ら
の

お
問

い
合

わ
せ

、
紹

介
だ

っ
た

り
と

か
と

い
う

と
、

民
生

委
員

さ
ん

ぐ
ら

い
の

代
か

ら
上

の
方

だ
っ

た
り

。
ご

家
族

が
、

す
で

に
介

護
さ

れ
て

て
、

ち
ょ

っ
と

勉
強

し
た

い
と

か
っ

て
い

う
、

何
か

し
ら

関
わ

り
の

あ
る

方
な

ん
で

す
よ

ね
。

も
う

少
し

若
い

世
代

の
方

に
も

、
ど

こ
か

や
っ

ぱ
り

学
校

だ
っ

た
り

、
P
T
A
だ

っ
た

り
と

か
、

そ
の

あ
た

り
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

、
も

う
少

し
で

き
る

と
い

い
の

か
な

と
は

思
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
、

ま
だ

取
り

組
め

て
な

い
課

題
で

す
ね

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
富

士
宮

に
、

1
4
の

中
学

校
エ

リ
ア

ご
と

に
1
4
の

地
区

社
協

っ
て

い
う

、
地

域
福

祉
の

基
礎

組
織

を
立

ち
上

げ
て

る
も

ん
で

す
か

ら
。

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

中
で

、
住

民
の

人
た

ち
に

向
け

て
、

認
知

症
に

つ
い

て
の

理
解

で
す

と
か

。
あ

る
い

は
、

福
祉

に
関

す
る

い
ろ

い
ろ

困
り

ご
と

だ
と

か
、

相
談

ご
と

な
ん

か
は

、
ど

こ
の

誰
に

み
た

い
な

と
こ

ろ
の

お
話

を
し

て
い

た
だ

く
。

あ
る

い
は

、
し

て
い

く
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
や

っ
て

は
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

大
牟

田
 
社

協
<
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
さ

ん
が

、
今

、
小

規
模

多
機

能
と

か
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
に

必
ず

必
置

と
い

う
形

に
な

っ
て

い
ま

す
の

で
。

大
牟

田
市

に
は

、
そ

の
よ

う
な

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

小
規

模
多

機
能

が
、

ま
ん

べ
ん

な
く

校
区

に
あ

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

う
い

う
人

た
ち

を
校

区
の

構
成

員
に

し
て

く
だ

さ
い

と
い

う
お

願
い

を
し

て
い

っ
て

、
校

区
の

構
成

員
に

な
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

そ
う

い
う

関
係

を
築

い
て

お
く

と
、

民
生

委
員

さ
ん

が
こ

の
人

は
も

し
や

と
い

う
ふ

う
な

場
合

に
、

そ
こ

に
つ

な
い

で
く

れ
る

>

玉
川

 
社

協
<
ご

本
人

と
い

う
よ

り
も

、
周

り
の

気
づ

き
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

な
役

割
に

な
る

の
か

な
と

い
う

中
で

、
い

ろ
い

ろ
話

に
い

く
と

、
物

忘
れ

と
、

や
っ

ぱ
り

認
知

症
の

違
い

と
い

う
部

分
で

、
や

っ
ぱ

り
高

齢
の

方
と

お
話

し
す

る
と

、
「

物
忘

れ
が

ひ
ど

く
て

ね
」

と
か

、
忘

れ
っ

ぽ
い

っ
て

い
う

よ
う

な
話

は
、

よ
く

聞
く

っ
て

い
う

こ
と

で
す

け
ど

。
そ

こ
と

認
知

症
っ

て
病

気
、

症
状

的
な

部
分

と
の

違
い

の
部

分
で

、
な

か
な

か
当

人
の

と
こ

ろ
か

ら
出

て
く

る
こ

と
っ

て
い

う
の

は
少

な
い

な
と

い
う

形
で

。
周

り
で

、
た

と
え

ば
、

個
別

の
ケ

ー
ス

に
入

っ
て

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
か

ら
、

た
と

え
ば

、
物

忘
れ

が
最

近
激

し
く

な
っ

て
る

と
か

、
ち

ょ
っ

と
ひ

ど
く

な
っ

て
る

と
い

う
よ

う
な

こ
と

が
聞

か
れ

る
こ

と
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

。
や

は
り

、
周

囲
か

ら
の

気
づ

き
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

な
テ

ー
マ

に
な

る
の

か
な

と
い

う
と

こ
ろ

で
>

<
小

地
域

で
、

展
開

し
て

い
る

サ
ロ

ン
活

動
。

地
域

寄
り

合
い

処
と

い
う

活
動

な
ん

で
す

が
。

そ
う

い
う

活
動

の
中

に
、

定
期

的
に

専
門

職
の

方
に

来
て

い
た

だ
い

て
、

直
接

、
参

加
者

と
対

話
を

す
る

中
で

、
困

っ
て

る
ニ

ー
ズ

な
ん

か
を

、
ま

た
投

げ
か

け
て

い
た

だ
い

た
り

と
か

。
そ

こ
を

ま
た

早
期

に
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
ブ

ラ
ン

チ
の

地
域

型
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
な

ぐ
と

い
う

よ
う

な
、

そ
う

い
う

役
割

。
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

の
部

分
で

す
よ

ね
>

<
も

の
忘

れ
相

談
検

診
と

か
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

の
も

、
あ

ん
ま

り
本

人
の

プ
ラ

イ
ド

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
、

緩
や

か
に

持
っ

て
い

く
と

い
う

か
。

や
っ

ぱ
家

族
の

偏
見

も
変

わ
っ

て
き

ま
し

た
ね

。
だ

い
ぶ

昔
に

比
べ

る
と

で
す

ね
。

病
気

な
ん

だ
と

、
こ

れ
は

病
気

な
ん

だ
と

>

<
そ

う
い

っ
た

意
味

で
は

、
当

人
と

い
う

よ
り

も
、

周
囲

の
、

地
域

の
住

民
の

方
々

へ
の

啓
発

っ
て

い
う

の
が

、
た

ぶ
ん

重
要

に
な

っ
て

く
る

ん
だ

ろ
う

な
と

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

社
協

<
か

な
り

富
士

宮
市

の
場

合
は

、
認

知
症

に
つ

い
て

の
啓

蒙
・

啓
発

が
で

き
て

る
も

ん
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

認
識

が
か

な
り

浸
透

し
て

き
て

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

感
じ

は
し

て
ま

す
。

な
の

で
、

地
区

社
協

で
取

り
組

む
い

ろ
ん

な
ふ

れ
あ

い
活

動
だ

と
か

、
ふ

れ
あ

い
交

流
の

活
動

で
す

と
か

、
サ

ロ
ン

活
動

に
参

加
に

つ
な

が
る

と
い

う
と

こ
ろ

は
、

や
は

り
そ

う
い

う
福

祉
学

習
で

、
認

知
症

に
対

す
る

啓
発

・
啓

蒙
が

、
効

果
的

に
、

今
、

来
て

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

感
触

が
>

<
完

全
に

な
く

す
こ

と
は

で
き

な
い

け
ど

、
緩

や
か

に
す

る
こ

と
は

で
き

る
ん

で
す

よ
と

い
う

ふ
う

な
形

を
。

要
は

対
応

の
仕

方
に

よ
っ

て
、

そ
の

方
が

重
度

に
な

る
か

、
緩

や
か

に
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

迎
え

る
か

っ
て

い
う

の
は

、
家

族
次

第
な

ん
で

す
よ

っ
ち

ゅ
う

ふ
う

な
勉

強
の

仕
方

を
、

や
っ

ぱ
り

学
習

の
仕

方
を

や
っ

て
き

て
ま

す
の

で
、

対
応

の
仕

方
で

す
ね

。
そ

の
辺

が
や

っ
ぱ

り
大

き
い

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

ふ
う

な
、

地
域

包
括

と
か

、
校

区
の

介
護

事
業

所
の

と
こ

ろ
に

相
談

す
る

ル
ー

ト
を

つ
く

っ
た

こ
と

っ
ち

ゅ
う

の
は

、
大

き
い

と
思

い
ま

す
>

<
以

前
よ

り
も

同
じ

話
の

繰
り

返
し

が
多

い
と

い
う

よ
う

な
こ

と
の

話
が

あ
っ

た
り

し
て

。
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

、
じ

ゃ
あ

ち
ょ

っ
と

職
員

が
行

っ
て

み
ま

す
ね

と
い

う
こ

と
で

、
活

動
し

て
る

と
こ

ろ
に

お
じ

ゃ
ま

し
て

、
ご

本
人

さ
ん

と
話

を
し

た
り

す
る

中
で

、
ご

心
配

な
と

こ
ろ

が
、

や
っ

ぱ
り

見
受

け
ら

れ
れ

ば
、

ま
た

機
関

に
つ

な
い

で
>

<
関

係
者

の
役

員
だ

と
か

、
地

区
社

協
に

関
係

し
て

る
人

た
ち

が
集

ま
る

中
で

、
い

ろ
ん

な
地

域
の

中
の

情
報

共
有

を
す

る
場

面
で

、
そ

の
対

応
で

す
よ

ね
。

初
期

対
応

の
部

分
、

ど
う

し
た

ら
い

い
か

み
た

い
な

と
こ

ろ
を

、
ち

ょ
っ

と
投

げ
か

け
て

も
ら

っ
た

り
と

か
。

い
ろ

ん
な

情
報

が
あ

る
中

で
、

認
知

症
の

話
、

対
応

を
す

る
た

め
の

助
言

を
し

て
い

た
だ

い
た

り
と

か
。

か
な

り
こ

ち
ら

の
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

ス
タ

ッ
フ

と
、

私
た

ち
社

会
福

祉
協

議
会

の
職

員
が

、
連

携
し

な
が

ら
動

け
る

場
面

が
、

い
ろ

ん
な

場
面

で
動

け
る

よ
う

な
形

に
は

な
っ

て
き

て
る

も
ん

で
す

か
ら

。
そ

こ
が

、
い

ろ
い

ろ
個

別
の

対
応

を
ス

ム
ー

ズ
に

つ
な

ぐ
流

れ
が

、
今

で
き

つ
つ

あ
る

。
そ

ん
な

感
じ

で
す

>

<
大

牟
田

市
に

サ
ロ

ン
と

い
う

の
が

あ
る

ん
で

す
が

、
サ

ロ
ン

に
そ

う
い

う
ふ

う
な

認
知

症
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
い

て
、

も
の

忘
れ

相
談

検
診

じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

、
ち

ょ
っ

と
し

た
ゲ

ー
ム

感
覚

で
や

っ
て

、
こ

の
方

は
ち

ょ
っ

と
認

知
症

が
進

ん
で

い
る

か
な

と
い

う
方

に
は

、
ま

た
、

今
、

市
内

に
介

護
予

防
相

談
セ

ン
タ

ー
と

か
い

う
の

も
あ

り
ま

す
の

で
、

ち
ょ

っ
と

訪
問

し
て

も
ら

う
と

か
、

「
こ

う
い

う
の

が
あ

る
け

ど
、

受
け

て
み

な
い

？
」

と
か

>

<
私

た
ち

も
そ

う
い

う
年

に
１

回
程

度
で

は
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
向

け
に

、
集

ま
る

機
会

を
設

け
た

り
し

て
、

そ
の

と
き

に
、

ま
た

、
認

知
症

に
限

ら
ず

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
方

に
つ

い
て

気
づ

い
た

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
ね

と
い

う
こ

と
で

>

<
大

き
な

研
修

会
で

す
と

、
な

か
な

か
出

な
い

ん
で

す
が

。
や

っ
ぱ

サ
ロ

ン
活

動
で

す
と

か
、

い
ろ

い
ろ

会
議

が
終

わ
っ

た
あ

と
に

、
問

い
合

わ
せ

を
し

て
い

た
だ

く
と

か
、

相
談

を
も

ら
う

と
か

、
そ

う
い

う
ケ

ー
ス

は
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
そ

の
方

と
人

間
関

係
つ

く
る

ま
で

が
、

結
構

時
間

か
か

っ
た

り
も

す
る

ん
で

す
よ

ね
。

家
族

と
で

す
ね

。
ま

ず
相

談
な

ん
で

す
よ

ね
。

な
か

な
か

有
効

的
な

部
分

っ
て

い
う

か
、

本
人

の
プ

ラ
イ

ド
を

傷
つ

け
な

い
と

い
う

と
こ

か
ら

始
ま

り
ま

す
の

ね
。

あ
な

た
受

け
た

ほ
う

が
い

い
と

か
い

う
ん

じ
ゃ

な
く

て
ね

。
そ

こ
ら

辺
が

難
し

い
と

こ
な

ん
で

す
よ

ね
>

<
個

別
の

接
点

の
中

で
、

実
際

入
っ

て
い

く
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
々

に
対

し
て

、
知

識
の

啓
発

っ
て

い
う

の
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
い

う
こ

と
と

、
連

絡
の

ル
ー

ト
っ

て
い

う
の

は
、

も
う

一
度

し
っ

か
り

持
っ

て
も

ら
う

っ
て

い
う

の
が

あ
る

と
思

い
ま

す
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

社
協

<
い

ろ
い

ろ
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

ら
な

い
人

た
ち

っ
て

い
う

の
は

、
当

然
い

ま
す

の
で

。
そ

う
い

っ
た

人
た

ち
へ

の
、

継
続

的
な

働
き

か
け

を
し

て
く

上
で

、
専

門
職

だ
け

の
働

き
か

け
だ

け
で

は
、

な
か

な
か

そ
こ

が
ク

リ
ア

に
な

っ
て

か
な

い
と

い
う

こ
と

で
。

そ
の

中
間

に
、

民
生

委
員

だ
と

か
、

見
守

り
活

動
を

や
っ

て
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

だ
と

か
。

あ
る

い
は

、
地

区
社

協
の

推
進

委
員

の
皆

さ
ん

だ
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
が

重
な

り
合

っ
て

、
よ

う
や

く
１

年
半

と
か

２
年

経
っ

て
、

高
齢

の
方

た
ち

の
集

ま
る

集
い

に
参

加
で

き
た

と
か

、
寄

り
合

い
処

に
参

加
で

き
た

と
か

>

<
時

間
は

か
か

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

け
ど

、
認

知
症

を
正

し
く

理
解

し
て

い
く

っ
ち

ゅ
う

か
、

認
知

症
は

病
気

だ
と

い
う

こ
と

を
、

正
し

く
理

解
し

て
い

く
た

め
の

周
知

啓
発

を
地

域
の

中
で

お
こ

な
っ

て
い

く
。

こ
れ

に
よ

っ
て

家
族

が
、

う
ち

の
お

父
さ

ん
は

と
か

、
う

ち
の

お
じ

い
ち

ゃ
ん

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
は

っ
ち

ゅ
う

ふ
う

な
こ

と
で

、
受

診
を

勧
め

て
い

く
>

<
社

会
福

祉
協

議
会

と
し

て
は

、
地

域
の

グ
ル

ー
プ

活
動

の
支

援
。

サ
ロ

ン
活

動
と

い
う

か
、

ミ
ニ

デ
イ

と
い

う
活

動
を

や
っ

て
ま

す
の

で
、

そ
う

い
っ

た
機

会
も

ス
タ

ッ
フ

の
方

々
に

、
認

知
症

に
限

ら
ず

な
ん

で
す

け
ど

、
参

加
者

さ
ん

を
見

守
る

目
と

持
っ

て
い

た
だ

い
て

、
ご

心
配

の
あ

る
ケ

ー
ス

と
か

が
出

て
く

れ
ば

、
社

会
福

祉
協

議
会

に
、

い
っ

た
ん

つ
な

い
で

も
ら

う
よ

う
な

ル
ー

ト
を

持
つ

と
い

う
こ

と
を

、
ス

タ
ッ

フ
の

方
々

に
啓

発
。

や
っ

ぱ
り

単
に

グ
ル

ー
プ

活
動

の
中

で
も

、
見

守
り

的
な

機
能

を
持

っ
て

も
ら

う
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
進

め
ら

れ
た

ら
い

い
の

か
な

と
考

え
て

ま
す

>

<
そ

こ
か

ら
、

さ
ら

に
フ

ォ
ー

マ
ル

な
サ

ー
ビ

ス
や

制
度

に
つ

な
が

っ
た

と
か

で
す

ね
。

も
う

ち
ょ

っ
と

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

領
域

、
地

元
の

老
人

会
だ

と
か

、
地

域
の

行
事

な
ん

か
に

一
緒

に
参

加
し

た
と

か
。

そ
う

い
う

広
が

り
が

、
徐

々
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
く

る
>

<
包

括
と

か
介

護
予

防
相

談
セ

ン
タ

ー
も

そ
う

な
ん

で
す

け
ど

、
事

業
所

と
か

に
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
さ

ん
が

入
れ

る
っ

て
こ

と
。

3
6
5
日

2
4
時

間
、

気
軽

に
相

談
で

き
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

つ
く

る
こ

と
が

必
要

か
な

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
何

か
関

わ
っ

て
た

り
、

グ
ル

ー
プ

の
活

動
に

出
て

き
て

い
た

だ
い

て
る

方
っ

て
い

う
の

は
、

逆
に

そ
こ

で
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

可
能

性
と

い
う

の
は

、
多

分
に

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

逆
に

や
っ

ぱ
り

地
域

で
孤

立
し

て
た

り
、

引
き

こ
も

っ
て

い
た

り
と

か
っ

て
い

う
方

々
の

中
で

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
う

い
っ

た
認

知
症

が
出

た
り

す
る

と
、

逆
に

発
見

が
遅

れ
た

り
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
か

と
思

う
の

で
>

<
長

年
生

き
て

き
た

過
程

の
中

で
、

人
と

の
接

触
、

接
点

が
持

ち
に

く
い

人
た

ち
と

か
で

す
ね

、
孤

立
傾

向
に

あ
っ

た
人

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
っ

て
い

う
の

は
、

多
く

の
人

た
ち

の
協

力
を

得
な

い
と

、
な

か
な

か
解

決
に

至
る

ま
で

の
方

向
性

が
見

え
て

こ
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

<
社

協
の

ほ
う

で
も

、
単

身
の

方
で

も
認

知
症

に
も

ち
ろ

ん
な

り
ま

す
の

で
、

お
金

の
管

理
が

全
く

で
き

な
い

と
い

う
人

も
い

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

で
、

軽
度

の
認

知
症

の
方

は
、

う
ち

が
通

帳
預

か
っ

て
、

な
お

か
つ

お
金

の
出

し
入

れ
、

定
期

的
に

生
活

費
で

す
よ

と
い

う
よ

う
な

形
で

公
共

料
金

の
支

払
い

と
か

、
こ

ち
ら

の
ほ

う
の

生
活

支
援

委
員

さ
ん

が
す

る
と

い
う

こ
と

で
す

ね
>

<
こ

れ
は

認
知

症
に

限
ら

ず
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

っ
た

方
々

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

い
う

か
、

何
が

き
っ

か
け

に
で

き
る

の
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
か

ら
、

や
っ

ぱ
り

今
、

い
ろ

ん
な

方
と

話
し

て
て

も
、

や
っ

ぱ
り

出
て

こ
な

い
方

を
ど

う
す

る
か

っ
て

い
う

の
は

、
一

つ
大

き
な

課
題

で
あ

り
、

壁
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
。

や
っ

ぱ
り

そ
こ

が
今

後
、

ど
う

し
て

い
く

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
か

な
と

>

<
事

前
に

行
政

や
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

協
議

の
場

を
つ

く
っ

て
、

そ
の

中
で

、
そ

の
人

の
い

ろ
ん

な
問

題
に

つ
い

て
、

協
議

を
し

て
、

そ
し

て
そ

の
あ

と
の

支
援

に
つ

な
げ

て
く

と
い

う
住

民
を

巻
き

込
ん

だ
形

の
地

域
ケ

ア
会

議
を

、
区

と
か

、
町

内
単

位
ぐ

ら
い

の
範

囲
で

、
今

、
展

開
を

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

>

<
ほ

か
の

市
町

村
の

取
り

組
み

と
は

、
ち

ょ
っ

と
違

う
よ

う
な

と
こ

。
生

活
介

護
支

援
サ

ポ
ー

タ
ー

と
い

う
の

が
、

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

て
。

我
々

は
、

今
日

、
大

牟
田

市
で

は
、

キ
ャ

ロ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

。
そ

う
い

う
よ

う
な

形
で

、
ち

ょ
っ

と
し

た
お

手
伝

い
を

し
て

く
れ

る
と

か
>

<
直

接
の

本
人

の
接

点
と

も
て

な
い

ま
で

も
、

や
っ

ぱ
り

、
明

ら
か

に
異

常
な

事
態

が
み

え
た

と
き

に
、

た
と

え
ば

、
ゴ

ミ
屋

敷
と

か
あ

れ
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
。

や
っ

ぱ
り

、
外

見
か

ら
で

も
気

づ
け

る
よ

う
な

、
郵

便
物

が
う

ー
ん

と
た

ま
っ

ち
ゃ

っ
て

る
と

か
で

も
い

い
し

、
異

臭
が

す
る

と
か

い
う

、
せ

め
て

、
そ

こ
の

段
階

の
部

分
で

は
気

づ
く

人
が

い
て

、
や

っ
ぱ

り
つ

な
げ

る
人

が
い

る
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

社
協

<
出

前
講

座
と

か
、

福
祉

学
習

と
か

、
い

ろ
ん

な
認

知
症

を
テ

ー
マ

に
し

た
研

修
会

だ
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

、
一

方
向

で
伝

え
る

側
と

聞
く

側
の

関
係

の
中

で
の

場
面

設
定

を
つ

く
っ

て
き

た
ん

で
す

け
ど

。
今

取
り

組
ん

で
る

こ
と

は
、

そ
う

い
う

場
面

に
プ

ラ
ス

ア
ル

フ
ァ

で
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
し

て
、

そ
の

人
の

問
題

に
つ

い
て

検
討

し
合

う
>

<
や

っ
ぱ

り
一

件
一

件
の

ケ
ー

ス
と

し
っ

か
り

向
き

合
わ

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

の
が

あ
る

の
で

。
こ

れ
マ

ン
パ

ワ
ー

の
部

分
も

含
め

て
、

こ
れ

は
地

域
の

方
、

や
っ

ぱ
り

協
議

会
で

あ
っ

た
り

、
ほ

か
の

専
門

職
の

方
た

ち
で

も
、

や
っ

ぱ
り

マ
ン

パ
ワ

ー
的

に
は

相
当

限
界

が
あ

る
と

思
う

の
で

。
や

っ
ぱ

り
地

域
の

方
と

の
ス

ク
ラ

ム
を

組
ん

で
や

っ
て

い
く

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

ど
う

し
て

も
必

要
に

な
る

か
な

と
考

え
て

い
ま

す
>

<
そ

う
い

う
要

因
で

、
い

ろ
ん

な
こ

う
い

う
問

題
行

動
や

、
つ

な
が

ら
な

い
要

因
が

あ
っ

た
ん

だ
と

い
う

こ
と

を
ひ

も
解

き
な

が
ら

、
じ

ゃ
あ

、
自

分
た

ち
自

身
が

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
の

か
っ

て
い

う
こ

と
を

、
専

門
職

と
、

そ
れ

か
ら

地
域

の
人

と
一

緒
に

膝
を

交
え

て
、

検
討

し
合

う
と

い
う

こ
と

が
、

今
の

と
こ

ろ
成

果
が

あ
が

っ
て

き
て

、
次

に
つ

な
が

る
見

守
り

活
動

だ
と

か
、

サ
ロ

ン
活

動
に

そ
う

い
う

人
た

ち
も

同
じ

住
民

と
し

て
、

認
識

し
て

も
ら

っ
て

、
と

ら
え

て
も

ら
っ

て
、

そ
こ

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
も

ら
う

よ
う

な
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
き

て
る

の
で

。
今

の
と

こ
ろ

は
、

こ
れ

を
ち

ょ
っ

と
広

げ
て

い
く

や
り

方
を

行
政

と
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

、
ち

ょ
っ

と
連

携
を

し
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

な
な

ん
て

い
う

ふ
う

に
は

思
っ

て
ま

す
>

<
そ

れ
ぐ

ら
い

や
っ

ぱ
り

深
刻

な
、

地
域

の
中

で
は

深
刻

な
問

題
と

し
て

、
今

取
り

上
げ

な
き

ゃ
な

ん
な

い
と

い
う

段
階

ま
で

き
ち

ゃ
っ

て
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

も
ん

で
す

か
ら

。
そ

こ
を

最
終

的
に

は
、

施
設

の
入

所
だ

と
か

、
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

げ
た

か
ら

、
そ

こ
で

よ
か

っ
た

っ
て

い
う

こ
と

で
は

な
し

に
、

や
は

り
そ

の
状

態
を

、
や

っ
ぱ

り
で

き
る

だ
け

地
域

の
中

で
維

持
し

な
が

ら
、

そ
う

い
う

人
で

あ
っ

て
も

決
し

て
排

除
さ

れ
な

い
地

域
を

一
緒

に
考

え
て

い
き

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

よ
う

な
投

げ
か

け
を

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
の

で
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
う

ち
の

地
区

も
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

っ
て

い
う

の
を

始
め

た
ん

で
す

け
ど

ね
。

富
士

宮
市

が
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

講
座

と
か

、
そ

う
い

う
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

と
か

、
そ

の
辺

の
活

動
か

ら
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
そ

の
と

き
に

思
っ

た
の

が
、

決
し

て
、

閉
鎖

的
に

考
え

る
の

で
は

な
く

て
、

地
域

の
中

で
そ

う
い

う
も

の
を

理
解

す
る

よ
う

な
、

そ
う

い
う

地
域

の
体

制
を

つ
く

ら
な

に
ゃ

な
ら

ん
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

し
た

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
サ

ロ
ン

活
動

の
中

で
、

人
の

い
ろ

ん
な

意
見

を
拾

う
っ

て
い

う
の

も
あ

り
ま

す
し

。
う

ち
の

ほ
う

の
町

会
で

す
と

、
た

と
え

ば
、

一
人

暮
ら

し
で

高
齢

者
の

方
の

要
援

護
者

の
方

で
す

ね
。

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

心
配

な
方

た
ち

に
対

し
て

、
町

会
で

２
人

ず
つ

、
ご

近
所

の
方

、
お

願
い

し
て

る
ん

で
す

よ
。

災
害

時
の

み
っ

て
い

う
こ

と
で

、
お

願
い

は
し

て
お

り
ま

す
>

<
2
3
年

か
ら

こ
の

地
域

包
括

と
、

社
会

福
祉

と
、

う
ち

の
地

域
で

、
地

域
支

援
と

、
い

わ
ゆ

る
ケ

ア
会

議
っ

て
い

う
の

を
毎

月
開

く
こ

と
に

し
た

ん
で

す
よ

>

<
な

ん
と

か
機

会
が

あ
れ

ば
と

い
う

こ
と

で
思

っ
て

お
り

ま
し

た
ら

、
ち

ょ
う

ど
平

成
1
2
年

、
1
3
年

頃
で

ご
ざ

い
ま

し
た

け
れ

ど
も

。
「

痴
呆

と
か

、
ぼ

け
と

か
い

う
の

は
、

一
種

の
病

気
で

あ
る

」
と

い
う

ふ
う

に
言

わ
れ

て
。

だ
か

ら
、

こ
れ

を
一

つ
勉

強
し

ま
せ

ん
か

と
い

う
ふ

う
な

お
誘

い
を

、
役

所
の

ほ
う

か
ら

う
か

が
っ

た
>

<
災

害
時

の
み

と
申

し
上

げ
と

い
て

も
、

や
っ

ぱ
り

自
分

の
担

当
に

な
っ

て
る

人
っ

て
気

に
な

り
ま

す
の

で
。

な
ん

か
あ

る
と

、
ま

た
お

知
ら

せ
い

た
だ

い
た

り
す

る
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

そ
れ

が
ま

た
広

げ
る

と
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

し
>

<
我

々
も

A
さ

ん
っ

て
い

う
人

を
見

た
と

き
に

、
「

最
近

、
あ

い
さ

つ
が

返
っ

て
来

な
い

ね
」

と
か

、
「

急
に

老
人

っ
ぽ

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
。

私
よ

り
若

い
の

に
」

っ
て

い
う

の
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
う

い
う

運
動

を
し

て
な

か
っ

た
と

き
は

そ
う

い
う

見
方

し
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
見

ち
ゃ

い
け

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

。
そ

う
い

う
見

方
を

し
ち

ゃ
い

け
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
。

と
こ

ろ
が

、
そ

う
い

う
運

動
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ち

ょ
っ

と
視

点
を

変
え

よ
う

と
。

見
方

を
変

え
よ

う
っ

て
い

う
こ

と
を

、
区

長
さ

ん
た

ち
に

も
言

っ
た

>

<
地

域
の

中
に

は
、

団
体

の
代

表
者

さ
ん

た
ち

が
、

い
っ

ぱ
い

お
ら

れ
る

の
で

、
こ

れ
は

、
子

ど
も

た
ち

も
一

緒
に

理
解

せ
に

ゃ
と

思
い

ま
し

た
の

で
、

少
年

セ
ン

タ
ー

の
指

導
員

さ
ん

と
か

、
警

察
の

補
導

員
さ

ん
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
ま

で
声

を
か

け
て

、
「

一
緒

に
勉

強
し

ま
せ

ん
か

」
と

い
う

こ
と

で
、

お
声

か
け

を
さ

せ
て

も
ら

っ
た

わ
け

で
す

>

<
認

知
症

の
方

っ
て

い
う

の
は

、
ご

家
族

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

、
や

っ
ぱ

り
ご

家
族

の
見

方
が

あ
り

ま
す

の
で

、
私

た
ち

か
ら

見
た

ら
、

ち
ょ

っ
と

入
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
っ

て
も

、
ご

家
族

が
い

い
と

お
っ

し
ゃ

ら
れ

れ
ば

、
違

い
ま

す
よ

と
お

っ
し

ゃ
ら

れ
れ

ば
、

そ
う

い
う

こ
と

で
す

し
。

そ
こ

の
と

こ
ろ

が
難

し
い

>

<
地

域
包

括
と

、
定

期
的

に
会

合
。

う
ら

ら
の

会
な

ん
て

い
う

会
を

開
き

ま
し

て
ね

>
<
１

年
と

ち
ょ

っ
と

ぐ
ら

い
の

期
間

、
勉

強
会

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

そ
し

て
、

勉
強

す
る

中
で

、
や

は
り

こ
れ

は
人

ご
と

で
は

な
い

。
明

日
は

我
が

身
か

も
し

れ
な

い
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
切

羽
詰

ま
っ

た
よ

う
な

と
こ

ろ
を

学
ん

だ
わ

け
で

す
。

病
気

だ
か

ら
、

い
つ

、
誰

に
出

る
か

も
わ

か
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

。
や

は
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
必

要
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
、

私
ど

も
の

と
こ

ろ
に

、
立

ち
上

げ
て

お
り

ま
す

の
が

、
「

駛
馬

南
人

情
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

と
い

う
の

で
ご

ざ
い

ま
す

>

<
町

会
と

婦
人

会
で

、
サ

ロ
ン

的
な

こ
と

を
し

て
る

ん
で

す
ね

。
歌

の
会

と
か

、
体

操
と

か
、

子
育

て
な

ん
か

も
し

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
、

ふ
れ

あ
い

ル
ー

ム
に

来
れ

な
く

て
、

ち
ょ

っ
と

足
が

悪
く

て
、

こ
こ

ま
で

通
え

な
い

な
っ

て
い

う
方

が
、

逆
に

そ
う

い
う

と
こ

い
ら

し
て

、
帰

る
道

が
わ

か
ら

な
く

な
る

ん
で

す
ね

。
そ

れ
が

、
一

番
最

初
の

気
づ

き
で

す
ね

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
、

た
と

え
ば

、
認

知
症

で
あ

る
と

か
、

精
神

疾
患

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

助
け

合
い

ま
せ

ん
か

と
か

い
う

話
を

し
て

き
た

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

話
を

、
地

域
に

持
っ

て
っ

た
り

>

<
私

た
ち

自
身

も
、

気
軽

に
相

談
を

さ
れ

る
よ

う
な

、
頼

ら
れ

る
よ

う
な

人
材

に
な

ろ
う

ね
っ

て
い

う
こ

と
を

、
常

に
話

し
合

っ
て

お
り

ま
し

た
。

そ
し

て
、

人
情

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
、

1
6
年

の
２

月
2
2
日

に
立

ち
上

が
り

ま
し

た
け

れ
ど

も
。

そ
れ

か
ら

は
、

私
ど

も
は

、
平

坦
な

こ
と

で
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

で
し

た
>

<
こ

こ
は

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
さ

ん
と

は
、

す
ご

く
う

ま
く

私
た

ち
、

情
報

を
共

有
す

る
っ

て
い

う
の

か
、

連
絡

と
っ

て
る

ん
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

ち
ょ

っ
と

そ
ち

ら
の

ほ
う

か
ら

の
ご

案
内

を
し

て
い

た
だ

け
ま

せ
ん

か
っ

て
い

う
よ

う
な

形
。

い
い

形
で

訪
問

を
見

守
り

と
い

う
形

で
、

い
つ

も
入

っ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
形

で
ち

ょ
っ

と
つ

な
げ

て
、

ま
た

入
っ

て
>

<
地

域
っ

て
い

う
の

は
、

毎
日

隣
り

合
わ

せ
で

煮
炊

き
し

て
る

。
洗

濯
し

て
る

。
電

気
が

つ
く

。
洗

濯
が

干
し

て
あ

る
。

そ
う

い
う

の
が

わ
か

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

も
う

そ
う

な
っ

た
ら

、
近

所
と

連
携

し
て

、
助

け
を

求
め

る
し

か
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

話
も

聞
い

て
き

た
も

ん
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

人
た

ち
に

個
人

情
報

ば
っ

か
り

で
や

っ
て

る
と

、
地

域
で

見
守

る
っ

て
こ

と
を

や
め

る
か

ら
、

家
族

の
同

意
な

ん
か

も
求

め
な

が
ら

、
そ

の
人

を
さ

、
守

っ
て

い
こ

う
よ

>

<
校

区
内

に
あ

る
施

設
の

協
働

と
い

う
の

は
、

ど
う

し
て

も
、

専
門

分
野

が
必

要
と

思
い

ま
し

た
の

で
。

私
ど

も
は

、
素

人
で

あ
り

な
が

ら
、

気
軽

に
相

談
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

、
私

た
ち

は
、

そ
れ

を
受

け
て

、
専

門
分

野
に

つ
な

い
で

い
く

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
を

強
く

し
よ

う
と

。
そ

れ
が

地
域

力
を

強
め

る
こ

と
じ

ゃ
な

い
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

思
っ

た
わ

け
で

す
>

<
そ

れ
に

ご
案

内
し

て
く

だ
さ

る
ん

で
す

。
こ

こ
に

ち
ょ

っ
と

ど
う

で
す

か
っ

て
。

前
に

ど
ん

ど
ん

進
ま

な
い

た
め

に
も

、
や

は
り

外
で

の
活

動
を

、
皆

さ
ん

と
の

刺
激

は
大

切
な

こ
と

で
す

し
。

体
の

ほ
う

も
、

頭
の

ほ
う

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

は
必

要
な

こ
と

と
い

う
こ

と
で

、
刺

激
が

必
要

な
こ

と
と

い
う

こ
と

で
、

あ
ん

す
こ

さ
ん

も
よ

く
ご

紹
介

を
く

だ
さ

っ
て

、
お

連
れ

い
た

だ
い

た
り

す
る

ん
で

す
>

<
そ

う
す

る
と

、
参

加
し

た
3
0
人

ぐ
ら

い
の

区
民

の
人

た
ち

は
、

最
初

は
、

な
か

な
か

地
域

に
な

じ
ま

な
い

の
に

、
な

ん
で

あ
の

人
を

見
守

る
ん

だ
っ

て
い

う
話

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

入
っ

て
く

ん
だ

け
ど

、
最

後
に

各
テ

ー
ブ

ル
７

～
８

人
の

メ
ン

バ
ー

に
分

け
る

ん
で

す
け

ど
、

各
テ

ー
ブ

ル
か

ら
い

ろ
ん

な
意

見
を

出
し

て
も

ら
っ

て
、

発
表

し
て

も
ら

う
と

、
み

ん
な

、
急

に
や

さ
し

く
な

っ
て

く
る

ん
で

す
よ

ね
。

や
っ

ぱ
り

助
け

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
を

表
明

さ
れ

る
と

、
こ

の
地

域
、

日
本

人
み

ん
な

そ
う

だ
と

、
人

は
み

ん
な

そ
う

だ
と

思
う

ん
だ

け
ど

。
助

け
て

く
だ

さ
い

っ
て

言
う

と
、

あ
っ

、
彼

は
認

知
症

だ
っ

た
ん

だ
か

、
あ

の
人

は
認

知
症

だ
っ

た
ん

だ
か

。
じ

ゃ
あ

、
病

気
が

そ
う

い
う

ふ
う

に
さ

せ
て

た
ん

だ
。

じ
ゃ

あ
、

見
守

っ
て

い
こ

う
じ

ゃ
な

い
か

っ
て

い
う

ふ
う

な
ほ

う
に

変
わ

っ
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
現

在
は

、
立

ち
上

げ
ま

し
て

か
ら

1
0
年

に
な

り
ま

す
け

れ
ど

、
住

民
の

意
識

が
、

非
常

に
変

わ
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

認
知

症
の

方
と

そ
の

家
族

を
、

地
域

で
支

え
て

い
こ

う
と

い
う

大
き

な
柱

の
も

と
に

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

立
ち

上
げ

ま
し

た
け

れ
ど

も
、

最
初

の
頃

は
、

「
こ

の
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
す

よ
」

っ
て

申
し

上
げ

て
も

、
な

か
な

か
ス

ム
ー

ズ
に

利
用

し
て

く
だ

さ
る

方
、

相
談

し
て

く
だ

さ
る

方
は

あ
ん

ま
り

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
く

て
、

ど
う

な
る

こ
と

か
と

は
思

い
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
今

、
非

常
に

変
わ

り
ま

し
て

。
だ

か
ら

、
地

域
が

、
や

っ
ぱ

り
理

解
を

深
め

る
こ

と
。

こ
れ

が
、

こ
れ

か
ら

先
も

な
お

な
お

こ
れ

を
、

認
知

症
に

対
す

る
理

解
を

深
め

て
い

く
。

そ
し

て
、

そ
う

い
う

方
を

一
人

で
も

多
く

地
域

の
中

に
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
が

大
事

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

お
り

ま
す

>

<
ご

自
分

も
認

知
症

と
は

思
っ

て
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

の
で

、
上

手
に

あ
ん

す
こ

さ
ん

と
つ

な
げ

な
が

ら
、

じ
ゃ

あ
、

給
食

一
緒

に
行

っ
て

み
ま

し
ょ

う
か

と
か

、
会

食
行

き
ま

し
ょ

う
か

と
か

す
る

。
そ

う
い

う
形

で
つ

な
げ

て
い

た
だ

い
た

り
。

じ
ゃ

あ
、

私
、

今
度

ま
た

見
て

ま
す

か
ら

ね
っ

て
い

う
こ

と
で

お
互

い
に

連
携

と
り

な
が

ら
、

そ
う

い
う

こ
と

し
ま

す
け

ど
>



－ 149 －

 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

<
我

々
が

押
し

つ
け

て
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
自

然
発

生
的

に
そ

う
い

う
こ

と
を

言
っ

て
く

れ
る

よ
う

な
、

地
域

に
持

っ
て

く
っ

て
い

う
か

、
福

祉
の

力
を

>

<
拒

否
さ

れ
る

方
は

ず
っ

と
何

年
間

、
玄

関
か

ら
と

隙
間

か
ら

っ
て

い
う

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

け
れ

ど
も

。
何

年
か

か
っ

て
、

こ
の

方
は

う
ま

く
調

整
が

で
き

た
か

な
っ

て
。

行
政

が
入

ろ
う

と
思

っ
た

っ
て

、
絶

対
開

け
な

い
方

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

か
ら

>

<
底

力
を

上
げ

る
っ

て
い

う
の

は
。

や
っ

ぱ
り

我
々

が
ど

ん
ど

ん
入

っ
て

っ
て

、
や

っ
ぱ

り
一

般
の

人
た

ち
を

、
教

育
し

て
い

く
し

か
な

い
な

と
>

く
あ

ん
す

こ
さ

ん
で

認
知

症
の

勉
強

会
を

よ
く

開
い

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
け

ど
。

地
域

の
み

ん
な

が
当

た
り

前
に

わ
か

っ
て

い
た

だ
け

れ
ば

い
い

こ
と

で
す

し
。

自
分

も
い

ず
れ

は
わ

か
り

ま
せ

ん
、

て
い

う
こ

と
が

皆
さ

ん
が

わ
か

っ
て

い
た

だ
い

て
、

受
け

入
れ

て
い

た
だ

け
れ

ば
い

い
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
地

域
で

な
ん

と
か

そ
の

認
知

症
の

人
を

、
声

を
出

さ
な

く
て

も
い

い
か

ら
、

遠
目

で
も

電
気

が
つ

い
た

よ
と

か
、

毎
日

元
気

だ
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
を

見
て

い
く

っ
て

い
う

ふ
う

に
し

ま
し

ょ
う

よ
と

か
>

<
で

も
、

こ
こ

1
0
年

ぐ
ら

い
の

間
に

、
地

域
の

方
も

認
知

症
に

関
し

て
、

す
ご

く
や

わ
ら

か
い

感
じ

で
受

け
入

れ
て

ら
っ

し
ゃ

る
な

と
。

皆
さ

ん
も

た
と

え
ば

、
サ

ロ
ン

し
て

て
も

、
お

仲
間

で
、

「
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

ね
」

っ
て

、
「

認
知

症
だ

ね
」

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
る

と
、

上
手

に
、

関
わ

っ
て

く
だ

さ
る

ん
で

す
。

来
て

る
方

た
ち

も
同

じ
こ

と
言

う
。

違
う

こ
と

お
っ

し
ゃ

ら
れ

て
て

も
、

上
手

に
お

話
の

中
で

、
お

し
ゃ

べ
り

の
会

で
あ

っ
て

も
、

全
然

違
う

こ
と

を
何

回
で

も
お

っ
し

ゃ
ら

れ
て

も
、

そ
れ

上
手

に
み

ん
な

吸
収

し
て

、
い

ず
れ

は
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
、

こ
の

頃
す

ご
く

そ
れ

は
、

私
は

感
じ

て
お

り
ま

す
け

れ
ど

ね
>

<
も

う
必

ず
、

そ
の

人
と

顔
を

合
わ

せ
て

、
あ

い
さ

つ
す

る
と

か
、

そ
う

い
う

高
い

ハ
ー

ド
ル

を
求

め
な

い
で

ね
。

ま
ず

、
さ

り
げ

な
く

見
て

く
る

っ
て

い
う

ふ
う

な
ふ

う
に

し
て

ね
>

<
だ

か
ら

、
や

っ
ぱ

り
啓

発
活

動
っ

て
い

う
の

を
絶

え
ず

絶
え

ず
や

っ
て

く
こ

と
か

な
っ

て
い

う
ふ

う
に

は
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
>

<
変

わ
り

ま
す

。
非

常
に

変
わ

り
ま

す
。

び
っ

く
り

し
ま

し
た

。
最

初
な

ん
か

は
、

な
ん

で
あ

え
て

そ
ん

な
こ

と
や

る
ん

だ
と

か
、

我
々

が
教

育
受

け
て

い
る

か
ら

そ
れ

だ
け

で
い

い
じ

ゃ
な

い
か

と
か

、
な

ん
で

地
域

住
民

ま
で

下
ろ

し
て

く
る

ん
だ

っ
て

い
う

よ
う

な
話

を
す

る
ん

で
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

自
治
会

<
だ

け
ど

、
病

気
に

な
る

と
か

、
年

取
る

と
か

、
そ

う
い

う
の

は
皆

さ
ん

な
る

ん
だ

か
ら

、
あ

な
た

た
ち

だ
け

言
っ

て
も

駄
目

じ
ゃ

ん
。

皆
さ

ん
、

よ
り

広
い

ボ
ト

ム
の

人
た

ち
を

や
ん

な
き

ゃ
い

け
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
。

そ
う

い
う

説
得

か
ら

始
ま

り
ま

し
た

ね
。

だ
け

ど
、

ス
タ

ー
ト

し
ち

ゃ
っ

た
ら

>

<
だ

か
ら

、
た

と
え

ば
、

こ
こ

が
い

い
と

な
っ

た
ら

、
こ

こ
に

こ
う

い
う

と
こ

ろ
が

ぽ
つ

ぽ
つ

や
っ

て
く

わ
け

で
す

よ
、

我
々

も
。

そ
う

す
る

と
、

お
城

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
ど

ん
ど

ん
外

堀
も

埋
ま

っ
て

く
る

と
、

だ
ん

だ
ん

不
安

に
な

っ
て

く
る

ん
で

す
よ

。
う

ち
の

と
こ

ろ
も

や
ら

な
き

ゃ
い

け
ね

え
ぞ

>

<
そ

れ
に

、
市

の
職

員
が

夜
で

も
来

て
い

た
だ

い
て

、
各

テ
ー

ブ
ル

に
入

っ
て

助
言

す
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

つ
く

っ
た

ん
で

す
よ

。
役

割
を

ね
。

地
区

社
協

で
い

ろ
ん

な
こ

と
を

し
ゃ

べ
っ

て
、

そ
の

辺
の

フ
ォ

ロ
ー

で
発

表
に

至
る

ま
で

の
助

言
と

か
。

誘
導

す
る

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
そ

の
人

た
ち

の
意

見
を

な
ん

で
も

い
い

よ
。

な
ん

で
も

い
い

か
ら

出
し

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

こ
と

を
や

っ
て

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

し
た

ら
、

変
わ

り
ま

し
た

ね
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
一

人
で

来
た

と
き

は
、

あ
ん

ま
り

は
っ

き
り

し
た

も
の

が
診

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

い
ん

で
す

。
M
C
I
の

可
能

性
、

当
然

あ
る

ん
で

す
が

。
そ

う
い

う
意

味
で

、
３

か
月

～
半

年
ぐ

ら
い

で
、

も
う

一
度

診
せ

て
く

だ
さ

い
と

い
う

こ
と

で
、

お
返

し
し

ま
す

。
家

族
に

つ
き

添
わ

れ
て

み
え

た
と

き
は

、
大

体
家

族
の

人
が

言
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

り
大

牟
田

市
で

や
っ

て
る

検
診

で
し

ょ
う

か
。

も
の

忘
れ

検
診

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
世

田
谷

区
で

去
年

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
、

認
知

症
の

物
忘

れ
相

談
み

た
い

な
窓

口
を

置
い

て
い

て
、

そ
れ

に
私

も
相

談
員

と
し

て
参

加
し

て
る

ん
で

す
が

。
そ

う
す

る
と

、
自

分
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

受
け

る
相

談
の

印
象

と
、

そ
う

い
っ

た
窓

口
で

受
け

る
相

談
の

印
象

が
違

っ
た

ん
で

す
ね

>

<
家

族
の

人
。

私
が

聞
く

と
、

3
0
分

ぐ
ら

い
か

か
る

ん
で

す
ね

。
ち

ょ
っ

と
あ

ま
り

に
も

長
過

ぎ
る

ん
で

。
う

ち
に

、
認

知
症

ケ
ア

専
門

士
が

３
人

い
る

ん
で

、
そ

の
人

た
ち

に
当

番
制

で
、

１
日

い
て

も
ら

う
。

大
体

そ
の

人
た

ち
に

い
て

も
ら

っ
て

、
み

え
た

方
に

、
ま

ず
聞

い
て

も
ら

う
。

全
部

病
歴

を
聞

い
て

も
ら

っ
て

>

<
個

人
的

に
も

、
あ

っ
ち

こ
っ

ち
で

、
同

じ
法

人
の

中
の

仲
間

と
検

診
を

し
て

て
。

そ
こ

で
も

、
か

な
り

高
い

確
率

で
認

知
症

の
方

が
見

つ
か

る
な

っ
て

い
う

の
は

>

<
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
場

合
に

は
、

な
か

な
か

、
こ

っ
ち

が
聞

き
出

さ
な

い
と

家
族

も
言

っ
て

こ
な

い
と

。
実

は
認

知
症

で
困

っ
て

て
っ

て
相

談
し

て
く

る
人

は
、

そ
う

そ
う

な
く

っ
て

、
相

談
し

て
く

る
っ

て
い

う
の

は
、

よ
っ

ぽ
ど

困
っ

て
る

と
き

で
な

い
と

相
談

し
て

こ
な

い
ん

で
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
看

護
師

が
、

看
護

的
な

こ
と

と
、

で
き

れ
ば

H
D
S
、

長
谷

川
式

を
や

っ
て

も
ら

う
ん

で
す

が
。

ほ
と

ん
ど

看
護

師
か

、
ケ

ア
専

門
士

に
や

っ
て

も
ら

う
ん

で
す

ね
。

そ
れ

で
、

大
体

の
と

こ
ろ

を
つ

か
ん

で
、

私
の

と
こ

ろ
へ

来
て

も
ら

う
ん

で
す

け
ど

>

<
も

の
忘

れ
検

診
と

そ
の

検
診

っ
て

い
う

の
は

、
早

期
発

見
に

は
、

つ
な

が
る

の
か

な
と

は
思

い
ま

し
た

>
<
一

方
で

、
そ

う
い

う
相

談
窓

口
の

と
こ

ろ
に

来
る

場
合

に
は

、
結

構
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

っ
て

、
ま

ず
本

人
が

気
に

し
て

く
る

場
合

。
自

分
は

、
そ

う
い

う
テ

レ
ビ

と
か

見
て

大
丈

夫
か

し
ら

。
そ

れ
か

ら
家

族
が

、
こ

こ
だ

っ
た

ら
そ

う
い

う
こ

と
を

相
談

し
て

い
い

ん
だ

と
い

う
つ

も
り

で
、

ご
家

族
が

一
緒

に
、

あ
る

い
は

ご
家

族
の

み
で

す
ね

。
本

人
は

嫌
が

る
ん

だ
け

れ
ど

も
、

ご
家

族
だ

け
で

相
談

で
き

る
っ

て
い

う
の

が
、

一
つ

の
メ

リ
ッ

ト
っ

て
い

う
。

診
療

機
関

だ
と

、
ど

う
し

て
も

ご
本

人
が

い
て

初
め

て
と

い
う

部
分

が
あ

る
の

で
、

ご
家

族
だ

け
で

も
受

診
す

る
っ

て
い

う
こ

と
は

あ
ま

り
な

い
。

そ
こ

が
大

き
な

違
い

か
な

と
思

い
ま

し
た

ね
>

<
ど

う
や

っ
て

気
づ

い
て

、
か

か
る

っ
て

い
う

と
、

や
は

り
認

知
症

は
、

あ
そ

こ
は

や
っ

て
る

よ
と

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
知

ら
れ

て
く

る
と

、
近

所
の

方
が

紹
介

し
て

く
れ

る
ん

で
す

ね
。

こ
れ

が
、

口
コ

ミ
が

、
大

き
い

で
す

よ
ね

>

<
住

民
の

方
広

く
や

る
と

、
い

ろ
い

ろ
ト

ラ
ブ

ル
が

起
こ

り
ま

す
の

で
、

あ
る

程
度

素
性

の
知

れ
た

人
た

ち
。

老
人

会
と

か
、

あ
る

い
は

、
病

院
に

か
か

っ
て

る
人

た
ち

の
友

の
会

み
た

い
な

感
じ

の
と

こ
ろ

と
か

、
そ

う
い

っ
た

方
々

を
対

象
に

、
行

政
じ

ゃ
な

い
で

す
ね

。
あ

ん
ま

広
く

や
り

す
ぎ

る
と

、
わ

け
わ

か
ん

な
く

な
り

ま
す

の
で

>

<
か

か
り

つ
け

医
で

あ
る

か
ど

う
か

っ
て

い
う

大
き

な
違

い
。

年
単

位
の

変
化

で
、

ち
ょ

っ
と

や
っ

ぱ
以

前
と

は
違

う
な

と
い

う
と

こ
で

、
ご

家
族

に
「

ど
う

？
こ

の
辺

違
う

？
」

っ
て

形
が

で
き

る
っ

て
い

う
の

が
、

か
か

り
つ

け
医

の
メ

リ
ッ

ト
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

<
町

に
出

て
、

「
う

ち
は

、
認

知
症

や
っ

て
る

よ
」

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

す
か

ね
。

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
の

講
習

を
、

私
も

受
け

て
。

私
も

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
に

な
っ

て
、

町
へ

出
て

、
い

ろ
い

ろ
お

話
し

し
た

り
、

そ
う

い
う

こ
と

を
す

る
ん

で
す

ね
。

そ
う

い
う

の
で

知
っ

て
も

ら
え

る
っ

て
こ

と
で

す
か

ね
。

そ
の

辺
が

、
や

っ
ぱ

り
一

番
大

き
い

で
す

か
ね

>

<
地

域
の

中
で

認
知

症
の

話
を

す
る

こ
と

で
、

認
知

症
の

早
期

発
見

に
つ

な
が

る
っ

て
い

う
の

も
、

結
構

多
い

と
思

い
ま

す
。

家
族

が
、

こ
う

い
っ

た
こ

と
は

認
知

症
の

症
状

な
の

か
ど

う
か

っ
て

こ
と

は
、

わ
か

ん
な

い
人

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
み

た
い

で
、

そ
う

い
っ

た
、

い
わ

ゆ
る

広
報

活
動

っ
て

い
う

か
、

学
習

の
活

動
で

す
ね

>

<
通

常
は

、
ご

本
人

だ
け

の
診

療
が

ほ
と

ん
ど

な
の

で
、

ご
本

人
の

変
化

で
こ

っ
ち

は
察

す
る

ん
で

す
が

。
や

っ
ぱ

り
日

常
生

活
で

、
ご

家
族

が
お

か
し

い
な

と
思

っ
て

い
る

と
き

に
は

、
一

緒
に

そ
の

と
き

に
来

て
い

た
だ

い
て

、
ご

家
族

か
ら

の
情

報
が

入
る

こ
と

で
、

だ
い

ぶ
、

見
方

が
変

わ
っ

て
く

る
と

思
う

の
で

。
な

ん
と

か
ご

家
族

が
、

診
察

に
同

行
し

て
い

た
だ

く
ア

ク
シ

ョ
ン

が
あ

る
と

、
だ

い
ぶ

違
う

の
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

<
相

談
さ

れ
る

の
が

、
B
P
S
D
の

人
た

ち
ば

っ
か

り
な

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

早
期

発
見

の
意

味
で

は
、

町
へ

出
て

活
動

す
る

と
か

、
紹

介
し

て
も

ら
う

と
か

、
口

コ
ミ

で
行

く
と

か
し

か
な

い
で

す
か

ね
>

<
老

人
会

と
か

、
あ

る
い

は
、

病
院

の
友

の
会

と
か

。
あ

る
い

は
地

域
の

公
民

館
で

呼
ば

れ
て

、
そ

う
い

っ
た

と
き

に
話

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
あ

と
に

つ
な

が
る

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
>

<
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
問

題
で

、
医

師
が

ど
れ

ぐ
ら

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

頑
張

っ
て

、
ほ

か
の

職
種

と
と

っ
て

い
る

か
。

あ
る

い
は

、
言

い
や

す
い

環
境

を
つ

く
れ

て
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
認

知
症

を
ど

う
や

っ
て

診
て

い
こ

う
か

連
携

を
取

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

と
い

う
、

医
師

の
会

を
つ

く
っ

た
ん

で
す

ね
。

つ
く

っ
た

の
は

い
い

ん
で

す
が

、
１

年
ぐ

ら
い

、
全

く
動

か
な

い
ん

で
。

「
こ

れ
は

、
ま

ず
い

で
す

よ
」

と
い

う
話

を
し

て
。

「
さ

あ
、

や
り

ま
し

ょ
う

」
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

、
私

た
ち

は
、

物
忘

れ
検

討
会

を
３

年
前

に
開

き
ま

し
た

。
そ

れ
で

、
そ

こ
で

、
最

近
わ

か
っ

た
症

例
検

討
と

か
で

す
ね

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
と

か
、

ケ
ア

ワ
ー

カ
ー

さ
ん

に
学

習
会

を
し

て
、

そ
こ

で
認

知
症

の
初

期
症

状
っ

て
い

う
の

に
つ

な
が

る
っ

て
い

う
の

が
、

ま
だ

あ
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
ま

だ
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
か

、
ケ

ア
ワ

ー
カ

ー
さ

ん
も

認
知

症
た

く
さ

ん
見

て
る

人
ば

っ
か

り
じ

ゃ
な

い
か

ら
で

す
ね

。
そ

う
じ

ゃ
な

い
人

た
ち

が
気

づ
い

て
く

れ
る

よ
う

な
学

習
会

を
設

定
す

る
と

、
結

構
、

早
期

発
見

に
つ

な
が

る
よ

う
に

思
い

ま
す

>

<
通

常
は

、
ク

リ
ニ

ッ
ク

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
外

の
事

業
所

と
の

や
り

と
り

が
ほ

と
ん

ど
な

ん
で

、
そ

う
す

る
と

、
ど

ん
だ

け
そ

の
先

生
に

「
ち

ょ
っ

と
気

に
な

る
ん

で
す

け
ど

」
っ

て
い

う
の

を
言

い
や

す
い

環
境

を
医

師
が

つ
く

れ
て

い
る

か
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

い
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
何

か
し

な
い

と
、

全
然

動
か

な
い

も
ん

で
す

か
ら

。
そ

う
で

な
い

と
、

一
番

困
る

の
は

、
全

部
私

ん
と

こ
へ

、
認

知
症

の
人

た
ち

が
集

ま
っ

て
き

て
。

私
は

、
神

経
内

科
も

、
ほ

か
の

患
者

さ
ん

が
す

ご
く

困
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

。
な

ぜ
か

っ
て

い
う

と
、

時
間

が
遅

く
な

っ
て

。
そ

れ
は

、
一

番
困

り
ま

す
ね

>

<
自

分
た

ち
で

検
診

を
行

う
と

き
の

問
題

点
っ

て
い

う
の

が
、

実
際

に
見

つ
か

っ
て

も
、

明
ら

か
に

異
常

で
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
判

断
し

て
も

、
な

か
な

か
医

療
と

か
、

介
護

、
地

域
と

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

で
す

よ
>

<
少

な
く

と
も

介
護

職
の

人
た

ち
、

家
族

に
、

医
師

が
、

そ
う

い
う

情
報

を
欲

し
て

い
る

っ
て

い
う

こ
と

は
伝

え
る

必
要

が
あ

る
と

思
う

ん
で

す
ね

。
先

生
に

、
こ

う
い

う
こ

と
言

っ
て

い
い

の
か

し
ら

と
か

、
逆

に
気

に
さ

れ
る

方
の

ほ
う

が
多

い
印

象
が

あ
る

の
で

。
僕

ら
は

そ
う

い
う

、
皆

さ
ん

の
気

に
な

る
情

報
を

聞
き

た
い

と
。

そ
れ

が
暗

に
病

気
で

あ
る

な
し

と
い

う
の

は
関

わ
ら

ず
、

投
げ

か
け

て
き

て
く

れ
る

の
を

受
け

ま
す

よ
っ

て
い

う
の

を
伝

え
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
>

<
や

っ
ぱ

り
年

だ
ろ

う
と

か
い

う
こ

と
で

、
診

な
い

ん
で

す
ね

。
診

な
い

け
ど

、
家

族
の

人
が

気
づ

い
て

、
連

れ
て

く
る

と
い

う
こ

と
が

、
ほ

と
ん

ど
で

す
よ

ね
。

診
て

く
れ

な
い

っ
て

い
う

よ
う

な
言

い
方

を
す

る
ん

で
す

が
。

診
て

く
れ

な
い

の
か

、
気

づ
い

て
て

も
、

あ
ん

ま
り

や
っ

て
も

よ
く

な
ら

な
い

か
ら

だ
ろ

う
と

い
う

感
じ

が
し

ま
す

け
ど

ね
>

<
そ

こ
が

ち
ょ

っ
と

問
題

に
な

っ
て

、
長

い
間

ず
っ

と
難

渋
し

て
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

少
し

長
寿

の
方

と
か

、
包

括
の

方
と

相
談

し
て

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
に

早
く

か
ら

見
つ

け
た

ら
、

そ
こ

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

よ
っ

て
い

う
よ

う
な

承
諾

書
を

先
に

と
っ

て
、

民
間

の
検

診
で

も
と

っ
て

、
そ

こ
に

つ
な

げ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
少

な
く

と
も

放
置

さ
れ

る
っ

て
い

う
こ

と
は

少
な

く
な

っ
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
現

状
で

は
行

政
の

役
割

が
大

き
い

と
思

う
ん

で
す

ね
。

要
す

る
に

、
そ

こ
に

積
極

的
に

介
入

し
て

い
く

強
制

力
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

の
が

な
か

な
か

な
い

の
で

。
た

と
え

ば
、

う
ち

に
も

、
時

々
、

相
談

が
来

る
の

は
、

そ
う

い
う

人
た

ち
の

健
康

診
断

を
や

っ
て

、
そ

こ
で

ま
た

、
拾

い
上

げ
て

ほ
し

い
と

か
。

も
う

、
あ

る
意

味
、

無
理

や
り

口
実

を
つ

け
て

、
そ

う
い

う
方

っ
て

、
医

療
機

関
に

行
き

た
が

ら
な

い
方

が
多

い
の

で
、

そ
こ

を
あ

え
て

、
な

ん
ら

か
の

強
制

力
と

い
う

か
、

そ
れ

に
準

じ
た

も
の

を
も

っ
て

医
療

機
関

に
結

び
つ

け
て

い
く

と
い

う
仕

組
み

は
、

少
な

か
ら

ず
必

要
か

な
と

思
い

ま
す

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
認

知
症

の
広

報
す

る
と

き
に

、
こ

う
い

う
怖

い
病

気
な

ん
だ

よ
っ

て
い

う
こ

と
ば

っ
か

り
伝

え
よ

っ
た

ら
、

正
直

い
え

ば
、

な
か

な
か

心
に

広
が

ら
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

う
い

う
進

行
抑

制
の

方
法

が
あ

り
ま

す
。

薬
と

か
、

予
防

教
室

と
か

、
い

ろ
ん

な
進

行
抑

制
の

方
法

が
あ

り
ま

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

と
。

も
う

一
つ

は
、

今
か

ら
こ

う
い

う
手

を
打

っ
た

ら
、

一
般

的
に

予
防

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
。

予
防

が
行

え
ま

す
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
話

を
組

み
入

れ
た

話
は

、
す

ご
く

受
け

が
い

い
し

、
あ

と
で

心
に

残
る

み
た

い
で

す
>

<
た

と
え

ば
、

行
政

な
ら

行
政

、
ケ

ア
マ

ネ
な

ら
ケ

ア
マ

ネ
で

、
特

定
の

人
が

繰
り

返
し

繰
り

返
し

、
介

護
保

険
に

つ
な

が
ら

な
く

て
も

顔
な

じ
み

の
関

係
つ

く
っ

て
い

く
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

が
、

う
ま

く
い

っ
て

る
よ

う
な

部
分

も
あ

り
ま

す
し

。
大

牟
田

の
包

括
の

ほ
う

で
、

ず
っ

と
か

よ
っ

て
い

た
だ

い
て

る
う

ち
に

、
な

ん
か

い
つ

の
間

に
か

つ
な

が
っ

た
と

い
う

方
法

も
あ

り
ま

す
し

。
あ

と
は

、
結

構
医

師
が

出
向

く
と

、
来

て
も

ら
う

ん
じ

ゃ
な

く
て

、
出

向
く

と
受

け
入

れ
て

く
れ

る
ん

で
す

よ
>

<
往

診
を

す
る

っ
て

い
う

の
が

、
一

番
医

療
に

結
び

つ
く

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
い

う
気

が
し

ま
す

>

<
自

ら
来

ら
れ

る
方

は
、

私
た

ち
の

病
院

の
レ

ベ
ル

で
は

少
な

い
で

す
。

や
っ

ぱ
り

連
れ

て
来

ら
れ

ま
す

。
も

う
そ

れ
で

も
来

な
い

方
は

、
訪

問
し

て
ま

す
。

い
ま

だ
に

>

<
も

う
最

初
の

２
回

ぐ
ら

い
が

、
残

念
な

が
ら

こ
っ

ち
の

完
全

な
持

ち
出

し
に

な
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
一

番
重

視
し

た
い

な
と

思
う

の
は

、
検

診
、

広
報

も
大

切
な

ん
で

す
け

れ
ど

。
や

っ
ぱ

り
行

政
の

力
を

も
っ

と
発

揮
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

発
揮

で
き

る
よ

う
に

、
行

政
と

の
連

携
を

深
め

た
い

な
と

思
っ

て
い

ま
す

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

か
か
り

つ
け
医

<
行

政
の

連
携

、
力

っ
て

い
う

の
は

、
た

と
え

ば
、

一
人

暮
ら

し
で

孤
立

し
て

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

い
る

状
態

の
方

に
、

い
ろ

ん
な

そ
の

人
の

個
人

情
報

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

立
場

に
>

<
そ

こ
に

介
入

し
て

も
ら

っ
て

、
た

と
え

ば
家

族
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

の
連

携
を

と
る

と
か

。
あ

る
い

は
、

医
療

機
関

と
し

て
の

連
携

と
共

に
、

行
政

っ
て

い
う

の
が

や
っ

ぱ
り

信
頼

度
高

い
ん

で
す

よ
ね

。
行

政
か

ら
来

ま
し

た
っ

て
い

う
こ

と
で

、
患

者
さ

ん
の

そ
の

入
り

口
を

開
け

て
も

ら
う

。
連

携
を

と
り

持
っ

て
も

ら
う

っ
て

い
う

意
味

で
、

そ
の

包
括

と
か

、
行

政
と

の
連

携
っ

て
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

欠
か

せ
な

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
逆

に
行

政
が

い
っ

て
も

い
け

な
い

人
は

、
今

度
医

療
が

出
向

く
と

か
で

す
ね

。
お

互
い

の
や

り
取

り
が

う
ま

く
で

き
た

ら
、

も
っ

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
一

緒
に

関
わ

っ
て

る
上

司
が

計
算

間
違

い
と

か
、

注
文

間
違

い
と

か
、

普
段

、
全

然
や

れ
て

た
の

が
、

や
れ

な
い

っ
て

の
が

。
普

段
接

し
て

る
の

が
、

会
社

の
人

た
ち

な
の

で
、

そ
こ

で
、

そ
れ

を
通

り
過

ぎ
な

い
で

、
ち

ょ
っ

と
心

配
し

て
く

れ
た

の
が

、
私

た
ち

に
一

番
。

初
期

段
階

で
発

見
し

て
く

れ
た

の
で

、
助

か
り

ま
し

た
。

家
族

が
発

見
す

る
と

、
も

っ
と

遅
く

な
っ

て
た

と
思

い
ま

す
>

大
牟

田
 
家

族
<
母

が
巻

き
爪

で
。

そ
こ

に
連

れ
て

い
っ

た
ら

、
そ

こ
の

先
生

は
、

と
っ

て
も

ま
た

ご
親

切
で

、
巻

き
爪

で
す

の
で

、
２

～
３

か
月

間
を

置
い

て
受

診
す

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

れ
を

、
何

回
か

し
て

い
る

と
き

に
、

「
お

母
さ

ん
の

様
子

が
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

」
と

。
「

気
が

つ
い

て
る

ね
？

」
と

お
っ

し
ゃ

っ
た

の
で

、
え

っ
と

い
う

こ
と

で
。

そ
し

た
ら

、
「

大
牟

田
市

立
病

院
に

、
も

の
忘

れ
外

来
が

で
き

て
る

」
と

。
「

だ
か

ら
、

即
、

受
診

さ
せ

な
さ

い
」

と
。

「
そ

し
た

ら
、

早
く

対
応

す
れ

ば
、

進
行

し
な

い
か

ら
ね

」
と

い
う

こ
と

を
、

教
え

て
い

た
だ

い
た

ん
で

す
>

玉
川

 
家

族
<
認

知
症

で
あ

っ
て

も
、

病
気

で
す

か
ら

っ
て

い
う

こ
と

で
、

今
は

、
い

ろ
い

ろ
と

言
わ

れ
て

ま
す

け
ど

も
。

私
の

場
合

か
ら

申
し

上
げ

ま
す

と
、

家
族

が
、

ほ
か

の
人

に
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
言

い
た

く
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

し
。

そ
れ

か
ら

、
認

め
た

く
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

り
ま

し
た

の
で

>
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1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

家
族

<
私

た
ち

の
家

族
の

い
ろ

ん
な

事
情

を
知

っ
て

る
友

だ
ち

が
一

人
い

て
、

そ
の

人
に

す
ぐ

言
っ

て
、

「
病

気
に

な
っ

ち
ゃ

っ
た

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

い
ろ

ん
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

そ
の

子
が

く
れ

た
ん

で
す

。
だ

か
ら

、
そ

の
子

の
お

か
げ

で
前

向
き

に
な

れ
ま

し
た

。
本

当
は

暗
い

性
格

な
の

で
、

本
当

に
暗

く
、

う
ち

に
引

っ
込

む
よ

う
な

感
じ

な
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
人

が
救

っ
て

く
れ

た
っ

て
>

<
そ

れ
ま

で
は

、
市

役
所

の
市

政
だ

よ
り

で
、

認
知

症
の

勉
強

会
と

か
、

認
知

症
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

か
っ

て
い

う
言

葉
は

知
っ

て
ま

し
た

け
ど

。
私

の
ほ

う
は

、
勉

強
は

し
て

ま
し

た
け

ど
、

認
知

症
は

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

ん
で

す
ね

、
そ

の
時

点
で

母
の

認
知

と
は

で
す

ね
。

初
め

て
一

緒
に

受
診

を
し

て
、

母
が

自
分

で
ず

っ
と

質
問

を
さ

れ
る

と
き

に
、

半
分

以
上

答
え

ら
れ

な
か

っ
た

ん
で

す
よ

>

<
周

り
か

ら
こ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

み
て

も
、

実
際

に
や

る
の

は
、

私
、

本
人

な
ん

で
す

よ
。

そ
う

す
る

と
、

な
か

な
か

動
け

な
か

っ
た

り
と

い
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
>

<
主

人
と

二
人

で
抱

え
込

ん
じ

ゃ
っ

て
暗

く
な

る
よ

り
は

、
治

し
た

い
ほ

う
な

の
で

、
誰

か
に

相
談

し
よ

う
っ

て
。

誰
で

も
い

い
ん

で
す

よ
、

相
談

で
き

る
人

。
自

分
た

ち
の

、
も

う
本

当
に

、
全

部
を

話
さ

な
き

ゃ
い

け
な

い
の

で
、

家
計

か
ら

何
か

ら
。

そ
う

い
う

友
だ

ち
っ

て
い

う
か

、
人

が
た

ま
た

ま
私

に
は

い
た

の
で

>

<
う

つ
に

な
っ

て
る

の
か

な
っ

て
い

う
気

は
あ

っ
た

ん
で

す
よ

。
で

も
、

そ
れ

が
い

わ
ゆ

る
認

知
症

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
い

う
気

は
全

然
な

か
っ

た
で

す
ね

>

<
家

族
会

で
も

、
い

ろ
い

ろ
と

悩
ん

で
ら

っ
し

ゃ
っ

て
、

い
ろ

い
ろ

お
話

を
し

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
そ

う
す

る
と

、
介

護
し

て
る

人
は

、
言

わ
れ

て
る

こ
と

は
わ

か
る

ん
で

す
が

。
い

ざ
、

病
院

に
つ

な
げ

る
っ

て
い

う
こ

と
が

難
し

い
>

<
隠

さ
な

い
っ

て
い

う
こ

と
。

う
ち

の
中

の
全

部
を

出
さ

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

ん
で

、
そ

こ
で

み
ん

な
は

止
ま

っ
ち

ゃ
う

ん
で

す
け

ど
。

治
す

に
は

、
そ

れ
を

止
め

た
ら

で
き

な
い

ん
で

、
も

う
出

し
て

、
ど

う
し

て
、

助
け

て
っ

て
言

え
る

勇
気

は
>

<
帰

る
と

冷
蔵

庫
開

け
て

も
減

っ
て

な
い

ん
で

す
よ

。
「

ど
う

し
て

食
べ

な
か

っ
た

の
」

っ
て

言
っ

た
ら

、
「

い
や

、
年

取
っ

て
る

か
ら

、
全

然
ひ

も
じ

く
な

い
か

ら
」

っ
て

い
う

意
欲

の
低

下
、

意
欲

の
低

下
が

起
き

て
き

た
か

な
と

は
思

っ
た

ん
で

す
よ

>

<
要

す
る

に
、

介
護

さ
れ

て
い

る
人

が
、

「
絶

対
嫌

だ
」

と
言

っ
た

と
き

に
、

お
連

れ
す

る
こ

と
の

難
し

さ
が

あ
り

ま
す

よ
ね

>

<
家

族
会

に
見

え
て

は
、

２
、

３
回

来
て

よ
か

っ
た

と
い

い
な

が
ら

、
ま

た
消

え
て

い
か

れ
る

わ
け

で
す

よ
。

そ
う

い
う

方
の

繰
り

返
し

で
す

。
も

う
３

周
目

ぐ
ら

い
に

な
っ

て
る

と
思

い
ま

す
け

ど
>

<
対

象
者

と
な

る
方

が
、

頑
と

し
て

、
い

う
こ

と
を

聞
か

な
い

場
合

に
、

内
側

か
ら

言
っ

て
る

と
、

頑
と

い
う

こ
と

聞
か

な
い

か
ら

、
た

と
え

ば
、

行
政

の
人

と
か

、
地

域
包

括
の

人
に

言
っ

て
も

ら
う

。
「

こ
う

い
う

あ
る

程
度

の
年

齢
に

達
し

た
ら

、
皆

さ
ん

、
検

査
に

し
て

も
ら

う
と

い
う

と
い

う
こ

と
な

の
で

。
こ

れ
は

、
そ

う
い

う
こ

と
に

な
っ

て
る

の
で

、
ぜ

ひ
、

受
け

て
く

だ
さ

い
」

と
、

義
務

付
け

ら
れ

て
る

み
た

い
な

感
じ

で
、

話
を

し
た

ら
ど

う
か

と
い

う
こ

と
>

<
そ

う
い

う
方

た
ち

が
、

ず
っ

と
継

続
し

て
参

加
で

き
な

い
の

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
方

が
お

仕
事

し
て

お
ら

れ
た

り
、

認
知

症
の

方
だ

け
じ

ゃ
な

い
、

も
う

一
人

の
障

害
者

を
抱

え
て

お
ら

れ
る

と
か

、
家

族
の

中
に

ど
う

し
て

も
目

を
離

せ
な

い
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
。

そ
う

い
う

方
が

、
や

っ
ぱ

り
何

人
か

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ね

>

<
本

人
が

行
か

な
い

っ
て

い
う

こ
と

は
、

家
族

と
す

れ
ば

、
業

を
煮

や
し

て
る

と
こ

な
ん

で
す

が
、

も
う

八
十

何
歳

に
な

っ
た

ら
、

必
ず

行
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

と
い

う
、

義
務

付
け

ら
れ

て
る

と
、

な
か

な
か

行
き

や
す

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

ね
。

内
側

か
ら

言
う

よ
り

も
、

外
か

ら
言

っ
て

も
ら

っ
た

ほ
う

が
い

い
の

か
な

っ
て

い
う

提
案

は
し

て
ま

す
ね

>



 
1
.
早
い
段
階
で
の
気

づ
き

家
族

<
近

所
の

方
が

ち
ょ

っ
と

上
が

り
こ

ん
で

、
２

～
３

時
間

面
倒

を
見

る
と

い
う

と
お

か
し

い
で

す
け

ど
、

お
茶

飲
み

な
が

ら
で

も
話

し
て

あ
げ

よ
う

か
ら

、
あ

な
た

行
っ

と
い

で
と

か
、

休
ん

ど
い

で
と

か
、

そ
う

い
う

つ
な

が
り

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

ね
。

だ
か

ら
、

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
や

っ
ぱ

り
赤

の
他

人
で

、
し

か
も

そ
の

プ
ロ

の
方

が
行

か
れ

る
と

、
す

ご
く

簡
潔

に
は

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

、
相

手
方

が
求

め
る

こ
と

に
は

、
ち

ょ
っ

と
ほ

ど
遠

い
か

も
し

れ
な

い
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
家

族
会

を
松

沢
病

院
で

開
き

ま
し

ょ
う

と
。

世
田

谷
区

の
フ

ェ
ロ

ー
会

と
、

目
黒

区
の

た
け

の
こ

の
会

か
し

ら
？

渋
谷

区
の

ハ
ラ

ッ
パ

ー
ズ

か
し

ら
。

そ
の

３
つ

の
会

の
3
0
人

近
く

が
集

ま
っ

て
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
受

診
・

相
談

に
つ

な
が

る
っ

て
い

う
気

づ
き

は
、

一
方

で
医

療
機

関
の

連
携

と
い

う
の

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

認
知

症
の

相
談

窓
口

の
一

覧
表

を
つ

く
っ

て
啓

発
し

た
り

、
ま

た
、

そ
の

も
の

忘
れ

相
談

連
絡

票
で

、
要

は
相

談
機

関
に

連
絡

来
た

ら
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
し

て
、

そ
れ

を
持

っ
て

初
期

受
診

を
す

る
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

の
流

れ
が

、
し

く
み

が
二

つ
あ

る
の

で
。

そ
れ

を
医

師
と

一
緒

に
つ

く
り

上
げ

て
い

っ
た

も
の

で
す

か
ら

、
そ

れ
が

や
っ

ぱ
り

定
着

す
る

よ
う

な
動

き
を

、
ま

た
市

内
全

域
に

広
が

る
よ

う
な

、
そ

う
い

う
動

き
を

し
て

い
く

っ
て

の
が

、
課

題
で

す
か

ね
>

大
牟

田
 
行

政
<
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

が
、

一
番

有
効

だ
っ

た
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
>

玉
川

 
行

政
<
1
つ

作
っ

て
い

た
だ

い
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ツ
ー

ル
は

共
通

の
仕

様
で

健
康

問
題

と
か

、
生

活
障

害
、

社
会

性
と

か
い

ろ
ん

な
項

目
立

て
に

整
理

さ
れ

て
い

て
、

か
か

わ
り

の
初

期
と

そ
の

後
の

経
過

を
見

ら
れ

る
1
つ

の
指

標
で

、
こ

れ
は

皆
さ

ん
活

用
さ

れ
て

>

<
「

福
祉

で
困

っ
た

ら
、

こ
こ

に
来

れ
ば

い
い

ん
だ

ね
」

っ
て

み
ん

な
思

っ
て

る
か

ら
、

ま
ず

情
報

が
つ

な
が

っ
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

初
期

が
生

ま
れ

る
ん

で
す

ね
>

<
毎

月
１

回
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
と

、
そ

こ
に

ケ
ア

マ
ネ

と
か

、
い

ろ
ん

な
人

た
ち

を
多

職
種

、
医

療
機

関
と

か
ド

ク
タ

ー
も

入
れ

て
、

定
例

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

て
る

ん
で

す
が

。
そ

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
さ

ら
に

。
ど

う
し

て
も

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

に
く

る
の

は
、

ナ
ー

ス
か

介
護

士
な

ん
で

す
が

、
た

ま
に

ケ
ア

マ
ネ

と
か

い
る

ん
で

す
け

ど
。

医
療

的
な

知
識

や
っ

ぱ
り

不
足

す
る

、
医

療
的

な
視

点
が

不
足

し
ま

す
の

で
。

そ
こ

を
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
場

で
補

っ
て

も
ら

え
ま

す
の

で
、

自
分

が
担

当
す

る
事

例
じ

ゃ
な

く
て

も
、

こ
う

い
う

ケ
ー

ス
に

は
こ

う
い

う
医

学
的

な
視

点
が

必
要

な
ん

だ
っ

て
こ

と
が

ま
た

見
え

る
こ

と
で

、
見

極
め

で
す

ね
。

困
難

の
見

極
め

っ
て

の
が

、
ス

キ
ル

が
上

が
っ

て
い

く
ん

だ
と

思
い

ま
す

>

<
1
個

先
生

に
協

力
し

て
い

た
だ

い
て

C
D
R
を

ベ
ー

ス
に

し
て

生
活

機
能

評
価

が
で

き
る

よ
う

な
も

の
を

1
個

指
標

と
い

う
か

、
ツ

ー
ル

を
作

っ
た

ん
で

す
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

行
政

<
１

つ
は

主
訴

が
不

明
確

な
相

談
。

な
ん

で
困

っ
て

い
る

の
か

を
聞

き
取

る
っ

て
こ

と
が

重
要

>
<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

も
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
の

修
了

生
も

い
ま

す
し

。
と

に
か

く
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
な

が
る

と
、

う
ま

く
乗

っ
て

い
く

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

入
り

口
に

た
ど

り
着

け
な

か
っ

た
り

と
か

、
そ

の
入

り
口

が
、

直
、

在
宅

介
護

支
援

事
業

の
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
に

い
っ

た
り

と
か

す
る

と
、

僕
ら

の
支

援
し

て
る

、
目

指
そ

う
と

し
て

る
ル

ー
ト

が
ち

ょ
っ

と
外

れ
た

り
し

て
い

く
ケ

ー
ス

が
>

<
2
7
か

所
の

包
括

の
職

員
の

中
に

1
人

、
認

知
症

専
門

相
談

員
と

い
う

看
板

掲
げ

る
職

員
さ

ん
を

１
人

設
け

て
も

ら
っ

て
ま

す
け

ど
、

彼
ら

に
研

修
を

ち
ょ

っ
と

や
っ

て
、

み
ん

な
で

こ
れ

は
職

員
さ

ん
に

も
伝

え
て

も
ら

っ
て

、
日

常
業

務
の

中
で

、
「

で
き

て
る

、
疑

わ
し

い
、

ほ
と

ん
ど

で
き

て
な

い
」

と
か

当
た

り
を

付
け

る
と

、
生

活
の

障
害

が
ど

の
ぐ

ら
い

重
い

と
か

軽
い

と
か

、
何

が
で

き
て

る
、

で
き

て
な

い
と

い
う

の
が

大
体

分
か

っ
て

く
る

の
で

、
認

知
機

能
低

下
が

疑
わ

れ
る

人
に

は
こ

れ
を

試
し

に
や

っ
て

、
「

可
視

化
し

て
ほ

し
い

」
と

い
う

こ
と

を
お

願
い

し
て

い
る

ん
で

す
>

<
２

つ
目

は
、

要
は

、
多

重
な

問
題

を
抱

え
て

い
る

。
そ

こ
を

世
帯

で
し

っ
か

り
聞

き
取

っ
て

、
年

齢
の

壁
も

全
部

取
っ

払
っ

て
、

世
帯

で
全

部
聞

き
取

っ
て

、
そ

こ
か

ら
使

え
る

制
度

を
精

査
し

て
、

つ
な

ぐ
機

能
>

<
や

っ
ぱ

り
認

知
症

発
症

し
て

か
ら

、
相

談
に

来
る

ま
で

と
か

、
私

た
ち

に
つ

な
が

る
ま

で
、

４
年

、
５

年
か

か
っ

ち
ゃ

っ
て

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

り
し

て
。

ど
こ

に
相

談
し

て
い

い
か

わ
か

ん
な

か
っ

た
と

か
、

家
族

で
な

ん
と

か
み

て
い

た
と

か
で

す
ね

。
そ

う
い

う
部

分
で

は
、

家
族

が
ず

っ
と

苦
労

し
な

が
ら

、
何

年
間

み
て

い
る

っ
て

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
し

た
>

<
い

ろ
い

ろ
生

活
の

障
害

が
起

こ
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
、

実
際

、
じ

ゃ
あ

何
が

で
き

て
何

が
で

き
て

な
く

て
、

こ
の

後
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

て
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
し

て
い

く
の

に
ど

う
い

う
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

と
い

う
の

が
、

包
括

の
職

員
と

実
際

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

し
て

く
れ

る
、

例
え

ば
助

言
者

の
先

生
方

と
、

あ
と

支
所

の
職

員
と

私
た

ち
本

所
の

職
員

が
一

同
に

可
視

化
し

て
見

れ
る

ツ
ー

ル
が

何
も

な
く

て
、

か
な

り
包

括
の

職
員

の
主

観
に

よ
る

と
こ

ろ
が

多
か

っ
た

ん
で

す
>

<
前

さ
ば

き
が

あ
っ

て
、

初
め

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
機

能
が

あ
る

>
<
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
は

、
今

、
8
5
人

修
了

し
て

い
ま

す
け

ど
。

ど
こ

ま
で

や
る

ん
だ

っ
て

言
わ

れ
る

ん
で

す
よ

ね
。

お
そ

ら
く

近
い

将
来

、
「

ど
こ

が
ゴ

ー
ル

だ
？

」
っ

て
言

わ
れ

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

答
え

と
し

て
は

、
全

事
業

所
に

一
人

ず
つ

は
、

や
っ

ぱ
り

3
0
0
事

業
所

あ
る

中
で

は
、

全
事

業
所

に
一

人
ず

つ
い

る
っ

て
い

う
の

が
答

え
に

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う
の

で
。

多
く

の
事

業
所

に
、

そ
の

研
修

を
受

け
た

人
が

い
て

、
し

か
も

理
念

も
共

有
し

て
い

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

一
つ

で
す

ね
>

<
な

の
で

、
ち

ょ
っ

と
客

観
視

で
き

る
も

の
が

ほ
し

い
と

い
う

こ
と

で
、

見
守

り
訪

問
看

護
と

い
う

事
業

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
見

守
り

訪
問

看
護

の
事

業
を

や
る

中
で

、
こ

う
い

う
も

の
を

1
個

作
ろ

う
と

考
え

て
、

先
生

に
助

言
し

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
3
年

間
の

中
で

作
っ

て
き

た
の

が
こ

れ
な

ん
で

す
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

行
政

<
こ

の
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

を
、

も
う

少
し

う
ま

く
活

用
で

き
た

ら
い

い
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
て

。
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
か

ら
の

相
談

が
入

っ
て

き
て

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

い
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
か

が
対

応
し

て
う

ま
く

い
く

ケ
ー

ス
も

も
ち

ろ
ん

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

ま
だ

そ
れ

は
い

い
ほ

う
で

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
な

が
ら

な
い

と
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

事
例

っ
て

落
ち

て
い

く
こ

と
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

>

<
共

通
で

可
視

化
で

き
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ツ
ー

ル
っ

て
、

や
っ

ぱ
り

あ
る

と
い

い
な

と
す

ご
く

思
っ

た
>

<
保

健
師

、
主

任
ケ

ア
マ

ネ
、

社
会

福
祉

士
、

み
ん

な
実

態
把

握
に

動
く

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
こ

で
し

っ
か

り
実

態
を

共
有

し
た

ら
、

週
１

回
、

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

で
情

報
を

共
有

し
て

、
そ

の
支

援
で

い
い

か
ど

う
か

っ
て

確
認

を
し

っ
か

り
や

っ
て

、
必

要
で

あ
れ

ば
医

療
の

力
を

借
り

る
。

権
利

擁
護

の
力

を
借

り
る

っ
て

い
う

市
レ

ベ
ル

の
専

門
職

連
携

に
つ

な
い

で
い

く
>

<
小

規
模

事
業

所
は

難
し

い
部

分
も

、
実

は
あ

る
。

そ
う

は
い

っ
て

も
、

や
っ

ぱ
り

月
２

回
研

修
で

派
遣

す
る

の
で

、
そ

の
間

、
現

場
は

手
薄

に
な

る
。

本
当

に
1
0
人

規
模

ぐ
ら

い
の

小
規

模
の

事
業

所
は

、
た

ぶ
ん

出
せ

な
い

で
す

、
今

の
体

制
で

は
>

<
診

断
さ

れ
る

前
で

あ
っ

て
も

関
わ

り
の

初
期

の
段

階
で

、
こ

の
人

に
今

後
医

療
に

、
認

知
症

な
の

で
受

診
と

診
断

が
必

須
だ

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

、
受

診
、

診
断

に
つ

な
げ

る
前

の
段

階
で

あ
っ

て
も

、
今

ご
本

人
が

ど
う

い
う

状
態

で
い

る
の

か
と

か
早

め
に

ト
リ

ア
ー

ジ
し

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

る
の

で
、

関
わ

り
の

初
期

の
段

階
で

は
1
回

こ
れ

を
や

っ
て

み
て

ほ
し

い
と

い
う

こ
と

は
包

括
の

職
員

に
話

し
て

ま
す

>

<
一

番
難

し
か

っ
た

の
は

、
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
で

す
よ

ね
、

専
門

職
の

。
専

門
職

を
仲

よ
く

す
る

っ
て

い
う

の
は

、
非

常
に

難
し

い
問

題
で

。
そ

こ
を

、
専

門
職

を
、

し
っ

か
り

事
例

共
有

し
て

、
み

ん
な

で
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
で

き
る

よ
う

な
環

境
づ

く
り

>

<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

ん
で

す
け

ど
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
を

回
っ

て
い

っ
て

、
困

っ
て

る
こ

と
は

な
い

で
す

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

、
少

し
こ

こ
で

意
見

交
換

し
な

が
ら

や
っ

て
る

事
業

所
も

あ
り

ま
す

し
。

会
議

と
い

う
形

で
そ

う
い

う
事

業
所

、
ケ

ア
マ

ネ
に

も
集

ま
っ

て
も

ら
っ

て
、

そ
こ

で
話

し
合

い
を

し
た

り
。

も
し

く
は

一
方

的
に

そ
の

研
修

と
い

う
形

で
集

ま
っ

て
も

ら
っ

て
、

研
修

し
た

り
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
、

そ
れ

ぞ
れ

各
セ

ン
タ

ー
で

独
自

に
考

え
て

や
っ

て
ま

す
>

<
初

の
段

階
で

包
括

の
窓

口
の

職
員

が
ト

リ
ア

ー
ジ

す
る

機
能

が
な

い
と

、
初

期
集

中
に

ま
ず

つ
な

げ
る

と
い

う
と

こ
ろ

が
し

っ
か

り
包

括
が

で
き

な
い

と
、

あ
の

事
業

、
生

き
な

い
ん

だ
と

思
っ

て
い

る
ん

で
す

>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

行
政

<
し

っ
か

り
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
が

も
っ

と
も

っ
と

、
み

ん
な

が
風

通
し

よ
く

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
、

し
っ

か
り

つ
く

っ
て

い
く

こ
と

か
な

っ
て

思
っ

て
ま

す
ね

。
人

が
変

わ
っ

て
い

く
の

で
、

や
っ

ぱ
り

継
続

さ
せ

て
い

く
問

題
が

大
事

>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

本
当

に
介

入
し

て
も

ら
っ

て
、

毎
日

の
中

を
支

え
て

も
ら

っ
て

て
っ

て
い

う
形

だ
っ

た
ん

で
す

け
れ

ど
。

介
護

保
険

の
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

、
こ

の
人

は
ど

こ
が

ど
う

で
き

な
く

な
っ

て
き

ち
ゃ

っ
て

て
、

今
こ

う
い

う
状

況
に

な
っ

て
き

ち
ゃ

っ
て

る
中

で
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

見
極

め
を

さ
せ

て
も

ら
い

な
が

ら
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
私

た
ち

の
立

場
で

で
き

る
と

す
れ

ば
、

や
っ

ぱ
り

て
い

ね
い

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

お
こ

な
っ

て
い

っ
て

、
い

ろ
ん

な
方

か
ら

の
情

報
収

集
を

や
っ

て
い

く
と

い
う

形
が

、
一

番
有

効
だ

と
い

う
ふ

う
に

は
思

っ
て

。
も

う
そ

れ
し

か
方

法
は

な
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
相

談
が

あ
っ

た
と

き
に

、
訪

問
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

、
お

う
ち

の
状

況
だ

っ
た

り
と

か
を

聞
い

て
。

ご
家

族
が

い
れ

ば
、

そ
こ

ら
辺

は
、

ご
家

族
と

の
お

話
の

中
で

、
見

極
め

て
い

っ
て

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
し

か
る

べ
き

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
い

で
い

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

、
皆

さ
ん

が
皆

さ
ん

っ
て

わ
け

に
も

い
か

な
い

ん
で

す
が

、
こ

う
い

う
人

が
い

て
っ

て
い

う
の

は
、

包
括

の
ほ

う
に

聞
い

て
い

た
だ

く
中

で
、

「
じ

ゃ
あ

、
も

う
次

の
段

階
は

こ
う

い
う

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

よ
ね

」
な

ん
て

話
も

、
ち

ょ
っ

と
一

緒
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
な

が
ら

。
そ

の
方

も
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

ち
ゃ

ん
と

つ
い

て
い

た
中

で
、

や
っ

ぱ
り

い
ろ

い
ろ

家
族

の
協

力
も

得
ら

れ
な

い
と

か
っ

て
い

う
中

で
、

次
ど

う
し

て
い

こ
う

か
な

っ
て

い
う

形
で

き
た

の
で

、
「

一
緒

に
ま

ず
は

病
院

行
っ

て
、

受
診

を
や

っ
て

い
か

な
い

と
な

か
な

か
展

開
も

で
き

な
い

よ
ね

」
な

ん
て

話
の

中
か

ら
あ

る
か

な
。

つ
な

が
っ

て
き

て
>

<
元

気
な

う
ち

に
。

何
か

あ
っ

た
ら

こ
こ

に
相

談
に

行
こ

う
と

い
う

ふ
う

な
形

が
で

き
る

と
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
か

ら
じ

ゃ
な

く
て

、
早

く
見

つ
か

る
>

<
お

一
人

の
方

だ
っ

た
り

す
る

と
、

な
か

な
か

そ
こ

は
、

や
っ

ぱ
り

こ
ち

ら
の

ほ
う

で
、

つ
な

が
る

と
こ

ろ
ま

で
の

間
は

、
ど

れ
だ

け
で

き
て

い
る

の
か

、
で

き
て

な
い

の
か

>

－ 160 －



 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

地
域

包
括

<
今

、
認

知
症

の
専

門
相

談
員

と
い

う
の

が
、

世
田

谷
区

は
、

１
人

置
き

な
さ

い
よ

と
い

う
こ

と
で

、
初

期
集

中
の

モ
デ

ル
事

業
な

ん
か

も
や

っ
て

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

で
、

ち
ょ

っ
と

認
知

症
の

初
期

だ
け

れ
ど

も
、

ま
だ

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

ら
な

い
ん

だ
よ

と
い

う
方

を
、

ち
ょ

っ
と

モ
デ

ル
に

し
て

、
入

っ
て

い
く

支
援

を
>

<
も

の
忘

れ
相

談
と

い
う

こ
と

で
掲

げ
て

ま
す

け
ど

。
誰

で
も

、
う

ち
の

職
員

は
、

聞
く

よ
う

な
体

制
な

ん
で

す
け

ど
。

一
応

、
認

知
症

の
相

談
の

取
り

ま
と

め
と

い
う

担
当

の
職

員
を

、
一

人
置

い
て

る
と

い
う

よ
う

な
形

で
や

っ
て

ま
す

ね
。

そ
の

モ
デ

ル
事

業
を

や
っ

た
り

も
し

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

基
本

的
に

は
、

早
く

に
何

か
し

ら
の

と
こ

ろ
に

つ
な

げ
る

。
そ

の
ま

ま
で

の
間

の
支

援
を

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
が

、
特

に
お

一
人

の
方

に
つ

い
て

は
必

要
で

>

<
診

断
か

ら
。

ま
ず

、
お

医
者

さ
ん

か
ら

か
か

っ
て

な
い

な
と

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

と
、

お
医

者
さ

ん
に

つ
な

げ
て

い
く

と
こ

ろ
か

ら
の

ス
タ

ー
ト

で
あ

っ
て

。
ど

の
ぐ

ら
い

の
こ

と
が

で
き

て
い

る
の

か
と

い
う

の
を

、
関

わ
り

の
中

で
見

極
め

て
い

く
か

な
>

<
病

院
に

行
く

に
し

て
も

、
一

人
で

行
っ

て
も

、
認

知
症

の
状

況
と

か
は

、
お

伝
え

が
で

き
ま

せ
ん

の
で

、
そ

こ
ら

辺
の

と
こ

ろ
を

、
状

況
を

見
な

が
ら

、
一

緒
に

行
っ

て
、

状
況

を
お

話
す

る
と

と
か

っ
て

い
う

こ
と

を
、

お
一

人
の

方
の

場
合

は
し

て
ま

す
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

地
域

包
括

<
こ

ち
ら

に
つ

な
が

っ
て

、
来

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
仕

組
み

が
、

今
、

民
生

委
員

さ
ん

だ
っ

た
り

と
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
も

つ
な

が
っ

て
、

来
て

い
た

だ
け

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
こ

を
も

う
少

し
広

く
啓

発
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

に
つ

な
い

で
い

く
と

い
う

と
こ

と
。

こ
こ

で
つ

な
が

れ
ば

、
状

況
に

よ
っ

て
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

に
つ

な
い

だ
り

と
か

、
何

か
し

ら
の

こ
と

と
こ

ろ
で

つ
な

い
で

い
け

る
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

な
の

で
>

<
ご

家
族

が
抱

え
込

ん
じ

ゃ
っ

て
た

り
と

か
、

や
っ

ぱ
り

認
知

症
だ

と
か

、
介

護
の

お
世

話
に

な
る

と
か

っ
て

い
う

こ
と

を
恥

ず
か

し
く

思
っ

た
り

と
か

、
隠

し
た

い
と

思
う

方
も

、
ま

だ
ま

だ
い

る
ん

で
す

よ
ね

。
そ

う
な

っ
て

く
る

と
、

な
か

な
か

そ
こ

に
入

り
込

ん
で

い
け

な
か

っ
た

り
と

か
。

や
っ

ぱ
り

私
た

ち
で

は
、

こ
の

ぐ
ら

い
の

サ
ー

ビ
ス

が
誰

か
し

ら
入

っ
た

ほ
う

が
い

い
と

か
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
行

っ
た

ほ
う

が
い

い
と

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
も

、
ど

う
し

て
も

や
っ

ぱ
り

ご
家

族
、

ひ
い

き
め

に
、

ま
だ

ま
だ

そ
ん

な
こ

と
は

な
い

。
お

元
気

だ
っ

て
思

い
た

い
と

か
>

<
あ

と
は

、
お

子
さ

ん
の

代
。

息
子

さ
ん

と
か

だ
と

、
ど

う
し

て
も

、
元

気
な

と
き

の
お

母
さ

ん
の

イ
メ

ー
ジ

が
あ

っ
て

。
お

仕
事

な
ん

か
し

て
る

と
、

全
然

関
わ

れ
な

く
て

、
現

状
が

見
え

て
な

く
て

、
も

う
お

薬
の

管
理

と
か

も
自

分
で

で
き

て
な

い
ん

だ
け

ど
、

で
き

る
だ

ろ
う

っ
て

い
う

ふ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
と

か
。

今
の

い
ろ

い
ろ

な
暮

ら
し

の
中

で
の

困
難

さ
は

、
こ

ち
ら

が
感

じ
て

て
も

、
そ

れ
を

ご
家

族
に

う
ま

く
、

「
整

理
が

必
要

な
ん

だ
よ

」
っ

て
伝

え
て

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

取
り

組
む

。
支

援
の

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
は

あ
る

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
す

よ
ね

>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

富
士

宮
 
社

協
<
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

と
っ

た
中

身
の

部
分

の
情

報
共

有
が

き
ち

ん
と

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
そ

こ
の

専
門

機
関

の
中

で
の

情
報

だ
け

で
あ

っ
て

。
そ

こ
を

や
は

り
ケ

ア
会

議
に

し
て

も
、

専
門

職
の

み
と

か
で

す
ね

。
実

際
に

や
っ

ぱ
り

そ
の

人
に

近
い

近
隣

の
人

だ
と

か
、

受
け

入
れ

て
も

ら
え

そ
う

な
、

ち
ょ

っ
と

離
れ

て
住

ん
で

い
る

と
こ

ろ
の

友
人

だ
と

か
。

そ
う

い
う

人
た

ち
の

情
報

も
含

め
た

形
で

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

し
て

い
か

な
い

と
、

や
は

り
解

決
難

し
い

と
思

い
ま

す
し

。
持

っ
て

る
デ

ー
タ

が
、

や
っ

ぱ
り

見
え

て
る

部
分

だ
け

の
デ

ー
タ

の
と

こ
ろ

が
多

い
の

で
>

大
牟

田
 
社

協
<
我

々
と

し
て

は
、

市
の

社
協

の
立

場
と

し
て

は
、

や
は

り
も

ち
ろ

ん
行

政
と

も
、

介
護

事
業

所
と

も
一

緒
に

な
り

な
が

ら
、

や
っ

ぱ
市

民
に

周
知

啓
発

を
進

め
て

い
く

以
外

、
な

か
な

か
こ

の
辺

は
な

い
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
社

協
<
実

際
、

ど
の

程
度

、
日

常
の

生
活

上
で

、
で

き
る

こ
と

と
で

き
な

い
こ

と
が

で
き

て
し

ま
っ

て
る

の
か

っ
て

い
う

の
が

、
私

た
ち

の
接

点
で

は
、

な
か

な
か

生
活

を
見

て
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
な

か
な

か
見

極
め

に
く

い
っ

て
い

う
の

が
一

つ
あ

っ
て

>

<
た

と
え

ば
、

ス
ー

パ
ー

の
職

員
に

認
知

症
の

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

す
る

と
か

、
銀

行
マ

ン
に

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

す
る

、
郵

便
局

に
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
す

る
。

あ
る

意
味

、
お

坊
さ

ん
に

対
し

て
、

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

す
る

。
お

坊
さ

ん
、

自
宅

に
行

か
れ

ま
す

か
ら

>

<
連

絡
が

あ
っ

た
り

す
る

と
、

ご
本

人
に

お
会

い
し

て
み

て
、

ご
本

人
の

お
話

と
ご

連
絡

い
た

だ
い

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
と

の
話

の
段

で
、

や
っ

ぱ
り

心
配

だ
な

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

れ
ば

、
ご

家
族

が
い

ら
っ

し
ゃ

れ
ば

ち
ょ

っ
と

ご
家

族
に

認
知

症
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

ん
で

す
が

、
こ

う
い

う
、

ち
ょ

っ
と

お
話

が
あ

っ
た

ん
で

、
ど

う
で

す
か

っ
て

い
う

よ
う

な
連

絡
を

し
た

り
。

ま
た

地
域

包
括

と
か

い
う

と
こ

ろ
に

こ
の

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
何

か
知

っ
て

い
る

こ
と

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

、
ち

ょ
っ

と
尋

ね
て

み
た

り
と

い
う

と
こ

ろ
で

進
め

て
い

て
>

<
や

っ
ぱ

り
人

と
接

し
て

、
気

づ
い

て
や

る
っ

ち
ゅ

う
の

が
、

非
常

に
大

事
な

の
か

な
と

い
う

感
じ

で
す

よ
ね

>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

(
地

区
社

協
）

<
結

局
、

そ
の

辺
は

民
生

委
員

で
あ

り
、

地
域

包
括

で
あ

り
、

地
域

支
援

型
と

か
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
領

分
だ

と
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
な

る
べ

く
見

守
り

な
が

ら
近

ま
っ

て
い

く
っ

て
い

う
こ

と
は

、
地

域
は

大
事

な
こ

と
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

で
も

、
や

っ
ぱ

り
よ

く
わ

か
ら

な
い

と
き

に
は

、
高

齢
者

の
問

題
の

窓
口

相
談

で
>

玉
川

 
自

治
会

(
民

生
委

員
）

<
季

節
外

れ
で

す
と

か
、

何
枚

で
も

着
て

し
ま

う
と

か
ね

。
そ

れ
は

、
も

う
す

ご
く

わ
か

る
こ

と
な

ん
で

す
。

わ
か

る
け

れ
ど

、
そ

れ
を

私
た

ち
が

着
せ

替
え

れ
る

か
っ

て
い

っ
た

ら
、

そ
れ

は
ち

ょ
っ

と
で

き
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
お

身
内

の
方

と
ど

う
に

か
こ

れ
を

お
話

し
し

な
い

と
前

に
進

め
れ

な
い

な
っ

て
、

い
つ

も
思

う
>

社
協
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

自
治
会

<
日

常
の

気
づ

き
っ

て
い

う
の

は
、

我
々

の
地

域
な

も
の

で
す

か
ら

、
そ

の
辺

に
徹

底
し

ま
し

ょ
う

。
サ

ー
ビ

ス
の

こ
と

や
、

そ
の

辺
の

こ
と

は
、

立
ち

入
ら

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

と
。

そ
う

し
な

い
と

持
っ

て
い

く
と

、
何

、
そ

こ
ま

で
や

る
の

。
だ

か
ら

、
ま

ず
さ

り
げ

な
い

と
い

う
か

、
そ

の
辺

の
言

葉
で

ご
ま

か
す

わ
け

じ
ゃ

な
い

ん
だ

け
ど

、
そ

う
い

う
表

現
で

お
願

い
し

て
る

>

<
包

括
セ

ン
タ

ー
に

お
願

い
を

し
て

、
専

門
的

な
目

で
、

こ
の

方
が

本
当

に
認

知
症

な
の

か
、

そ
れ

が
ど

の
く

ら
い

進
ん

で
い

く
の

か
っ

て
い

う
の

を
、

あ
る

程
度

長
期

の
期

間
で

も
、

訪
問

し
て

い
た

だ
い

て
見

て
い

た
だ

く
っ

て
い

う
ふ

う
に

、
つ

な
い

で
お

り
ま

す
>

<
区

の
ほ

う
へ

行
っ

て
も

、
現

場
の

こ
と

っ
て

わ
か

っ
て

な
い

わ
け

で
す

か
ら

。
こ

こ
の

現
場

と
現

場
が

つ
な

が
り

な
が

ら
区

に
上

げ
る

っ
て

い
う

よ
う

な
形

を
と

ら
さ

し
て

い
た

だ
い

て
る

ん
で

す
ね

。
だ

か
ら

、
よ

そ
と

比
べ

て
、

お
話

を
聞

い
て

る
限

り
で

は
、

も
の

す
ご

く
、

さ
っ

き
の

あ
ん

す
こ

さ
ん

と
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

う
ま

く
つ

な
が

り
を

も
た

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
ね

>

<
動

い
て

ま
す

ね
。

逆
に

、
そ

の
辺

を
私

た
ち

も
、

毎
月

の
定

例
の

会
議

と
か

、
そ

の
辺

で
進

行
状

況
と

か
を

聞
い

て
る

わ
け

で
す

ね
>

<
認

知
症

を
支

え
て

い
く

っ
て

い
う

問
題

は
、

地
域

が
本

当
に

そ
れ

に
向

か
い

合
わ

ん
と

で
き

ん
と

思
い

ま
す

。
よ

そ
ご

と
の

よ
う

に
し

て
言

葉
だ

け
で

は
、

も
う

こ
れ

は
、

支
え

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

真
正

面
か

ら
向

か
い

合
っ

て
、

こ
の

方
を

ど
う

す
る

の
か

。
こ

の
家

族
は

、
じ

ゃ
あ

、
ど

う
な

る
の

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

ま
で

真
剣

に
、

も
う

そ
こ

は
絶

対
後

ま
で

、
そ

の
方

々
の

立
場

に
立

た
な

け
れ

ば
、

救
う

こ
と

は
で

き
な

い
と

思
っ

て
い

ま
す

>

<
「

ど
う

」
っ

て
、

「
ご

存
じ

」
っ

て
言

い
な

が
ら

、
「

私
た

ち
こ

う
い

う
ふ

う
に

あ
れ

だ
け

ど
、

ど
う

で
す

か
」

、
「

あ
ん

す
こ

さ
ん

わ
か

っ
て

ま
す

か
」

と
か

さ
、

「
あ

ん
す

こ
さ

ん
今

、
こ

の
方

ど
う

」
っ

て
、

「
お

会
い

に
な

っ
た

こ
と

あ
り

ま
す

か
」

っ
て

い
う

よ
う

な
感

じ
で

の
情

報
交

換
し

な
が

ら
前

に
進

め
て

い
く

っ
て

い
う

。
サ

ー
ビ

ス
を

、
あ

ん
す

こ
さ

ん
の

ほ
う

で
こ

ん
な

サ
ー

ビ
ス

あ
り

ま
す

よ
っ

て
い

う
の

を
上

手
に

出
し

て
い

た
だ

く
っ

て
い

い
な

が
ら

>

<
い

き
な

り
ハ

ー
ド

ル
高

く
し

な
い

で
、

逆
に

そ
う

い
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
福

祉
の

レ
ベ

ル
が

上
が

っ
て

く
る

と
、

自
然

発
生

的
に

こ
の

辺
ま

で
地

域
で

で
き

る
じ

ゃ
な

い
か

と
か

、
向

こ
う

か
ら

提
案

が
出

て
く

る
ん

で
す

。
そ

の
辺

が
で

き
つ

つ
あ

る
と

い
う

こ
と

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

ま
ず

、
あ

ん
ま

り
期

待
し

な
い

で
>

<
地

域
と

ご
本

人
だ

け
、

家
族

だ
け

で
は

で
き

な
い

。
こ

れ
は

、
限

り
が

あ
り

ま
す

の
で

。
と

に
か

く
、

公
的

な
立

場
の

、
包

括
セ

ン
タ

ー
み

た
い

な
そ

う
い

う
と

こ
ろ

も
一

緒
に

巻
き

込
ん

で
い

く
>

<
地

域
の

中
の

隅
々

に
は

、
い

ろ
ん

な
支

援
を

待
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

し
、

そ
う

い
う

方
々

の
声

は
、

や
は

り
地

域
が

こ
こ

に
届

け
な

け
れ

ば
、

本
当

の
意

味
で

の
支

え
に

は
な

っ
て

い
か

な
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

の
で

。
ま

ず
、

包
括

と
地

域
は

、
や

っ
ぱ

り
一

体
に

な
っ

て
お

く
こ

と
が

必
要

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
>



 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<

初
と

い
う

か
、

あ
ま

り
進

ん
で

な
い

人
た

ち
に

と
っ

て
は

、
介

護
保

険
に

結
び

つ
け

て
い

く
と

い
う

の
が

、
一

つ
の

手
だ

と
思

う
ん

で
す

が
。

そ
れ

に
対

し
て

、
困

る
こ

と
と

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
本

人
が

嫌
が

る
と

い
う

と
こ

ろ
で

す
か

ね
。

そ
れ

を
、

や
は

り
い

ろ
ん

な
人

に
、

周
り

の
人

に
勧

め
て

も
ら

う
。

そ
し

て
、

こ
の

方
も

知
っ

て
る

お
友

だ
ち

が
い

て
、

そ
の

友
だ

ち
に

勧
め

て
も

ら
う

と
い

う
よ

う
な

引
き

込
み

方
を

し
て

、
や

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
大

体
は

、
初

は
嫌

が
る

け
ど

、
大

体
は

行
く

よ
う

に
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
診

断
プ

ラ
ス

ア
ル

フ
ァ

っ
て

い
う

こ
と

で
い

え
ば

、
そ

の
外

来
の

場
面

で
い

え
ば

、
外

来
の

場
面

で
い

え
ば

、
や

っ
ぱ

り
つ

い
て

き
た

ご
家

族
と

か
、

親
族

の
方

。
あ

る
い

は
、

近
所

の
方

で
も

た
ま

に
つ

い
て

く
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
う

い
っ

た
方

に
、

こ
の

病
気

は
こ

れ
か

ら
先

、
こ

う
い

う
ふ

う
な

展
開

を
見

せ
ま

す
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
表

を
つ

く
っ

て
る

ん
で

す
よ

。
そ

れ
を

ち
ょ

っ
と

渡
し

て
。

た
と

え
ば

、
洋

服
が

、
ど

う
も

季
節

感
が

な
く

な
っ

て
き

た
と

き
に

は
、

水
分

が
と

れ
て

い
る

と
か

、
食

事
が

と
れ

て
い

る
か

と
か

。
買

い
物

に
は

ち
ゃ

ん
と

行
け

て
い

る
の

か
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

と
か

で
す

ね
。

そ
う

い
う

こ
と

を
事

前
に

、
ま

ず
一

つ
は

、
お

伝
え

す
る

よ
う

な
方

策
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
と

も
う

一
つ

、
や

っ
ぱ

り
一

番
医

者
に

と
っ

て
有

効
な

の
は

、
実

際
に

患
者

さ
ん

の
う

ち
に

、
や

っ
ぱ

行
く

こ
と

な
ん

で
す

よ
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
困

難
か

ど
う

か
っ

て
い

う
の

は
、

ご
本

人
、

ご
家

族
の

受
け

止
め

方
に

よ
っ

て
も

変
わ

る
し

。
僕

ら
の

尺
度

だ
と

、
こ

れ
が

で
き

る
で

き
な

い
が

困
難

の
尺

度
、

あ
れ

に
な

る
ん

で
す

が
。

ご
家

族
に

と
っ

て
は

、
そ

れ
も

誰
か

が
補

っ
て

あ
げ

れ
て

れ
ば

、
決

し
て

困
難

に
は

な
っ

て
な

か
っ

た
り

す
る

の
で

、
そ

こ
の

ギ
ャ

ッ
プ

は
、

や
っ

ぱ
こ

っ
ち

が
意

識
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

ね
。

こ
っ

ち
が

そ
れ

を
困

難
だ

と
思

っ
て

も
困

難
と

感
じ

て
な

け
れ

ば
、

困
難

で
な

い
可

能
性

も
。

逆
に

こ
っ

ち
が

困
難

と
思

っ
て

な
い

も
の

も
、

そ
の

環
境

だ
と

非
常

に
困

難
に

な
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
の

で
、

医
師

の
物

差
し

だ
け

で
困

難
を

決
め

つ
け

な
い

ほ
う

が
い

い
か

な
と

>

<
家

族
の

人
も

、
本

当
の

意
味

で
協

力
し

て
く

れ
る

の
か

、
自

分
た

ち
が

見
な

く
て

済
む

か
ら

な
の

か
、

経
済

的
な

問
題

な
の

か
と

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

も
、

こ
ち

ら
、

こ
う

や
っ

て
、

話
す

中
で

、
聞

き
な

が
ら

い
く

ん
で

す
け

ど
。

な
か

な
か

家
族

の
人

っ
て

、
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
よ

ね
。

本
当

に
協

力
的

な
人

と
、

ほ
と

ん
ど

見
て

く
れ

な
い

と
い

う
、

極
端

な
人

、
両

方
の

。
だ

か
ら

、
真

ん
中

の
人

た
ち

は
、

あ
る

程
度

、
流

さ
れ

て
。

強
く

言
っ

て
、

や
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
そ

う
す

る
と

、
大

体
や

っ
て

く
れ

ま
す

か
ね

、
そ

の
辺

の
人

た
ち

は
>

<
う

ち
に

行
っ

た
ら

、
も

う
生

活
が

成
立

し
て

い
る

か
、

し
て

い
な

い
か

っ
て

い
う

の
は

、
あ

る
程

度
わ

か
り

ま
す

の
で

、
家

に
行

く
っ

て
い

う
こ

と
。

た
だ

、
な

か
な

か
そ

れ
が

時
間

的
な

問
題

で
か

な
わ

な
い

か
ら

、
や

っ
ぱ

り
こ

れ
は

、
も

う
包

括
と

か
、

ケ
ア

マ
ネ

と
か

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
方

に
行

っ
て

も
ら

う
。

そ
こ

で
、

生
活

が
成

立
し

て
い

る
か

、
し

て
い

な
い

か
を

、
や

っ
ぱ

り
見

て
も

ら
う

っ
て

い
う

の
が

、
一

番
必

要
。

>

<
も

う
実

際
の

本
人

、
あ

る
い

は
ご

家
族

が
何

が
困

っ
て

、
な

ぜ
そ

れ
を

困
っ

て
る

か
と

い
う

と
こ

ま
で

つ
っ

こ
ん

で
い

か
な

い
と

、
困

難
が

見
え

て
こ

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

ね
。

こ
っ

ち
が

予
想

も
し

な
か

っ
た

こ
と

が
困

難
に

な
っ

て
い

た
り

と
い

う
こ

と
>

<
非

常
に

恵
ま

れ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
か

、
看

護
師

に
、

「
そ

こ
ら

辺
、

ち
ょ

っ
と

こ
の

人
の

生
活

状
況

っ
て

い
う

か
、

連
携

状
況

調
べ

て
ね

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

ほ
う

で
、

ず
っ

と
そ

こ
ら

辺
、

段
取

り
つ

け
て

く
れ

て
、

情
報

収
集

し
て

く
れ

ま
し

た
>

<
ど

ん
だ

け
当

事
者

の
こ

と
を

う
ま

く
聞

い
て

引
き

出
せ

る
か

。
ほ

ん
と

に
何

が
困

っ
て

る
か

。
こ

っ
ち

が
「

こ
れ

っ
て

困
っ

て
る

で
し

ょ
」

っ
て

い
う

姿
勢

よ
り

も
、

「
何

が
ど

う
困

っ
て

る
の

？
」

っ
て

い
う

形
の

関
係

性
に

も
っ

て
い

け
る

か
で

す
か

ね
>

－ 165 －
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

か
か
り

つ
け
医

<
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

は
３

人
い

る
ん

で
す

け
ど

、
３

人
と

も
そ

れ
な

り
に

し
っ

か
り

と
高

く
見

極
め

て
る

と
思

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
「

も
う

こ
の

人
、

受
診

不
要

じ
ゃ

な
い

か
な

と
考

え
ま

す
」

っ
て

意
見

ま
で

、
言

っ
て

く
れ

ま
す

。
「

も
う

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
も

い
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
」

と
。

そ
の

代
わ

り
、

手
放

さ
ず

に
定

期
的

に
経

過
見

ま
す

の
で

。
包

括
は

力
量

高
い

で
す

。
大

牟
田

は
も

の
す

ご
く

高
い

と
思

い
ま

す
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

も
、

本
当

に
人

そ
れ

ぞ
れ

で
す

>

<
一

番
や

り
や

す
い

の
は

、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
だ

と
思

い
ま

す
。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
、

一
番

身
近

に
い

て
、

ご
家

族
と

ご
本

人
の

両
方

を
あ

る
意

味
客

観
的

に
見

て
、

か
つ

介
護

に
必

要
な

要
素

を
あ

る
程

度
、

知
識

と
し

て
も

持
っ

て
る

の
で

、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
の

機
能

っ
て

い
う

の
は

大
き

い
と

思
い

ま
す

し
。

う
ち

の
中

で
も

、
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

僕
ら

医
師

に
そ

う
い

う
の

投
げ

か
け

て
く

る
ケ

ー
ス

は
多

々
あ

り
ま

す
>

<
た

ぶ
ん

、
こ

こ
ま

で
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

な
ん

か
が

や
っ

て
く

れ
て

い
る

の
っ

て
い

う
の

は
、

た
ぶ

ん
残

念
な

が
ら

、
う

ち
だ

け
だ

と
思

い
ま

す
。

だ
け

ど
、

包
括

に
い

く
つ

か
の

法
人

が
、

人
出

し
て

い
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

包
括

に
人

出
し

て
い

る
法

人
の

と
こ

で
は

、
人

が
育

っ
て

い
ま

す
>

<
経

験
が

浅
い

方
は

や
っ

ぱ
り

目
の

前
に

生
じ

た
困

難
に

な
り

ま
す

し
、

経
験

が
あ

る
方

は
も

う
そ

の
一

歩
先

を
た

ぶ
ん

、
こ

の
先

は
こ

こ
が

困
難

に
な

る
だ

ろ
う

と
い

う
と

こ
ま

で
、

や
っ

ぱ
し

視
野

を
、

ち
ょ

っ
と

広
い

傾
向

が
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
そ

う
い

っ
た

人
間

を
、

で
き

る
だ

け
た

く
さ

ん
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
あ

と
は

、
小

規
模

の
人

た
ち

を
、

大
牟

田
市

内
に

い
っ

ぱ
い

あ
る

よ
う

な
と

こ
ろ

を
、

き
ち

ん
と

そ
う

い
っ

た
見

極
め

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

く
る

と
、

す
ご

く
入

り
口

と
し

て
い

い
の

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
み

ん
な

で
事

例
検

討
一

緒
に

で
き

る
人

間
を

ど
ん

ど
ん

増
や

し
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

な
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

大
牟

田
で

今
や

っ
て

る
、

認
知

症
の

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
の

カ
ン

フ
ァ

。
あ

あ
い

っ
た

も
の

が
、

本
当

は
地

域
で

ど
ん

ど
ん

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
、

力
量

が
ず

い
ぶ

ん
上

が
っ

て
>

<
医

師
が

参
加

す
る

必
要

性
が

、
本

当
は

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
。

た
だ

、
医

師
が

参
加

す
る

と
、

医
師

主
導

に
な

っ
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

。
で

す
か

ら
、

カ
ン

フ
ァ

の
や

り
方

み
た

い
な

の
を

、
み

ん
な

で
勉

強
で

き
れ

ば
な

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

<
医

者
は

、
も

う
横

か
ら

ち
ょ

こ
ち

ょ
こ

言
葉

掛
け

す
る

程
度

の
カ

ン
フ

ァ
に

な
れ

ば
い

い
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

ね
>
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2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
や

っ
て

い
き

な
が

ら
、

こ
こ

、
で

き
な

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
ん

だ
な

っ
て

い
う

と
き

は
、

友
だ

ち
に

聞
い

て
。

た
と

え
ば

、
「

今
ま

で
は

、
下

着
を

自
分

で
引

き
出

し
か

ら
出

せ
て

た
の

に
、

近
は

、
ぐ

じ
ゃ

ぐ
じ

ゃ
に

な
っ

て
出

す
け

ど
、

ま
た

履
い

た
の

も
入

れ
ち

ゃ
う

み
た

い
な

感
じ

で
な

っ
て

る
よ

」
っ

て
言

っ
た

と
き

に
、

友
だ

ち
に

聞
い

て
、

「
ど

う
し

て
フ

ォ
ロ

ー
し

て
っ

た
ら

い
い

の
？

」
み

た
い

な
の

を
聞

い
て

、
そ

し
た

ら
、

じ
ゃ

あ
、

「
名

前
を

書
き

な
さ

い
」

と
か

>

大
牟

田
 
家

族
<
施

設
へ

の
連

絡
票

で
随

分
救

わ
れ

ま
し

た
。

ど
ん

な
こ

と
書

い
て

た
か

な
と

思
っ

て
見

た
ら

、
後

亡
く

な
る

ま
で

1
2
冊

か
1
3
冊

書
き

上
げ

て
ま

す
け

ど
、

「
５

冊
目

で
、

や
っ

と
こ

の
イ

ラ
イ

ラ
を

皆
さ

ん
の

お
か

げ
で

卒
業

で
き

た
よ

う
に

な
り

ま
し

た
」

と
表

紙
に

書
い

て
る

か
ら

で
す

ね
。

初
の

２
冊

目
、

３
冊

目
ぐ

ら
い

の
と

き
は

、
も

う
私

の
怒

り
と

悩
み

、
そ

う
い

う
の

を
書

き
な

ぐ
っ

て
、

毎
日

連
絡

票
じ

ゃ
な

く
て

、
私

の
愚

痴
を

書
い

て
も

ら
う

、
聞

い
て

も
ら

う
>

玉
川

 
家

族
<
自

分
で

は
、

認
知

症
は

病
気

な
ん

だ
よ

っ
て

い
う

の
は

、
わ

か
っ

て
ま

す
け

ど
も

、
毎

日
、

四
六

時
中

、
一

緒
に

生
活

し
て

る
と

、
自

分
自

身
が

見
え

な
く

な
っ

ち
ゃ

う
と

い
う

か
、

主
人

に
は

、
「

お
ふ

く
ろ

さ
ん

、
病

気
な

の
に

、
君

は
冷

た
い

ね
」

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

し
ま

っ
た

り
と

か
、

難
し

い
。

な
か

な
か

自
分

自
身

が
切

り
替

え
る

こ
と

が
、

難
し

か
っ

た
っ

て
い

う
こ

と
で

す
ね

>

<
で

も
、

プ
ラ

イ
ド

が
あ

る
の

で
、

嫌
だ

っ
て

言
わ

れ
た

の
で

、
じ

ゃ
あ

、
名

前
書

か
な

い
で

、
引

き
出

し
か

ら
出

し
た

と
き

の
フ

ォ
ロ

ー
が

間
違

っ
て

た
ら

、
私

が
直

せ
ば

い
い

ん
だ

っ
て

感
じ

に
自

分
で

変
え

て
。

そ
う

い
う

ふ
う

に
一

つ
一

つ
や

っ
て

、
友

だ
ち

に
聞

い
て

、
そ

の
や

り
方

を
や

っ
て

、
主

人
に

は
合

わ
な

か
っ

た
ら

、
じ

ゃ
あ

、
こ

ん
な

感
じ

で
普

段
や

っ
て

る
の

を
、

私
が

自
分

で
フ

ォ
ロ

ー
す

れ
ば

主
人

は
傷

つ
か

な
い

だ
ろ

う
っ

て
、

一
個

一
個

、
一

回
駄

目
だ

っ
た

の
を

、
主

人
な

り
の

方
向

で
変

え
て

い
っ

た
ん

で
す

ね
>

<
や

っ
ぱ

り
書

き
綴

る
、

そ
し

て
、

そ
れ

を
誰

か
に

ち
ょ

っ
と

見
て

も
ら

っ
て

ひ
と

言
声

を
か

け
て

も
ら

う
。

そ
う

い
う

私
は

恵
ま

れ
て

た
ん

だ
と

思
う

ん
で

す
ね

。
そ

れ
で

わ
り

と
早

い
段

階
で

立
ち

直
る

。
母

の
現

実
を

、
あ

る
程

度
受

け
入

れ
る

こ
と

か
で

き
た

か
な

と
思

う
の

で
。

そ
れ

だ
っ

た
か

ら
、

母
の

い
わ

ゆ
る

周
辺

症
状

ま
で

い
か

ず
に

、
基

本
的

な
核

の
状

態
の

単
純

な
も

の
忘

れ
的

な
こ

と
、

そ
う

い
う

こ
と

で
済

ん
だ

か
な

っ
て

思
う

ん
で

す
け

ど
ね

>

<
結

局
自

分
で

は
、

母
が

認
知

症
に

な
っ

た
っ

て
い

う
の

は
わ

か
っ

て
は

い
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
わ

か
り

き
れ

て
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

。
な

ん
で

っ
て

い
う

と
こ

ろ
の

、
ず

っ
と

積
み

重
ね

だ
っ

た
ん

で
す

ね
>

<
先

生
に

も
相

談
し

、
友

だ
ち

に
も

相
談

し
て

、
主

人
に

あ
っ

た
方

法
を

選
ん

だ
、

私
が

。
嫌

だ
っ

て
言

う
か

ら
、

じ
ゃ

あ
違

う
方

法
の

ほ
う

が
い

い
ん

だ
っ

て
。

や
っ

ぱ
性

格
と

か
、

い
ろ

ん
な

知
っ

て
る

の
は

私
だ

か
ら

、
み

ん
な

は
普

通
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

私
に

教
え

て
く

れ
た

け
ど

>

<
私

た
ち

は
そ

の
当

時
、

暴
力

し
た

り
、

徘
徊

を
し

た
り

、
ト

イ
レ

の
粗

相
を

し
た

り
と

か
、

あ
あ

い
う

こ
と

が
認

知
症

と
私

も
初

思
っ

て
ま

し
た

。
だ

か
ら

、
生

活
の

日
々

の
中

で
の

今
ま

で
で

き
て

き
た

こ
と

が
、

で
き

な
く

な
っ

て
る

と
か

。
日

常
で

き
て

た
こ

と
、

そ
の

具
体

例
を

あ
げ

て
で

す
よ

。
そ

し
て

、
こ

う
い

う
こ

と
も

で
き

な
く

な
る

の
は

、
認

知
症

の
初

期
の

状
態

で
す

よ
っ

て
い

う
こ

と
を

教
え

て
も

ら
っ

て
、

私
も

、
そ

の
時

点
で

ず
い

ぶ
ん

け
ん

か
し

な
い

で
済

ん
だ

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
今

は
介

護
保

険
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

か
ら

、
そ

の
と

き
は

、
や

は
り

、
頼

む
と

母
に

対
し

て
申

し
わ

け
な

い
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

が
頭

に
あ

り
ま

し
た

の
で

、
な

ん
と

か
自

分
で

や
ろ

う
と

い
う

こ
と

で
し

た
か

ら
>



 
2
.
日

々
の
暮
ら
し
の

中
で

の
困

難
の

見
極

め

家
族

<
試

行
錯

誤
。

失
敗

し
た

お
か

げ
で

、
主

人
と

つ
き

合
っ

て
く

や
り

方
が

自
分

な
り

に
で

き
た

の
か

な
っ

て
。

本
当

に
い

っ
ぱ

い
あ

る
け

ど
>

<
内

科
と

か
、

整
形

と
か

に
は

連
れ

て
い

っ
て

る
け

ど
、

そ
こ

で
は

、
そ

う
い

う
お

話
が

で
き

な
い

と
か

っ
て

お
話

を
聞

く
と

、
や

っ
ぱ

り
お

医
者

さ
ん

同
士

の
連

携
。

こ
の

先
生

が
行

き
な

さ
い

と
言

わ
れ

れ
ば

、
家

族
も

き
っ

と
言

い
や

す
い

と
思

う
と

で
す

よ
ね

。
で

も
、

家
族

が
連

れ
て

い
こ

う
と

す
る

と
、

「
俺

を
殺

し
て

か
ら

連
れ

て
い

け
」

と
か

な
る

け
ど

。
病

院
の

先
生

は
、

お
年

寄
り

も
信

頼
し

て
あ

る
と

思
う

の
で

>

<
一

週
間

た
っ

た
と

き
に

迎
え

に
い

く
と

、
な

ん
で

早
く

来
な

か
っ

た
の

よ
っ

て
言

う
か

ら
、

そ
こ

で
ま

た
落

ち
込

む
わ

け
で

す
よ

ね
。

帰
り

は
、

ま
た

、
一

週
間

戦
場

が
始

ま
る

ん
だ

な
っ

て
い

う
暗

い
気

持
ち

で
帰

っ
て

い
く

っ
て

、
そ

う
い

う
こ

と
が

何
回

も
あ

り
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
や

は
り

自
分

で
、

気
持

ち
を

切
り

替
え

て
い

く
し

か
な

い
な

っ
て

こ
と

は
、

ぶ
つ

か
っ

た
と

き
に

初
め

て
わ

か
る

と
い

う
こ

と
で

>

<
知

識
は

一
応

は
聞

い
と

い
た

け
ど

、
や

っ
ぱ

現
実

と
違

う
の

で
、

こ
ん

な
と

き
に

ど
う

し
よ

う
っ

て
い

う
相

談
相

手
の

電
話

で
も

い
い

か
ら

、
そ

う
い

う
人

が
い

た
ほ

う
が

、
ま

だ
私

的
に

は
い

い
か

な
っ

て
思

い
ま

す
。

>

<
も

う
少

し
、

地
域

包
括

な
り

行
政

な
り

が
、

介
護

保
険

を
自

由
に

使
っ

て
、

そ
れ

で
気

晴
ら

し
を

し
て

い
い

ん
で

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

を
、

も
う

ち
ょ

っ
と

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
い

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
一

番
救

い
に

な
っ

た
の

は
、

家
族

会
の

仲
間

で
す

ね
。

た
っ

た
月

に
１

回
だ

け
ど

も
、

集
ま

っ
た

こ
と

で
お

互
い

に
言

い
合

え
る

、
そ

の
言

っ
た

こ
と

で
、

自
分

よ
り

も
っ

と
大

変
な

人
が

い
る

ん
だ

っ
て

こ
と

が
わ

か
っ

た
っ

て
こ

と
と

、
そ

れ
か

ら
、

自
分

の
が

も
っ

と
大

変
な

ん
だ

な
っ

て
こ

と
も

わ
か

っ
た

っ
て

こ
と

と
、

共
有

で
き

る
こ

と
で

す
ね

。
い

ろ
ん

な
お

友
だ

ち
と

か
い

ろ
ん

な
方

か
ら

、
「

頑
張

っ
て

ね
」

と
か

。
「

大
変

で
す

ね
」

っ
て

言
っ

て
く

だ
さ

る
ん

だ
け

れ
ど

も
、

心
に

響
か

な
い

ん
で

す
よ

。
や

っ
ぱ

り
、

や
っ

て
い

る
人

が
言

っ
て

く
れ

る
こ

と
で

心
に

響
く

と
い

う
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
医

師
の

告
知

の
と

こ
ろ

だ
と

か
、

上
手

に
そ

の
ケ

ア
に

、
上

手
に

ス
ム

ー
ズ

に
つ

な
い

で
い

た
だ

く
・

・
・

「
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

で
す

」
で

終
わ

っ
ち

ゃ
う

よ
う

な
、

医
者

が
結

構
い

る
>

大
牟

田
 
行

政
<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

初
期

の
相

談
が

入
っ

て
く

る
感

じ
で

、
そ

う
い

う
部

分
で

は
、

最
初

に
ど

れ
だ

け
示

せ
る

か
と

い
う

か
、

そ
れ

も
た

だ
単

に
示

せ
ば

い
い

わ
け

で
は

な
く

て
、

そ
の

方
の

状
態

に
合

わ
せ

て
示

す
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

は
、

一
つ

有
効

な
の

と
>

玉
川

 
行

政
<
進

行
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

だ
け

が
す

ご
く

大
き

く
あ

っ
て

、
「

ど
う

し
よ

う
」

っ
て

い
う

>

<
要

は
医

師
に

も
っ

と
も

っ
と

、
認

知
症

の
方

が
地

域
の

支
援

を
受

け
て

、
自

分
た

ち
で

い
い

暮
ら

し
が

で
き

る
ん

だ
よ

っ
て

い
う

実
態

を
医

師
に

伝
え

て
い

く
っ

て
こ

と
が

、
も

の
す

ご
い

大
切

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

>

<
も

う
一

つ
、

や
っ

ぱ
り

医
療

機
関

の
役

割
っ

て
い

う
の

は
大

き
い

ん
だ

と
思

っ
て

る
ん

で
す

ね
。

最
初

に
認

知
症

か
ど

う
か

を
判

断
し

て
も

ら
う

た
め

に
は

、
か

か
り

つ
け

医
に

し
ろ

、
専

門
医

に
し

ろ
、

そ
こ

で
ど

こ
に

相
談

に
行

っ
た

ら
い

い
よ

と
か

、
こ

う
い

う
仕

組
み

が
あ

る
か

ら
ね

と
か

、
今

後
こ

う
い

う
こ

と
が

起
こ

り
え

る
よ

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

う
と

き
に

は
こ

う
し

た
ら

い
い

よ
み

た
い

な
。

た
ぶ

ん
最

初
だ

か
ら

、
あ

ま
り

入
っ

て
い

か
な

い
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
で

も
、

あ
る

程
度

最
初

に
先

生
が

示
し

て
い

た
だ

く
と

、
ま

た
い

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

ね
>

<
介

護
保

険
の

説
明

を
し

て
、

認
知

の
症

状
が

進
行

し
て

い
く

中
で

の
心

配
な

こ
と

と
か

が
あ

れ
ば

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

付
け

ば
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
で

し
て

い
た

だ
け

ま
す

け
ど

、
こ

ち
ら

も
「

相
談

窓
口

と
し

て
は

い
つ

で
も

あ
り

ま
す

よ
」

、
「

包
括

も
身

近
で

相
談

受
け

ら
れ

ま
す

よ
」

と
お

伝
え

を
す

る
と

「
相

談
窓

口
が

そ
れ

だ
け

あ
る

ん
で

す
ね

」
と

い
う

こ
と

で
、

少
し

安
心

し
て

い
た

だ
け

る
方

も
大

勢
い

ら
っ

し
ゃ

る
>

<
去

年
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

会
で

は
、

ほ
と

ん
ど

の
医

師
が

ケ
ア

現
場

の
情

報
を

キ
ャ

ッ
チ

し
て

、
診

療
す

る
ん

だ
っ

て
い

う
こ

と
を

、
皆

さ
ん

お
っ

し
ゃ

っ
て

く
だ

さ
っ

た
の

で
、

や
っ

ぱ
り

情
報

を
し

っ
か

り
伝

え
続

け
る

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

>

<
も

う
一

つ
、

最
近

有
効

だ
な

思
っ

て
る

の
は

、
家

族
の

会
。

集
い

語
ら

う
の

会
が

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

こ
の

毎
月

開
い

て
る

中
で

、
去

年
か

ら
で

す
け

ど
、

学
習

コ
ー

ス
っ

て
い

う
計

５
回

の
、

交
流

で
は

な
く

て
学

び
を

中
心

に
し

た
短

期
集

中
の

コ
ー

ス
が

あ
っ

て
。

そ
れ

は
、

交
流

ま
で

は
心

の
ゆ

と
り

が
な

い
け

ど
。

で
も

、
や

っ
ぱ

り
学

び
た

い
っ

て
い

う
家

族
が

、
結

構
参

加
さ

れ
て

、
好

評
も

い
た

だ
い

て
た

の
で

。
そ

の
中

で
制

度
の

こ
と

と
か

、
認

知
症

っ
て

い
う

病
気

の
こ

と
と

か
、

薬
、

医
療

的
な

こ
と

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
を

知
識

と
し

て
学

ぶ
っ

て
い

う
部

分
で

は
有

効
だ

な
と

い
う

ふ
う

に
思

う
>

<
本

人
が

話
を

し
っ

か
り

聞
け

て
る

か
ど

う
か

と
い

う
の

が
す

ご
く

大
事

で
、

初
期

の
認

知
症

の
方

だ
と

自
分

の
思

い
が

語
れ

る
方

が
多

い
の

で
、

ご
自

身
の

思
い

を
し

っ
か

り
支

援
者

が
聞

い
て

、
ど

う
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

か
と

い
う

こ
と

を
聞

い
て

、
一

緒
に

…
…

や
っ

ぱ
り

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

同
じ

で
す

よ
ね

。
ど

う
い

う
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
で

ど
う

い
う

優
先

順
位

で
何

か
ら

始
め

る
。

そ
こ

が
話

せ
て

い
る

と
結

構
、

大
変

な
状

態
に

は
あ

り
ま

す
け

ど
、

完
全

に
絶

望
み

た
い

な
感

じ
に

は
な

ら
な

く
て

い
い

の
か

な
と

い
う

の
は

、
何

人
か

の
方

の
お

話
聞

い
て

い
て

思
い

ま
し

た
>

<
情

報
を

伝
え

る
と

、
医

師
も

や
っ

ぱ
り

「
あ

っ
、

こ
う

い
う

可
能

性
が

あ
る

ん
だ

」
っ

て
わ

か
っ

て
く

だ
さ

る
と

、
全

然
違

い
ま

す
よ

ね
>

<
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

が
各

小
学

校
区

に
１

か
所

ず
つ

あ
っ

て
、

そ
こ

の
管

理
者

ク
ラ

ス
は

、
必

ず
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
を

受
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

に
し

て
い

ま
す

>

<
地

域
の

医
療

機
関

の
先

生
に

は
「

認
知

症
と

か
、

も
の

忘
れ

は
包

括
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
」

っ
て

い
う

こ
と

は
病

院
に

も
お

願
い

を
し

て
い

る
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

行
政

<
一

番
大

事
な

の
は

、
ケ

ア
の

現
場

で
伴

走
型

の
支

援
が

あ
る

っ
て

こ
と

が
大

事
で

>
<
も

う
一

つ
、

そ
こ

に
地

域
交

流
施

設
を

設
置

し
て

い
て

、
そ

こ
に

は
元

気
な

地
域

の
高

齢
者

が
、

結
構

集
う

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

す
る

と
、

住
民

の
方

っ
て

ど
こ

に
相

談
す

る
か

っ
て

い
う

と
、

い
き

な
り

包
括

に
来

る
わ

け
で

は
な

く
て

、
そ

の
グ

ル
ー

プ
の

仲
間

に
相

談
を

し
た

り
、

あ
と

は
福

祉
施

設
。

た
と

え
ば

、
住

民
の

方
で

い
き

な
り

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
相

談
に

行
っ

ち
ゃ

っ
た

り
す

る
わ

け
で

す
よ

。
な

ん
と

か
う

ち
の

人
行

け
な

い
と

か
。

そ
う

い
う

形
で

、
そ

こ
の

小
規

模
多

機
能

の
職

員
に

相
談

す
る

こ
と

も
、

結
構

あ
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
診

断
後

に
と

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
一

番
は

お
医

者
さ

ん
な

ん
で

、
お

医
者

さ
ん

か
ら

の
情

報
提

供
が

ど
の

く
ら

い
分

か
り

や
す

く
し

て
い

た
だ

け
る

か
に

よ
る

の
か

と
思

う
ん

で
す

。
「

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

、
と

に
か

く
行

っ
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

う
だ

け
だ

と
、

よ
く

分
か

ら
な

い
か

ら
、

行
か

な
い

っ
て

い
う

>

<
伴

走
型

支
援

を
、

行
政

の
責

任
と

し
て

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

住
民

一
人

一
人

に
し

っ
か

り
つ

く
っ

て
い

け
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

。
あ

と
、

う
ち

の
自

治
体

規
模

だ
と

一
般

の
事

務
の

職
員

が
配

置
さ

れ
て

ワ
ー

カ
ー

に
な

る
の

で
、

そ
こ

に
専

門
職

が
ど

う
や

っ
て

ア
プ

ロ
ー

チ
を

か
け

て
い

て
、

支
援

し
て

い
け

る
の

か
っ

て
い

う
の

が
重

要
で

す
>

<
そ

こ
に

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

い
た

り
す

る
っ

て
い

う
こ

と
は

、
や

っ
ぱ

り
そ

こ
で

、
最

初
の

相
談

が
実

は
始

ま
っ

て
い

る
。

専
門

相
談

が
始

ま
る

入
り

口
に

な
る

の
で

。
た

ぶ
ん

そ
う

い
う

事
例

も
、

実
は

多
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う
>

<
世

田
谷

区
内

の
先

生
方

は
包

括
を

ご
存

じ
な

の
で

、
も

の
忘

れ
の

こ
と

は
、

サ
ー

ビ
ス

と
か

ど
う

し
た

ら
い

い
か

っ
て

い
う

こ
と

は
「

包
括

に
相

談
に

行
く

と
い

い
よ

」
と

言
っ

て
く

だ
さ

る
所

は
い

っ
ぱ

い
あ

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、

世
田

谷
区

民
の

方
っ

て
、

必
ず

し
も

区
内

の
医

療
機

関
だ

け
に

行
っ

て
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
都

心
に

行
っ

ち
ゃ

う
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

そ
こ

を
お

し
な

べ
て

皆
さ

ん
に

等
し

く
情

報
が

伝
わ

る
よ

う
に

、
あ

る
い

は
、

つ
な

ぎ
が

う
ま

く
い

く
よ

う
に

と
い

う
と

、
結

構
大

変
だ

な
と

い
う

の
が

正
直

あ
り

ま
す

>

<
し

っ
か

り
専

門
職

の
精

神
保

健
福

祉
士

が
関

わ
っ

て
、

ワ
ー

カ
ー

と
一

対
に

な
っ

て
動

い
て

、
ワ

ー
カ

ー
が

常
に

伴
走

型
で

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

く
っ

て
い

う
の

も
、

一
つ

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

の
連

鎖
が

行
わ

れ
て

い
る

>

<
サ

ロ
ン

っ
て

い
う

の
は

、
本

当
に

住
民

の
方

々
が

自
主

的
に

集
ま

っ
て

、
と

き
に

は
民

生
委

員
さ

ん
が

お
世

話
を

し
て

る
場

合
も

あ
り

ま
す

が
、

集
ま

っ
て

、
自

分
た

ち
で

運
営

し
て

い
る

集
ま

り
で

。
場

所
は

交
流

施
設

の
こ

と
も

あ
れ

ば
、

地
域

の
自

治
公

民
館

と
い

う
か

、
集

会
所

み
た

い
な

と
こ

ろ
で

も
あ

る
の

で
>

<
認

知
症

と
診

断
さ

れ
た

ら
、

そ
れ

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
の

同
じ

医
療

の
場

面
で

フ
ォ

ロ
ー

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

の
が

あ
れ

ば
な

と
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
一

番
接

点
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

る
の

は
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

だ
っ

た
り

。
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
も

、
認

知
症

の
ど

ん
ど

ん
進

行
し

て
い

っ
ち

ゃ
う

よ
う

な
方

と
か

、
や

っ
ぱ

り
難

し
い

対
応

あ
ん

ま
り

慣
れ

て
な

い
よ

う
な

と
き

に
は

、
一

緒
に

本
当

に
の

り
な

が
ら

っ
て

い
う

形
で

や
っ

て
い

く
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
そ

の
方

が
地

域
で

暮
ら

し
て

い
く

っ
て

い
う

意
味

で
は

、
結

構
協

力
い

た
だ

く
の

に
有

効
な

の
が

、
地

域
の

方
た

ち
の

見
守

り
っ

て
い

う
か

、
理

解
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

方
が

ど
の

く
ら

い
増

え
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

結
構

大
き

く
て

で
す

ね
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
家

族
会

を
月

１
回

の
ペ

ー
ス

で
や

っ
て

ま
し

て
。

同
じ

よ
う

な
経

験
し

て
た

方
で

、
ず

っ
と

長
く

介
護

さ
れ

て
て

、
お

看
取

り
ま

で
終

わ
っ

た
O
B
の

方
が

来
て

く
だ

さ
っ

て
る

ん
で

す
ね

。
そ

の
中

で
、

自
分

の
体

験
談

を
話

し
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

私
た

ち
が

説
明

す
る

よ
り

も
、

も
っ

と
共

有
で

き
る

部
分

が
あ

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
は

、
家

族
会

は
、

か
な

り
有

効
だ

な
と

い
う

ふ
う

に
感

じ
て

ま
す

>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

地
域

包
括

<
や

っ
ぱ

り
先

生
が

バ
ッ

ク
に

つ
い

て
い

た
だ

き
ま

す
と

助
か

る
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
一

緒
に

な
っ

て
先

生
の

と
こ

ろ
に

ご
家

族
と

行
き

な
が

ら
、

今
後

の
進

行
は

ど
ん

な
形

で
と

か
っ

て
い

う
の

は
、

お
話

を
聞

か
さ

せ
て

い
た

だ
け

れ
ば

、
や

っ
ぱ

心
強

く
で

き
る

だ
ろ

う
な

っ
て

い
う

の
は

、
思

っ
て

は
い

ま
す

>

<
認

知
症

だ
と

い
う

ふ
う

に
い

わ
れ

た
と

き
の

シ
ョ

ッ
ク

の
大

き
さ

と
か

を
、

カ
バ

ー
す

る
と

か
い

っ
た

意
味

で
考

え
る

と
、

も
の

忘
れ

相
談

室
、

な
ん

で
も

相
談

室
と

い
う

の
が

、
結

構
有

効
だ

っ
た

り
と

か
あ

る
ん

で
す

>

<
だ

ん
だ

ん
ネ

グ
レ

ク
ト

に
な

っ
た

り
と

か
、

少
し

虐
待

と
か

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

と
か

。
そ

れ
で

も
、

な
か

な
か

サ
ー

ビ
ス

が
入

れ
な

い
方

に
つ

い
て

は
、

こ
ち

ら
が

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
の

相
談

の
中

で
関

わ
っ

て
い

く
と

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
り

ま
す

>

<
こ

の
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
だ

っ
た

ら
、

こ
こ

ま
で

は
大

丈
夫

だ
な

っ
て

人
も

い
ま

す
し

、
こ

の
人

ま
だ

新
人

さ
ん

な
の

で
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

逆
に

聞
い

て
き

て
く

れ
た

り
す

る
方

も
い

る
の

で
、

そ
こ

は
一

緒
に

、
次

は
こ

う
な

っ
て

い
く

よ
ね

と
か

、
そ

う
い

う
進

行
の

話
と

か
も

一
緒

に
考

え
な

が
ら

で
き

る
ん

で
す

け
ど

。
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
次

第
に

な
っ

て
き

ま
す

ね
>

<
病

院
か

ら
電

話
が

あ
る

の
は

、
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
困

難
な

と
き

が
多

い
か

も
し

れ
な

い
で

す
け

れ
ど

も
ね

。
た

だ
心

配
、

こ
う

い
う

患
者

さ
ん

が
い

て
心

配
だ

か
ら

情
報

提
供

す
る

っ
て

い
っ

て
教

え
て

く
だ

さ
っ

た
先

生
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

う
い

っ
た

意
味

で
は

や
り

や
す

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
だ

け
で

は
、

判
断

で
き

な
い

と
き

は
ご

相
談

が
あ

っ
て

、
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

ち
ょ

っ
と

入
院

で
き

る
施

設
の

ご
紹

介
を

し
た

り
と

か
。

何
回

か
お

会
い

し
て

い
る

家
族

の
と

き
に

、
ご

家
族

と
直

接
、

こ
ち

ら
の

ほ
う

も
連

絡
を

取
り

な
が

ら
お

話
聞

い
た

り
。

一
緒

に
訪

問
し

て
、

お
話

を
し

た
り

と
か

っ
て

い
う

ふ
う

な
こ

と
で

、
一

緒
に

関
わ

っ
て

い
く

ケ
ー

ス
は

あ
り

ま
す

>

<
な

ん
か

要
支

援
の

プ
ラ

ン
見

て
て

も
、

こ
の

人
は

大
丈

夫
だ

な
っ

て
思

う
人

と
、

こ
の

人
は

ち
ょ

っ
と

い
つ

も
同

じ
状

況
し

か
持

っ
て

こ
な

い
か

ら
大

丈
夫

か
な

な
ん

て
思

う
。

本
当

は
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

力
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
の

は
思

う
ん

で
す

け
ど

、
そ

こ
は

思
う

と
こ

は
あ

り
ま

す
ね

>

<
奥

沢
の

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

と
、

お
隣

の
九

品
仏

の
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
と

、
合

同
で

月
1

回
、

他
職

種
連

携
会

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

の
お

話
だ

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

、
相

談
の

し
や

す
い

関
わ

り
。

そ
こ

は
、

主
任

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
、

企
画

し
て

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
で

顔
の

見
え

る
関

係
が

あ
っ

た
り

で
す

と
か

>

<
一

番
は

、
や

っ
ぱ

り
ア

セ
ス

メ
ン

ト
力

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

大
事

な
の

か
な

っ
て

い
う

の
を

、
こ

っ
ち

サ
イ

ド
で

一
緒

に
考

え
な

が
ら

>

<
こ

ち
ら

申
請

だ
っ

た
り

と
か

、
何

か
区

の
も

の
の

受
付

窓
口

に
な

っ
て

い
ま

す
の

で
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

が
よ

く
来

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

い
う

こ
と

で
の

関
わ

り
は

あ
る

の
で

、
顔

の
見

え
る

方
だ

と
、

こ
ち

ら
も

ど
う

い
う

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

か
わ

か
る

の
で

、
「

こ
う

い
う

認
知

症
の

方
だ

っ
た

ら
、

こ
の

方
に

お
願

い
す

る
と

合
い

そ
う

か
な

」
っ

て
い

う
の

も
な

ん
と

な
く

わ
か

り
ま

す
し

、
向

こ
う

も
ご

相
談

し
や

す
か

っ
た

り
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

地
域

包
括

<
最

初
の

入
口

は
、

私
ど

も
に

な
っ

て
く

る
ん

で
す

よ
ね

。
や

は
り

必
要

な
、

お
医

者
さ

ん
に

か
か

っ
て

い
る

か
ど

う
か

か
ら

入
っ

て
、

介
護

保
険

の
入

口
の

と
こ

ろ
ま

で
は

、
私

ど
も

で
や

っ
て

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
の

あ
と

サ
ー

ビ
ス

が
組

み
立

て
ら

れ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
に

な
る

と
、

そ
れ

を
だ

ん
だ

ん
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

シ
フ

ト
し

て
い

く
っ

て
い

う
の

は
、

そ
れ

で
う

ま
く

い
く

方
は

そ
れ

で
、

私
た

ち
は

手
は

離
れ

て
し

ま
う

。
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

引
き

継
い

で
き

ま
す

け
ど

>

<
た

だ
そ

れ
だ

け
で

う
ま

く
い

か
な

い
方

も
や

っ
ぱ

り
い

る
の

で
、

そ
こ

で
う

ま
く

い
か

な
く

て
、

こ
ち

ら
に

ご
家

族
が

相
談

に
来

ら
れ

た
り

と
か

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

相
談

に
来

ら
れ

た
り

と
か

し
た

ら
、

こ
ち

ら
が

出
て

い
っ

た
り

と
い

う
、

後
方

支
援

と
い

う
形

で
出

て
い

く
と

か
>

<
要

支
援

の
最

初
の

段
階

で
私

た
ち

は
関

わ
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

介
護

に
な

っ
た

先
々

で
も

、
や

っ
ぱ

り
す

ご
く

長
い

ス
パ

ン
で

も
本

当
に

、
重

度
に

な
る

ま
で

の
と

こ
ろ

で
、

何
か

あ
っ

た
ら

こ
こ

に
ま

た
来

れ
ば

い
い

な
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

>

<
一

般
の

ケ
ー

ス
は

、
認

知
症

の
方

で
、

要
介

護
に

な
ら

れ
て

引
き

継
い

だ
ら

、
そ

の
あ

と
、

そ
ん

な
に

関
わ

る
っ

て
こ

と
は

、
時

々
、

ご
家

族
が

何
か

の
申

請
で

来
ら

れ
た

と
き

に
、

「
今

こ
ん

な
に

な
っ

て
ね

」
な

ん
て

い
う

話
で

、
近

況
報

告
ぐ

ら
い

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

の
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。
本

人
さ

ん
が

落
ち

着
か

な
か

っ
た

り
と

か
、

家
族

間
の

ト
ラ

ブ
ル

だ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

の
は

、
そ

ん
な

に
数

と
し

て
は

、
多

く
な

い
ん

で
す

>

<
虐

待
の

ケ
ー

ス
だ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

困
難

ケ
ー

ス
で

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
を

主
体

に
し

て
、

こ
ち

ら
が

後
方

支
援

で
会

議
に

出
る

と
か

の
と

こ
ろ

で
関

わ
る

と
か

。
身

寄
り

が
な

く
て

、
後

見
人

に
つ

な
が

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

間
に

入
る

と
か

。
や

っ
ぱ

り
直

接
的

支
援

で
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
、

介
護

に
な

っ
て

く
る

と
難

し
い

か
な

>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

地
域

包
括

<
虐

待
ケ

ー
ス

だ
っ

た
り

し
た

ら
、

区
の

ほ
う

と
方

針
を

一
緒

に
し

て
動

い
て

い
き

ま
す

。
身

寄
り

の
な

い
方

の
後

見
な

ん
か

も
区

と
動

き
ま

す
し

、
難

し
い

ケ
ー

ス
っ

て
い

う
の

は
、

こ
ち

ら
で

抱
え

な
い

ほ
う

が
い

い
か

な
っ

て
思

っ
て

い
ま

す
の

で
。

そ
こ

は
、

一
緒

に
動

く
と

い
う

ス
タ

ン
ス

で
や

ら
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
今

の
と

こ
ろ

富
士

宮
市

で
す

と
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

か
、

あ
る

い
は

、
エ

リ
ア

を
担

当
し

て
い

る
ブ

ラ
ン

チ
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

だ
と

か
、

専
門

職
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
だ

と
か

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
部

分
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

や
っ

て
く

れ
て

る
ん

で
す

が
>

大
牟

田
 
社

協
<
ま

ず
、

６
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

1
0
の

介
護

予
防

相
談

セ
ン

タ
ー

。
そ

れ
と

地
域

と
事

業
所

は
、

そ
う

い
う

関
係

は
つ

く
り

つ
つ

あ
る

ん
で

す
ね

。
あ

る
校

区
に

は
、

こ
う

い
う

特
養

が
あ

っ
て

、
あ

る
校

区
に

は
、

こ
う

い
う

老
健

が
あ

っ
て

と
か

。
そ

の
関

係
を

つ
く

り
つ

つ
あ

り
ま

す
か

ら
、

そ
こ

に
相

談
員

さ
ん

と
か

、
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

さ
ん

と
か

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
>

玉
川

 
社

協
<
介

護
保

険
含

め
た

福
祉

制
度

に
つ

い
て

よ
く

ご
存

知
の

方
は

い
ろ

い
ろ

調
べ

て
ご

存
知

な
ん

で
す

け
ど

、
逆

に
知

ら
な

い
方

は
全

然
知

ら
な

い
の

で
。

一
回

社
会

福
祉

協
議

会
と

接
点

を
持

っ
た

方
は

、
必

要
が

あ
れ

ば
、

他
の

福
祉

情
報

に
つ

い
て

も
ご

案
内

す
る

。
私

ど
も

の
ふ

れ
あ

い
サ

ー
ビ

ス
に

希
望

が
あ

っ
た

方
で

も
、

状
況

を
お

聞
き

し
た

中
で

、
初

め
の

段
階

で
も

介
護

保
険

の
ほ

う
が

適
当

で
は

な
い

か
と

い
う

と
き

に
は

、
先

に
そ

ち
ら

を
聞

い
て

み
て

も
ら

っ
て

も
い

い
で

す
よ

と
い

う
よ

う
な

ご
案

内
す

る
こ

と
も

あ
る

の
で

。
そ

う
い

っ
た

意
味

で
の

情
報

提
供

な
り

、
福

祉
の

こ
と

に
関

し
て

何
か

あ
れ

ば
、

と
に

か
く

相
談

く
だ

さ
い

と
い

う
こ

と
で

伝
え

て
い

る
の

で
>

<
そ

こ
が

あ
る

程
度

、
今

は
有

効
に

機
能

し
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

い
ま

す
。

か
な

り
住

民
サ

イ
ド

と
の

関
わ

り
が

密
接

に
な

っ
て

き
て

る
の

で
、

個
別

の
ワ

ー
カ

ー
が

そ
の

地
域

と
の

接
点

を
、

や
っ

ぱ
つ

く
る

た
め

の
機

会
を

た
く

さ
ん

で
き

て
き

て
る

の
で

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

、
今

、
つ

な
ぎ

や
す

さ
と

い
う

か
、

入
り

や
す

さ
と

い
う

か
、

そ
う

い
う

面
が

か
な

り
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
>

<
そ

う
い

う
と

こ
に

相
談

を
さ

れ
た

り
と

か
い

う
の

は
、

あ
る

意
味

、
認

知
症

の
取

り
組

み
を

す
る

中
で

、
介

護
施

設
、

病
院

。
そ

れ
が

、
地

域
と

、
も

う
溶

け
込

ん
で

る
ん

で
す

ね
>

<
介

護
保

険
に

つ
な

が
っ

た
方

に
関

し
て

は
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

に
バ

ト
ン

タ
ッ

チ
で

き
て

い
る

と
い

う
ケ

ー
ス

が
あ

る
ん

で
。

介
護

保
険

に
至

ら
な

い
ま

で
の

方
で

す
と

か
、

あ
る

い
は

、
客

観
的

に
は

該
当

で
は

な
い

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
、

国
の

制
度

を
あ

ん
ま

り
使

い
た

く
な

い
と

い
う

よ
う

な
趣

旨
の

も
と

で
、

う
ち

の
協

議
会

の
サ

ー
ビ

ス
が

い
い

ん
だ

と
い

う
こ

と
で

、
使

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

に
関

し
て

は
、

ど
う

し
て

も
こ

ち
ら

の
ほ

う
が

キ
ー

に
な

っ
て

や
っ

て
い

る
と

い
う

か
、

な
か

な
か

ほ
か

に
つ

な
げ

な
い

と
い

う
部

分
も

あ
り

ま
す

ん
で

、
私

ど
も

の
サ

ー
ビ

ス
の

中
で

対
応

し
て

、
日

常
生

活
は

そ
れ

で
な

ん
と

か
回

っ
て

い
る

と
い

う
範

囲
内

で
対

応
を

継
続

し
て

い
る

形
に

な
り

ま
す

>
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.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

社
協

<
地

元
の

民
生

委
員

さ
ん

だ
と

か
、

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

動
い

て
い

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
で

す
と

か
、

あ
る

い
は

、
直

接
、

私
た

ち
の

よ
う

な
地

域
支

援
に

あ
た

っ
て

い
る

立
場

の
ワ

ー
カ

ー
に

も
、

た
と

え
ば

、
そ

の
日

に
誰

も
訪

問
が

で
き

な
か

っ
た

り
と

か
、

何
か

困
っ

た
と

き
の

相
談

と
か

で
す

ね
。

そ
ん

な
こ

と
は

補
完

的
に

は
対

処
。

何
か

あ
れ

ば
、

ま
ず

そ
こ

で
動

い
て

っ
て

い
う

。
た

と
え

ば
、

土
日

な
ん

か
は

、
窓

口
が

お
休

み
で

す
の

で
、

私
ど

も
の

ほ
う

は
土

日
も

や
っ

て
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

隙
間

の
部

分
の

対
応

な
ん

か
は

さ
せ

て
も

ら
っ

て
ま

す
。

そ
こ

は
す

ぐ
に

動
け

る
よ

う
な

ス
タ

ン
バ

イ
は

と
り

な
が

ら
や

っ
て

ま
す

ん
で

。
ト

ー
タ

ル
の

支
援

と
い

う
の

は
、

そ
う

い
う

い
ろ

ん
な

関
係

機
関

の
専

門
職

の
組

織
が

、
連

携
し

な
が

ら
と

い
う

、
そ

ん
な

形
で

動
け

て
る

の
か

な
な

ん
て

思
う

ん
で

す
け

ど
も

>

<
P
T
A
の

会
長

さ
ん

と
か

、
民

生
委

員
さ

ん
と

か
、

公
民

館
の

館
長

さ
ん

と
か

、
自

治
会

長
さ

ん
と

か
、

体
育

指
導

員
さ

ん
と

か
、

そ
う

い
う

よ
う

な
感

じ
で

、
校

区
社

協
が

構
成

さ
れ

て
る

。
こ

れ
に

、
そ

こ
の

病
院

と
か

、
施

設
の

職
員

が
、

名
を

連
ね

る
こ

と
に

な
っ

て
き

た
。

だ
か

ら
、

わ
ざ

わ
ざ

行
政

に
言

わ
な

く
て

も
、

こ
こ

に
、

ま
ず

相
談

を
す

る
。

そ
う

い
う

人
間

関
係

が
、

つ
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

わ
け

で
す

ね
>

<
ご

家
族

様
か

ら
依

頼
が

あ
っ

て
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

行
く

と
、

ご
本

人
は

サ
ー

ビ
ス

は
一

切
い

ら
な

い
と

い
う

よ
う

な
ケ

ー
ス

は
ま

た
別

で
あ

っ
て

。
ご

本
人

が
か

け
て

き
た

ケ
ー

ス
に

関
し

て
は

ご
本

人
自

体
が

納
得

し
て

る
ん

で
。

た
だ

、
そ

う
い

っ
た

公
的

制
度

で
あ

っ
た

り
っ

て
い

う
の

は
や

だ
と

い
う

よ
う

な
方

も
一

定
数

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

ね
>

<
目

に
見

え
る

こ
と

か
ら

、
一

緒
に

や
っ

た
。

河
川

浄
化

も
や

っ
た

と
か

、
休

ん
で

る
田

ん
ぼ

を
み

ん
な

で
耕

し
て

、
芋

植
え

た
と

か
。

そ
れ

こ
そ

収
穫

祭
を

し
た

と
か

、
地

域
の

人
と

一
緒

に
や

っ
て

、
そ

う
い

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

や
っ

ぱ
地

域
と

の
関

係
が

、
き

ち
ん

と
で

き
て

き
た

。
そ

う
い

う
ふ

う
に

な
り

つ
つ

あ
る

ん
で

す
、

施
設

と
か

、
病

院
が

>

<
一

部
の

方
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
介

護
保

険
っ

て
イ

メ
ー

ジ
が

、
寝

た
き

り
に

な
っ

た
ら

使
う

み
た

い
な

イ
メ

ー
ジ

を
持

た
れ

て
た

り
と

か
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
、

私
ま

だ
ま

だ
そ

こ
じ

ゃ
な

い
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
話

を
さ

れ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

、
一

通
り

ご
案

内
は

す
る

ん
で

す
が

。
強

制
も

ち
ょ

っ
と

な
か

な
か

で
き

な
い

ん
で

、
あ

と
は

、
そ

の
方

の
判

断
で

あ
っ

て
、

ご
家

族
様

の
判

断
に

最
終

的
に

は
委

ね
る

形
に

は
な

っ
て

ま
す

ね
>
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.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

社
協

<
こ

の
ふ

れ
あ

い
サ

ー
ビ

ス
っ

て
い

う
サ

ー
ビ

ス
、

要
は

介
護

保
険

未
満

だ
け

れ
ど

も
、

ち
ょ

っ
と

困
り

ご
と

が
出

て
き

た
方

っ
て

い
う

の
は

支
援

し
て

、
な

る
べ

く
自

立
を

し
て

過
ご

し
て

い
た

だ
く

よ
う

な
支

援
が

で
き

な
い

か
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

も
の

で
す

か
ら

。
ま

す
ま

す
、

そ
う

い
っ

た
方

々
っ

て
増

え
て

き
た

り
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

る
中

で
、

直
接

的
支

援
、

掃
除

と
か

、
洗

濯
と

か
っ

て
い

う
、

仕
事

の
支

援
だ

け
じ

ゃ
な

い
、

話
し

合
い

っ
て

い
う

メ
ン

タ
ル

的
な

と
こ

ろ
も

含
め

た
支

援
と

い
う

の
が

。
そ

う
い

う
中

で
、

単
に

仕
事

が
あ

て
が

わ
れ

て
、

そ
れ

を
や

っ
て

き
て

お
し

ま
い

っ
て

い
う

ん
で

は
な

く
っ

て
。

支
え

あ
い

の
活

動
な

の
で

、
そ

の
中

で
生

ま
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

、
い

ろ
ん

な
困

り
ご

と
と

か
い

う
の

を
汲

み
取

っ
て

、
そ

れ
を

ま
た

リ
タ

ー
ン

し
て

い
く

と
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
の

充
実

っ
て

い
う

の
が

や
は

り
望

ま
れ

る
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
ま

す
>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
そ

の
人

た
ち

を
地

域
で

守
る

っ
て

い
う

会
議

を
つ

く
っ

て
、

家
族

も
お

願
い

し
ま

す
と

。
そ

ん
な

の
が

、
２

回
ば

か
り

あ
り

ま
し

た
ね

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
こ

の
校

区
に

は
、

1
1
の

町
内

が
あ

る
わ

け
で

す
ね

。
そ

し
て

、
そ

こ
そ

こ
に

、
1
1
の

町
内

は
隣

組
が

そ
こ

に
1
0

と
か

、
2
0
と

か
。

大
き

な
所

帯
に

は
、

も
う

2
5
ぐ

ら
い

の
隣

組
が

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
そ

の
隣

組
に

は
隣

組
長

さ
ん

が
必

ず
い

ら
っ

し
ゃ

っ
て

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
介

護
保

険
を

は
じ

め
、

要
は

家
事

と
か

支
援

を
、

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
受

け
て

使
う

と
い

う
こ

と
が

比
較

的
ハ

ー
ド

ル
が

低
く

な
っ

て
き

て
い

る
中

で
は

、
あ

る
意

味
、

さ
っ

ぱ
り

し
て

い
る

人
は

本
当

に
も

う
、

手
伝

っ
て

終
わ

り
み

た
い

な
こ

と
を

求
め

る
方

も
以

前
に

比
べ

る
と

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
な

と
、

な
ん

と
な

く
感

じ
る

部
分

も
あ

る
ん

で
す

が
。

逆
に

そ
う

い
っ

た
物

理
的

な
も

の
な

く
て

も
、

話
し

相
手

だ
け

で
も

来
て

ほ
し

い
と

い
う

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

。
本

当
個

人
差

が
っ

て
い

う
の

は
あ

る
か

な
と

思
う

ん
で

す
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

自
治
会

<
そ

う
す

る
と

、
非

常
に

そ
こ

が
、

隣
組

長
さ

ん
は

自
分

の
周

辺
で

す
の

で
、

な
ん

で
も

早
く

見
つ

け
ら

れ
る

し
、

情
報

も
早

く
入

る
わ

け
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

そ
の

隣
組

長
さ

ん
を

、
そ

の
自

分
の

隣
組

の
長

さ
ん

で
す

か
ら

、
そ

こ
に

お
願

い
を

し
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

そ
こ

か
ら

、
「

ち
ょ

っ
と

し
た

こ
と

で
も

い
い

か
ら

、
自

分
の

隣
組

の
中

の
異

変
が

あ
っ

た
ら

、
公

民
館

長
、

あ
る

い
は

民
生

委
員

に
知

ら
せ

て
く

だ
さ

い
」

っ
て

い
う

、
四

六
時

中
こ

こ
に

、
そ

の
民

生
委

員
だ

っ
て

、
A
さ

ん
の

う
ち

に
四

六
時

中
へ

ば
り

つ
い

て
お

く
わ

け
に

は
い

き
ま

せ
ん

の
で

、
そ

の
周

辺
の

隣
組

長
さ

ん
に

見
て

い
た

だ
く

と
、

大
体

隣
組

長
さ

ん
は

1
0
軒

か
ら

1
4
～

1
5

軒
ぐ

ら
い

を
受

け
持

た
れ

ま
す

の
で

、
非

常
に

き
め

細
か

な
と

こ
ろ

ま
で

わ
か

る
わ

け
で

す
ね

。
で

す
か

ら
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
隣

組
長

さ
ん

を
、

言
葉

は
悪

い
ん

で
す

が
、

利
用

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
る

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
>

<
難

し
い

こ
と

は
専

門
的

な
と

こ
ろ

に
お

尋
ね

す
れ

ば
い

い
わ

け
だ

か
ら

。
日

常
生

活
の

中
で

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
っ

て
い

う
よ

う
な

こ
と

は
、

組
長

さ
ん

に
相

談
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
し

て
、

組
長

さ
ん

は
自

分
で

わ
か

ら
ん

と
き

に
は

、
民

生
委

員
に

上
げ

て
く

だ
さ

い
。

そ
れ

か
ら

、
公

民
館

長
に

言
っ

て
く

だ
さ

い
>

<
通

報
が

あ
っ

た
と

き
に

、
そ

れ
を

今
度

は
フ

ァ
ッ

ク
ス

で
流

れ
て

き
ま

す
の

で
、

そ
う

す
る

と
、

私
ど

も
が

そ
れ

を
も

ら
っ

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
連

絡
網

を
つ

く
っ

て
ま

す
の

で
>
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.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

自
治
会

<
大

牟
田

市
で

は
、

三
池

と
か

久
福

木
と

か
、

あ
っ

ち
の

ほ
う

の
方

が
、

う
ち

の
校

区
で

保
護

さ
れ

る
っ

て
い

う
の

が
あ

っ
て

。
だ

か
ら

、
私

ど
も

は
、

大
体

自
分

の
校

区
の

認
知

症
の

方
と

、
そ

の
家

族
を

も
地

域
で

支
え

て
い

こ
う

と
い

う
こ

と
が

大
き

な
柱

で
立

ち
上

げ
ま

し
た

け
ど

。
２

年
半

に
な

っ
た

ら
、

え
ー

っ
て

。
不

思
議

な
そ

の
現

象
に

気
づ

い
て

>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

り
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

、
ど

こ
ま

で
や

っ
て

く
れ

る
か

と
い

う
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
の

連
携

は
、

絶
対

必
要

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

そ
れ

を
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

も
ご

存
知

の
よ

う
に

、
い

ろ
ん

な
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
。

そ
の

中
で

、
私

た
ち

が
自

分
の

周
り

に
い

る
、

い
い

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
選

ん
で

、
ど

う
し

て
も

そ
う

い
う

人
た

ち
に

頼
っ

て
し

ま
う

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

そ
の

人
と

家
族

と
の

相
性

が
、

大
切

だ
と

思
い

ま
す

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

り
そ

こ
ら

辺
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
は

、
ケ

ア
マ

ネ
と

包
括

だ
と

思
い

ま
す

。
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
い

る
意

味
は

、
そ

こ
が

少
し

ず
つ

説
明

し
た

り
し

ま
す

け
れ

ど
ね

。
医

者
は

そ
う

い
う

説
明

を
す

る
時

間
は

、
も

う
な

い
で

す
、

基
本

的
に

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

っ
た

方
が

、
や

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

か
な

と
現

実
に

思
い

ま
す

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
や

っ
ぱ

し
地

域
の

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

だ
と

い
う

ふ
う

に
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
そ

れ
が

、
お

そ
ら

く
そ

れ
も

一
般

的
に

は
、

そ
れ

に
近

い
イ

メ
ー

ジ
の

方
が

多
い

と
思

う
ん

で
す

が
、

ほ
ん

と
に

そ
れ

を
明

確
に

し
て

、
周

知
し

て
、

共
有

し
て

と
い

う
レ

ベ
ル

ま
で

い
っ

て
る

か
と

い
う

と
、

ま
だ

、
も

う
一

歩
か

な
と

い
う

の
が

印
象

で
す

>

<
デ

イ
に

は
出

し
て

く
れ

る
け

ど
も

、
ほ

と
ん

ど
関

わ
り

を
持

ち
た

く
な

い
と

い
う

人
た

ち
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

家
族

に
対

し
て

、
呼

ん
で

も
、

な
か

な
か

み
え

て
く

れ
ま

せ
ん

か
ら

。
ケ

ア
マ

ネ
と

お
話

。
家

族
は

ケ
ア

マ
ネ

と
は

話
す

ん
で

、
ケ

ア
マ

ネ
と

の
話

の
中

で
聞

い
て

い
く

>

<
特

に
初

診
の

段
階

だ
っ

た
ら

、
介

護
保

険
の

申
請

方
法

か
ら

説
明

し
な

い
か

ん
で

す
よ

ね
。

そ
こ

ら
辺

だ
っ

た
ら

、
今

度
は

看
護

が
で

き
る

ん
で

す
よ

。
こ

う
い

う
ふ

う
な

数
が

お
る

か
ら

で
す

ね
、

看
護

は
。

看
護

が
そ

こ
ら

辺
を

説
明

す
る

っ
て

い
う

こ
と

も
で

き
ま

す
し

、
事

務
も

で
き

る
ん

で
す

よ
>

<
彼

ら
は

非
常

に
頑

張
っ

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

世
田

谷
区

の
場

合
に

は
、

区
か

ら
の

委
託

と
い

う
形

で
、

こ
う

い
う

仕
事

を
し

て
く

れ
て

い
う

部
分

と
、

自
分

た
ち

で
こ

う
い

う
こ

と
を

し
た

い
っ

て
い

う
部

分
と

の
、

か
み

あ
い

が
う

ま
く

い
っ

て
る

か
っ

て
い

う
こ

と
と

。
そ

の
仕

事
の

内
容

が
、

あ
ま

り
に

も
次

か
ら

次
へ

と
膨

大
に

ふ
り

か
か

っ
て

く
る

の
で

、
今

の
マ

ン
パ

ワ
ー

で
は

消
化

し
き

れ
て

な
い

っ
て

い
う

の
が

印
象

と
し

て
は

あ
り

ま
す

>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

か
か
り

つ
け
医

<
す

ぐ
包

括
で

す
よ

。
何

か
あ

っ
た

ら
、

包
括

と
い

う
こ

と
は

、
言

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
包

括
の

人
た

ち
も

、
本

当
、

見
て

る
と

、
最

近
の

包
括

の
人

た
ち

は
、

大
変

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

そ
ん

な
に

全
部

は
で

き
き

れ
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
。

特
別

な
、

難
し

い
人

に
関

し
て

は
、

本
当

に
や

っ
て

も
ら

え
る

ん
で

す
け

ど
。

や
さ

し
い

人
は

、
そ

ん
な

に
包

括
ん

と
こ

ろ
に

、
必

要
な

い
と

い
う

か
、

行
か

な
い

で
す

け
ど

ね
。

難
し

い
人

が
、

や
っ

ぱ
り

包
括

行
っ

て
も

ら
っ

て
>

<
で

す
か

ら
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
を

、
ど

の
、

多
く

の
医

療
機

関
で

の
看

護
、

事
務

も
制

度
の

導
入

の
説

明
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

、
す

ご
く

い
い

な
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
ね

>

<
た

ぶ
ん

、
あ

ん
す

こ
っ

て
い

う
部

分
の

中
に

、
他

職
種

が
も

う
少

し
取

り
組

ま
れ

て
い

く
と

い
う

か
、

そ
こ

は
あ

く
ま

で
も

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
み

た
い

な
形

で
あ

っ
て

、
そ

こ
に

僕
ら

も
き

っ
と

、
も

う
ち

ょ
っ

と
出

入
り

し
な

が
ら

地
域

を
見

る
よ

う
な

形
の

が
い

い
の

か
な

と
い

う
。

そ
れ

が
、

た
ぶ

ん
地

域
包

括
ケ

ア
と

い
う

意
味

合
い

の
一

つ
で

も
あ

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

別
々

だ
っ

た
も

の
が

少
し

僕
ら

も
中

に
溶

け
込

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
か

な
と

い
う

気
は

し
ま

す
>

<
看

護
に

入
っ

て
き

て
も

ら
っ

て
、

じ
ゃ

あ
ち

ょ
っ

と
導

入
の

説
明

と
か

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

デ
イ

ケ
ア

と
そ

う
い

っ
た

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
説

明
し

と
っ

て
く

だ
さ

い
と

か
。

そ
う

い
う

ふ
う

に
し

て
、

も
う

振
っ

て
ま

す
。

今
度

、
そ

こ
か

ら
包

括
に

飛
ん

で
い

っ
た

り
、

も
う

直
接

介
護

事
業

所
に

、
も

う
つ

な
が

り
が

あ
っ

た
ら

飛
ん

で
行

っ
た

り
と

い
っ

た
感

じ
に

な
っ

て
ま

す
>

<
そ

う
す

る
と

そ
こ

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

し
て

い
く

の
が

、
誰

が
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
に

な
っ

て
、

ど
う

や
っ

て
。

そ
れ

は
た

ぶ
ん

、
い

ろ
ん

な
そ

の
地

域
、

地
域

で
の

形
が

あ
る

の
で

、
必

ず
し

も
医

師
が

リ
ー

ダ
ー

に
な

る
必

要
は

な
い

と
思

う
ん

で
す

が
。

で
も

、
つ

く
っ

て
い

か
な

く
ち

ゃ
い

け
な

い
の

で
、

誰
か

が
そ

れ
を

マ
ネ

ー
ジ

し
て

い
く

形
を

模
索

し
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

と
思

い
ま

す
ね

。
>

<
た

と
え

ば
大

規
模

病
院

の
神

経
内

科
、

脳
神

経
、

脳
外

の
先

生
た

ち
は

、
や

っ
ぱ

り
診

断
の

と
こ

ろ
ま

で
で

、
あ

と
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

っ
て

い
う

の
ま

で
は

、
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

し
な

い
>

<
ど

う
い

う
ふ

う
に

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
す

る
か

っ
て

い
う

の
が

、
率

直
な

こ
と

を
い

え
ば

、
お

金
の

問
題

が
関

わ
っ

て
く

る
ん

で
す

。
お

金
の

問
題

っ
て

い
う

の
は

、
自

分
の

事
業

所
に

開
業

の
先

生
た

ち
も

来
て

ほ
し

い
わ

け
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
や

っ
ぱ

り
患

者
さ

ん
は

ほ
し

い
っ

て
い

う
側

面
は

あ
る

ん
で

す
よ

。
囲

い
込

み
で

す
ね

>

<
た

だ
、

そ
う

し
な

い
た

め
の

工
夫

が
、

な
か

な
か

展
開

さ
れ

て
な

い
で

す
ね

。
実

は
う

ち
も

、
ほ

し
い

の
は

ほ
し

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
囲

い
込

ん
だ

ら
、

も
う

そ
れ

っ
き

り
地

域
か

ら
の

信
頼

を
失

う
か

ら
、

包
括

と
か

、
ケ

ア
マ

ネ
に

振
っ

て
ま

す
>
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き
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や

ケ
ア
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説

明
や
相
談

か
か
り

つ
け
医

<
医

療
機

関
と

し
て

抱
え

込
む

と
い

う
の

は
、

た
と

え
ば

自
分

の
診

療
所

に
か

か
っ

て
い

る
患

者
さ

ん
は

自
分

の
と

こ
ろ

の
デ

イ
ケ

ア
に

や
り

た
い

わ
け

で
す

ね
。

そ
れ

は
、

み
ん

な
で

き
る

ん
で

す
よ

。
け

れ
ど

も
、

た
と

え
ば

こ
の

患
者

さ
ん

は
、

自
分

の
と

こ
ろ

よ
り

も
ほ

か
の

と
こ

ろ
が

い
い

ん
や

な
い

か
っ

て
い

う
の

は
、

問
題

が
起

き
て

か
ら

じ
ゃ

な
い

と
取

り
組

ま
な

い
し

、
逆

に
問

題
が

起
き

た
ら

放
り

出
す

よ
う

な
感

じ
の

と
こ

ろ
も

、
残

念
な

が
ら

あ
り

ま
す

ね
>

<
地

域
の

中
で

認
知

症
、

た
ぶ

ん
ど

の
医

療
機

関
も

診
て

る
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

ほ
か

の
サ

ー
ビ

ス
に

ど
ん

ど
ん

つ
な

げ
て

い
こ

う
っ

て
い

う
の

が
、

少
し

難
し

い
部

分
も

あ
る

の
か

な
と

>

<
ケ

ア
マ

ネ
が

独
立

し
て

る
と

、
こ

こ
ら

辺
、

も
の

す
ご

い
す

っ
き

り
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
、

ケ
ア

マ
ネ

に
つ

な
い

だ
時

点
で

、
特

定
の

医
療

機
関

と
の

リ
ン

ク
が

で
き

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
問

題
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
。

制
度

的
な

問
題

で
す

け
ど

ね
。

医
療

機
関

と
し

て
も

ケ
ア

マ
ネ

を
持

っ
て

る
と

こ
ろ

は
、

結
局

、
そ

れ
期

待
し

て
い

る
わ

け
な

ん
で

す
よ

ね
。

ケ
ア

プ
ラ

ン
セ

ン
タ

ー
、

毎
月

赤
字

で
す

も
ん

、
独

立
採

算
に

し
て

る
と

。
そ

こ
が

ち
ょ

っ
と

解
決

さ
れ

な
い

と
、

あ
と

包
括

っ
て

こ
と

に
な

っ
ち

ゃ
う

か
ら

で
す

ね
>

<
緩

和
す

る
方

策
が

あ
る

と
す

れ
ば

、
医

師
が

そ
う

い
っ

た
ケ

ア
カ

ン
フ

ァ
に

出
て

い
っ

て
、

広
い

視
点

を
持

っ
て

い
く

っ
て

い
う

の
は

、
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

う
ち

で
う

ま
く

い
か

な
く

て
も

、
こ

っ
ち

は
う

ま
く

い
く

。
逆

に
自

分
の

持
っ

て
い

る
介

護
施

設
の

立
ち

位
置

っ
て

い
う

の
が

、
明

確
化

で
き

る
と

思
い

ま
す

の
で

>

<
や

っ
ぱ

り
説

明
、

介
護

保
険

の
制

度
そ

の
も

の
を

き
ち

ん
と

広
報

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
と

。
あ

と
は

、
も

う
身

近
な

と
こ

ろ
で

い
え

ば
、

何
回

も
学

習
繰

り
返

し
て

、
説

明
で

き
る

人
を

増
や

す
し

か
な

い
と

思
い

ま
す

>
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地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

か
か
り

つ
け
医

<
看

護
師

長
さ

ん
た

ち
が

認
知

症
の

こ
と

を
、

認
知

症
じ

ゃ
な

く
て

介
護

保
険

の
こ

と
を

も
っ

と
わ

か
っ

て
、

認
知

症
の

制
度

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
ら

、
お

医
者

さ
ん

に
直

接
ア

ク
セ

ス
で

き
な

く
て

も
い

い
ん

や
な

い
か

な
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
病

気
の

こ
と

は
先

生
わ

か
る

け
ど

、
生

活
し

て
い

く
上

で
地

域
の

ど
こ

に
行

っ
て

、
ど

ん
な

ケ
ア

が
あ

っ
て

、
ど

ん
な

支
援

が
あ

る
か

っ
て

の
を

、
先

に
教

え
て

も
ら

っ
た

ら
>

大
牟

田
 
家

族
<
な

か
な

か
一

人
の

人
で

っ
て

い
う

こ
と

は
、

や
っ

ぱ
り

で
き

か
ね

る
と

思
い

ま
す

の
で

ね
。

や
っ

ぱ
り

地
区

、
家

庭
生

活
の

支
援

な
り

、
あ

る
い

は
病

的
な

も
の

へ
の

、
お

医
者

さ
ん

と
か

、
そ

の
施

設
へ

の
つ

な
げ

る
方

。
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
的

な
方

が
>

玉
川

 
家

族
<
今

は
地

域
包

括
で

す
よ

ね
。

地
域

包
括

の
方

が
い

ろ
い

ろ
と

、
こ

ち
ら

か
ら

言
う

ん
で

は
な

く
て

、
向

こ
う

か
ら

言
っ

て
く

だ
さ

る
と

、
割

と
聞

き
や

す
い

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

。
そ

れ
か

ら
、

先
ほ

ど
申

し
上

げ
た

家
族

の
会

と
か

、
あ

と
は

、
地

域
を

一
番

担
っ

て
い

る
の

は
、

や
は

り
民

生
委

員
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
ね

>

<
だ

か
ら

、
方

向
づ

け
を

病
院

の
先

生
が

し
て

く
れ

た
ら

、
私

た
ち

は
い

い
か

な
っ

て
思

う
>

<
そ

う
い

う
の

を
担

当
み

た
い

に
し

て
、

定
期

的
に

周
遊

さ
れ

て
、

「
問

題
な

い
で

す
か

」
、

「
ど

ん
な

で
す

か
」

と
い

う
よ

う
な

声
か

け
を

さ
れ

る
よ

う
な

、
専

門
的

な
。

そ
し

て
、

こ
ん

な
悩

み
も

あ
る

と
い

う
こ

と
で

、
つ

な
げ

て
い

た
だ

く
と

い
う

よ
う

な
。

地
域

と
い

っ
て

も
民

生
委

員
で

す
か

ね
>

<
民

生
委

員
は

つ
な

ぎ
役

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
夜

は
や

は
り

民
生

委
員

な
ん

で
す

よ
ね

。
連

絡
来

る
の

は
>

<
地

域
で

こ
こ

に
行

き
な

さ
い

っ
て

。
そ

し
た

ら
、

そ
こ

で
私

た
ち

が
、

今
、

何
が

困
っ

て
て

、
「

こ
ん

な
の

に
し

た
い

で
す

」
っ

て
い

う
の

を
言

え
る

の
で

>

<
せ

め
て

、
7
0
歳

以
上

と
か

、
7
5
歳

以
上

と
い

う
人

た
ち

を
把

握
し

て
。

そ
し

て
、

そ
れ

を
い

わ
ゆ

る
お

友
だ

ち
的

な
感

覚
で

出
入

り
さ

れ
る

と
い

う
よ

う
な

有
志

の
方

っ
て

い
う

か
。

そ
れ

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

だ
け

で
は

で
き

な
い

か
も

し
れ

な
い

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
あ

る
程

度
の

研
修

な
り

を
積

ま
れ

な
い

と
全

体
の

把
握

っ
て

い
う

の
は

、
で

き
な

い
か

も
し

れ
な

い
>

<
や

は
り

、
動

け
る

の
は

や
は

り
夜

は
民

生
委

員
な

ん
で

す
よ

ね
。

で
す

か
ら

、
そ

こ
ま

で
し

な
く

て
も

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
の

っ
て

い
う

仲
間

も
い

ま
し

た
け

ど
も

、
ほ

っ
と

け
な

い
で

す
よ

ね
、

や
っ

ぱ
り

。
で

す
か

ら
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
し

、
だ

か
ら

、
そ

う
で

す
ね

。
地

域
包

括
で

、
今

は
2
4
時

間
対

応
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
す

か
ら

、
今

の
ほ

う
が

い
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
っ

て
い

ま
す

が
>
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3
.
地

域
で
利
用
で
き

る
支

援
や

ケ
ア

の
説

明
や
相
談

家
族

<
た

と
え

ば
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

病
院

で
教

え
て

も
ら

え
な

か
っ

た
ら

、
や

っ
ぱ

り
自

分
が

知
識

、
最

初
持

っ
て

な
き

ゃ
い

け
な

い
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

市
役

所
来

た
ほ

う
が

教
え

て
く

れ
る

み
た

い
な

。
だ

か
ら

、
病

気
に

な
る

前
に

、
そ

う
い

う
知

識
が

み
ん

な
に

伝
わ

っ
て

い
る

と
い

い
の

か
な

っ
て

>

<
や

っ
ぱ

り
地

域
包

括
セ

ン
タ

ー
が

あ
り

ま
す

よ
と

か
、

い
ろ

い
ろ

ご
相

談
く

だ
さ

い
と

か
、

家
族

会
の

お
知

ら
せ

で
さ

え
、

な
か

な
か

届
き

ま
せ

ん
も

ん
ね

>

<
周

り
が

い
ろ

い
ろ

と
言

っ
て

く
だ

さ
っ

て
も

、
本

人
、

介
護

し
て

い
る

人
が

聞
く

耳
持

た
な

い
と

、
な

か
な

か
難

し
い

と
い

う
こ

と
が

ま
ず

一
つ

で
す

ね
。

家
族

会
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

で
い

ろ
い

ろ
と

お
話

を
し

ま
す

が
、

つ
な

ぎ
に

し
か

な
ら

な
い

で
す

よ
ね

。
一

番
説

得
力

が
あ

る
っ

て
い

う
の

は
、

や
は

り
地

域
包

括
が

一
番

か
な

と
い

う
こ

と
を

思
っ

て
い

ま
す

が
、

何
で

も
か

ん
で

も
地

域
包

括
に

な
っ

て
く

る
と

、
地

域
包

括
も

人
数

少
な

い
の

で
、

パ
ン

ク
し

て
い

る
状

態
だ

と
思

い
ま

す
の

で
、

な
か

な
か

そ
れ

は
難

し
い

で
す

よ
ね

。
つ

な
げ

る
と

い
う

こ
と

も
>

<
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

自
分

で
抱

え
込

ま
な

い
で

、
包

括
に

行
こ

う
っ

て
。

そ
ん

だ
け

の
知

識
で

い
い

か
ら

、
知

っ
て

る
と

違
う

の
か

な
っ

て
>

<
地

域
の

人
が

入
り

込
ん

で
、

そ
れ

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
つ

な
げ

て
あ

げ
て

、
専

門
職

の
人

が
入

り
込

む
と

い
う

>

<
周

り
が

み
ん

な
で

、
協

力
し

て
い

る
ん

で
す

よ
っ

て
い

う
取

り
組

み
を

、
も

う
少

し
わ

か
り

や
す

く
周

知
す

る
こ

と
が

一
番

か
な

と
思

い
ま

す
ね

。
今

、
世

田
谷

区
で

も
、

一
生

懸
命

行
政

が
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

を
何

と
か

、
地

域
と

か
お

医
者

様
と

関
わ

っ
て

い
く

か
っ

て
い

う
こ

と
を

、
わ

か
り

や
す

く
周

知
す

る
こ

と
が

一
番

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>
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4
.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
「

ま
ず

は
富

士
宮

と
し

て
の

専
門

医
っ

て
決

め
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
、

お
願

い
し

た
ら

、
「

じ
ゃ

あ
、

精
神

科
と

神
経

内
科

の
先

生
、

５
人

専
門

医
」

っ
て

言
っ

て
く

れ
て

。
そ

れ
で

今
度

は
、

「
じ

ゃ
あ

、
専

門
医

の
中

か
ら

リ
ー

ダ
ー

の
先

生
決

め
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

あ
る

先
生

が
、

「
じ

ゃ
あ

、
な

る
よ

」
っ

て
言

っ
て

く
れ

て
。

「
じ

ゃ
あ

、
今

度
は

、
役

割
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

っ
て

。
そ

の
先

生
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

つ
く

っ
て

も
ら

っ
て

、
認

知
症

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
に

、
全

部
、

記
述

で
ア

ン
ケ

ー
ト

と
っ

て
も

ら
っ

て
、

研
修

を
組

み
立

て
て

い
っ

て
く

れ
て

、
情

報
交

換
も

し
て

く
れ

て
っ

て
い

う
の

が
生

ま
れ

て
い

っ
て

、
少

し
役

割
が

見
え

て
き

た
っ

て
い

う
の

が
あ

る
ん

で
す

。
>

大
牟

田
 
行

政
<
か

か
り

つ
け

医
と

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
何

回
か

や
っ

て
き

た
ん

で
す

よ
ね

。
ス

テ
ー

ジ
ア

プ
ロ

ー
チ

っ
て

い
う

、
そ

の
方

の
ス

テ
ー

ジ
に

お
い

て
ど

ん
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

か
っ

て
い

う
こ

と
と

か
、

自
動

車
運

転
の

こ
と

と
か

で
も

や
っ

た
り

し
た

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

と
き

に
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

の
他

職
種

と
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

も
入

っ
て

も
ら

っ
た

グ
ル

ー
プ

で
協

議
し

な
が

ら
、

そ
う

い
う

グ
ル

ー
プ

を
た

く
さ

ん
つ

く
っ

て
、

協
議

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

や
っ

た
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
出

て
く

る
先

生
と

は
つ

な
が

る
ん

で
す

、
そ

の
あ

と
も

>

玉
川

 
行

政
<
も

う
少

し
質

問
し

て
も

ら
う

項
目

を
先

生
に

も
認

知
の

部
分

で
1
つ

で
も

2
つ

で
も

い
い

の
で

「
こ

れ
は

で
き

て
ま

す
か

？
」

と
か

、
し

て
い

た
だ

け
る

と
、

少
し

出
て

来
る

部
分

も
あ

る
ん

で
し

ょ
う

け
ど

。
い

つ
も

通
り

の
診

察
の

場
面

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
難

し
い

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

>

<
一

つ
大

事
な

の
は

、
つ

な
が

る
っ

て
い

う
こ

と
が

と
て

も
重

要
で

、
そ

の
先

生
が

い
く

ら
い

ろ
ん

な
知

識
を

用
い

た
と

し
て

も
つ

な
が

ら
な

い
と

見
え

な
い

し
、

先
生

だ
け

で
支

え
ら

れ
る

も
の

で
は

な
い

の
で

。
在

宅
の

サ
ー

ビ
ス

の
支

援
者

と
か

、
私

た
ち

と
う

ま
く

つ
な

が
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

は
、

や
っ

ぱ
り

私
た

ち
に

期
待

す
る

の
は

、
つ

な
が

る
か

ど
う

か
。

ち
ゃ

ん
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
か

ど
う

か
>

<
認

知
機

能
が

低
下

し
始

め
て

も
ま

だ
そ

ん
な

に
生

活
障

害
と

か
近

時
記

憶
の

障
害

が
重

く
な

い
と

、
外

来
で

本
人

様
取

り
繕

え
ち

ゃ
う

の
で

、
変

な
話

、
先

生
の

前
で

ぼ
ろ

が
出

な
い

の
で

、
診

療
場

面
だ

け
で

先
生

が
気

づ
く

と
い

う
の

は
正

直
厳

し
い

だ
ろ

う
と

い
う

の
は

、
傍

か
ら

見
て

て
も

思
い

ま
す

>

<
４

回
シ

リ
ー

ズ
の

研
修

会
を

今
、

医
療

セ
ン

タ
ー

が
や

っ
て

て
、

そ
れ

を
修

了
し

た
人

、
以

前
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

や
っ

た
先

生
方

を
、

も
の

忘
れ

相
談

医
と

し
ま

す
と

い
う

こ
と

で
、

市
民

に
も

ア
ピ

ー
ル

し
て

る
ん

で
す

け
ど

。
も

の
忘

れ
相

談
医

を
増

や
そ

う
と

い
う

の
を

、
今

し
て

ま
し

て
。

と
に

か
く

、
認

知
症

の
こ

と
の

知
識

が
あ

っ
て

、
本

当
に

難
し

い
事

例
は

、
ど

こ
に

相
談

を
つ

な
い

だ
ら

い
い

か
。

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

と
か

に
つ

な
ぐ

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

て
。

あ
と

は
、

大
牟

田
が

こ
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

る
ん

だ
っ

て
こ

と
も

理
解

し
て

い
た

だ
く

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

れ
る

先
生

を
増

や
そ

う
っ

て
い

う
の

が
、

今
の

ち
ょ

う
ど

取
り

組
み

を
し

て
い

る
最

中
で

す
ね

>

<
薬

剤
師

さ
ん

た
ち

が
気

が
付

い
て

先
生

に
電

話
し

て
く

れ
て

る
ん

で
す

。
「

お
か

し
い

で
す

よ
」

っ
て

。
先

生
も

い
ろ

い
ろ

そ
れ

で
情

報
も

ら
っ

て
、

「
こ

れ
は

ま
ず

い
」

っ
て

な
る

と
、

自
分

と
こ

来
て

る
だ

け
じ

ゃ
対

応
で

き
な

い
か

ら
、

先
生

が
包

括
に

連
絡

く
れ

て
「

ち
ょ

っ
と

最
近

変
み

た
い

だ
か

ら
、

様
子

見
て

く
れ

な
い

？
」

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

、
最

近
ぽ

ち
ぽ

ち
出

て
き

て
て

>
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4
.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

行
政

<
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
取

り
組

み
と

か
も

、
ま

だ
、

か
か

り
つ

け
の

先
生

方
に

は
十

分
浸

透
し

て
な

い
。

医
師

会
に

は
伝

え
て

は
い

る
ん

で
す

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
な

か
な

か
浸

透
し

て
い

な
く

て
。

や
っ

ぱ
り

相
談

、
検

討
す

る
事

例
は

か
か

り
つ

け
医

が
い

る
ん

で
す

よ
ね

、
ち

ゃ
ん

と
。

で
も

、
そ

の
先

生
は

、
ま

だ
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

出
て

き
て

い
た

だ
く

機
会

は
少

な
い

の
で

、
そ

の
先

生
方

に
い

か
に

こ
う

い
う

や
っ

て
る

こ
と

を
お

伝
え

し
て

、
来

て
も

ら
う

か
っ

て
い

う
の

は
、

こ
れ

は
行

政
の

役
割

な
の

で
。

そ
こ

を
本

当
は

力
を

入
れ

た
い

な
と

思
っ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
な

か
な

か
そ

こ
ま

で
手

が
回

ら
な

い
っ

て
い

う
の

が
、

今
、

課
題

に
な

っ
て

る
と

こ
ろ

で
す

ね
>

<
も

う
少

し
普

段
か

ら
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

っ
て

い
か

な
い

と
、

い
つ

ま
で

も
そ

う
い

う
こ

と
っ

て
い

う
の

は
続

い
て

い
く

だ
ろ

う
な

と
思

っ
て

>

<
医

療
機

関
か

ら
認

知
症

の
相

談
持

ち
込

ま
れ

て
来

て
る

っ
て

い
う

ケ
ー

ス
が

微
増

で
今

増
え

て
き

て
る

ん
で

、
先

生
た

ち
が

気
が

付
い

て
つ

な
げ

て
く

れ
て

る
ケ

ー
ス

が
わ

ず
か

で
す

け
ど

、
増

え
て

き
た

>

<
医

師
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

っ
て

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

が
、

や
っ

ぱ
り

得
意

な
人

っ
て

い
う

の
は

、
ど

ん
ど

ん
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

中
と

か
、

包
括

の
中

で
も

少
な

く
な

っ
て

い
て

。
や

っ
ぱ

り
以

前
か

ら
、

ず
っ

と
看

護
師

と
し

て
長

年
経

験
し

て
き

た
人

は
、

や
っ

ぱ
り

医
者

と
い

わ
れ

る
人

た
ち

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
っ

て
心

得
て

い
た

り
>

<
包

括
が

主
催

で
医

療
連

携
と

い
う

こ
と

で
、

地
域

の
先

生
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

を
呼

ん
で

一
緒

に
会

議
を

す
る

場
面

が
あ

る
ん

で
す

が
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
で

、
認

知
の

方
の

問
題

と
か

、
こ

ん
な

こ
と

で
困

っ
て

い
る

と
か

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

つ
な

げ
て

い
け

ば
よ

い
か

と
い

う
よ

う
な

相
談

が
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

も
も

ち
ろ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

ケ
ア

す
る

立
場

の
方

と
医

療
の

先
生

と
が

話
し

が
で

き
る

場
面

が
あ

る
と

、
「

気
を

付
け

て
診

察
場

面
で

も
診

て
み

ま
し

ょ
う

」
と

い
う

よ
う

な
話

し
合

い
が

で
き

た
り

す
る

の
で

、
あ

れ
は

割
と

、
私

は
出

て
み

て
有

効
だ

っ
た

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

－ 183 －
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4
.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

行
政

<
介

護
現

場
か

ら
来

た
人

と
か

、
そ

う
い

う
経

験
が

な
い

、
医

療
現

場
で

な
い

人
と

か
は

、
だ

ら
だ

ら
話

し
て

し
ま

っ
た

り
と

か
、

ど
う

し
て

必
要

か
っ

て
い

う
こ

と
を

言
わ

ず
に

、
「

専
門

医
に

行
っ

た
ほ

う
が

い
い

で
す

よ
」

と
か

っ
て

い
う

話
を

し
て

し
ま

っ
た

り
す

る
の

で
。

そ
う

い
う

直
接

的
に

言
っ

て
し

ま
っ

た
り

す
る

と
、

難
し

い
ん

で
す

ね
。

そ
こ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

方
っ

て
い

う
の

を
身

に
つ

け
た

り
と

か
、

高
め

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

い
う

の
も

思
い

ま
す

し
>

<
包

括
さ

ん
に

よ
っ

て
は

、
近

隣
の

開
業

医
の

先
生

の
と

こ
ろ

に
毎

月
広

報
誌

を
お

持
ち

し
て

、
事

業
の

ご
案

内
と

か
、

先
生

の
方

で
気

に
し

て
い

た
だ

い
て

る
方

の
話

を
聞

い
て

来
ら

れ
た

り
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
つ

な
が

り
が

で
き

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
>

<
行

政
と

し
て

そ
う

い
う

医
師

会
と

か
、

か
か

り
つ

け
医

と
い

わ
れ

る
よ

う
な

医
療

機
関

の
先

生
方

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
よ

う
な

、
部

署
な

り
担

当
者

と
い

う
の

を
し

っ
か

り
設

け
て

、
そ

こ
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
っ

て
、

ケ
ア

マ
ネ

の
こ

と
と

か
、

今
、

こ
ん

な
こ

と
や

っ
て

る
っ

て
い

う
こ

と
と

か
>

<
例

え
ば

、
「

行
政

か
ら

自
分

た
ち

に
期

待
す

る
役

割
は

な
ん

だ
」

と
か

い
う

こ
と

は
お

聞
き

に
な

る
ん

で
す

。
ど

ん
な

こ
と

す
る

の
か

、
誰

に
ど

う
期

待
し

て
、

自
分

た
ち

に
何

を
や

ら
せ

た
い

と
思

っ
て

い
る

か
、

と
い

う
こ

と
は

、
行

政
と

し
て

行
っ

た
と

き
に

は
聞

か
れ

ま
す

>

<
毎

月
や

っ
て

る
定

例
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
か

、
今

度
、

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
が

実
際

に
介

入
し

て
い

く
中

で
、

一
つ

の
事

例
を

も
と

に
や

っ
て

く
っ

て
い

う
の

が
、

一
番

遠
回

り
の

よ
う

だ
け

ど
、

近
道

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

気
は

す
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
自

分
た

ち
が

役
割

を
取

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い

だ
ろ

う
と

は
思

っ
て

く
だ

さ
っ

て
い

る
の

で
、

そ
れ

に
対

し
て

、
そ

れ
が

で
き

る
体

制
を

い
か

に
作

る
か

と
い

う
と

こ
ろ

の
仕

組
み

は
1
個

必
要

>

<
定

例
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
し

て
も

、
も

う
３

年
間

ぐ
ら

い
ず

っ
と

や
っ

て
る

ん
で

す
、

毎
月

。
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

も
同

じ
ぐ

ら
い

の
、

十
分

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
継

続
は

し
て

は
い

る
。

継
続

し
と

く
と

、
そ

れ
に

興
味

が
あ

る
ド

ク
タ

ー
は

、
「

参
加

し
た

い
」

っ
て

言
っ

て
く

る
ん

で
す

よ
。

少
し

ず
つ

で
す

け
ど

、
ド

ク
タ

ー
の

参
加

も
増

え
て

き
て

、
２

か
月

に
１

回
ぐ

ら
い

は
、

一
人

ず
つ

増
え

て
み

た
い

な
感

じ
で

。
そ

う
い

う
意

味
で

は
、

や
り

続
け

る
っ

て
こ

と
は

大
事

な
ん

だ
な

っ
て

思
い

ま
す

ね
>

<
新

し
く

毎
年

入
っ

て
来

ら
れ

る
先

生
た

ち
に

教
育

の
機

会
が

コ
ン

ス
タ

ン
ト

に
あ

る
と

い
う

の
は

、
必

要
な

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

い
ま

す
>

<
大

き
な

全
体

の
会

議
を

す
る

中
で

顔
つ

な
ぎ

を
し

て
い

た
だ

い
て

連
携

を
し

や
す

く
す

る
と

。
個

別
の

ケ
ア

会
議

に
は

出
て

来
れ

な
い

け
ど

も
、

そ
れ

で
も

連
携

を
取

り
や

す
く

す
る

と
い

う
意

味
で

は
す

ご
く

有
効

か
と

思
う

の
で

・
・

・
通

称
「

地
区

包
括

ケ
ア

会
議

」
>
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4
.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
「

見
え

る
事

例
検

討
会

」
っ

て
い

っ
て

、
一

枚
の

シ
ー

ト
の

中
で

事
例

展
開

が
で

き
る

っ
て

い
う

の
を

。
富

士
宮

で
も

ち
ょ

っ
と

そ
れ

を
使

っ
て

、
先

生
と

専
門

職
と

か
、

地
域

の
皆

さ
ん

で
一

枚
の

紙
で

、
事

例
共

有
が

で
き

る
ツ

ー
ル

っ
て

い
う

形
で

や
っ

て
み

よ
う

っ
て

い
う

の
は

、
今

年
、

仕
掛

け
て

い
る

形
に

な
る

か
と

思
い

ま
す

>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
お

医
者

さ
ん

に
よ

っ
て

は
、

専
門

外
だ

か
ら

っ
て

い
う

感
じ

に
な

ら
れ

る
先

生
も

、
や

っ
ぱ

り
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

と
。

あ
と

は
、

た
と

え
ば

ご
家

族
の

方
が

、
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

に
相

談
さ

れ
て

「
最

近
も

の
忘

れ
が

」
と

か
、

い
ろ

い
ろ

相
談

さ
れ

る
ん

で
す

け
ど

も
。

「
も

う
年

だ
か

ら
、

し
ょ

う
が

な
い

」
の

ひ
と

言
で

終
わ

っ
て

し
ま

う
と

か
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

こ
ち

ょ
こ

と
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
や

は
り

つ
な

い
で

く
だ

さ
る

先
生

と
、

つ
な

い
で

く
だ

さ
ら

な
い

先
生

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
あ

っ
て

。
う

ま
く

つ
な

い
で

画
像

診
断

と
か

に
、

大
き

な
病

院
に

つ
な

い
で

く
だ

さ
る

先
生

も
い

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
で

は
な

く
て

、
ま

だ
「

年
の

せ
い

だ
か

ら
」

と
か

、
「

ま
だ

ま
だ

大
丈

夫
」

っ
て

言
っ

て
、

そ
こ

で
止

め
ち

ゃ
う

先
生

と
。

あ
と

は
、

診
断

な
く

お
薬

出
し

て
し

ま
う

先
生

で
す

ね
>

<
な

ん
か

ち
ょ

っ
と

ご
家

族
で

困
っ

て
ら

っ
し

ゃ
る

よ
う

だ
と

、
「

包
括

に
行

け
」

っ
て

言
っ

て
い

た
だ

け
る

も
ん

で
、

「
な

ん
だ

か
よ

く
わ

か
ら

な
い

け
ど

来
ま

し
た

」
っ

て
言

う
ご

家
族

が
、

最
近

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

す
よ

。
や

っ
ぱ

そ
う

す
る

と
、

す
ご

い
助

か
る

な
っ

て
思

い
ま

す
し

、
先

生
の

と
こ

だ
け

だ
と

ち
ょ

っ
と

や
り

き
れ

な
い

の
で

、
そ

の
家

族
の

困
り

ご
と

と
か

、
介

護
保

険
の

こ
と

と
か

、
い

ろ
ん

な
こ

と
に

つ
い

て
、

ち
ょ

っ
と

相
談

に
行

き
な

さ
い

よ
っ

て
い

う
ひ

と
言

が
、

「
包

括
に

行
っ

て
ら

っ
し

ゃ
い

」
っ

て
い

う
よ

う
な

ひ
と

言
に

な
っ

て
き

て
る

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
思

う
ん

で
す

け
ど

>

<
実

際
、

私
た

ち
が

お
会

い
し

て
み

て
、

「
い

や
、

こ
の

方
は

、
ち

ょ
っ

と
専

門
の

診
断

が
あ

っ
た

ほ
う

が
」

と
か

、
「

薬
、

始
め

た
ほ

う
が

」
と

い
う

ふ
う

な
こ

と
を

感
じ

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
も

。
せ

っ
か

く
か

か
り

つ
け

の
先

生
に

相
談

し
て

て
も

、
そ

う
な

っ
て

な
か

っ
た

り
と

か
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

あ
る

の
で

>

<
ア

リ
セ

プ
ト

と
か

を
、

ご
家

族
の

言
わ

れ
る

と
お

り
に

「
あ

あ
、

じ
ゃ

あ
、

認
知

症
で

す
ね

。
は

い
」

っ
て

出
さ

れ
て

し
ま

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

。
そ

れ
で

、
普

通
の

周
辺

症
状

と
か

が
出

て
い

て
、

ち
ょ

っ
と

不
穏

だ
っ

た
り

し
て

、
ち

ゃ
ん

と
認

知
症

の
病

名
を

、
何

か
っ

て
い

う
の

も
ち

ゃ
ん

と
見

て
ほ

し
い

っ
て

思
っ

て
い

て
も

、
な

か
な

か
ご

家
族

か
ら

、
先

生
に

お
薬

が
出

て
て

、
お

話
が

で
き

な
い

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

り
、

「
大

き
な

病
院

に
つ

な
い

で
ほ

し
い

」
っ

て
言

っ
て

も
、

「
そ

ん
な

の
必

要
な

い
よ

」
っ

て
先

生
に

言
わ

れ
ち

ゃ
う

と
、

ご
家

族
か

そ
れ

か
ら

先
に

進
め

な
い

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
っ

て
、

そ
こ

が
難

し
い

と
こ

ろ
で

、
こ

ち
ら

が
間

に
入

っ
て

い
け

る
感

じ
に

は
な

ら
な

い
>

<
富

士
宮

の
一

番
の

課
題

は
、

本
当

に
お

医
者

さ
ん

だ
な

っ
て

い
う

の
は

、
な

か
な

か
医

療
と

の
つ

な
が

り
が

、
ま

だ
。

本
当

こ
れ

か
ら

だ
な

っ
て

い
う

の
が

思
っ

て
ま

し
て

、
な

か
な

か
難

し
い

で
す

>

<
か

か
り

つ
け

の
先

生
が

、
も

う
ち

ょ
っ

と
理

解
し

て
く

だ
さ

っ
て

た
ら

と
い

う
ふ

う
に

思
う

こ
と

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
正

直
あ

る
と

い
う

の
が

>

<
病

院
同

行
し

て
、

状
況

を
ち

ょ
っ

と
紙

に
書

い
た

り
で

す
と

か
、

あ
と

は
ち

ょ
っ

と
ご

家
族

で
な

か
な

か
説

明
が

難
し

い
よ

う
な

方
で

、
間

に
入

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
は

>

<
生

活
を

支
え

て
い

く
に

あ
た

っ
て

は
、

医
療

と
の

連
携

は
、

か
な

り
の

パ
ー

セ
ン

テ
ー

ジ
占

め
る

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

も
。

症
状

の
悪

化
と

か
を

予
防

す
る

に
は

、
生

活
と

医
療

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
だ

か
ら

、
そ

の
た

め
に

は
、

確
定

診
断

が
お

り
て

、
適

切
な

医
療

の
ス

タ
ー

ト
が

あ
っ

て
、

生
活

支
援

が
合

体
し

て
い

く
と

い
う

の
が

、
一

番
理

想
的

だ
と

思
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
最

初
の

と
こ

ろ
で

、
は

ね
返

さ
れ

た
と

き
は

、
結

構
苦

労
す

る
か

な
>

<
地

域
の

開
業

医
の

先
生

で
、

顔
が

見
え

て
い

る
先

生
で

、
こ

こ
だ

っ
た

ら
受

け
て

く
れ

る
か

な
っ

て
い

う
。

も
し

、
か

か
り

つ
け

医
が

い
な

い
場

合
で

す
ね

。
こ

こ
だ

っ
た

ら
お

願
い

で
き

や
す

い
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

に
、

私
ど

も
お

願
い

し
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

り
と

か
。

認
知

症
の

方
で

、
開

業
医

の
先

生
で

も
画

像
診

断
と

か
し

て
く

だ
さ

る
先

生
も

、
ち

ょ
っ

と
出

て
き

て
い

る
の

で
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
に

初
回

を
お

願
い

す
る

っ
て

い
う

こ
と

は
あ

り
ま

す
が

。
一

番
難

し
い

の
は

、
な

か
な

か
認

知
症

の
知

識
が

な
い

先
生

で
、

つ
な

い
で

も
ら

え
る

の
も

難
し

い
だ

ろ
う

な
っ

て
>
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<
診

断
を

し
て

ほ
し

い
わ

け
で

は
な

い
ん

で
す

よ
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
に

で
す

ね
。

た
だ

、
診

断
を

ど
っ

か
で

し
て

も
ら

っ
た

と
し

て
、

そ
れ

に
合

わ
せ

た
た

ぶ
ん

治
療

方
針

と
か

が
出

る
と

思
う

の
で

、
そ

れ
を

本
人

さ
ん

に
提

供
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
っ

て
い

っ
て

。
日

頃
の

生
活

状
況

を
把

握
し

て
い

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

先
生

に
な

っ
て

く
だ

さ
る

と
、

す
ご

く
助

か
る

な
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

>

<
で

も
、

そ
の

先
生

は
内

科
の

先
生

で
、

内
科

の
疾

患
に

つ
い

て
は

、
す

ご
い

強
い

先
生

な
ん

で
、

が
ん

を
見

つ
け

て
も

ら
っ

た
か

ら
と

か
っ

て
い

う
こ

と
で

長
く

か
か

っ
て

い
る

と
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

先
生

に
信

頼
を

置
い

て
い

る
ん

で
す

ね
。

そ
う

す
る

と
、

そ
の

先
生

が
言

っ
た

こ
と

が
絶

対
な

の
で

、
「

年
の

せ
い

だ
っ

て
言

わ
れ

た
か

ら
」

っ
て

言
わ

れ
た

ら
、

「
じ

ゃ
あ

、
大

丈
夫

」
っ

て
、

ご
家

族
が

思
っ

て
し

ま
う

と
、

や
っ

ぱ
り

周
り

か
ら

は
ち

ゃ
ん

と
診

て
も

ら
っ

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

っ
て

も
、

な
か

な
か

そ
こ

に
つ

な
い

で
い

く
の

が
難

し
か

っ
た

り
>

<
ご

家
族

と
か

、
私

た
ち

の
相

談
を

受
け

て
い

た
だ

い
て

、
そ

れ
を

そ
こ

で
判

断
し

て
い

た
だ

い
て

も
い

い
で

す
し

、
そ

の
あ

と
、

専
門

医
に

つ
な

げ
て

い
た

だ
い

て
、

ま
た

、
ご

本
人

さ
ん

に
も

お
伝

え
し

て
い

た
だ

く
と

い
う

形
で

も
い

い
の

か
な

と
思

う
>

<
も

し
そ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
た

と
し

て
も

、
こ

っ
ち

に
こ

う
い

う
病

院
も

あ
る

の
で

っ
て

い
う

情
報

提
供

は
で

き
る

の
で

、
あ

と
は

ご
家

族
の

判
断

で
動

い
て

い
た

だ
く

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
。

あ
ま

り
間

に
入

り
込

み
過

ぎ
て

し
ま

う
と

、
や

は
り

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

も
先

生
と

の
関

わ
り

が
あ

り
ま

す
の

で
>

<
開

業
医

の
先

生
で

、
認

知
症

の
相

談
と

か
を

し
て

く
だ

さ
る

、
認

知
症

に
強

い
先

生
と

か
、

あ
と

は
自

分
の

と
こ

ろ
で

写
真

が
撮

れ
る

先
生

と
か

、
紹

介
状

が
な

く
て

も
、

ち
ょ

っ
と

診
て

も
ら

え
そ

う
か

な
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
を

ご
紹

介
し

た
り

と
か

>

<
診

断
が

つ
い

て
お

薬
が

出
て

か
ら

、
ま

た
戻

っ
て

き
て

、
そ

の
お

薬
を

出
し

て
い

た
だ

く
と

か
し

て
ほ

し
い

な
と

。
で

も
、

い
っ

と
き

よ
り

は
で

き
た

気
が

し
ま

す
け

れ
ど

も
>

<
だ

い
ぶ

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
に

先
生

か
ら

相
談

。
「

こ
こ

に
来

な
さ

い
」

と
か

、
「

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
つ

け
て

も
ら

い
な

さ
い

」
と

か
っ

て
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

き
ま

し
た

っ
て

い
う

の
が

、
増

え
て

き
た

よ
う

に
は

思
い

ま
す

ね
>
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<
開

業
医

の
先

生
の

ほ
う

が
親

身
に

な
っ

て
あ

れ
な

ん
で

す
け

ど
。

大
き

な
病

院
だ

と
、

先
生

が
週

に
よ

っ
て

違
っ

た
り

と
か

、
何

回
も

何
回

も
お

薬
を

も
ら

い
に

行
っ

ち
ゃ

う
よ

う
な

方
、

お
一

人
の

方
と

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
情

報
を

、
な

か
な

か
い

た
だ

け
な

い
ん

で
す

よ
ね

>

<
大

き
め

の
病

院
っ

て
、

い
ら

な
い

薬
い

っ
ぱ

い
も

ら
っ

て
い

て
、

お
う

ち
の

中
、

こ
ん

な
袋

に
い

っ
ぱ

い
あ

っ
た

り
。

ち
ょ

っ
と

怪
し

い
な

っ
て

い
う

人
を

、
特

に
大

き
め

の
病

院
は

、
教

え
て

ほ
し

い
な

っ
て

い
う

の
は

あ
り

ま
す

ね
。

そ
こ

ら
辺

の
情

報
が

早
い

段
階

で
も

ら
え

る
と

、
私

た
ち

も
入

り
や

す
い

>

<
つ

な
い

で
は

ほ
し

い
で

す
ね

、
や

っ
ぱ

り
。

「
介

護
保

険
を

申
請

し
て

き
た

ほ
う

が
い

い
よ

」
と

か
っ

て
、

声
か

け
て

は
い

た
だ

き
た

い
で

す
ね

。
そ

う
い

っ
た

ふ
う

に
声

か
け

て
き

て
い

た
だ

き
ま

し
た

っ
て

い
う

人
も

、
増

え
て

は
い

る
気

が
し

ま
す

が
>

<
や

は
り

少
し

大
き

い
病

院
で

、
外

来
で

行
っ

て
い

る
方

が
抜

け
ち

ゃ
う

か
な

っ
て

い
う

感
じ

が
し

ま
す

。
開

業
医

の
先

生
よ

り
は

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
医

療
分

野
の

関
係

者
と

か
、

医
師

と
か

だ
と

、
ち

ょ
っ

と
敷

居
が

高
い

と
い

う
か

、
接

点
が

も
ち

づ
ら

い
み

た
い

な
、

今
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

必
要

性
は

あ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
ん

な
今

、
状

況
に

あ
る

も
の

で
す

か
ら

。
そ

こ
を

も
う

ち
ょ

っ
と

見
え

る
形

で
、

情
報

共
有

も
で

き
る

よ
う

な
場

面
と

い
う

の
は

、
も

う
ち

ょ
っ

と
つ

く
っ

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
な

ん
て

い
う

ふ
う

に
は

感
じ

て
い

ま
す

>

大
牟

田
 
社

協
<
結

構
大

牟
田

の
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

は
、

勉
強

さ
れ

て
ま

す
の

で
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
勉

強
会

と
か

も
や

っ
て

ま
す

の
で

、
結

構
ほ

か
の

自
治

体
に

比
べ

る
と

、
そ

の
辺

は
進

ん
で

る
の

か
な

と
、

接
し

方
と

か
で

す
ね

>

玉
川

 
社

協
<
病

状
等

々
に

よ
っ

て
、

継
続

的
に

大
き

い
病

院
の

み
の

診
察

に
な

っ
て

る
と

い
う

よ
う

な
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
。

医
療

機
関

と
、

お
一

人
お

一
人

と
の

関
係

っ
て

い
う

の
は

ど
う

し
て

も
個

別
の

関
係

に
な

っ
ち

ゃ
う

の
で

、
そ

の
方

が
ど

こ
を

選
ん

だ
か

に
よ

っ
て

の
つ

な
が

り
が

ベ
ー

ス
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

中
で

、
近

い
か

ら
っ

て
選

ぶ
方

い
る

か
と

思
う

ん
で

す
が

、
地

域
と

い
う

視
点

と
い

う
の

は
あ

ん
ま

り
強

く
な

い
の

か
な

>
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か
か
り
つ
け
医
の

役
割

社
協

<
そ

し
て

、
か

か
り

つ
け

医
で

判
断

さ
れ

て
、

こ
の

人
は

、
ち

ょ
っ

と
予

備
軍

と
か

、
こ

の
人

は
、

ち
ょ

っ
と

完
全

に
認

知
症

と
か

。
予

備
軍

の
人

は
、

認
知

症
の

予
防

教
室

と
か

い
う

の
も

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

こ
ら

辺
に

流
し

て
も

ら
う

と
か

い
う

ふ
う

な
部

分
は

あ
る

ん
で

し
ょ

う
ね

。
だ

か
ら

、
予

防
教

室
と

か
、

ほ
か

の
ド

ク
タ

ー
は

知
ら

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
け

ど
。

か
か

り
つ

け
医

は
、

予
防

教
室

と
か

も
知

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
薬

と
か

、
一

応
、

服
用

と
か

>

<
ず

っ
と

地
元

に
い

ら
っ

し
ゃ

る
方

は
お

馴
染

み
の

先
生

と
か

、
あ

っ
た

り
す

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
転

居
し

て
き

て
と

い
う

方
に

関
し

て
は

、
そ

の
辺

の
つ

な
が

り
も

な
い

よ
う

な
ケ

ー
ス

も
多

い
の

で
、

地
域

と
お

医
者

さ
ん

と
い

う
と

こ
ろ

の
接

点
と

い
う

の
が

あ
ん

ま
り

見
え

に
く

い
か

な
っ

て
い

う
。

あ
と

、
お

医
者

さ
ん

も
数

が
結

構
あ

る
の

で
選

択
肢

も
。

世
田

谷
あ

た
り

で
都

心
も

行
け

な
く

は
全

然
な

い
距

離
、

大
学

病
院

と
か

い
ろ

ん
な

病
院

も
行

け
る

距
離

な
の

で
。

私
た

ち
も

通
院

の
付

き
添

い
派

遣
す

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

都
心

の
病

院
の

ほ
う

に
送

迎
、

半
日

仕
事

に
な

る
ん

で
す

け
ど

、
行

っ
た

り
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

も
>

<
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

協
議

会
の

役
員

の
ド

ク
タ

ー
も

、
う

ち
の

理
事

で
あ

っ
た

り
と

か
も

し
ま

し
た

ね
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
あ

る
程

度
、

な
ん

か
あ

っ
た

と
き

に
相

談
。

そ
う

い
う

ル
ー

ト
は

、
あ

り
ま

す
よ

ね
>

<
認

知
症

の
方

の
と

き
に

、
服

薬
確

認
を

依
頼

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

。
ご

家
族

が
い

て
、

き
っ

ち
り

カ
レ

ン
ダ

ー
形

式
に

分
け

と
い

て
い

た
だ

い
て

い
る

方
は

い
い

ん
で

す
け

ど
。

ど
う

い
う

薬
を

飲
ま

れ
て

い
る

の
か

、
ご

本
人

様
か

ら
な

か
な

か
出

て
こ

な
い

と
き

が
あ

る
。

何
か

注
意

す
る

こ
と

が
あ

る
の

か
、

正
確

な
情

報
を

得
ら

れ
る

と
、

こ
ち

ら
と

し
て

も
対

応
に

心
配

は
な

い
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
そ

れ
を

こ
ち

ら
が

お
医

者
さ

ん
に

尋
ね

る
っ

て
い

う
の

も
、

な
か

な
か

、
ど

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、

ど
う

や
れ

ば
い

い
の

か
。

大
体

は
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

が
つ

い
て

る
ん

で
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

に
話

を
す

る
よ

う
な

形
に

は
な

る
ん

で
す

が
>

<
私

た
ち

が
お

手
伝

い
を

す
る

中
で

、
作

業
的

な
面

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

ケ
ア

す
る

面
っ

て
い

う
の

も
出

て
く

る
か

と
思

う
の

で
。

そ
の

方
に

対
し

て
の

注
意

事
項

と
か

、
こ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
を

見
守

っ
て

ほ
し

い
と

か
、

認
知

症
の

方
な

ん
か

に
関

し
て

は
、

こ
う

い
う

と
こ

ろ
に

ポ
イ

ン
ト

お
い

て
見

て
ほ

し
い

と
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
れ

ば
、

実
際

の
手

伝
い

の
方

に
も

そ
う

い
っ

た
視

点
を

持
つ

よ
う

に
伝

え
た

り
す

る
こ

と
は

で
き

る
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

>

<
ケ

ー
ス

会
議

っ
て

い
う

の
も

、
年

に
何

件
か

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
主

体
に

は
な

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

>
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り
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医
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役
割

社
協

<
お

声
が

か
か

れ
ば

出
て

、
私

ど
も

の
お

手
伝

い
の

方
が

一
番

時
間

的
に

入
っ

て
い

た
り

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

ん
で

。
ご

当
人

の
様

子
を

一
番

見
て

い
る

と
い

う
よ

う
な

ケ
ー

ス
も

あ
る

ん
で

、
そ

う
い

っ
た

情
報

を
も

っ
て

い
っ

た
り

と
か

>

<
関

わ
っ

て
る

ケ
ー

ス
、

全
部

が
全

部
、

そ
ん

な
に

そ
う

い
っ

た
も

の
を

必
要

と
し

て
る

わ
け

じ
ゃ

な
い

と
思

う
ん

で
。

や
っ

ぱ
り

、
そ

こ
ま

で
必

要
と

す
る

ケ
ー

ス
っ

て
い

う
の

は
ま

た
、

そ
ん

な
に

数
と

し
て

も
多

く
な

い
か

と
思

う
ん

で
。

こ
の

部
分

に
絞

っ
て

の
個

別
の

ケ
ー

ス
に

関
し

て
の

情
報

の
共

有
っ

て
い

う
の

は
対

応
で

き
る

範
囲

内
か

な
っ

て
い

う
ふ

う
に

は
考

え
て

ま
す

ね
>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
私

た
ち

地
域

な
も

ん
で

す
か

ら
、

行
政

と
か

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
か

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

と
の

関
わ

り
合

い
は

、
で

き
た

ん
で

す
け

ど
、

い
わ

ゆ
る

専
門

分
野

。
た

と
え

ば
、

見
守

り
に

行
っ

た
と

き
に

警
察

で
あ

る
と

か
、

病
院

と
か

、
そ

の
辺

が
ち

ょ
っ

と
ま

だ
、

あ
ま

り
連

携
が

薄
い

ん
で

す
よ

。
ほ

ん
と

は
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
と

定
期

的
に

入
っ

て
い

た
だ

い
て

、
た

と
え

ば
、

弁
護

士
さ

ん
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

も
含

め
て

、
全

体
的

な
ケ

ア
会

議
に

入
れ

れ
ば

い
い

ん
で

す
け

ど
、

ま
だ

そ
こ

ま
で

い
っ

て
な

い
で

す
よ

ね
。

せ
い

ぜ
い

市
と

、
社

協
と

、
私

ら
地

域
っ

て
い

う
よ

う
な

感
じ

で
、

話
は

し
て

る
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
包

括
セ

ン
タ

ー
っ

て
い

う
、

本
当

に
私

ど
も

に
と

っ
て

は
、

非
常

に
一

番
身

近
な

、
そ

し
て

一
番

頼
り

に
な

る
相

談
窓

口
が

あ
っ

て
、

と
て

も
い

い
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
今

思
い

ま
す

。
・

・
・

だ
か

ら
、

と
に

か
く

ど
ん

な
こ

と
で

も
い

い
か

ら
、

ま
ず

は
、

お
年

寄
り

の
問

題
は

、
包

括
セ

ン
タ

ー
に

相
談

し
よ

う
ね

っ
て

い
う

こ
と

で
、

今
、

私
ど

も
民

生
委

員
の

会
議

の
中

で
い

つ
も

言
っ

て
ま

す
>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
母

親
が

、
認

知
症

っ
て

い
う

診
断

を
受

け
て

か
ら

一
切

外
に

出
さ

な
い

。
お

嬢
さ

ん
を

見
て

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
を

何
年

越
し

に
ず

っ
と

。
お

医
者

さ
ん

に
も

最
初

は
連

れ
て

行
っ

た
ら

し
い

ん
で

す
け

ど
、

連
れ

て
行

か
な

い
と

か
・

・
・

薬
を

飲
ん

で
も

治
ら

な
い

だ
ろ

う
。

そ
ば

で
す

べ
て

を
見

て
や

り
た

い
と

い
う

こ
と

で
。

な
か

な
か

何
度

訪
問

し
て

も
会

え
な

い
の

で
、

５
年

ぐ
ら

い
行

っ
て

、
や

っ
と

「
お

顔
だ

け
お

会
い

し
た

い
」

っ
て

言
っ

て
、

去
年

>

<
ま

だ
ま

だ
、

う
ち

も
最

近
、

病
院

に
認

知
症

外
来

み
た

い
な

の
が

で
き

た
ば

っ
か

り
で

・
・

・
ほ

ん
と

に
そ

う
い

う
関

係
が

、
ま

だ
で

き
た

ば
っ

か
り

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

の
辺

を
知

っ
た

ば
っ

か
り

な
も

ん
で

す
か

ら
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
対

応
し

て
い

く
の

か
と

か
>

<
お

薬
の

出
し

方
、

そ
れ

か
ら

飲
み

方
の

き
れ

い
な

説
明

は
、

完
全

に
な

ん
と

か
、

そ
う

い
う

工
夫

を
し

て
も

ら
い

た
い

と
思

い
ま

す
。

お
年

寄
り

は
、

当
た

り
前

の
考

え
方

で
は

、
通

じ
な

い
の

が
年

寄
り

で
す

の
で

、
お

年
寄

り
に

よ
く

理
解

で
き

る
よ

う
な

お
薬

の
出

し
方

を
、

切
に

お
願

い
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
私

た
ち

は
。

お
医

者
さ

ん
と

認
知

症
の

方
っ

て
、

お
薬

い
た

だ
き

に
行

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
。

そ
れ

く
ら

い
の

こ
と

で
、

そ
れ

が
ど

う
こ

う
っ

て
い

う
話

は
う

か
が

わ
な

い
で

す
ね

>
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.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

自
治
会

<
や

っ
ぱ

り
お

医
者

さ
ん

っ
て

い
う

の
は

、
本

当
に

す
が

っ
て

い
く

わ
け

で
す

か
ら

、
や

は
り

励
ま

し
の

言
葉

。
「

大
丈

夫
で

す
よ

」
っ

て
、

「
必

ず
い

い
方

向
に

向
か

い
ま

す
よ

」
と

か
と

い
う

希
望

を
持

て
る

よ
う

な
ひ

と
言

が
ほ

し
い

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

<
認

知
症

の
か

か
り

つ
け

医
っ

て
い

っ
て

も
、

普
段

か
か

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
お

医
者

さ
ん

に
行

っ
て

る
わ

け
で

す
か

ら
、

よ
く

よ
く

わ
か

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
お

医
者

さ
ん

と
の

関
わ

り
で

す
の

で
、

そ
ん

な
ト

ラ
ブ

ル
的

な
お

話
は

う
か

が
う

こ
と

は
な

い
で

す
ね

>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
自

分
自

身
が

そ
う

い
う

認
知

症
の

講
師

、
講

習
、

講
演

を
受

け
に

行
っ

て
、

そ
れ

を
み

ん
な

に
伝

達
し

て
。

今
日

み
た

い
な

、
今

日
や

る
よ

う
な

検
討

会
を

や
っ

て
、

症
例

を
出

し
合

っ
た

り
、

そ
う

い
う

こ
と

を
し

合
っ

て
、

結
構

来
て

く
れ

る
ん

で
す

よ
、

先
生

方
が

。
だ

か
ら

、
そ

の
先

生
方

は
本

当
に

毎
月

の
よ

う
に

患
者

さ
ん

を
紹

介
し

て
く

れ
て

、
そ

れ
で

、
そ

の
こ

と
に

対
し

て
検

討
会

議
を

、
ま

た
や

る
っ

て
い

う
ふ

う
に

し
て

る
ん

で
す

け
ど

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
一

つ
は

、
（

か
か

り
つ

け
医

を
対

象
と

し
た

）
講

演
会

、
学

習
会

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

も
た

ぶ
ん

で
す

ね
、

１
か

所
の

医
療

機
関

と
か

の
先

生
だ

け
で

は
な

く
て

、
地

元
の

何
か

所
か

の
医

療
機

関
で

繰
り

返
し

や
っ

て
い

く
。

人
間

は
関

わ
っ

て
、

繰
り

返
し

や
っ

て
い

く
っ

て
い

う
の

が
、

有
効

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

ま
あ

、
医

師
会

の
講

演
会

と
か

で
も

い
い

で
す

し
、

国
立

病
院

さ
ん

が
や

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
、

か
か

り
つ

け
医

の
向

上
研

修
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
か

か
り

つ
け

医
の

役
割

と
し

て
は

、
ど

ん
だ

け
聞

き
出

せ
る

か
な

ん
で

す
ね

。
向

こ
う

に
本

当
は

あ
る

も
の

を
、

ど
ん

だ
け

こ
っ

ち
が

聞
き

出
せ

る
か

っ
て

い
う

意
味

で
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

と
い

う
も

の
が

要
求

さ
れ

る
と

思
う

ん
で

す
。

認
知

症
、

認
知

症
の

ご
家

族
と

の
場

合
に

は
、

そ
こ

は
ス

キ
ル

と
し

て
少

し
学

ん
だ

り
、

身
に

つ
け

る
必

要
が

あ
る

か
な

。
で

な
い

と
医

師
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
部

分
は

あ
る

の
で

。
多

少
そ

こ
は

補
わ

な
い

と
、

せ
っ

か
く

知
識

の
あ

る
先

生
で

も
、

そ
こ

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
部

分
が

伴
わ

な
い

た
め

に
、

う
ま

く
家

族
と

か
み

合
わ

な
い

っ
て

い
う

の
は

あ
る

気
が

し
ま

す
>

<
勉

強
会

が
一

番
。

症
例

検
討

会
、

ま
た

勉
強

会
。

そ
れ

か
ら

、
あ

と
は

地
域

の
介

護
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

の
集

ま
り

に
ど

ん
ど

ん
出

て
っ

て
、

み
ん

な
、

い
ろ

ん
な

話
を

し
て

、
質

問
し

て
も

ら
っ

て
>

<
診

療
情

報
提

供
書

の
や

り
取

り
、

患
者

さ
ん

の
や

り
取

り
が

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
を

変
え

る
と

思
い

ま
す

。
自

分
も

か
か

り
つ

け
の

立
場

で
、

今
度

医
療

セ
ン

タ
ー

っ
て

い
う

、
相

談
で

き
る

と
こ

ろ
が

逆
に

で
き

た
で

す
か

ら
、

そ
こ

と
の

患
者

さ
ん

の
や

り
取

り
の

中
で

、
新

し
い

病
気

を
知

っ
た

り
、

新
し

い
治

療
法

を
知

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
で

す
か

ら
、

と
に

か
く

学
習

講
演

活
動

と
、

患
者

さ
ん

の
や

り
取

り
、

診
療

情
報

提
供

書
の

充
実

に
尽

き
る

>

<
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
っ

て
本

当
に

難
し

く
て

、
座

学
で

な
か

な
か

身
に

つ
け

れ
る

も
の

で
は

な
い

で
す

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

身
に

つ
け

る
た

め
の

な
ん

ら
か

の
方

法
が

あ
っ

て
。

実
際

に
う

ま
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
し

て
い

る
先

生
の

を
見

る
っ

て
い

う
の

は
一

つ
か

も
し

れ
な

い
で

す
し

、
シ

ナ
リ

オ
を

も
と

に
、

自
分

た
ち

で
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
み

た
い

に
、

ち
ょ

っ
と

や
り

方
を

工
夫

し
な

い
と

い
け

な
い

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

け
ど

>

<
単

な
る

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

の
普

通
の

タ
イ

プ
の

何
も

問
題

な
い

人
た

ち
は

、
何

も
、

そ
れ

こ
そ

本
当

に
、

た
だ

診
て

く
だ

け
で

い
い

と
。

物
忘

れ
で

す
か

ら
、

物
忘

れ
に

対
し

て
、

フ
ォ

ロ
ー

し
て

あ
げ

れ
ば

い
い

と
い

う
と

こ
ろ

で
。

や
っ

ぱ
り

問
題

な
の

は
、

B
P
S
D
だ

と
思

い
ま

す
ね

>

<
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

は
、

こ
こ

1
0
年

の
間

に
理

解
が

深
ま

っ
た

と
思

い
ま

す
。

た
だ

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

以
外

の
病

気
、

レ
ビ

ー
、

F
T
D
。

あ
と

、
嗜

銀
顆

粒
性

認
知

症
と

か
、

神
経

原
繊

維
型

認
知

症
と

か
。

そ
れ

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

わ
れ

る
よ

う
な

疾
患

に
対

し
て

、
や

っ
ぱ

り
う

ま
く

い
っ

て
な

い
の

か
な

と
思

い
ま

し
た

>

<
有

効
な

の
は

、
や

っ
ぱ

し
個

々
の

ケ
ー

ス
で

の
多

職
種

の
事

例
検

討
は

有
用

だ
と

思
い

ま
す

ね
>
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.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

か
か
り

つ
け
医

<
市

役
所

が
集

め
て

く
れ

た
メ

ン
バ

ー
が

、
ほ

と
ん

ど
全

く
何

も
な

か
っ

た
の

で
。

や
っ

ぱ
り

地
域

の
医

師
会

を
、

理
事

会
で

言
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
で

初
め

て
皆

さ
ん

が
少

し
こ

っ
ち

を
向

い
て

く
れ

て
、

「
じ

ゃ
あ

、
や

り
ま

す
か

」
っ

て
い

う
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
す

ね
。

そ
れ

も
数

名
の

人
た

ち
で

し
た

け
ど

。
や

ろ
う

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
>

<
難

し
い

、
ま

だ
そ

う
い

う
段

階
で

す
け

ど
、

た
だ

1
0
年

前
の

無
理

解
の

状
態

と
は

違
う

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
そ

れ
は

、
も

う
や

っ
ぱ

学
習

会
と

か
の

結
果

だ
と

思
い

ま
す

>

<
む

し
ろ

、
日

々
現

場
で

起
こ

っ
て

い
る

、
こ

の
A
さ

ん
の

困
難

に
な

っ
て

い
る

っ
て

い
う

と
き

に
集

ま
る

。
い

わ
ゆ

る
、

そ
れ

が
ケ

ア
会

議
に

な
る

の
か

も
し

れ
な

い
で

す
け

ど
、

そ
れ

が
ど

ん
だ

け
小

ま
め

に
行

え
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

<
知

ら
な

い
こ

と
に

は
、

本
当

に
診

る
の

大
変

で
す

よ
ね

。
病

気
を

知
ら

な
い

と
。

知
っ

て
、

初
め

て
診

れ
る

ん
で

す
。

普
通

の
先

生
が

診
ろ

っ
て

言
わ

れ
た

っ
て

、
困

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
う

。
そ

の
ぐ

ら
い

、
知

ら
な

い
と

診
れ

な
い

と
思

い
ま

す
>

<
人

数
的

に
い

え
ば

、
患

者
さ

ん
の

人
数

的
に

い
え

ば
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
以

外
に

は
な

い
よ

う
な

気
が

し
ま

す
>

<
世

田
谷

区
の

認
知

症
の

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

っ
て

い
う

の
は

、
数

年
前

か
ら

あ
っ

て
、

全
然

機
能

し
て

な
い

わ
け

で
は

な
い

で
す

。
で

も
、

思
っ

た
よ

り
機

能
し

て
な

い
っ

て
い

う
の

は
、

い
く

つ
か

た
ぶ

ん
理

由
が

。
み

ん
な

の
共

通
認

識
は

思
っ

た
ほ

ど
う

ま
く

進
ま

な
い

>

<
パ

ン
ク

す
る

と
思

い
ま

す
し

、
な

ん
せ

コ
ス

ト
が

か
か

り
ま

す
も

ん
ね

、
専

門
医

受
診

す
る

と
。

そ
の

負
担

に
耐

え
れ

る
人

が
ど

れ
く

ら
い

い
る

の
か

。
ス

ペ
ク

ト
と

か
ま

で
フ

ル
コ

ー
ス

で
や

っ
た

ら
、

何
万

か
か

か
り

ま
す

も
ん

ね
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
の

と
こ

ろ
を

、
私

も
そ

の
中

に
部

分
的

に
入

る
ん

で
す

け
ど

、
で

き
る

だ
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

し
て

い
く

っ
て

い
う

の
が

、
実

際
的

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
ま

ず
一

つ
は

、
都

市
部

の
難

し
さ

っ
て

い
う

の
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

世
田

谷
区

で
、

こ
ん

だ
け

の
病

院
が

あ
る

ん
で

す
が

、
地

域
の

ほ
う

も
、

か
な

り
遍

在
性

が
あ

り
ま

す
。

玉
川

地
域

か
ら

病
院

に
紹

介
し

よ
う

と
思

う
と

、
か

な
り

遠
く

の
病

院
に

な
っ

て
し

ま
う

と
。

移
動

だ
け

で
も

、
工

夫
し

な
き

ゃ
い

け
な

い
。

一
方

で
、

た
と

え
ば

、
基

幹
と

な
る

病
院

の
周

辺
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
の

人
は

、
や

っ
ぱ

り
使

い
勝

手
が

い
い

の
で

、
そ

こ
を

使
う

と
い

う
意

味
で

、
地

理
的

な
問

題
が

一
つ

大
き

く
あ

る
気

が
し

ま
す

>

<
や

っ
ぱ

り
、

地
図

上
の

形
で

考
え

て
い

か
な

く
ち

ゃ
い

け
な

い
。

あ
と

、
交

通
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
考

え
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

>
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.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

か
か
り

つ
け
医

<
専

門
医

療
機

関
は

、
介

護
の

と
こ

ろ
ま

で
入

り
込

め
な

い
し

、
日

々
で

の
暮

ら
し

の
中

で
の

困
難

っ
て

い
う

の
を

、
見

極
め

き
れ

な
い

ん
で

す
よ

>

<
そ

れ
か

ら
も

う
１

個
は

、
各

病
院

で
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
は

そ
ろ

え
、

こ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
共

通
で

や
り

ま
し

ょ
う

。
や

る
と

し
て

も
、

窓
口

で
あ

っ
た

り
、

そ
こ

に
相

談
す

る
経

路
で

あ
っ

た
り

っ
て

い
う

の
は

、
そ

れ
ぞ

れ
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
で

す
ね

。
ど

こ
に

電
話

し
た

ら
い

い
の

か
っ

て
な

る
と

、
１

個
１

個
調

べ
て

い
か

な
く

て
は

い
け

な
い

の
で

、
近

く
で

慣
れ

て
る

と
こ

ろ
は

こ
こ

だ
け

な
ん

で
、

結
局

の
と

こ
ろ

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
い

う
の

は
、

こ
こ

と
の

一
直

線
の

や
り

取
り

っ
て

い
う

の
は

、
従

来
と

あ
ま

り
変

わ
り

な
い

ん
で

す
ね

。
だ

か
ら

、
た

と
え

ば
、

窓
口

は
ど

っ
か

に
１

個
あ

っ
て

、
そ

こ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

、
あ

と
、

こ
っ

ち
と

つ
な

げ
て

く
れ

る
ん

で
あ

れ
ば

>

<
そ

こ
を

や
っ

ぱ
り

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

し
て

い
っ

て
、

逆
に

専
門

医
療

機
関

は
、

も
う

大
牟

田
内

で
あ

れ
ば

、
１

か
所

あ
れ

ば
十

分
か

な
っ

て
気

も
し

ま
す

。
逆

に
そ

の
細

か
い

診
断

ま
で

で
き

る
よ

う
な

と
こ

ろ
は

、
そ

ん
な

に
た

く
さ

ん
は

い
ら

な
い

の
か

な
と

>

<
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
同

じ
で

、
１

個
１

個
と

や
り

取
り

し
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
う

の
だ

と
、

あ
ま

り
恩

恵
は

大
き

く
な

い
。

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

は
結

局
使

い
づ

ら
い

か
ら

、
自

分
と

こ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
も

い
い

で
す

か
っ

て
い

う
形

に
な

っ
て

、
現

状
は

そ
う

な
ん

で
す

よ
。

結
局

、
自

分
と

こ
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
。

だ
か

ら
、

そ
こ

は
大

き
い

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
医

師
会

の
取

り
組

み
と

し
て

は
な

か
な

か
そ

う
な

っ
て

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

た
だ

個
別

で
は

、
か

な
り

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

ま
で

深
く

タ
ッ

チ
し

て
い

た
だ

い
て

、
公

平
に

割
り

振
っ

て
い

た
だ

い
て

い
た

り
。

介
護

保
険

の
と

こ
ろ

も
、

深
く

ご
理

解
い

た
だ

い
て

、
い

ろ
い

ろ
指

導
い

た
だ

い
て

い
た

り
と

い
っ

た
よ

う
に

、
か

か
り

つ
け

の
先

生
が

そ
う

い
っ

た
こ

と
に

取
り

組
み

出
し

て
い

る
と

こ
ろ

な
ん

だ
ろ

う
と

は
思

い
ま

す
。

で
す

か
ら

、
そ

れ
は

将
来

的
に

は
だ

ん
だ

ん
と

、
可

能
に

な
っ

て
く

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
た

と
え

ば
、

医
師

会
な

り
に

、
そ

の
窓

口
が

あ
っ

て
、

そ
こ

に
ア

ク
セ

ス
す

れ
ば

、
そ

の
振

り
分

け
は

そ
っ

ち
で

や
り

ま
す

っ
て

い
う

ぐ
ら

い
で

な
い

と
、

結
局

、
各

病
院

と
や

っ
て

く
だ

さ
い

で
は

、
あ

ま
り

意
味

が
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
一

番
の

ポ
イ

ン
ト

は
、

か
か

り
つ

け
の

先
生

は
、

診
断

能
力

と
い

う
よ

り
も

、
生

活
を

見
る

能
力

を
、

ど
う

お
伝

え
し

て
い

く
か

っ
て

い
う

こ
と

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
ど

う
い

う
ふ

う
に

し
て

そ
の

人
の

生
活

を
見

て
い

く
の

か
、

危
険

を
察

知
し

て
い

く
の

か
っ

て
い

う
こ

と
を

、
や

っ
ぱ

り
見

極
め

る
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

ど
う

に
か

広
め

て
い

け
れ

ば
な

と
は

思
っ

て
ま

す
>

<
こ

れ
は

都
市

部
の

問
題

と
し

て
大

き
い

で
す

ね
。

地
方

だ
と

、
基

幹
病

院
の

大
き

い
と

こ
ろ

が
あ

っ
て

、
そ

の
周

辺
に

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

い
う

形
が

わ
り

と
つ

く
り

や
す

い
>
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4
.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

か
か
り

つ
け
医

<
た

と
え

ば
、

か
か

り
つ

け
の

先
生

に
お

伝
え

し
て

、
う

ま
く

い
っ

た
っ

て
い

う
の

が
、

靴
下

脱
が

せ
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
う

説
明

し
た

ん
で

す
よ

。
靴

下
脱

が
せ

て
、

足
の

ケ
ア

が
う

ま
く

で
き

て
な

か
っ

た
ら

ち
ょ

っ
と

や
ば

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

ね
と

か
で

す
ね

>

<
都

市
部

は
こ

ん
な

な
っ

て
、

か
つ

隣
の

区
に

、
ま

た
こ

ん
な

病
院

が
あ

る
と

な
る

と
、

無
尽

蔵
に

い
ろ

ん
な

形
が

と
れ

ま
す

の
で

>

<
か

か
り

つ
け

の
先

生
に

や
っ

て
い

た
だ

き
た

い
な

と
思

う
部

分
が

あ
る

と
す

れ
ば

、
一

つ
は

往
診

医
療

な
ん

で
す

よ
。

看
護

師
さ

ん
と

一
緒

に
、

ち
ょ

っ
と

往
診

し
て

、
家

の
状

況
、

生
活

場
面

を
見

る
っ

て
い

う
意

味
合

い
で

の
往

診
を

し
て

。
破

綻
が

起
き

て
る

よ
う

だ
っ

た
ら

、
も

ち
ろ

ん
自

分
た

ち
で

解
決

能
力

が
あ

れ
ば

い
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

な
け

れ
ば

や
っ

ぱ
り

包
括

に
相

談
を

す
る

>

<
な

る
べ

く
こ

れ
を

意
識

し
て

も
、

結
局

、
患

者
さ

ん
の

利
便

性
で

す
と

か
、

私
は

そ
っ

ち
が

い
い

っ
て

な
れ

ば
、

そ
っ

ち
を

優
先

し
ま

す
>

<
生

活
場

面
の

能
力

を
評

価
し

て
ほ

し
い

で
す

し
、

診
断

が
つ

い
て

し
ま

え
ば

、
あ

と
は

そ
の

生
活

場
面

で
起

こ
っ

て
い

る
こ

と
を

、
ず

っ
と

確
認

し
て

い
っ

て
る

だ
け

で
す

か
ら

。
外

来
で

も
>

<
一

般
的

に
よ

く
耳

に
す

る
の

は
、

ま
だ

比
較

的
恵

ま
れ

て
い

る
地

域
だ

と
い

う
ふ

う
に

、
在

宅
で

見
て

く
れ

る
先

生
が

比
較

的
多

い
と

い
う

ふ
う

に
は

聞
い

て
い

ま
す

。
病

院
と

の
連

携
に

関
し

て
も

、
僕

が
こ

こ
で

在
宅

を
、

勤
務

医
辞

め
て

や
る

よ
う

に
な

っ
て

６
年

に
な

る
ん

で
す

け
ど

、
こ

の
６

年
で

、
も

う
環

境
が

変
わ

っ
て

き
て

い
ま

す
>

<
一

つ
は

病
院

に
、

ま
ず

相
談

の
窓

口
を

置
く

と
こ

ろ
が

大
部

分
に

な
っ

た
と

い
う

と
こ

ろ
と

、
そ

の
相

談
の

窓
口

が
、

前
は

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
だ

け
だ

っ
た

の
が

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
看

護
師

も
入

っ
て

、
退

院
支

援
っ

て
い

う
形

の
ほ

う
が

多
い

ん
で

す
が

、
医

療
と

介
護

の
両

方
が

入
っ

て
く

る
の

で
、

本
当

に
言

語
の

や
り

取
り

が
や

り
や

す
く

な
っ

た
っ

て
い

う
環

境
の

変
化

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
>

<
ど

ん
だ

け
、

や
は

り
介

護
側

の
人

た
ち

と
仲

よ
く

で
き

る
か

っ
て

い
う

と
こ

で
。

医
者

側
が

そ
ん

な
に

壁
は

な
い

よ
と

思
っ

て
て

も
、

向
こ

う
の

人
た

ち
は

、
か

な
り

の
壁

を
感

じ
て

る
の

が
一

般
的

だ
と

思
う

し
、

そ
こ

の
垣

根
を

ど
ん

だ
け

減
ら

せ
る

か
が

一
つ

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>
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.
か
か
り
つ
け
医
の

役
割

か
か
り

つ
け
医

<
た

ぶ
ん

、
顔

合
わ

せ
る

チ
ャ

ン
ス

が
少

な
い

の
で

、
そ

れ
を

増
や

す
だ

け
で

も
違

う
と

思
い

ま
す

ね
。

都
の

医
師

会
か

ら
の

助
成

事
業

で
や

っ
た

ん
で

す
け

ど
も

。
訪

問
診

療
を

や
っ

て
る

医
者

に
同

行
し

て
も

ら
う

っ
て

い
う

の
を

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
で

す
と

か
、

訪
問

看
護

士
さ

ん
と

か
、

そ
れ

を
少

し
組

ん
で

み
た

ん
で

す
ね

>

<
あ

と
の

感
想

を
聞

く
と

、
先

生
の

、
今

ま
で

気
づ

か
な

か
っ

た
と

こ
ろ

が
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
考

え
て

る
ん

だ
と

か
、

単
に

電
話

で
情

報
を

や
り

取
り

す
る

だ
け

で
な

く
て

、
人

間
性

が
み

え
た

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
や

っ
ぱ

し
大

き
い

み
た

い
で

、
そ

れ
は

た
ぶ

ん
お

互
い

だ
と

思
う

ん
で

す
ね

。
こ

っ
ち

も
や

っ
ぱ

し
情

報
だ

け
も

ら
う

の
と

、
そ

の
人

の
人

間
性

ま
で

み
え

る
の

と
で

は
、

全
然

変
わ

っ
て

く
る

の
で

。
顔

を
合

わ
せ

る
機

会
、

よ
く

顔
の

み
え

る
関

係
っ

て
い

う
ん

で
す

が
、

顔
を

合
わ

せ
る

機
会

を
ど

ん
だ

け
つ

く
れ

る
か

っ
て

い
う

の
は

、
大

き
い

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
私

た
ち

は
先

生
を

信
じ

る
の

で
、

や
は

り
先

生
が

、
認

知
症

に
な

っ
た

ら
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
し

な
さ

い
と

か
、

こ
ん

な
医

療
あ

る
と

か
。

そ
う

い
う

ア
ド

バ
イ

ス
を

、
先

生
が

し
っ

か
り

覚
え

て
て

、
し

て
く

れ
る

と
助

か
り

ま
す

。
や

っ
ぱ

病
気

に
な

る
と

、
私

た
ち

病
気

の
こ

と
全

然
わ

か
ん

な
い

の
で

、
先

生
が

頼
り

な
の

で
、

先
生

に
先

に
言

っ
て

も
ら

っ
て

も
。

だ
っ

て
、

聞
け

な
い

で
す

の
で

>

大
牟

田
 
家

族
<
診

療
科

に
関

わ
ら

ず
、

や
っ

ぱ
り

ド
ク

タ
ー

た
ち

に
も

、
今

か
ら

高
齢

化
が

進
ん

で
い

く
場

合
は

そ
う

い
う

こ
と

を
患

者
。

あ
る

い
は

、
そ

の
家

族
に

ち
ょ

っ
と

助
言

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

雰
囲

気
が

医
師

会
な

り
な

ん
な

り
で

の
申

し
合

わ
せ

み
た

い
な

の
が

で
き

る
と

>
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家

族
<
か

か
り

つ
け

の
先

生
が

、
脳

血
管

性
の

認
知

症
と

い
う

の
は

診
断

し
て

く
だ

さ
っ

た
ん

で
す

ね
。

そ
れ

は
す

ご
く

あ
り

が
た

か
っ

た
ん

で
す

が
、

病
院

に
診

察
に

行
っ

た
と

き
に

、
い

ろ
い

ろ
と

「
こ

う
い

う
の

が
あ

り
ま

す
よ

」
「

あ
あ

い
う

の
が

あ
り

ま
す

よ
」

っ
て

い
う

こ
と

は
教

え
て

く
だ

さ
ら

な
か

っ
た

で
す

ね
。

い
ろ

い
ろ

と
周

り
の

方
に

聞
く

と
、

お
医

者
さ

ま
か

ら
言

わ
れ

て
。

お
む

つ
と

か
、

そ
う

い
う

の
が

利
用

で
き

る
と

か
、

こ
う

い
う

の
が

あ
り

ま
す

よ
っ

て
教

え
て

く
れ

た
、

教
え

て
く

れ
な

か
っ

た
っ

て
い

う
>
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役
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家
族

<
最

初
の

病
院

で
は

認
知

症
っ

て
言

わ
れ

た
け

ど
、

何
も

ケ
ア

は
な

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

た
だ

、
薬

を
飲

ん
で

終
わ

っ
た

ら
来

な
さ

い
だ

か
ら

>

<
専

門
的

な
知

識
が

な
い

先
生

で
あ

れ
ば

、
た

と
え

ば
、

家
族

が
私

で
あ

れ
ば

、
単

な
る

も
の

忘
れ

、
あ

る
い

は
う

つ
的

な
状

態
に

な
っ

て
る

と
思

い
込

ん
で

る
の

も
、

「
い

や
、

ひ
ょ

っ
と

し
た

ら
、

こ
う

い
う

認
知

症
と

い
う

の
も

幅
広

く
症

状
あ

る
か

ら
、

一
つ

専
門

医
の

と
こ

ろ
に

行
っ

た
ほ

う
が

い
い

よ
」

と
ず

ば
り

と
言

わ
れ

る
と

家
族

も
傷

つ
く

と
思

う
の

で
。

「
一

度
専

門
医

の
と

こ
ろ

に
連

れ
て

い
っ

て
、

そ
れ

で
な

ん
で

も
な

け
り

ゃ
大

丈
夫

だ
か

ら
ね

」
と

い
う

よ
う

な
誘

導
的

な
も

の
を

言
っ

て
い

た
だ

く
と

受
け

や
す

い
か

な
と

思
う

ん
で

す
け

ど
ね

>

<
か

か
り

つ
け

医
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

ぱ
り

内
科

医
で

す
よ

ね
。

内
科

医
の

先
生

が
、

ど
の

程
度

認
知

症
っ

て
い

う
の

を
理

解
で

き
て

い
る

か
っ

て
い

う
こ

と
が

、
す

ご
く

疑
問

な
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
ね

。
先

生
方

も
認

知
症

の
勉

強
に

関
し

て
取

り
組

ん
で

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
が

わ
か

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
よ

く
聞

く
こ

と
は

、
連

れ
て

行
く

と
年

相
応

で
は

な
い

か
と

。
そ

れ
か

ら
、

認
知

症
で

は
あ

り
ま

せ
ん

よ
と

か
、

明
ら

か
に

家
族

は
「

こ
う

い
う

と
こ

ろ
が

お
か

し
い

」
っ

て
い

う
ふ

う
に

わ
か

っ
て

い
て

も
、

病
院

に
行

く
と

、
「

年
相

応
だ

か
ら

心
配

な
い

」
と

。
そ

れ
で

、
検

査
も

必
要

な
い

と
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

し
ま

う
と

、
そ

こ
か

ら
先

行
け

な
い

ん
で

す
よ

ね
。

も
う

少
し

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
の

ほ
う

か
ら

、
「

ち
ょ

っ
と

お
か

し
い

ん
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
と

こ
ろ

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

ね
」

っ
て

い
う

こ
と

を
言

っ
て

い
た

だ
く

方
が

あ
り

が
た

い
。

「
こ

う
い

う
病

院
紹

介
し

ま
す

か
ら

」
と

い
う

ふ
う

に
言

っ
て

く
だ

さ
る

ほ
う

が
、

家
族

と
し

て
は

行
き

や
す

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
や

は
り

そ
こ

で
も

、
向

こ
う

の
先

生
み

た
い

に
、

こ
ん

な
ア

ド
バ

イ
ス

し
て

く
れ

た
ら

、
あ

た
し

は
向

こ
う

に
は

行
か

な
か

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。
た

だ
薬

を
飲

む
だ

け
だ

っ
た

ら
、

た
ぶ

ん
今

思
う

と
、

進
ん

で
て

困
っ

て
た

か
も

し
れ

な
い

し
。

そ
こ

の
病

院
で

も
、

や
っ

ぱ
そ

う
い

う
ア

ド
バ

イ
ス

が
ほ

し
か

っ
た

か
な

っ
て

。
そ

れ
で

先
生

が
で

き
な

か
っ

た
ら

、
ま

た
、

も
っ

と
よ

り
よ

い
、

い
い

病
院

を
紹

介
し

て
く

れ
る

と
か

>

<
そ

こ
で

わ
か

る
範

囲
内

の
情

報
を

こ
う

い
う

と
こ

ろ
に

つ
な

げ
た

ほ
う

が
い

い
よ

と
か

、
地

域
包

括
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
と

か
、

そ
う

い
っ

た
最

低
限

で
も

い
い

か
ら

、
情

報
提

供
し

て
い

た
だ

け
る

と
、

家
族

の
人

た
ち

は
、

戸
惑

わ
な

く
て

す
む

の
で

は
な

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

>

<
認

知
症

の
初

期
の

場
合

は
、

他
人

様
に

す
ご

く
張

り
切

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

介
護

し
て

い
る

人
に

対
し

て
、

家
族

に
対

し
て

、
地

を
出

す
わ

け
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
そ

れ
で

大
変

な
思

い
し

て
い

る
の

に
、

い
ざ

病
院

に
連

れ
て

行
く

と
、

認
知

症
の

検
査

の
と

き
で

も
、

普
段

で
き

な
く

て
も

で
き

ち
ゃ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

と
き

が
あ

り
ま

す
よ

ね
>
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家
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<
取

り
つ

く
ろ

っ
て

し
ま

い
ま

す
の

で
、

あ
あ

、
わ

か
っ

て
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
診

断
を

し
て

し
ま

う
と

い
う

感
じ

な
の

で
、

家
族

の
方

に
は

病
院

に
行

く
と

き
、

そ
れ

か
ら

、
認

知
症

の
検

査
の

介
護

保
険

の
申

請
の

と
き

の
メ

モ
を

作
成

し
て

お
い

て
、

箇
条

書
き

で
い

い
か

ら
大

き
め

に
書

い
た

も
の

を
プ

リ
ン

ト
し

て
、

お
医

者
様

に
そ

れ
を

提
出

す
る

と
>

<
か

か
り

つ
け

医
と

い
う

の
は

内
科

の
先

生
で

す
か

ら
、

や
は

り
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

ま
で

ご
紹

介
を

し
て

い
た

だ
け

る
と

、
そ

れ
で

、
紹

介
状

を
書

い
て

い
た

だ
く

と
か

、
そ

の
病

院
に

ま
で

つ
な

げ
て

い
た

だ
け

る
。

こ
う

い
う

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

よ
だ

け
で

は
な

く
て

、
そ

の
、

今
盛

ん
に

世
田

谷
区

で
も

言
っ

て
い

る
、

連
携

プ
レ

ー
で

す
よ

ね
>

<
こ

う
い

う
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
よ

っ
て

言
っ

て
く

だ
さ

る
だ

け
だ

と
、

家
族

は
そ

れ
を

本
人

に
言

っ
て

も
「

そ
ん

な
と

こ
ろ

は
行

か
な

い
わ

よ
」

と
か

、
「

な
ん

で
私

は
ぼ

け
て

な
い

の
に

」
と

か
、

そ
れ

か
ら

、
そ

の
家

族
も

、
わ

か
っ

て
い

て
も

「
お

母
さ

ん
は

ぼ
け

て
な

い
わ

よ
」

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
ま

で
な

か
な

か
理

解
で

き
な

い
場

合
も

あ
り

ま
す

の
で

、
や

は
り

地
域

の
連

携
プ

レ
ー

を
し

っ
か

り
や

っ
て

い
た

だ
け

る
と

、
家

族
と

し
て

は
あ

り
が

た
い

話
で

す
>

<
サ

ー
ビ

ス
が

ど
う

い
っ

た
も

の
が

あ
る

の
か

と
か

、
役

所
か

ら
と

か
介

護
保

険
の

つ
な

ぎ
と

か
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
こ

う
い

っ
た

も
の

が
あ

る
と

い
う

資
料

を
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
に

置
い

と
い

て
く

だ
さ

れ
ば

、
こ

う
い

う
も

の
が

あ
り

ま
す

よ
っ

て
い

う
ふ

う
に

。
資

料
提

供
を

し
て

く
だ

さ
る

と
、

嬉
し

い
の

か
な

と
か

、
あ

と
は

、
地

域
包

括
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
と

か
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
言

っ
て

く
だ

さ
る

と
か

>
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か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

富
士

宮
市

大
牟

田
市

世
田

谷
区

 
玉

川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
要

は
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

を
伝

え
て

、
一

人
一

人
の

先
生

で
も

、
一

人
一

人
か

ら
聞

き
取

っ
て

、
そ

れ
を

整
理

し
て

、
ま

た
伝

え
て

い
く

・
・

・
一

人
一

人
聞

く
と

、
「

認
知

症
の

課
題

を
な

ん
と

か
し

な
き

ゃ
な

ん
ね

ん
だ

」
と

か
、

「
富

士
宮

の
医

師
会

は
駄

目
だ

」
と

か
い

う
先

生
っ

て
、

や
っ

ぱ
最

後
に

い
る

ん
で

す
よ

ね
>

大
牟

田
 
行

政
<
医

師
会

主
催

で
臨

床
認

知
症

研
究

会
が

あ
っ

て
、

年
１

、
２

回
、

医
療

の
講

演
会

を
す

る
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
に

認
知

症
ケ

ア
研

究
会

の
運

営
委

員
と

か
も

呼
ん

で
も

ら
え

て
、

参
加

は
す

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
で

、
こ

こ
の

専
門

の
ド

ク
タ

ー
に

つ
な

げ
ば

い
い

ん
だ

っ
て

い
う

こ
と

を
、

思
っ

た
先

生
方

は
つ

な
い

で
る

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
行

政
<
医

師
会

さ
ん

の
方

が
先

行
し

て
病

診
連

携
パ

ス
を

作
っ

て
や

っ
て

く
だ

さ
っ

て
る

の
で

、
地

域
の

先
生

が
、

自
分

の
知

っ
て

る
病

院
に

紹
介

状
で

出
し

て
る

ケ
ー

ス
も

い
っ

ぱ
い

あ
り

ま
す

け
ど

、
パ

ス
の

仕
組

み
を

使
お

う
と

い
う

場
合

に
は

、
区

内
に

8
か

所
、

連
携

病
院

と
し

て
決

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

そ
ち

ら
の

方
に

指
定

書
式

で
連

携
室

と
か

を
通

じ
て

「
精

密
検

査
を

お
願

い
し

ま
す

」
み

た
い

な
こ

と
や

っ
て

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

診
断

が
つ

い
た

後
で

、
病

院
の

方
か

ら
ま

た
き

ち
ん

と
回

答
が

先
生

方
の

所
に

戻
っ

て
き

て
、

い
わ

ゆ
る

確
定

診
断

と
い

う
か

、
鑑

別
診

断
の

結
果

み
た

い
な

の
が

ち
ゃ

ん
と

返
っ

て
来

る
と

い
う

仕
組

み
は

も
ち

ろ
ん

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

地
区

医
師

会
を

基
に

し
た

連
携

パ
ス

な
ん

で
す

け
ど

>

<
そ

の
先

生
た

ち
が

動
け

る
よ

う
に

、
医

師
会

と
連

携
し

な
が

ら
環

境
づ

く
り

す
る

っ
て

こ
と

が
、

大
切

か
な

っ
て

思
い

ま
す

>

<
も

の
忘

れ
相

談
医

と
い

う
ふ

う
に

、
す

で
に

3
5
人

ぐ
ら

い
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
さ

れ
て

い
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

方
々

を
、

全
員

僕
ら

が
紹

介
は

で
き

な
い

ん
で

す
よ

、
や

っ
ぱ

り
先

生
方

が
、

た
だ

単
に

研
修

を
受

け
た

と
い

う
だ

け
な

の
で

。
そ

の
あ

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
っ

て
い

う
こ

と
が

大
事

な
の

で
。

今
、

紹
介

で
き

る
の

は
、

こ
の

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
に

登
録

し
て

い
た

だ
い

て
る

６
人

の
先

生
方

は
、

安
心

し
て

、
市

民
の

方
に

も
紹

介
で

き
ま

す
け

ど
。

あ
と

の
も

の
忘

れ
相

談
医

っ
て

い
う

先
生

方
は

、
研

修
を

受
け

た
先

生
方

で
、

一
定

の
ご

理
解

が
あ

り
ま

す
よ

っ
て

い
う

こ
と

ぐ
ら

い
し

か
言

え
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

思
い

ま
す

>

<
松

沢
病

院
は

ち
ょ

っ
と

遠
い

の
で

、
こ

こ
か

ら
。

品
川

区
の

荏
原

病
院

さ
ん

に
お

願
い

さ
れ

て
る

ケ
ー

ス
も

結
構

あ
る

と
聞

い
て

ま
す

。
荏

原
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
さ

ん
に

、
「

い
つ

も
お

世
話

に
な

っ
て

い
ま

す
」

と
言

っ
た

ら
、

「
品

川
区

内
か

ら
来

る
紹

介
数

よ
り

も
玉

川
の

医
療

機
関

や
包

括
か

ら
相

談
さ

れ
て

お
願

い
さ

れ
る

ケ
ー

ス
の

方
が

多
い

」
っ

て
言

っ
て

ま
し

た
>

<
事

例
検

討
会

を
重

ね
な

が
ら

、
情

報
共

有
の

プ
ロ

セ
ス

を
し

っ
か

り
つ

く
っ

て
い

っ
て

、
そ

こ
か

ら
医

師
会

の
内

部
の

連
携

を
考

え
て

い
け

ば
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

で
す

か
っ

て
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

<
問

題
は

行
か

な
い

人
で

す
ね

・
・

・
1
回

は
行

っ
た

け
ど

、
っ

て
い

う
人

は
い

ま
す

ね
。

そ
の

後
、

か
か

り
つ

け
医

も
中

断
し

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
人

は
い

ま
し

た
ね

>

<
サ

ポ
ー

ト
医

の
役

割
が

、
み

ん
な

わ
か

ら
な

い
っ

て
・

・
・

サ
ポ

ー
ト

医
が

、
本

当
に

包
括

か
ら

相
談

に
い

く
だ

と
か

、
い

ろ
ん

な
相

談
だ

と
か

、
個

別
事

例
の

対
応

だ
と

か
、

そ
う

い
っ

た
の

も
含

め
て

、
医

療
機

関
の

そ
う

い
う

連
携

機
能

に
、

や
っ

ぱ
り

し
っ

か
り

機
能

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
整

え
て

い
く

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

い
れ

ば
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
一

緒
に

動
き

ま
す

し
、

包
括

の
方

で
見

守
り

訪
問

し
な

が
ら

、
ま

た
タ

イ
ミ

ン
グ

を
見

計
ら

っ
て

受
診

行
動

に
つ

な
げ

て
行

け
る

よ
う

に
、

長
い

ス
パ

ン
で

す
け

ど
見

守
り

を
>
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

行
政

<
認

知
機

能
の

低
下

な
の

か
、

も
と

も
と

精
神

が
ベ

ー
ス

に
あ

る
の

か
よ

く
分

か
ん

な
い

人
、

包
括

も
精

神
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ま
で

は
プ

ロ
じ

ゃ
な

い
ん

で
、

な
か

な
か

う
ま

く
で

き
な

い
。

で
、

お
う

ち
に

様
子

を
見

に
行

っ
た

り
と

か
、

関
係

者
が

集
ま

っ
て

ケ
ア

会
議

や
る

と
き

に
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
に

入
っ

て
い

た
だ

く
と

か
で

先
生

に
単

発
で

1
回

来
て

い
た

だ
く

と
い

う
事

業
を

今
世

田
谷

区
で

は
持

っ
て

お
り

ま
す

>

<
医

師
会

と
し

て
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
の

見
学

会
で

松
沢

に
行

っ
て

レ
ク

チ
ャ

ー
を

し
て

も
ら

っ
て

、
ど

う
い

う
医

療
連

携
し

た
ら

い
い

か
と

か
、

診
療

活
動

は
ど

ん
な

ふ
う

に
や

っ
て

る
の

か
と

い
う

こ
と

を
み

ん
な

で
勉

強
し

て
、

医
師

会
か

ら
紹

介
す

る
と

き
は

こ
う

い
う

ふ
う

な
紹

介
の

仕
方

を
す

れ
ば

い
い

ん
だ

ね
と

い
う

こ
と

を
確

認
し

て
帰

っ
て

来
る

と
い

う
こ

と
を

な
さ

っ
て

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
ね

>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
土

居
先

生
は

、
何

に
し

て
も

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
し

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
し

て
っ

て
い

う
状

態
に

は
な

っ
て

し
ま

っ
て

。
も

う
一

つ
の

病
院

が
、

最
近

、
認

知
症

外
来

を
開

い
て

く
れ

て
い

る
の

で
、

そ
こ

も
た

ぶ
ん

、
土

居
先

生
と

一
緒

に
リ

ン
ク

し
な

が
ら

や
っ

て
い

た
だ

け
て

る
状

況
に

な
っ

て
く

る
み

た
い

な
の

で
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
認

知
症

で
困

っ
た

ら
、

ど
こ

ど
こ

の
専

門
医

に
紹

介
し

て
、

そ
こ

で
検

査
し

て
、

診
断

を
受

け
て

、
薬

出
し

て
も

ら
っ

て
、

指
示

を
仰

い
で

、
そ

れ
を

実
施

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

げ
て

い
け

ば
と

い
う

の
が

、
成

功
体

験
を

実
感

し
て

い
た

だ
い

て
。

そ
の

あ
と

活
き

て
く

る
と

い
う

の
が

、
実

感
と

し
て

は
あ

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
ね

>

玉
川

 
地

域
包

括
<
先

生
の

意
識

の
差

は
あ

る
か

な
っ

て
い

う
の

は
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
。

以
前

よ
り

は
診

断
し

て
き

て
、

ま
た

戻
っ

て
き

て
、

そ
こ

で
お

薬
を

出
し

て
っ

て
い

う
こ

と
で

っ
て

い
う

こ
と

で
、

見
て

い
た

だ
い

て
い

る
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

が
、

以
前

よ
り

は
増

え
て

い
る

気
が

し
ま

す
ね

>

<
結

局
、

B
P
S
D
の

状
況

に
な

っ
て

き
ち

ゃ
い

ま
す

と
、

そ
こ

に
お

願
い

す
る

し
か

な
い

の
で

っ
て

い
う

つ
な

が
り

は
、

つ
け

さ
せ

て
も

ら
っ

て
は

い
る

ん
で

す
け

れ
ど

>

<
在

宅
医

療
っ

て
い

う
意

味
で

は
、

大
牟

田
は

ち
ょ

っ
と

手
薄

か
な

と
思

っ
て

ま
す

。
特

に
認

知
症

の
方

に
対

す
る

在
宅

。
要

は
、

往
診

し
て

く
だ

さ
る

、
そ

う
い

う
先

生
が

限
ら

れ
て

い
る

の
で

。
そ

の
中

で
、

認
知

症
の

専
門

医
し

て
く

だ
さ

っ
て

る
先

生
は

、
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

い
で

す
ね

>

<
こ

ち
ら

で
本

当
に

、
大

変
な

方
で

す
と

か
は

、
松

沢
病

院
さ

ん
と

か
の

ほ
う

に
予

約
し

て
、

こ
ち

ら
の

ほ
う

で
ご

連
絡

し
て

み
た

い
な

方
も

お
り

ま
す

し
。

先
生

の
ほ

う
で

、
う

ま
く

つ
な

い
で

も
ら

っ
て

う
ま

く
い

く
ケ

ー
ス

も
あ

れ
ば

、
な

か
な

か
そ

こ
が

っ
て

い
う

の
は

>
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

地
域

包
括

<
や

っ
ぱ

り
土

居
先

生
頼

み
だ

な
っ

て
話

で
、

な
か

な
か

こ
の

辺
の

先
生

で
、

や
っ

ぱ
り

診
断

で
き

る
お

医
者

さ
ん

っ
て

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
実

情
な

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
す

>

<
重

要
な

鍵
に

な
る

の
は

、
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

の
意

識
が

、
ど

こ
ま

で
高

ま
っ

て
い

く
。

当
た

り
前

の
ル

ー
ト

が
で

き
て

い
け

ば
と

い
う

の
が

、
一

番
か

な
と

思
う

ん
で

す
。

ご
本

人
さ

ん
が

、
な

か
な

か
病

院
に

行
こ

う
と

さ
れ

な
い

と
い

う
方

も
た

く
さ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

い
き

な
り

専
門

の
先

生
に

と
い

う
の

は
、

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
と

い
う

の
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
も

。
そ

う
い

っ
た

と
き

に
、

か
か

り
つ

け
医

の
先

生
か

ら
と

い
う

道
筋

が
、

も
っ

と
あ

る
と

>

社
協

富
士

宮
　

社
協

<
最

近
、

訪
問

医
療

み
た

い
な

部
分

が
、

す
ご

く
重

要
だ

な
ん

て
こ

と
で

、
い

ろ
い

ろ
報

道
さ

れ
て

る
ん

で
す

け
ど

も
。

そ
う

い
う

と
こ

ろ
が

、
な

る
べ

く
受

診
に

つ
な

が
ら

な
い

、
本

人
、

ご
本

人
自

体
が

、
な

か
な

か
医

療
機

関
に

足
が

向
か

な
い

と
か

、
な

か
な

か
利

用
で

き
な

い
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

も
あ

る
の

で
、

た
と

え
ば

>

大
牟

田
 
社

協
<
患

者
さ

ん
と

ド
ク

タ
ー

の
間

は
、

要
す

る
に

診
察

を
受

け
て

、
初

め
て

そ
の

関
係

が
成

り
立

ち
ま

す
の

で
、

こ
の

間
に

、
た

と
え

ば
看

護
師

と
か

、
M
S
W
と

か
い

ま
す

よ
ね

。
M
S
W
が

、
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
で

あ
る

と
、

な
お

、
ス

ム
ー

ズ
に

い
く

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
>

玉
川

 
社

協
<
診

察
受

け
る

時
間

っ
て

い
う

の
は

生
活

の
中

の
一

部
で

、
家

庭
で

の
場

面
と

違
う

状
況

で
の

接
点

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
か

、
専

門
家

の
人

た
ち

を
活

用
し

て
の

情
報

の
吸

い
上

げ
っ

て
い

う
の

が
う

ま
く

流
れ

れ
ば

、
お

医
者

さ
ん

の
診

察
に

的
確

性
が

加
わ

っ
て

、
し

や
す

く
な

る
の

か
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

>

<
い

き
な

り
患

者
さ

ん
と

ド
ク

タ
ー

で
、

ぽ
ん

っ
と

結
び

つ
け

て
も

、
こ

こ
で

話
す

と
き

に
、

も
の

す
ご

く
時

間
か

か
っ

た
り

す
る

わ
け

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

そ
の

間
に

M
S
W
、

看
護

師
が

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

認
知

症
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

を
受

け
て

い
れ

ば
、

も
っ

と
ド

ク
タ

ー
に

対
し

て
、

「
こ

の
方

は
、

こ
う

い
う

状
況

で
す

」
と

い
う

と
こ

ま
で

>

<
こ

ち
ら

か
ら

物
忘

れ
の

ほ
う

も
か

か
っ

て
み

て
は

っ
て

い
う

の
も

、
ち

ょ
っ

と
伝

え
に

く
い

部
分

が
あ

る
の

で
。

そ
う

い
っ

た
と

き
に

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
に

関
わ

っ
て

い
れ

ば
、

物
忘

れ
の

情
報

だ
け

は
伝

え
ま

す
け

ど
。

本
人

に
は

自
覚

が
な

か
っ

た
り

、
行

く
気

が
な

か
っ

た
り

す
る

中
で

、
物

忘
れ

の
症

状
の

診
察

が
う

ま
く

流
れ

て
い

く
よ

う
な

と
こ

ろ
の

、
連

携
が

見
え

に
く

か
っ

た
り

>

<
物

忘
れ

と
か

認
知

症
の

程
度

が
、

進
行

が
ま

だ
そ

こ
ま

で
い

っ
て

な
い

段
階

で
は

、
結

構
、

つ
な

が
っ

て
い

な
い

ケ
ー

ス
。

身
体

の
ほ

う
の

部
分

で
の

受
診

が
続

い
て

い
る

。
プ

ラ
ス

で
、

そ
う

い
う

物
忘

れ
の

ほ
う

に
つ

い
て

、
受

診
し

て
い

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
は

聞
か

れ
な

い
ケ

ー
ス

と
い

う
の

は
、

結
構

あ
る

か
な

と
い

う
印

象
は

、
あ

り
ま

す
>

－ 199 －



 
5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

社
協

<
物

忘
れ

が
あ

っ
て

、
そ

れ
に

関
し

て
、

受
診

す
る

っ
て

い
う

の
は

、
ご

本
人

、
周

り
も

含
め

て
、

結
構

、
ハ

ー
ド

ル
が

。
そ

れ
を

受
容

し
て

、
診

察
を

受
け

に
行

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

っ
て

い
う

の
は

、
な

か
な

か
踏

み
切

れ
な

い
方

っ
て

い
う

の
も

、
結

構
、

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
か

な
>

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
今

週
、

う
つ

病
と

認
知

症
と

い
う

テ
ー

マ
で

、
講

座
を

や
る

ん
で

す
よ

。
包

括
の

人
が

来
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

。
住

民
が

演
劇

を
や

る
ん

で
す

よ
。

中
学

生
も

入
れ

て
。

そ
の

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

の
中

に
、

脳
神

経
内

科
の

先
生

が
一

緒
に

活
動

し
て

る
も

ん
で

、
そ

の
人

も
、

今
回

初
め

て
私

ら
も

、
そ

う
い

う
人

た
ち

と
福

祉
講

座
を

開
い

て
、

ど
の

ぐ
ら

い
集

ま
る

か
。

最
低

3
0
0
人

ぐ
ら

い
ほ

し
い

な
と

思
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
う

い
う

こ
と

や
る

こ
と

に
よ

っ
て

。
そ

の
先

生
も

皆
さ

ん
に

紹
介

す
る

と
か

。
今

ま
で

点
で

あ
っ

た
の

を
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
の

ネ
ッ

ト
で

つ
な

が
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

、
面

識
を

持
つ

こ
と

に
よ

っ
て

、
こ

れ
か

ら
ど

う
い

う
ふ

う
な

こ
と

、
関

心
持

っ
て

る
先

生
で

す
か

ら
、

我
々

の
動

き
な

ん
か

に
も

、
た

ぶ
ん

聞
い

て
る

と
思

う
ん

で
ね

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
病

院
に

も
の

忘
れ

の
相

談
と

か
な

ん
と

か
か

ら
そ

う
い

う
ふ

う
に

割
り

出
だ

さ
れ

て
、

そ
こ

の
国

立
病

院
に

行
っ

て
、

相
談

し
て

く
だ

さ
い

、
受

診
し

て
く

だ
さ

い
と

い
う

ふ
う

に
言

わ
れ

た
と

い
っ

て
、

落
ち

込
ん

で
こ

ら
れ

た
か

ら
。

そ
の

と
き

も
、

や
っ

ぱ
り

じ
ゃ

あ
一

緒
に

行
き

ま
し

ょ
う

か
と

い
う

こ
と

で
、

私
の

時
間

に
合

わ
せ

て
も

ら
っ

て
、

行
く

こ
と

に
決

め
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
途

中
で

こ
こ

に
寄

っ
た

わ
け

で
す

よ
。

包
括

セ
ン

タ
ー

に
>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
そ

こ
か

ら
紹

介
し

て
い

た
だ

い
て

、
ど

こ
か

の
病

院
に

行
き

ま
し

た
っ

て
い

う
お

話
は

聞
き

ま
す

け
ど

。
大

体
か

か
り

つ
け

医
の

ほ
う

と
は

、
い

つ
も

普
段

や
っ

ぱ
り

そ
れ

だ
け

の
関

係
を

持
っ

て
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

の
で

、
そ

ん
な

に
そ

れ
で

か
か

り
つ

け
医

が
う

ん
ぬ

ん
と

い
う

こ
と

は
な

い
か

な
。

あ
ま

り
聞

か
な

い
で

す
ね

>

<
地

区
社

協
で

、
そ

う
い

う
こ

と
、

こ
う

い
う

こ
と

や
っ

て
る

わ
け

で
す

よ
ね

。
３

世
代

交
流

で
は

こ
ん

な
こ

と
や

っ
て

る
わ

け
で

す
よ

。
そ

の
中

に
福

祉
講

座
部

。
福

祉
を

学
ぶ

っ
て

い
う

の
が

あ
り

ま
し

て
、

こ
れ

を
や

る
わ

け
で

す
ね

>

<
そ

し
て

、
ま

ず
包

括
セ

ン
タ

ー
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

先
や

ろ
と

思
っ

て
、

そ
し

て
病

院
に

は
い

つ
で

も
い

け
る

け
ん

と
思

っ
て

、
病

院
に

行
っ

て
か

ら
こ

こ
を

聞
く

よ
り

も
、

こ
こ

の
話

を
聞

い
て

病
院

に
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

が
い

い
だ

ろ
う

と
い

う
こ

と
に

な
れ

ば
、

そ
う

し
て

い
い

か
な

と
思

っ
て

>

<
い

つ
も

行
っ

て
る

方
で

す
と

、
こ

ち
ら

が
紹

介
し

て
ほ

し
い

っ
て

い
っ

た
ら

、
す

ぐ
病

院
も

あ
り

ま
す

し
>

か
か

り
つ

け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
症

例
検

討
を

や
っ

て
い

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
も

う
二

つ
ぐ

ら
い

、
そ

う
い

う
小

さ
な

会
を

つ
く

っ
て

、
認

知
症

を
勉

強
し

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

。
た

と
え

ば
、

B
P
S
D

だ
け

の
統

計
を

取
っ

て
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
会

を
つ

く
っ

て
や

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

ね
。

そ
れ

は
富

士
の

先
生

と
や

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
か

か
り

つ
け

の
先

生
と

専
門

医
の

連
携

に
つ

い
て

い
え

ば
、

包
括

の
人

た
ち

と
認

知
症

ケ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
存

在
と

い
う

の
は

、
大

き
い

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
な

か
な

か
医

師
自

身
が

紹
介

す
る

っ
て

い
う

の
は

、
い

ま
だ

に
少

な
い

気
が

し
ま

す
。

そ
れ

と
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

の
学

習
で

す
ね

。
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
と

か
で

学
習

会
し

て
る

ん
で

す
け

ど
、

特
定

の
病

気
の

学
習

会
を

し
た

あ
と

は
、

ワ
ッ

と
そ

の
病

気
が

来
ま

す
>

玉
川

　
か

か
り

つ
け

医
<
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

使
う

こ
と

で
、

期
待

し
た

ほ
ど

の
数

が
こ

な
せ

て
な

い
っ

て
い

う
部

分
は

あ
る

ん
で

す
が

。
実

際
に

使
っ

た
ケ

ー
ス

に
関

し
て

は
、

や
っ

ぱ
し

診
断

を
き

ち
ん

と
や

っ
て

い
た

だ
い

て
、

そ
れ

を
ど

こ
ま

で
病

院
が

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
、

あ
る

い
は

こ
っ

ち
で

フ
ォ

ロ
ー

す
る

か
っ

て
い

う
の

は
、

一
部

の
先

生
と

は
で

き
て

る
と

思
い

ま
す

。
た

だ
、

そ
の

先
生

た
ち

の
考

え
方

が
、

み
ん

な
一

緒
で

は
な

い
の

で
、

そ
の

辺
で

こ
っ

ち
も

使
い

わ
け

る
っ

て
い

う
ふ

う
な

、
そ

う
い

う
の

が
う

ま
く

や
れ

る
先

生
と

、
ど

う
し

て
も

や
っ

て
い

き
が

ち
に

は
な

る
ん

で
す

け
ど

>

自
治

会
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

か
か

り
つ

け
医

<
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
と

の
連

携
の

と
こ

ろ
で

、
一

番
有

効
な

の
は

、
そ

の
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

か
、

介
護

の
専

門
職

の
教

育
っ

て
い

う
の

が
、

連
携

に
一

番
有

効
な

の
か

な
と

感
じ

ま
し

た
>

<
僕

の
場

合
で

い
う

と
、

内
科

医
と

し
て

や
っ

て
き

た
こ

と
も

あ
っ

て
、

多
少

の
も

の
は

こ
っ

ち
で

み
て

、
手

に
負

え
な

い
も

の
で

あ
っ

た
り

、
迷

う
ケ

ー
ス

は
や

っ
ぱ

し
相

談
す

る
っ

て
い

う
の

が
、

一
般

的
な

や
り

方
で

す
。

た
だ

、
ど

う
し

て
も

画
像

診
断

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

入
っ

て
く

る
の

で
、

そ
れ

は
ど

っ
か

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
や

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
と

。
そ

れ
を

、
こ

う
い

っ
た

パ
ス

を
使

っ
て

画
像

診
断

を
や

る
の

か
、

最
近

は
都

市
部

で
は

、
画

像
だ

け
や

っ
て

く
れ

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

っ
て

い
う

の
が

あ
る

の
で

、
そ

こ
を

利
用

す
る

の
か

っ
て

い
う

の
は

、
患

者
さ

ん
と

相
談

し
て

、
「

ど
っ

ち
で

も
い

い
よ

。
で

も
ど

っ
ち

が
い

い
？

」
っ

て
言

う
と

、
簡

単
、

簡
便

な
ほ

う
を

選
ぶ

こ
と

が
多

い
で

す
ね

>

<
誰

か
が

き
っ

か
け

を
入

れ
て

く
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

専
門

医
自

身
に

つ
な

が
っ

て
い

る
ん

や
な

い
か

な
っ

て
い

う
気

も
し

ま
す

。
本

当
に

必
要

な
人

が
>

<
一

般
的

に
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
か

レ
ビ

ー
か

ど
う

だ
ろ

う
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
あ

た
り

と
、

そ
れ

以
前

に
、

本
当

に
い

わ
ゆ

る
認

知
症

の
範

ち
ゅ

う
な

の
か

。
そ

れ
と

も
、

ほ
か

の
疾

患
が

あ
っ

て
の

も
の

な
の

か
。

そ
こ

は
あ

る
程

度
、

最
初

に
区

別
し

な
く

て
は

い
け

な
い

の
で

。
急

激
に

症
状

が
進

行
し

て
る

も
の

は
、

い
わ

ゆ
る

一
般

的
な

認
知

症
以

外
の

も
の

を
ル

ー
ル

ア
ウ

ト
す

る
手

段
が

必
要

に
な

る
と

思
い

ま
す

>

<
専

門
医

の
先

生
に

、
こ

れ
以

外
で

よ
く

相
談

す
る

ケ
ー

ス
は

、
レ

ス
パ

イ
ト

で
あ

っ
た

り
、

家
族

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
と

き
で

す
ね

。
ご

本
人

も
さ

な
が

ら
、

家
族

も
ひ

っ
く

る
め

て
、

こ
の

ま
ま

で
は

も
う

破
綻

し
て

し
ま

う
と

い
う

よ
う

な
状

況
の

と
き

に
、

一
時

的
に

で
も

、
や

っ
ぱ

し
避

難
さ

せ
、

な
ん

ら
か

の
環

境
を

変
え

な
き

ゃ
い

け
な

い
っ

て
い

う
と

き
に

、
特

に
松

沢
病

院
さ

ん
に

、
ち

ょ
っ

と
こ

こ
ま

で
来

ち
ゃ

っ
て

る
ん

で
、

一
旦

な
ん

と
か

な
ら

な
い

か
っ

て
い

う
の

を
相

談
す

る
ケ

ー
ス

は
、

多
々

出
て

き
て

い
ま

す
>

<
施

設
の

場
合

は
、

も
う

一
歩

手
前

の
部

分
で

は
使

っ
て

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

で
あ

る
と

か
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

。
最

近
や

っ
ぱ

り
使

い
勝

手
が

い
い

の
は

、
小

規
模

多
機

能
で

す
ね

。
そ

れ
は

非
常

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
の

で
、

そ
の

あ
た

り
を

考
慮

し
て

も
駄

目
だ

っ
た

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

や
っ

ぱ
り

、
最

終
的

に
病

院
>
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5
.
か

か
り

つ
け

医
と

専
門

医
の

連
携

か
か

り
つ

け
医

<
も

う
一

つ
は

、
医

療
で

あ
れ

ば
受

け
入

れ
て

く
れ

る
。

そ
れ

は
ご

本
人

の
場

合
も

あ
れ

ば
、

ご
家

族
の

場
合

も
。

医
療

と
い

う
名

目
で

な
ら

、
受

け
入

れ
て

く
だ

さ
る

と
い

う
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
ね

>

<
今

そ
れ

を
育

成
す

る
段

階
が

あ
る

程
度

終
わ

っ
て

き
て

、
ど

う
活

用
す

る
っ

て
い

う
フ

ェ
ー

ズ
に

入
っ

て
き

て
る

と
思

う
ん

で
す

ね
。

た
だ

、
そ

の
活

用
の

仕
方

を
、

そ
れ

ぞ
れ

ま
だ

、
ど

う
し

よ
う

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
一

番
は

や
っ

ぱ
し

、
誰

が
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

と
っ

て
、

そ
れ

を
や

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、

も
ち

ろ
ん

、
医

師
会

と
い

う
方

法
も

あ
れ

ば
、

行
政

と
い

う
方

法
も

あ
れ

ば
、

両
方

が
組

ん
で

と
。

僕
自

身
は

、
や

っ
ぱ

し
、

両
方

組
ん

で
、

せ
っ

か
く

要
請

し
た

も
の

を
活

用
す

る
っ

て
い

う
形

を
、

も
っ

と
模

索
し

て
い

く
ほ

う
が

い
い

と
>

富
士

宮
 
家

族
<
最

初
の

病
院

で
は

認
知

症
っ

て
言

わ
れ

た
け

ど
、

何
も

ケ
ア

は
な

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

た
だ

薬
を

飲
ん

で
終

わ
っ

た
ら

来
な

さ
い

だ
か

ら
。

そ
こ

の
病

院
で

も
、

や
っ

ぱ
り

そ
う

い
う

ア
ド

バ
イ

ス
が

ほ
し

か
っ

た
か

な
っ

て
。

そ
れ

で
先

生
が

で
き

な
か

っ
た

ら
、

ま
た

、
も

っ
と

よ
り

よ
い

、
い

い
病

院
を

紹
介

し
て

く
れ

る
と

か
>

大
牟

田
 
家

族
<
専

門
医

っ
て

い
う

の
は

、
市

立
病

院
の

も
の

忘
れ

外
来

で
診

断
を

受
け

た
だ

け
で

、
ち

ょ
っ

と
ア

リ
セ

プ
ト

を
い

た
だ

き
ま

し
た

け
ど

。
そ

の
あ

と
は

、
ご

縁
は

な
い

わ
け

で
す

け
ど

。
ほ

か
の

方
、

い
ろ

ん
な

方
で

対
応

し
て

き
た

ん
で

す
け

ど
>

玉
川

 
家

族
<
世

田
谷

区
で

も
盛

ん
に

検
討

し
て

ま
す

け
ど

も
、

連
携

プ
レ

ー
で

す
か

ね
。

専
門

の
先

生
に

つ
な

が
っ

て
い

け
る

、
そ

う
い

う
足

が
か

り
を

家
族

の
ほ

う
で

探
し

て
く

ん
で

は
な

く
て

、
や

は
り

か
か

り
つ

け
医

の
方

が
>

<
そ

う
い

う
連

携
っ

て
い

う
か

な
。

な
ん

か
が

あ
れ

ば
、

僕
ん

と
こ

は
で

き
な

く
て

も
、

ほ
か

で
で

き
る

み
た

い
な

、
そ

う
い

う
の

も
教

え
て

も
ら

う
と

助
か

り
ま

し
た

ね
。

自
分

た
ち

で
探

さ
な

く
て

も
い

い
か

ら
>

<
家

族
会

の
中

で
の

話
を

聞
い

て
る

と
、

や
っ

ぱ
り

先
生

を
変

わ
り

に
く

い
と

か
、

お
薬

の
処

方
で

抗
う

つ
剤

と
か

い
ろ

い
ろ

出
さ

れ
て

も
、

な
か

な
か

合
っ

て
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

っ
て

も
、

そ
れ

を
言

い
に

く
い

と
か

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

、
お

っ
し

ゃ
っ

て
る

方
が

お
ら

れ
ま

し
た

も
ん

ね
>

<
先

生
に

よ
っ

て
は

ぶ
っ

き
ら

ぼ
う

に
、

「
な

ら
変

わ
れ

ば
よ

か
っ

た
」

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
言

わ
れ

て
、

ち
ょ

っ
と

シ
ョ

ッ
ク

だ
っ

た
と

か
っ

て
い

う
話

も
、

そ
れ

は
人

の
こ

と
で

す
け

ど
、

聞
き

ま
し

た
か

ら
。

専
門

的
な

知
識

は
も

ち
ろ

ん
で

す
け

ど
、

家
族

、
な

ん
に

も
わ

か
ら

な
い

で
お

ろ
お

ろ
し

て
い

る
家

族
の

気
持

ち
を

く
ん

だ
、

先
生

方
の

ち
ょ

っ
と

助
言

が
あ

る
と

い
い

か
な

と
思

い
ま

す
け

ど
>

家
族
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

富
士

宮
市

大
牟

田
市

世
田

谷
区

 
玉

川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
包

括
の

専
門

職
に

聞
い

て
も

、
市

民
が

な
ん

で
困

っ
て

る
の

か
、

よ
く

わ
か

ん
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
。

こ
ん

な
ん

で
、

支
援

の
政

策
な

ん
て

立
て

ら
れ

る
の

か
な

と
思

っ
て

。
ま

ず
は

、
包

括
の

専
門

職
に

相
談

に
来

た
人

の
分

析
。

そ
れ

と
、

家
族

が
困

っ
て

い
る

こ
と

の
分

析
。

そ
こ

に
社

協
も

巻
き

込
ん

だ
ん

で
す

よ
ね

。
社

協
も

一
緒

に
な

っ
て

、
分

析
す

る
よ

う
な

仕
組

み
を

つ
く

っ
て

、
整

理
を

し
て

っ
た

と
い

う
と

、
地

域
で

み
ん

な
困

っ
て

、
生

活
し

て
る

ん
じ

ゃ
ん

っ
て

い
う

こ
と

が
わ

か
る

>

大
牟

田
 
行

政
<
そ

れ
が

、
徘

徊
模

擬
訓

練
な

ん
だ

と
思

い
ま

す
。

地
域

に
よ

っ
て

は
、

商
店

と
か

、
交

番
と

か
、

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

を
巻

き
込

み
な

が
ら

や
っ

て
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
本

当
に

意
識

が
が

ら
っ

と
変

わ
っ

て
、

本
当

に
そ

こ
は

、
有

効
だ

な
と

思
い

ま
す

ね
>

玉
川

 
行

政
（

メ
ー

ル
回

答
）

<
玉

川
地

域
は

、
人

口
構

成
か

ら
み

て
も

フ
ァ

ミ
リ

ー
層

が
多

く
、

例
え

ば
玉

川
地

域
の

み
で

１
つ

の
地

区
医

師
会

が
形

成
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

自
治

の
精

神
に

富
み

、
歴

史
的

に
も

早
く

か
ら

現
在

の
東

急
沿

線
が

開
発

さ
れ

、
ハ

ー
ド

面
か

ら
も

街
づ

く
り

が
進

ん
で

き
た

経
緯

が
あ

り
ま

す
>

<
住

民
に

伝
え

る
べ

き
こ

と
は

、
病

気
の

話
で

は
な

く
て

、
認

知
症

の
人

が
地

域
で

何
に

困
っ

て
い

る
の

か
と

い
う

こ
と

を
、

伝
え

な
き

ゃ
な

ら
な

い
わ

け
で

。
そ

の
根

拠
が

、
包

括
の

ス
タ

ッ
フ

に
は

持
っ

て
な

い
と

い
う

こ
と

な
ん

で
す

よ
>

<
（

徘
徊

模
擬

訓
練

で
は

）
一

つ
の

小
学

校
区

、
日

常
生

活
圏

域
の

中
で

、
実

行
委

員
会

を
つ

く
る

ん
で

す
。

地
域

の
役

員
さ

ん
と

か
、

そ
こ

に
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
修

了
生

と
か

、
事

業
所

と
か

入
っ

て
。

も
ち

ろ
ん

、
行

政
職

員
も

入
り

ま
す

し
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
も

入
り

ま
す

。
そ

の
中

に
実

行
委

員
会

を
つ

く
っ

て
、

一
つ

の
ル

ー
ル

と
し

て
、

事
前

の
勉

強
会

を
し

ま
し

ょ
う

と
。

認
知

症
に

対
す

る
対

応
の

仕
方

と
か

、
声

掛
け

の
仕

方
と

か
っ

て
い

う
勉

強
会

を
す

る
っ

て
の

は
、

一
応

、
事

前
準

備
の

一
つ

と
し

て
項

目
が

あ
る

の
で

、
必

ず
１

回
は

す
る

ん
で

す
ね

>

<
「

自
分

た
ち

で
必

要
だ

と
思

う
こ

と
は

始
め

よ
う

」
と

い
う

進
取

の
意

識
が

特
に

感
じ

ら
れ

る
の

が
、

玉
川

地
域

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
ま

す
>

<
地

域
で

困
っ

て
い

る
こ

と
を

し
っ

か
り

分
析

し
て

、
そ

れ
を

し
っ

か
り

住
民

に
伝

え
て

、
住

民
が

で
き

る
こ

と
を

ワ
ー

キ
ン

グ
す

る
。

そ
れ

を
、

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
と

し
よ

う
と

い
う

ふ
う

に
位

置
づ

け
て

、
住

民
に

行
動

変
容

が
起

き
る

よ
う

な
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
、

商
店

街
だ

と
か

、
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

だ
と

か
、

消
防

団
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

で
展

開
し

て
い

っ
た

っ
て

い
う

こ
と

で
す

よ
ね

>

<
実

際
に

地
域

は
地

域
の

連
絡

網
で

、
ま

た
市

が
流

し
た

情
報

を
、

地
域

の
連

絡
網

に
流

し
て

い
く

ん
で

す
け

ど
。

そ
こ

か
ら

先
の

こ
と

は
、

地
域

の
訓

練
な

ん
で

す
。

自
分

の
地

域
で

、
来

た
情

報
を

流
し

て
い

っ
て

、
み

ん
な

で
ど

う
探

し
て

、
声

か
け

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
の

ア
レ

ン
ジ

は
、

も
う

地
域

で
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
に

な
っ

て
る

の
で

・
・

・
そ

れ
ぞ

れ
の

校
区

で
、

自
分

た
ち

、
そ

れ
ぞ

れ
課

題
が

あ
る

の
で

、
そ

の
課

題
を

ど
う

解
決

し
よ

う
か

っ
て

い
う

こ
と

で
、

目
標

決
め

て
>

<
町

会
・

自
治

会
や

民
生

委
員

の
方

々
、

家
族

会
の

方
々

等
は

、
地

域
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

方
々

で
も

あ
り

ま
す

の
で

、
こ

の
よ

う
な

方
々

の
自

治
的

活
動

が
盛

ん
な

地
域

で
は

、
勢

い
コ

ン
ビ

ニ
や

金
融

機
関

・
商

店
街

な
ど

が
、

地
域

貢
献

活
動

に
お

い
て

区
民

に
触

発
・

牽
引

さ
れ

て
い

き
ま

す
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

行
政

<
公

的
サ

ー
ビ

ス
で

配
置

さ
れ

て
い

る
ワ

ー
カ

ー
と

か
、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
、

地
域

の
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
サ

ポ
ー

タ
ー

と
個

別
ケ

ー
ス

を
通

じ
て

、
出

会
う

場
を

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

さ
せ

な
い

と
、

仕
組

み
と

し
て

１
本

の
線

に
な

ら
な

い
で

す
>

<
大

体
3
0
件

ぐ
ら

い
、

S
O
S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

入
れ

て
、

大
体

見
つ

か
る

ん
で

す
よ

ね
。

見
つ

か
り

方
が

、
「

愛
情

ね
っ

と
」

を
見

て
、

見
つ

か
る

っ
て

い
う

の
は

、
半

分
ぐ

ら
い

で
す

か
ね

・
・

・
行

政
職

員
が

捜
し

に
行

っ
た

り
、

包
括

職
員

が
捜

し
に

行
っ

て
、

そ
こ

で
見

つ
か

る
と

い
う

。
な

ん
ら

か
の

関
係

者
が

見
つ

け
る

の
が

半
分

ぐ
ら

い
で

。
残

り
半

分
は

、
市

民
の

人
が

見
つ

け
て

く
れ

る
ぐ

ら
い

>

<
玉

川
地

域
は

近
年

開
発

が
進

み
、

集
合

住
宅

が
増

加
し

た
り

、
相

続
に

よ
る

宅
地

の
細

分
化

な
ど

、
近

隣
の

交
流

が
乏

し
く

な
る

要
素

が
み

ら
れ

ま
す

>

<
や

っ
ぱ

り
風

土
づ

く
り

か
ら

や
ら

な
き

ゃ
駄

目
な

ん
だ

っ
て

>
<
平

成
2
4
年

の
と

き
は

、
警

察
が

、
認

知
症

高
齢

者
を

保
護

し
た

ケ
ー

ス
っ

て
、

1
7
0
件

あ
る

ん
で

す
。

要
は

、
1
4
0
件

ぐ
ら

い
は

、
家

族
が

捜
索

願
を

出
す

前
に

、
市

民
の

人
が

発
見

し
て

く
れ

て
る

。
そ

の
件

数
っ

て
、

年
々

高
ま

っ
て

る
の

で
、

S
O
S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
だ

け
で

そ
う

な
っ

た
わ

け
で

は
な

く
て

。
お

そ
ら

く
、

模
擬

訓
練

っ
て

い
う

こ
と

を
ず

っ
と

通
じ

て
や

っ
て

き
た

こ
と

が
、

そ
う

い
う

数
字

に
表

れ
て

る
ん

で
す

ね
>

<
近

隣
の

顔
見

知
り

の
関

係
が

希
薄

に
な

る
と

、
認

知
症

対
策

で
心

配
さ

れ
る

の
は

、
徘

徊
高

齢
者

で
す

。
例

え
ば

徘
徊

高
齢

者
の

広
域

捜
索

に
関

す
る

東
京

都
へ

の
依

頼
件

数
は

、
区

内
で

も
玉

川
地

域
が

多
く

な
っ

て
（

平
成

2
4
年

度
）

い
ま

す
>

<
仕

組
み

を
つ

く
っ

て
、

そ
れ

を
上

か
ら

降
ろ

し
て

く
よ

う
な

も
の

と
い

う
の

は
、

必
ず

ボ
タ

ン
の

か
け

違
い

が
あ

る
な

と
い

う
の

が
あ

っ
て

。
や

っ
ぱ

り
実

態
把

握
と

、
環

境
づ

く
り

か
ら

進
め

て
い

っ
て

、
そ

れ
を

ル
ー

テ
ィ

ン
化

と
か

、
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
化

と
か

、
そ

う
い

っ
た

も
の

に
す

る
と

き
に

、
自

然
の

状
態

で
仕

組
み

に
向

か
わ

せ
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

、
最

近
、

な
ん

と
な

く
わ

か
っ

た
気

が
し

て
い

て
>

<
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

相
談

に
来

る
よ

う
な

、
徘

徊
を

繰
り

返
す

よ
う

な
、

外
出

で
行

方
不

明
に

な
る

こ
と

が
繰

り
返

す
よ

う
な

事
例

に
対

し
て

、
ど

う
支

え
て

い
く

か
と

い
う

こ
と

に
、

う
ま

く
つ

な
げ

た
い

ん
で

す
ね

・
・

・
そ

う
い

う
事

例
に

対
し

て
、

一
つ

ず
つ

て
い

ね
い

に
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
、

会
議

を
し

て
い

っ
て

。
家

族
と

か
、

地
域

の
人

と
か

と
確

認
を

し
て

い
く

と
い

う
作

業
を

て
い

ね
い

に
や

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
ま

す
>

<
近

隣
の

人
が

気
づ

い
て

、
遠

く
ま

で
行

か
な

い
う

ち
に

無
事

に
保

護
さ

れ
た

事
例

も
い

く
つ

か
あ

り
ま

し
た

が
、

将
来

的
に

地
域

の
見

守
り

に
依

存
し

て
ば

か
り

は
い

ら
れ

な
い

こ
と

も
伺

え
ま

す
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

行
政

<
行

政
と

、
社

協
と

、
事

業
所

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

ち
位

置
が

整
理

さ
れ

て
、

み
ん

な
で

表
に

書
い

て
、

ぱ
っ

と
見

せ
る

と
、

社
協

と
か

、
事

業
所

と
か

、
医

療
と

か
、

み
ん

な
大

体
役

割
が

、
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
同

士
で

は
、

「
こ

う
だ

ね
」

っ
て

。
要

は
、

役
割

確
認

が
、

最
近

、
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

の
で

。
そ

れ
を

、
今

度
は

、
社

協
か

ら
伝

え
て

も
ら

う
だ

と
か

、
先

生
か

ら
伝

え
て

も
ら

う
だ

と
か

っ
て

い
っ

て
。

要
は

、
そ

れ
を

浸
透

さ
せ

る
よ

う
な

部
分

と
。

あ
と

、
そ

れ
を

、
今

度
、

ル
ー

テ
ィ

ン
化

す
る

よ
う

な
仕

組
み

を
こ

れ
か

ら
つ

く
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

が
、

こ
れ

か
ら

大
切

>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
地

域
の

中
で

、
み

ん
な

で
話

し
合

い
を

し
て

、
地

域
ケ

ア
会

議
に

な
っ

て
く

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
。

そ
の

方
の

家
族

と
か

、
社

協
と

か
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
か

、
民

生
委

員
さ

ん
と

か
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

と
か

。
あ

と
、

う
ち

包
括

や
地

域
型

支
援

セ
ン

タ
ー

に
な

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

の
方

々
と

一
緒

に
、

こ
の

方
を

、
と

り
あ

え
ず

１
日

４
回

お
ん

な
じ

道
を

基
本

的
に

は
歩

く
も

ん
で

、
そ

こ
の

見
守

り
を

ど
う

い
う

形
で

で
き

る
の

か
な

な
ん

て
話

を
し

た
中

で
は

、
お

ん
な

じ
道

な
の

で
、

「
見

守
っ

て
も

ら
え

そ
う

な
お

宅
が

あ
る

よ
ね

」
な

ん
て

話
に

な
っ

て
、

そ
こ

の
お

宅
に

ち
ょ

っ
と

お
願

い
を

し
て

っ
て

み
よ

う
っ

て
い

う
よ

う
な

取
り

組
み

を
ち

ょ
っ

と
し

て
み

ま
し

た
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
た

ぶ
ん

ぱ
っ

と
出

て
く

る
の

は
、

徘
徊

模
擬

訓
練

だ
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
が

、
啓

発
の

ス
タ

ー
ト

に
な

っ
た

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
る

>

玉
川

 
地

域
包

括
<
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

講
座

を
、

地
域

に
根

差
し

た
銀

行
で

っ
て

い
う

こ
と

で
、

す
ご

く
積

極
的

に
地

域
に

出
て

く
だ

さ
る

銀
行

さ
ん

が
あ

り
ま

し
て

。
そ

こ
で

や
っ

ぱ
り

、
ち

ょ
っ

と
心

配
な

方
だ

っ
た

り
と

か
、

お
金

を
た

く
さ

ん
お

ろ
し

に
来

ち
ゃ

っ
て

い
る

け
ど

、
大

丈
夫

な
の

だ
ろ

う
か

と
か

、
そ

う
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
で

の
情

報
交

換
を

。
本

来
な

ら
個

人
情

報
が

あ
る

か
ら

と
か

っ
て

い
う

こ
と

で
、

な
か

な
か

銀
行

さ
ん

難
し

い
部

分
が

あ
る

の
で

す
け

れ
ど

も
、

で
き

る
範

囲
で

の
連

携
と

い
う

こ
と

で
>

<
１

日
４

回
お

ん
な

じ
場

所
を

歩
く

人
も

珍
し

い
と

は
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
や

っ
ぱ

り
こ

う
し

て
地

域
の

中
で

見
守

っ
て

、
ほ

ん
と

さ
り

げ
な

い
見

守
り

。
そ

の
お

ば
あ

さ
ん

が
、

な
ん

か
気

持
ち

よ
く

歩
い

て
る

も
ん

で
。

も
し

な
ん

か
あ

っ
た

と
き

に
は

連
絡

い
た

だ
け

れ
ば

、
通

常
の

と
き

は
に

こ
や

か
に

挨
拶

す
る

な
り

、
「

お
は

よ
う

」
っ

て
言

っ
た

ら
、

お
は

よ
う

っ
て

感
じ

で
、

お
声

か
け

て
い

た
だ

け
れ

ば
構

い
ま

せ
ん

よ
な

ん
て

話
を

し
た

ら
ば

、
ほ

ん
と

に
皆

さ
ん

、
気

持
ち

よ
く

見
て

て
い

た
だ

き
ま

し
た

>

<
相

談
検

診
で

あ
っ

た
り

と
か

、
家

族
会

が
そ

の
あ

と
で

き
て

い
っ

た
り

と
か

。
あ

と
、

小
学

校
と

か
、

中
学

校
向

け
に

、
絵

本
教

室
を

や
っ

た
り

>

<
認

知
症

の
方

で
、

お
一

人
で

の
方

で
と

い
う

こ
と

で
、

こ
ち

ら
と

の
情

報
交

換
を

し
て

い
る

と
、

ま
た

ち
ょ

っ
と

来
て

い
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
こ

の
ま

ま
手

続
き

進
め

て
い

い
の

か
ど

う
か

っ
て

こ
と

で
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
一

緒
に

行
く

日
が

こ
の

日
に

な
っ

て
い

る
か

ら
、

「
ち

ょ
っ

と
今

日
じ

ゃ
な

く
て

、
こ

の
日

み
た

い
で

す
よ

」
っ

て
伝

え
て

ほ
し

い
と

か
っ

て
い

う
こ

と
の

情
報

交
換

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
て

。
そ

こ
は

、
銀

行
さ

ん
と

の
取

り
組

み
は

、
今

、
う

ま
く

い
っ

て
い

る
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

と
か

>
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地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

地
域

包
括

<
市

民
み

ん
な

が
情

報
を

寄
せ

て
く

れ
る

環
境

を
ど

う
し

て
つ

く
れ

ば
い

い
の

か
な

っ
て

い
っ

た
中

で
は

、
メ

ー
ル

登
録

し
て

も
ら

え
る

形
を

、
今

し
て

い
ま

し
て

。
広

報
無

線
を

、
メ

ー
ル

配
信

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
る

も
の

で
す

か
ら

。
こ

れ
を

、
介

護
保

険
の

事
業

所
の

皆
さ

ん
に

、
ぜ

ひ
登

録
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
呼

び
か

け
を

し
ま

し
て

。
こ

れ
が

、
「

こ
ち

ら
は

、
広

報
富

士
宮

で
す

」
と

。
「

本
日

、
何

時
ぐ

ら
い

に
ど

こ
ど

こ
町

の
何

歳
ぐ

ら
い

の
お

ば
あ

さ
ん

が
、

こ
ん

な
服

を
着

て
い

る
お

ば
あ

さ
ん

が
、

ち
ょ

っ
と

今
、

行
方

不
明

で
す

」
っ

て
、

「
今

、
探

し
て

ま
す

」
っ

て
い

う
情

報
を

、
広

報
無

線
で

流
れ

る
ん

で
す

け
ど

。
あ

と
、

メ
ー

ル
配

信
が

、
今

、
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
で

、
そ

れ
を

ほ
ん

と
に

皆
さ

ん
ぜ

ひ
登

録
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
投

げ
か

け
を

、
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

で
、

お
願

い
を

し
て

い
ま

し
て

>

<
模

擬
訓

練
の

一
番

よ
か

っ
た

意
味

は
、

徘
徊

者
が

行
方

不
明

に
な

っ
た

と
き

に
、

捜
索

す
る

う
ん

ぬ
ん

と
か

い
う

よ
り

も
、

認
知

症
の

こ
と

を
理

解
し

て
い

た
だ

い
た

と
い

う
、

そ
っ

ち
の

ほ
う

が
本

当
に

重
要

だ
っ

た
の

か
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
商

店
街

の
と

こ
ろ

も
、

日
々

の
と

こ
ろ

で
、

認
知

症
の

こ
と

と
い

う
よ

り
は

、
い

ろ
い

ろ
な

お
祭

り
の

と
こ

ろ
だ

っ
た

り
と

か
、

社
協

さ
ん

だ
っ

た
り

、
民

生
委

員
さ

ん
だ

っ
た

り
と

か
の

、
地

域
の

い
ろ

い
ろ

な
イ

ベ
ン

ト
に

、
私

た
ち

も
積

極
的

に
参

加
し

て
一

緒
に

出
さ

せ
て

も
ら

っ
て

い
る

中
で

、
商

店
街

さ
ん

の
お

顔
が

わ
か

る
よ

う
に

な
っ

て
く

る
と

こ
ろ

で
、

や
は

り
相

談
が

、
こ

ん
な

人
が

来
て

い
て

と
か

っ
て

い
う

相
談

が
、

や
は

り
入

る
よ

う
に

な
る

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

る
の

で
>

<
広

報
無

線
は

、
み

ん
な

聞
い

て
は

い
る

ん
で

す
け

ど
。

１
回

聞
い

た
だ

け
の

情
報

だ
と

わ
か

ん
な

く
な

っ
ち

ゃ
う

の
で

、
ぜ

ひ
文

字
で

も
読

ん
で

も
ら

い
た

い
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
介

護
保

険
の

事
業

所
と

か
、

民
生

委
員

さ
ん

と
か

、
あ

と
は

見
守

り
安

心
事

業
、

新
聞

屋
さ

ん
と

か
っ

て
い

う
と

こ
で

お
願

い
し

て
る

と
こ

ろ
も

あ
る

の
で

、
そ

う
い

う
方

々
に

も
、

登
録

し
て

も
ら

っ
て

ほ
し

い
よ

っ
て

い
う

よ
う

な
投

げ
か

け
を

し
た

り
っ

て
い

う
形

で
や

っ
た

り
>

<
い

ろ
ん

な
事

業
の

中
で

、
「

徘
徊

イ
コ

ー
ル

じ
ゃ

な
い

」
と

言
い

つ
つ

も
、

徘
徊

し
て

る
と

、
す

ぐ
発

見
し

な
き

ゃ
と

か
、

見
つ

け
て

、
お

う
ち

に
届

け
て

、
も

う
迷

子
に

な
ら

ん
の

と
こ

に
見

張
っ

て
な

い
と

と
い

う
ふ

う
に

な
ら

な
い

よ
う

に
は

し
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
の

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
う

>

<
東

玉
川

の
ほ

う
の

お
米

屋
さ

ん
と

か
ね

。
そ

う
い

う
方

は
、

や
は

り
訪

問
し

て
い

る
の

で
、

い
ろ

い
ろ

配
達

し
て

。
そ

の
中

で
や

っ
ぱ

り
、

「
あ

れ
？

」
っ

て
い

う
こ

と
を

連
絡

し
て

き
て

く
だ

さ
っ

た
り

と
か

>

<
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
と

一
緒

に
考

え
た

の
が

、
徘

徊
っ

て
い

う
か

、
お

散
歩

に
行

っ
ち

ゃ
う

よ
う

な
認

知
症

の
方

を
持

っ
た

と
き

に
、

ケ
ア

マ
ネ

さ
ん

と
し

て
で

き
る

こ
と

っ
て

な
ん

だ
ろ

う
っ

て
い

っ
た

と
き

に
、

そ
の

方
が

な
ん

で
そ

こ
に

徘
徊

っ
て

い
う

か
、

見
に

行
っ

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
か

、
出

ち
ゃ

う
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
の

部
分

を
、

自
分

の
中

で
ち

ゃ
ん

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

き
る

視
点

を
、

ち
ゃ

ん
と

持
っ

と
か

な
い

と
い

け
な

い
よ

ね
っ

て
い

っ
た

と
こ

ろ
を

１
個

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
ま

と
め

て
み

て
>

<
元

々
の

基
盤

が
あ

る
の

で
、

私
た

ち
も

そ
こ

で
支

え
て

い
た

だ
い

て
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
。

地
域

の
基

盤
、

連
携

と
い

い
ま

す
か

、
い

ろ
い

ろ
な

取
り

組
み

が
な

ん
に

も
な

い
と

こ
ろ

も
。

あ
ま

り
取

り
組

み
が

な
い

と
こ

ろ
っ

て
い

う
の

は
、

そ
れ

を
つ

く
る

と
こ

ろ
か

ら
し

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
か

っ
た

り
、

町
会

が
た

く
さ

ん
あ

っ
た

り
す

る
と

、
今

度
は

そ
れ

全
部

を
私

た
ち

も
回

っ
て

い
か

な
き

ゃ
い

け
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
や

は
り

連
携

が
う

ま
く

い
っ

て
い

る
地

域
と

、
な

か
な

か
そ

こ
に

ま
だ

入
り

込
む

の
が

難
し

い
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

も
あ

る
よ

う
に

は
聞

い
て

ま
す

け
れ

ど
も

>
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ぐ

る
み

で
の

支
え

地
域

包
括

<
地

域
の

中
で

、
も

し
展

開
を

し
て

い
き

た
い

よ
っ

て
い

っ
た

と
き

に
は

、
こ

う
い

う
見

守
り

の
マ

ッ
プ

の
様

式
を

ち
ょ

っ
と

つ
く

っ
て

、
こ

う
い

う
形

で
地

域
で

一
緒

に
、

包
括

と
一

緒
に

、
お

願
い

を
し

て
い

く
こ

と
も

で
き

る
よ

っ
て

い
う

こ
と

だ
っ

た
り

と
か

>

<
サ

ポ
ー

タ
ー

講
座

は
、

そ
う

で
す

ね
。

結
構

、
主

要
な

と
こ

ろ
は

ほ
と

ん
ど

や
っ

て
い

て
。

や
っ

ぱ
り

ち
ょ

っ
と

今
課

題
っ

て
な

っ
て

る
の

は
、

学
校

と
か

、
P
T
A
と

か
、

も
う

少
し

層
の

下
の

方
、

年
齢

層
の

下
の

方
に

ど
う

や
っ

て
や

っ
て

こ
う

か
っ

て
と

こ
の

取
り

組
み

が
課

題
で

は
あ

る
ん

だ
け

ど
、

な
か

な
か

取
り

組
み

き
れ

て
な

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

で
す

が
>

<
医

療
連

携
が

、
や

っ
ぱ

り
で

き
な

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

な
か

な
か

難
し

く
て

>
<
今

す
ご

い
こ

の
地

域
、

パ
ワ

フ
ル

な
方

が
多

く
て

、
い

ろ
い

ろ
な

民
生

委
員

さ
ん

と
か

、
先

ほ
ど

の
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

だ
っ

た
り

と
か

、
町

会
の

動
き

っ
て

い
う

の
が

、
す

ご
い

活
発

な
ん

で
す

け
ど

も
。

や
っ

ぱ
り

今
の

層
の

人
た

ち
の

下
の

代
に

つ
な

げ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
こ

れ
か

ら
の

地
域

の
課

題
で

も
あ

っ
て

、
我

々
も

次
の

人
材

を
発

掘
し

て
、

育
て

て
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
今

の
課

題
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
>

<
と

り
あ

え
ず

ア
リ

セ
プ

ト
飲

ん
で

れ
ば

、
ど

う
に

か
な

る
っ

て
い

う
問

題
じ

ゃ
な

く
て

、
ア

リ
セ

プ
ト

飲
ま

せ
る

に
も

、
家

族
も

誰
も

い
な

い
中

で
、

ど
う

飲
ま

せ
れ

ば
い

い
の

だ
っ

た
り

と
か

。
も

う
そ

ん
な

状
況

じ
ゃ

な
く

て
、

も
う

お
う

ち
の

中
が

こ
ん

な
状

況
に

な
っ

ち
ゃ

っ
て

る
中

で
、

次
の

在
宅

に
ど

こ
ま

で
や

っ
ぱ

り
、

ど
う

い
う

支
え

が
あ

る
ん

だ
ろ

う
か

っ
て

い
う

の
を

一
緒

に
、

や
っ

ぱ
り

考
え

て
も

ら
え

た
ら

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

>

<
と

に
か

く
、

顔
が

見
え

る
よ

う
な

形
で

、
私

た
ち

は
地

域
の

活
動

に
ど

ん
ど

ん
ど

ん
ど

ん
積

極
的

に
出

て
い

き
ま

し
ょ

う
っ

て
い

う
こ

と
。

認
知

症
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
本

当
に

高
齢

の
方

と
の

支
援

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

。
結

構
、

体
操

の
講

座
だ

っ
た

り
と

か
も

、
自

主
的

な
地

域
の

活
動

が
と

て
も

多
い

地
域

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
に

私
た

ち
も

顔
を

出
し

て
、

お
手

伝
い

で
き

る
こ

と
は

ち
ょ

っ
と

お
手

伝
い

し
た

り
と

か
っ

て
い

う
こ

と
で

>

<
本

当
は

寄
り

添
っ

て
も

ら
え

る
お

医
者

さ
ん

と
、

連
携

を
と

っ
て

い
き

た
い

な
っ

て
。

だ
か

ら
、

じ
ゃ

あ
、

第
２

の
解

決
。

な
ん

か
こ

れ
が

駄
目

な
ら

こ
う

い
う

の
も

あ
る

よ
っ

て
い

う
の

を
一

緒
に

、
な

ん
か

地
域

の
生

活
の

中
の

、
そ

の
状

況
を

や
っ

ぱ
り

一
緒

に
考

え
て

く
れ

る
お

医
者

さ
ん

が
い

る
と

助
か

る
な

っ
て

い
う

の
は

思
う

ん
で

す
け

ど
、

な
か

な
か

そ
の

お
医

者
さ

ん
が

>

<
ふ

れ
あ

い
ル

ー
ム

の
運

営
協

議
会

、
月

１
回

あ
る

と
こ

ろ
に

出
て

く
と

か
、

地
区

社
協

の
と

こ
ろ

に
出

て
い

く
っ

て
い

う
と

、
大

体
、

民
生

委
員

さ
ん

、
町

会
の

理
事

も
と

か
、

一
人

二
役

、
三

役
や

っ
て

た
り

と
か

、
あ

と
地

区
社

協
の

会
に

行
く

と
、

商
店

街
の

方
も

入
っ

て
た

り
と

か
、

お
祭

り
の

話
し

合
い

を
す

る
の

に
、

本
当

に
地

域
の

主
要

な
メ

ン
バ

ー
が

集
ま

る
ん

で
す

ね
>
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地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

地
域

包
括

<
や

っ
ぱ

り
薬

だ
け

じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

か
、

若
年

性
の

認
知

症
の

方
だ

っ
て

、
な

ん
か

こ
う

い
う

こ
と

考
え

て
、

生
活

し
て

い
る

ん
だ

よ
。

や
っ

ぱ
薬

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
の

方
の

生
活

実
態

っ
て

い
う

の
を

見
て

い
た

だ
く

中
で

、
い

ろ
ん

な
生

活
支

援
を

一
緒

に
考

え
て

も
ら

い
た

い
っ

て
い

う
形

で
す

ね
っ

て
>

<
私

た
ち

が
、

そ
れ

を
主

催
し

て
集

め
る

っ
て

い
う

と
、

ま
た

一
つ

会
議

が
増

え
ち

ゃ
う

と
、

地
域

の
方

と
し

て
は

負
担

に
な

っ
て

し
ま

う
の

で
。

や
は

り
今

、
見

守
り

の
会

議
も

そ
う

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

、
会

議
の

あ
と

に
ち

ょ
っ

と
時

間
を

も
ら

う
と

か
っ

て
い

う
方

法
じ

ゃ
な

い
と

、
な

か
な

か
難

し
い

よ
ね

っ
て

い
う

話
は

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

ほ
う

で
も

、
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

の
ほ

う
で

も
、

話
し

合
い

し
て

い
る

>

<
世

田
谷

区
の

ほ
う

は
、

実
績

と
か

で
、

そ
う

い
う

会
を

一
回

や
り

ま
し

た
っ

て
い

う
ほ

う
が

、
望

ん
で

る
の

か
も

し
れ

な
い

で
す

け
ど

。
地

域
の

方
に

し
て

み
る

と
、

そ
う

い
う

の
が

一
つ

増
え

る
と

、
ま

た
負

担
だ

し
。

地
域

の
方

、
高

齢
の

方
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
午

前
中

、
子

育
て

の
ほ

う
を

や
っ

て
き

ま
し

た
と

か
、

子
ど

も
の

ほ
う

も
や

っ
て

た
り

と
か

、
本

当
に

全
部

を
見

て
ま

す
の

で
、

そ
う

な
っ

て
く

る
と

、
な

か
な

か
こ

れ
以

上
負

担
を

か
け

た
く

な
い

っ
て

い
う

思
い

は
あ

る
の

で
。

地
域

ぐ
る

み
で

支
え

て
い

く
っ

て
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
私

た
ち

が
顔

を
売

っ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

一
番

で
、

何
か

あ
っ

た
と

き
に

は
、

す
ぐ

に
動

き
ま

す
よ

っ
て

い
う

姿
勢

で
す

か
ね

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
実

は
自

分
た

ち
の

地
域

の
中

で
、

こ
ん

な
こ

と
が

起
き

て
る

っ
て

い
う

話
を

た
く

さ
ん

出
し

て
っ

た
ん

で
す

よ
。

そ
の

中
で

、
地

域
の

人
た

ち
か

ら
、

自
分

た
ち

も
頑

張
る

け
ど

、
じ

ゃ
あ

、
行

政
や

関
係

機
関

は
、

ど
う

自
分

た
ち

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
く

れ
る

ん
だ

と
。

社
会

福
祉

協
議

会
の

立
場

で
、

私
は

ず
っ

と
住

民
の

人
た

ち
と

、
い

ろ
ん

な
問

題
を

協
議

す
る

中
に

入
り

込
ん

で
い

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
姿

が
見

え
な

い
と

>

大
牟

田
 
社

協
<
大

牟
田

ほ
ど

地
域

に
対

し
て

認
知

症
の

講
座

を
し

て
る

と
こ

ろ
は

、
そ

う
な

い
と

思
い

ま
す

ね
。

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

、
も

ち
ろ

ん
徘

徊
模

擬
訓

練
を

す
る

前
に

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
必

ず
し

て
ま

す
の

で
。

そ
う

い
う

意
味

で
は

、
他

の
自

治
体

に
比

べ
る

と
地

域
の

中
で

認
知

症
の

話
は

、
結

構
や

っ
て

る
。

こ
れ

ま
で

ど
お

り
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

周
知

・
啓

発
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

の
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

玉
川

 
社

協
<
地

域
で

支
え

る
と

い
う

の
が

、
結

構
、

言
わ

れ
て

い
る

ん
で

す
が

。
な

か
な

か
具

体
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

で
動

け
て

い
る

部
分

っ
て

い
う

の
は

、
ま

だ
そ

ん
な

に
多

く
な

い
の

か
な

っ
て

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

社
協

<
一

つ
の

ケ
ー

ス
の

中
に

、
新

聞
が

か
な

り
た

ま
っ

て
た

よ
と

い
う

情
報

が
、

近
隣

の
人

か
ら

あ
り

ま
し

て
。

実
際

、
ど

う
い

う
家

に
住

ん
で

い
て

、
そ

の
新

聞
が

た
ま

っ
て

た
状

況
は

、
ど

ん
な

ポ
ス

ト
に

入
っ

て
た

か
っ

て
い

う
の

も
、

実
際

に
現

場
に

行
っ

た
ん

で
す

よ
。

そ
し

た
ら

や
は

り
、

こ
れ

は
た

ま
っ

て
た

ら
わ

か
る

よ
な

っ
て

い
う

こ
と

で
、

新
聞

配
達

を
す

る
人

が
、

こ
れ

は
た

く
さ

ん
こ

ん
な

た
ま

っ
て

る
状

況
が

お
か

し
い

っ
て

い
う

こ
と

に
気

づ
か

な
い

の
は

、
変

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

を
投

げ
か

け
さ

せ
て

も
ら

っ
て

。
じ

ゃ
あ

、
市

内
の

新
聞

店
と

市
が

ち
ょ

っ
と

協
定

を
結

ん
で

、
早

期
発

見
の

対
応

を
し

て
こ

う
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
こ

と
を

。
そ

れ
で

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

講
座

を
、

新
聞

店
で

や
っ

て
も

ら
っ

た
り

と
か

>

<
重

度
に

な
っ

て
く

る
と

地
域

で
支

え
る

の
も

非
常

に
厳

し
く

な
っ

て
い

き
ま

す
し

、
も

ち
ろ

ん
小

規
模

多
機

能
と

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
は

、
認

知
症

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
さ

ん
を

配
置

を
し

て
ま

す
の

で
、

ほ
か

の
自

治
体

に
比

べ
る

と
認

知
症

の
人

に
対

し
て

の
尊

厳
っ

て
い

う
の

は
、

ほ
か

の
自

治
体

に
比

べ
る

と
強

い
と

思
い

ま
す

>

<
郵

便
物

が
た

ま
っ

ち
ゃ

っ
て

る
と

か
、

い
つ

も
買

い
物

し
て

る
人

が
来

な
い

よ
と

か
っ

て
い

う
部

分
は

、
地

区
包

括
さ

ん
も

含
め

て
、

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

る
面

が
あ

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
地

域
の

人
と

話
し

て
て

、
「

ち
ょ

っ
と

心
配

な
人

が
い

る
」

っ
て

い
う

よ
う

な
話

は
、

聞
い

た
り

す
る

こ
と

も
あ

る
ん

で
す

が
。

近
隣

に
住

ん
で

る
ん

で
、

そ
の

方
を

知
っ

て
い

る
と

い
う

状
況

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

実
際

に
何

か
ア

プ
ロ

ー
チ

的
に

見
守

っ
て

る
か

と
い

う
と

、
明

確
に

こ
れ

っ
て

い
う

の
は

な
い

の
か

な
っ

て
い

う
の

が
、

状
況

と
し

て
思

う
>

<
や

っ
ぱ

り
実

例
を

発
し

な
い

と
、

な
ん

か
客

観
的

な
、

ど
こ

か
に

あ
る

事
例

を
投

げ
か

け
て

も
、

な
か

な
か

理
解

を
示

し
て

く
れ

な
い

ん
で

す
よ

ね
。

実
際

に
や

っ
ぱ

り
起

き
て

い
る

事
例

を
あ

げ
て

く
っ

て
い

う
こ

と
が

、
す

ご
く

効
果

が
あ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

>

<
認

知
症

で
あ

っ
て

も
、

心
は

や
っ

ぱ
り

生
き

て
る

ん
だ

と
い

う
ふ

う
な

意
味

合
い

で
、

対
応

の
仕

方
か

ら
な

ん
か

ら
。

結
構

虐
待

と
か

、
施

設
の

方
で

も
、

虐
待

と
か

い
う

ふ
う

な
起

き
る

中
で

、
大

牟
田

の
場

合
は

、
そ

の
辺

は
非

常
に

認
知

症
の

勉
強

と
か

、
認

知
症

に
対

す
る

人
の

接
し

方
と

か
い

う
の

も
、

結
構

職
員

が
勉

強
し

て
ま

す
の

で
>

<
そ

の
方

が
、

物
忘

れ
と

か
心

配
だ

っ
て

い
う

面
が

目
立

っ
て

見
え

て
く

る
と

、
近

隣
の

方
も

や
っ

ぱ
り

そ
れ

に
気

付
い

て
。

そ
れ

な
り

と
い

う
か

、
ち

ょ
っ

と
遠

く
離

れ
て

見
守

っ
て

い
る

と
い

う
よ

う
な

面
は

、
あ

る
か

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
う

ち
の

ほ
う

が
、

近
隣

の
方

々
と

、
何

か
タ

ッ
グ

を
組

ん
で

、
具

体
的

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

る
っ

て
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
ま

で
は

、
ま

だ
ち

ょ
っ

と
い

っ
て

な
い

で
す

か
ね

>

<
徘

徊
者

が
出

た
り

す
る

と
き

に
、

結
構

、
高

校
生

が
見

つ
け

て
く

れ
た

り
と

か
。

も
ち

ろ
ん

、
そ

れ
は

、
認

知
症

の
絵

本
教

室
と

か
で

学
ん

で
る

か
ら

。
専

門
職

と
か

、
我

々
事

業
所

の
職

員
じ

ゃ
な

く
て

、
地

域
住

民
が

結
構

探
し

て
く

れ
る

、
通

報
し

て
く

れ
る

、
メ

ー
ル

と
か

に
で

す
ね

>

<
制

度
的

に
何

か
つ

く
る

と
か

、
引

っ
ぱ

っ
て

く
る

の
は

、
な

か
な

か
難

し
か

っ
た

り
、

地
域

の
方

も
そ

れ
に

乗
っ

か
る

と
い

う
と

、
ま

た
ハ

ー
ド

ル
が

上
が

っ
た

り
す

る
と

思
う

ん
で

。
や

っ
ぱ

り
日

常
の

ご
自

身
の

生
活

の
中

、
営

み
な

が
ら

、
そ

う
い

う
地

域
で

認
知

症
の

方
と

か
、

お
１

人
暮

ら
し

で
困

っ
て

る
方

と
か

出
た

と
き

に
、

見
守

れ
る

よ
う

な
と

こ
ろ

の
意

識
づ

く
り

と
い

う
か

、
地

域
づ

く
り

と
い

う
の

が
、

進
め

ら
れ

れ
ば

い
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
る

ん
で

す
が

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

社
協

<
そ

こ
は

、
ほ

か
の

自
治

体
と

違
う

と
こ

ろ
。

ち
ょ

っ
と

こ
の

人
は

お
か

し
い

な
、

こ
の

暑
い

中
、

長
靴

を
は

い
て

国
道

を
歩

い
て

い
か

れ
て

る
っ

て
い

わ
れ

て
も

、
ほ

か
の

自
治

体
は

、
変

な
人

だ
な

と
見

過
ご

し
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

け
ど

、
我

々
の

地
域

の
人

だ
っ

た
ら

、
や

っ
ぱ

り
声

を
か

け
て

く
れ

る
>

<
都

会
で

人
口

も
多

い
、

世
代

も
多

世
代

に
渡

る
中

で
、

現
実

的
に

、
こ

れ
を

や
っ

て
け

ば
い

い
ん

だ
っ

て
い

う
方

策
っ

て
い

う
の

は
、

何
や

る
に

し
て

も
、

見
え

て
な

い
っ

て
い

う
の

が
、

正
直

な
と

こ
ろ

で
。

あ
る

程
度

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

な
い

と
、

啓
発

と
い

っ
て

て
も

、
な

か
な

か
進

ま
な

い
面

も
あ

る
の

か
な

と
考

え
た

り
。

か
と

い
っ

て
、

ど
ん

な
シ

ス
テ

ム
を

、
じ

ゃ
あ

、
つ

く
れ

ば
い

い
し

、
そ

れ
に

乗
っ

か
っ

て
く

れ
る

人
が

ど
れ

だ
け

い
る

か
っ

て
い

う
の

も
、

正
直

、
な

か
な

か
難

し
い

の
で

>

<
声

の
か

け
方

一
つ

も
、

違
う

ん
で

す
ね

。
見

て
「

今
、

何
時

頃
で

す
か

ね
」

と
か

言
っ

た
り

す
る

と
、

普
通

や
っ

た
ら

時
間

が
わ

か
り

ま
す

よ
ね

。
「

ち
ょ

っ
と

時
計

を
持

っ
て

な
い

ん
で

す
け

ど
、

今
、

何
時

で
す

か
ね

」
と

か
言

わ
れ

て
も

、
認

知
症

の
人

だ
っ

た
ら

、
も

う
時

間
も

わ
か

ら
な

い
。

こ
の

辺
は

、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
な

と
思

っ
た

場
合

は
、

ひ
ょ

っ
と

す
る

と
徘

徊
さ

れ
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

う
し

た
ら

、
携

帯
と

か
に

徘
徊

情
報

が
入

っ
て

き
ま

す
。

そ
う

い
う

ふ
う

な
の

は
、

結
構

交
番

に
届

け
た

り
と

か
、

通
報

が
あ

っ
た

り
と

か
し

ま
す

ね
。

包
括

に
電

話
が

あ
っ

た
り

と
か

>

<
地

域
の

方
々

に
と

っ
て

も
メ

リ
ッ

ト
が

な
い

と
、

な
か

な
か

飛
び

つ
き

に
く

い
と

い
う

部
分

は
あ

る
か

と
思

う
の

で
。

認
知

症
と

か
、

誰
に

と
っ

て
も

の
話

で
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

や
は

り
ま

だ
先

の
話

っ
て

い
う

こ
と

も
正

直
あ

る
か

と
思

う
の

で
。

こ
の

辺
で

す
ぐ

に
自

分
た

ち
が

何
か

し
な

き
ゃ

と
い

う
の

は
、

災
害

と
か

、
そ

う
い

う
ほ

う
が

、
ま

だ
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
は

、
大

震
災

以
降

、
少

し
意

識
と

い
う

の
は

あ
る

の
か

な
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

や
っ

ぱ
り

地
域

の
い

ろ
ん

な
困

っ
て

る
方

々
を

支
え

て
い

く
と

い
う

部
分

で
は

、
な

か
な

か
浸

透
さ

せ
て

い
く

と
い

う
の

は
、

難
し

い
面

が
ま

だ
ま

だ
課

題
で

あ
り

。
方

策
も

、
ち

ょ
っ

と
考

え
て

も
、

な
か

な
か

と
い

う
の

が
あ

っ
て

>

<
年

に
１

回
必

ず
徘

徊
模

擬
訓

練
を

や
り

ま
す

か
ら

ね
。

や
っ

ぱ
り

民
生

委
員

さ
ん

と
か

、
校

区
社

協
も

、
公

民
館

関
係

、
自

分
た

ち
の

も
の

と
し

て
考

え
て

く
れ

て
い

ま
す

の
で

、
そ

の
辺

は
模

擬
訓

練
を

せ
ん

と
い

か
ん

と
。

要
す

る
に

、
火

災
訓

練
と

か
、

防
災

訓
練

の
と

き
と

同
じ

よ
う

な
形

で
模

擬
訓

練
を

せ
に

ゃ
い

か
ん

と
い

う
よ

う
な

意
識

は
、

持
っ

て
お

り
ま

す
ね

>

<
地

区
包

括
さ

ん
と

組
ん

で
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

の
講

座
を

包
括

さ
ん

の
ほ

う
で

組
み

込
ん

で
、

や
っ

て
も

ら
う

ケ
ー

ス
も

、
１

つ
か

２
つ

は
あ

る
ん

で
す

が
。

ほ
か

で
ち

ょ
っ

と
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

ほ
う

が
い

い
。

学
校

さ
ん

の
ほ

う
で

、
ま

だ
認

知
症

の
ほ

う
は

早
い

と
い

う
よ

う
な

話
も

あ
っ

た
り

と
か

>

自
治

会
富

士
宮

 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
ケ

ア
会

議
を

や
っ

た
と

き
に

、
こ

ん
な

意
見

が
出

て
き

た
ん

で
す

よ
。

認
知

症
の

お
母

さ
ん

が
い

な
く

な
っ

た
も

ん
で

探
し

回
っ

た
ら

、
小

学
生

が
、

ち
ょ

っ
と

ふ
う

た
い

の
変

わ
っ

た
お

ば
さ

ん
が

、
さ

っ
き

こ
っ

ち
歩

い
て

た
と

か
。

い
わ

ゆ
る

小
学

生
の

情
報

も
必

要
な

ん
で

す
よ

ね
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
基

本
的

に
は

、
地

域
の

中
に

認
知

症
に

対
す

る
理

解
者

を
広

め
て

い
く

っ
て

い
う

の
が

、
こ

れ
は

絶
対

こ
れ

だ
ろ

う
と

。
地

域
で

支
え

て
い

く
に

は
、

理
解

し
な

け
れ

ば
支

え
ら

れ
ま

せ
ん

の
で

ね
>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
昔

み
た

い
に

、
す

べ
て

が
町

会
の

人
た

ち
が

ね
、

町
会

が
み

ん
な

で
っ

て
い

う
と

、
町

会
に

入
ら

な
い

っ
て

い
う

方
が

、
結

構
多

い
わ

け
で

す
し

。
そ

ん
な

の
勝

手
に

そ
ち

ら
が

や
っ

て
る

こ
と

で
し

ょ
う

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

、
そ

う
い

う
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
わ

け
で

す
の

で
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

自
治

会
<
小

学
生

３
年

生
ぐ

ら
い

以
上

に
な

っ
て

く
る

と
、

も
う

そ
う

い
う

福
祉

の
話

を
し

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
。

ま
さ

に
こ

れ
が

、
福

祉
教

育
じ

ゃ
な

い
の

か
な

。
自

然
発

生
的

に
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

う
な

お
ば

ち
ゃ

ん
と

か
、

お
じ

ち
ゃ

ん
が

い
た

ら
、

な
ん

か
気

に
か

け
て

て
く

れ
て

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

へ
、

も
し

、
な

ん
か

放
送

が
あ

っ
た

り
な

ん
か

し
た

ら
、

「
さ

っ
き

見
た

よ
」

と
か

、
お

母
さ

ん
に

言
う

と
か

、
お

父
さ

ん
に

言
う

と
か

。
そ

の
う

ち
の

お
じ

い
ち

ゃ
ん

に
言

っ
て

、
な

ん
か

連
絡

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

>

<
勉

強
会

を
し

て
、

認
知

症
っ

て
こ

う
い

う
病

気
な

ん
だ

よ
、

こ
う

い
う

こ
と

を
す

れ
ば

、
非

常
に

恐
怖

感
を

与
え

る
こ

と
に

つ
な

が
り

ま
す

よ
と

か
と

い
う

よ
う

な
こ

と
を

勉
強

し
て

。
そ

れ
を

住
民

が
や

っ
ぱ

り
理

解
し

て
く

れ
る

>

<
だ

か
ら

、
地

域
ぐ

る
み

っ
て

い
っ

て
も

、
な

か
な

か
難

し
い

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

す
け

ど
。

こ
の

地
域

は
、

そ
れ

で
も

町
会

の
入

会
率

も
多

い
で

す
し

、
町

会
で

み
ん

な
で

地
域

の
人

守
り

ま
し

ょ
う

ね
っ

て
い

う
機

運
が

、
私

た
ち

は
、

こ
の

地
域

は
あ

る
も

ん
で

す
か

ら
。

絶
え

ず
そ

れ
は

、
多

少
よ

そ
よ

り
か

は
発

信
し

て
る

か
な

っ
て

、
私

は
思

っ
て

ま
す

け
ど

>

<
そ

う
す

る
と

、
ほ

ん
と

に
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

、
子

ど
も

の
目

か
ら

も
で

き
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
。

そ
れ

で
、

早
く

見
つ

か
っ

た
わ

け
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

こ
と

も
、

ケ
ア

会
議

や
る

と
い

ろ
い

ろ
出

て
く

る
わ

け
で

す
よ

。
い

わ
ゆ

る
小

学
生

が
、

結
構

、
教

え
て

く
た

よ
と

か
>

<
い

ろ
ん

な
訓

練
も

や
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

れ
は

地
域

の
や

は
り

課
題

に
合

っ
た

訓
練

で
な

け
れ

ば
生

き
て

こ
な

い
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
。

こ
う

あ
る

べ
き

だ
と

い
う

こ
と

を
並

べ
て

も
、

こ
れ

は
自

分
の

地
域

に
そ

ぐ
わ

な
い

こ
と

で
あ

っ
た

と
す

れ
ば

、
そ

れ
は

住
民

の
た

め
に

は
、

あ
ま

り
な

っ
て

な
い

>

<
町

会
の

話
で

す
と

。
月

に
１

回
、

理
事

会
が

あ
る

ん
で

す
。

そ
の

と
き

に
、

必
ず

終
わ

り
に

、
理

事
会

の
議

題
終

わ
っ

た
あ

と
に

要
援

護
者

の
委

員
会

っ
て

い
う

の
を

必
ず

、
た

と
え

1
0
分

で
も

し
ま

す
の

で
。

そ
こ

で
変

化
が

あ
っ

た
、

グ
ル

ー
プ

分
け

し
て

る
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

た
と

え
ば

、
一

丁
目

を
３

つ
に

分
け

、
二

丁
目

も
３

つ
、

三
丁

目
も

３
つ

に
分

け
て

の
グ

ル
ー

プ
分

け
で

集
ま

っ
て

、
理

事
会

も
席

座
っ

て
い

た
だ

い
て

、
そ

こ
で

な
ん

か
変

化
が

あ
っ

た
か

ど
う

か
、

そ
こ

で
情

報
交

換
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
、

必
ず

い
た

し
ま

す
の

で
。

な
ん

か
が

入
っ

て
き

た
ら

そ
こ

で
っ

て
い

う
よ

う
な

話
を

、
ち

ょ
っ

と
す

る
よ

う
に

し
て

お
り

ま
す

け
れ

ど
。

>

<
そ

う
す

る
と

、
や

っ
ぱ

り
中

学
生

と
小

学
生

連
携

す
る

の
大

事
じ

ゃ
な

い
。

そ
の

こ
と

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
子

ど
も

か
ら

、
い

ろ
ん

な
３

世
代

交
流

と
か

も
。

司
会

を
全

部
中

学
生

に
や

ら
せ

た
ん

で
す

よ
、

今
年

。
だ

か
ら

、
す

ご
い

好
評

だ
っ

た
ん

で
す

よ
>

<
こ

う
い

う
町

に
住

み
た

い
と

い
う

町
の

像
、

住
み

た
い

像
を

ま
ず

目
標

を
つ

く
っ

て
。

そ
し

て
、

そ
れ

に
向

か
っ

て
や

っ
ぱ

り
努

力
し

よ
う

っ
て

い
う

こ
と

で
、

目
標

が
な

い
な

ら
努

力
の

し
よ

う
が

な
い

じ
ゃ

な
い

の
っ

て
い

う
こ

と
で

、
住

み
た

い
地

域
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

、
や

っ
て

い
る

わ
け

で
す

が
>

<
学

校
の

ほ
う

に
言

っ
た

ら
、

ぜ
ひ

、
使

っ
て

く
だ

さ
い

っ
て

こ
と

で
、

こ
れ

に
も

来
た

し
、

今
度

こ
れ

に
も

出
演

が
、

学
校

長
が

、
「

ぜ
ひ

、
出

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

こ
ん

な
に

い
い

勉
強

会
は

な
い

で
す

」
と

>

<
我

々
だ

か
ら

、
い

か
に

地
域

住
民

を
。

住
民

で
す

よ
ね

。
住

民
の

福
祉

教
育

で
す

よ
ね

。
で

き
れ

ば
、

コ
ラ

ボ
し

て
い

る
学

校
と

か
、

そ
う

い
う

人
た

ち
と

は
、

親
と

か
。

そ
れ

は
で

き
る

ん
だ

け
ど

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

自
治

会
<
う

ち
の

ほ
う

か
ら

2
3
年

度
に

孤
独

死
が

２
つ

出
ち

ゃ
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
新

聞
が

い
っ

ぱ
い

た
ま

っ
て

。
こ

の
定

例
会

で
、

そ
れ

は
お

か
し

い
だ

ろ
う

。
配

達
員

は
、

自
分

の
お

客
さ

ん
の

状
況

を
知

ら
な

い
っ

て
。

１
週

間
も

取
ら

な
い

と
、

こ
ん

な
い

っ
ぱ

い
に

な
っ

ち
ゃ

う
ん

で
す

よ
。

こ
れ

を
ま

た
詰

め
込

も
う

と
い

う
心

理
が

お
か

し
い

。
こ

う
い

う
こ

と
で

市
長

ま
で

動
か

し
て

、
我

々
が

こ
こ

の
テ

ー
ブ

ル
で

議
論

が
市

長
ま

で
動

い
て

、
い

わ
ゆ

る
新

聞
配

達
員

の
教

育
に

始
ま

っ
て

、
郵

便
局

。
今

、
包

括
が

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
へ

と
、

お
う

ち
コ

ー
プ

で
あ

る
と

か
、

い
わ

ゆ
る

ヤ
ク

ル
ト

レ
デ

ィ
ー

ス
も

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

、
今

は
ね

っ
て

ま
す

よ
>

か
か

り
つ

け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
私

自
身

は
、

た
と

え
ば

、
講

演
の

依
頼

っ
て

い
う

の
が

多
い

の
が

、
マ

ッ
サ

ー
ジ

師
と

か
、

柔
道

整
復

師
だ

と
か

、
薬

剤
師

会
と

か
。

そ
う

い
っ

た
、

少
し

医
師

と
ち

ょ
っ

と
別

の
人

た
ち

が
、

講
演

依
頼

が
来

て
、

そ
の

人
た

ち
の

と
こ

ろ
へ

行
っ

て
、

い
ろ

ん
な

講
演

を
し

た
り

、
認

知
症

の
話

を
し

て
。

そ
れ

で
、

結
構

質
問

も
あ

る
し

、
講

演
の

人
た

ち
は

。
町

の
人

た
ち

の
ほ

う
が

、
医

師
よ

り
も

関
心

が
高

い
で

す
か

ね
。

そ
う

い
う

よ
う

な
感

じ
が

し
ま

す
よ

>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
家

族
の

会
と

か
、

本
人

の
会

の
存

在
っ

て
い

う
の

は
、

特
に

若
年

性
の

場
合

は
助

か
り

ま
す

。
そ

れ
と

あ
と

、
徘

徊
模

擬
訓

練
が

年
に

い
っ

ぺ
ん

な
ん

で
す

け
ど

、
す

ご
く

な
ん

か
、

地
域

の
方

を
認

知
症

に
目

を
向

け
る

役
に

立
っ

て
い

る
み

た
い

な
ん

で
す

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
ま

だ
ま

だ
、

い
わ

ゆ
る

モ
デ

ル
と

な
っ

て
い

る
よ

う
な

地
域

の
と

こ
ろ

か
ら

す
る

と
、

玉
川

地
区

は
そ

う
い

う
の

は
未

熟
だ

と
い

う
ふ

う
に

思
う

し
、

自
分

た
ち

が
つ

く
っ

て
き

て
な

い
と

は
思

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
お

そ
ら

く
交

番
の

警
察

官
の

方
だ

っ
て

、
地

域
の

情
報

は
き

っ
と

何
か

し
ら

持
っ

て
る

と
思

い
ま

す
し

、
民

生
委

員
の

方
々

も
、

あ
ん

す
こ

の
方

々
も

持
っ

て
る

と
思

う
ん

で
す

が
、

そ
れ

を
ど

う
、

本
当

に
う

ま
く

共
有

し
て

い
く

か
っ

て
い

う
の

は
、

課
題

だ
と

思
い

ま
す

>

<
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

が
多

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

す
ご

い
多

い
ん

で
し

ょ
う

、
富

士
宮

は
。

か
な

り
多

い
ん

で
。

そ
れ

で
、

キ
ャ

ラ
バ

ン
・

メ
イ

ト
が

、
私

が
、

も
う

５
～

６
回

や
っ

て
ま

す
か

ね
。

私
じ

ゃ
な

く
て

、
う

ち
の

グ
ル

ー
プ

が
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

と
し

て
、

町
へ

出
て

い
っ

て
、

公
民

館
で

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

で
集

ま
っ

て
や

る
の

を
か

な
り

や
っ

て
ま

す
>

<
徘

徊
模

擬
訓

練
の

前
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

校
区

で
認

知
症

の
学

習
会

を
し

て
い

る
ん

で
す

よ
。

そ
れ

が
や

っ
ぱ

り
、

最
初

の
早

い
段

階
で

の
気

づ
き

の
と

こ
に

も
つ

な
が

り
ま

す
し

。
た

と
え

ば
、

徘
徊

模
擬

訓
練

の
と

き
に

コ
ン

ビ
ニ

と
か

に
ず

っ
と

呼
び

か
け

を
し

て
い

る
ん

で
す

よ
。

そ
う

い
っ

た
こ

と
で

も
、

コ
ン

ビ
ニ

と
か

の
方

の
認

知
症

に
対

す
る

意
識

っ
て

い
う

の
が

、
変

わ
っ

て
き

て
い

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

<
誰

が
本

当
に

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
を

す
る

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
、

杓
子

定
規

で
考

え
な

い
っ

て
い

う
と

こ
で

す
か

ね
>

<
あ

と
は

も
う

、
こ

れ
は

大
牟

田
独

特
の

取
り

組
み

じ
ゃ

な
い

と
思

う
ん

で
す

け
ど

、
境

界
領

域
の

方
に

と
っ

て
、

サ
ロ

ン
っ

て
い

う
の

は
、

非
常

に
大

き
な

存
在

に
な

っ
て

い
ま

す
・

・
・

手
鎌

地
区

だ
け

で
十

何
か

所
か

っ
て

い
っ

て
ま

し
た

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

っ
た

こ
と

が
、

す
ご

く
地

域
ぐ

る
み

で
支

え
て

い
く

っ
て

い
う

上
で

は
、

い
い

な
と

思
い

ま
す

>

<
た

ぶ
ん

そ
れ

の
キ

ー
と

な
る

の
は

、
ま

ず
場

所
と

し
て

の
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

と
、

そ
こ

の
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
の

場
を

活
用

し
て

集
ま

る
中

で
、

自
然

に
で

き
て

い
け

ば
、

き
っ

と
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

か
か

り
つ

け
医

<
あ

と
は

、
地

域
っ

て
い

う
こ

と
で

い
え

ば
、

や
っ

ぱ
民

生
委

員
さ

ん
の

意
欲

が
あ

る
か

な
い

か
で

、
ず

い
ぶ

ん
違

い
ま

す
。

民
生

委
員

さ
ん

が
変

わ
っ

た
途

端
に

、
ち

ょ
っ

と
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
に

な
っ

ち
ゃ

う
と

か
で

す
ね

。
見

守
り

が
全

然
で

き
な

く
な

っ
ち

ゃ
っ

た
と

か
>

<
最

初
、

従
来

や
っ

て
た

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

の
形

で
、

何
か

を
決

め
て

、
そ

れ
を

み
ん

な
に

普
及

さ
せ

て
い

く
っ

て
い

う
よ

う
な

手
法

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

た
ん

で
す

が
、

難
し

い
。

そ
れ

は
ど

こ
が

ト
ッ

プ
に

な
ろ

う
と

難
し

い
。

な
の

で
、

逆
に

も
う

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

で
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
。

し
か

も
、

あ
ん

す
こ

も
十

何
個

あ
る

中
で

、
全

部
が

一
緒

に
じ

ゃ
な

く
て

、
で

き
る

と
こ

、
た

と
え

ば
、

も
う

、
奥

沢
の

あ
ん

す
こ

と
、

う
ち

と
で

や
っ

て
、

そ
こ

が
ケ

ア
会

議
に

せ
よ

、
形

が
で

き
て

き
た

と
。

そ
れ

真
似

し
て

や
っ

て
み

よ
う

っ
て

い
う

の
が

、
で

き
て

き
た

っ
て

。
そ

う
い

う
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
で

、
ど

ん
ど

ん
普

及
し

て
い

く
ほ

う
が

、
手

法
と

し
て

は
い

い
か

も
ね

、
と

い
う

よ
う

な
現

状
に

、
今

は
達

し
て

い
ま

す
>

<
介

護
の

職
員

と
地

域
の

距
離

が
、

ま
だ

ち
ょ

っ
と

遠
い

ん
で

す
よ

。
地

域
包

括
ケ

ア
っ

て
い

っ
て

る
け

れ
ど

も
、

実
は

介
護

の
専

門
職

・
医

療
職

と
地

域
と

の
距

離
が

、
ま

だ
ち

ょ
っ

と
遠

い
な

と
。

だ
か

ら
、

介
護

の
専

門
職

が
、

そ
う

い
っ

た
地

域
の

活
動

に
入

れ
る

よ
う

な
場

が
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
あ

れ
ば

な
と

>

<
そ

う
い

う
中

で
、

誰
が

キ
ー

を
握

る
か

と
い

う
と

、
あ

ん
す

こ
の

人
と

医
師

会
の

ド
ク

タ
ー

が
一

つ
組

ん
で

、
そ

し
て

ま
た

、
ほ

か
の

職
種

を
引

っ
張

っ
て

く
る

っ
て

い
う

や
り

方
の

ほ
う

が
、

簡
便

か
な

と
は

思
い

ま
す

ね
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
私

は
隠

さ
な

い
で

、
地

域
の

人
た

ち
い

つ
も

お
世

話
に

な
る

の
で

、
と

り
あ

え
ず

全
員

に
話

さ
な

い
で

、
一

番
身

近
な

、
い

つ
も

親
し

い
近

所
の

人
た

ち
に

、
記

憶
の

部
分

が
ち

ょ
っ

と
弱

い
の

で
、

一
つ

の
こ

と
し

か
覚

え
ら

れ
な

い
の

で
、

な
ん

か
あ

っ
て

も
普

通
に

対
応

し
て

い
た

だ
け

ま
す

か
っ

て
こ

と
を

、
最

初
に

近
所

の
５

人
の

方
に

言
っ

て
、

過
ご

し
て

き
て

>

大
牟

田
 
家

族
<
こ

こ
は

徘
徊

ネ
ッ

ト
を

し
て

ま
す

か
ら

、
そ

れ
が

第
一

義
だ

と
は

思
い

ま
す

け
ど

。
私

も
ほ

と
ん

ど
会

が
あ

る
た

び
に

参
加

し
て

ま
す

け
れ

ど
、

結
局

参
加

さ
れ

る
方

は
同

じ
人

な
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
家

族
<
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
だ

け
で

や
る

の
は

と
て

も
難

し
い

で
す

か
ら

、
用

賀
と

瀬
田

と
二

子
玉

川
と

３
つ

の
地

域
が

連
携

し
て

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
町

会
、

民
生

委
員

、
そ

れ
か

ら
、

ま
ち

街
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

、
そ

の
仲

間
と

で
運

営
委

員
会

を
つ

く
っ

て
ま

し
て

、
そ

こ
で

、
い

ろ
い

ろ
と

企
画

し
た

り
や

っ
て

ま
す

け
ど

も
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

で
も

も
う

少
し

認
知

症
に

関
し

て
の

取
り

組
み

を
や

っ
て

い
け

ば
い

い
か

な
と

思
っ

て
ま

す
>

<
そ

れ
か

ら
、

自
分

た
ち

が
班

長
な

る
っ

て
こ

と
で

、
今

度
は

皆
さ

ん
の

前
で

。
班

長
は

や
り

ま
す

け
ど

、
認

知
症

で
記

憶
の

部
分

が
、

み
ん

な
よ

り
も

よ
く

な
い

の
で

、
２

つ
あ

っ
て

も
１

つ
し

か
覚

え
ら

れ
な

い
の

で
、

そ
れ

で
も

よ
け

れ
ば

、
み

ん
な

と
一

緒
に

班
長

や
ら

せ
て

も
ら

っ
て

、
で

き
な

い
部

分
を

み
ん

な
で

助
け

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
こ

と
を

、
近

所
の

人
た

ち
に

言
っ

た
お

か
げ

で
、

挨
拶

は
普

通
に

し
て

く
れ

て
、

お
話

も
で

き
る

>

<
徘

徊
ネ

ッ
ト

の
こ

と
で

も
、

ほ
か

の
こ

と
に

は
熱

心
な

方
で

も
、

「
そ

ん
な

の
、

そ
う

い
う

こ
と

な
の

」
と

い
う

奥
さ

ん
た

ち
が

何
人

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
。

「
そ

ん
な

の
に

は
行

か
な

い
わ

」
と

か
、

親
御

さ
ん

が
認

知
的

な
こ

と
が

あ
っ

て
は

る
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

ね
。

関
心

が
な

い
と

い
う

か
、

避
け

よ
う

と
し

て
お

ら
れ

る
か

。
だ

か
ら

、
今

は
間

に
合

わ
な

い
け

ど
、

や
っ

ぱ
り

学
校

教
育

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

よ
、

最
終

的
に

は
>

<
い

か
に

行
政

と
、

そ
れ

か
ら

地
域

包
括

と
社

会
福

祉
協

議
会

と
、

家
族

会
が

一
つ

に
な

っ
て

っ
て

い
う

の
が

理
想

的
で

す
け

ど
も

、
な

か
な

か
難

し
い

と
こ

ろ
か

な
と

、
人

集
め

を
伸

び
悩

ん
で

る
の

も
そ

こ
か

な
と

>
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6
.
地

域
ぐ

る
み

で
の

支
え

家
族

<
歯

医
者

さ
ん

だ
け

は
一

人
で

行
っ

て
た

の
で

、
歯

医
者

さ
ん

の
先

生
は

わ
か

っ
て

て
く

れ
て

、
新

た
に

看
護

婦
さ

ん
、

新
し

く
な

っ
て

も
「

主
人

認
知

症
な

の
で

、
一

人
で

行
き

ま
す

け
ど

、
電

話
で

頼
み

ま
す

」
と

言
っ

て
助

か
り

ま
し

た
。

次
の

予
約

も
う

ち
へ

電
話

く
れ

た
の

で
、

そ
れ

は
助

か
っ

て
、

周
り

の
人

た
ち

は
対

応
し

て
く

れ
て

>

<
今

は
間

に
合

わ
な

い
か

も
し

れ
な

い
け

れ
ど

、
こ

こ
で

あ
れ

ば
米

生
中

と
か

、
駛

馬
の

小
学

校
と

か
が

、
や

っ
ぱ

り
一

緒
に

徘
徊

訓
練

。
そ

れ
か

ら
、

高
専

、
大

学
生

も
一

緒
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
訓

練
に

関
わ

っ
て

る
わ

け
で

す
よ

。
そ

う
い

う
若

い
人

た
ち

を
取

り
こ

ま
な

い
と

、
本

当
の

家
族

の
年

代
っ

て
い

う
の

は
、

来
る

時
間

も
な

い
し

、
き

っ
か

け
も

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

>

<
や

は
り

、
す

ぐ
ぱ

っ
と

は
来

れ
な

い
、

抱
え

て
る

人
だ

か
ら

、
な

か
な

か
来

れ
な

い
っ

て
い

う
こ

と
で

す
よ

ね
。

一
番

き
て

ほ
し

い
人

に
来

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

し
、

１
度

き
て

し
ま

う
と

、
家

族
会

の
大

切
さ

っ
て

の
を

わ
か

り
ま

す
け

ど
も

、
そ

う
い

っ
た

つ
な

が
り

が
、

な
か

な
か

難
し

い
か

な
っ

て
思

っ
て

ま
す

>

<
な

ん
か

班
の

集
ま

り
の

と
き

に
、

認
知

症
の

勉
強

し
ま

し
ょ

う
み

た
い

な
感

じ
で

、
ち

ょ
っ

と
だ

け
、

話
す

だ
け

で
も

違
う

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

を
今

、
み

ん
な

が
や

っ
て

く
れ

て
る

ん
で

、
わ

ざ
わ

ざ
話

す
と

私
た

ち
も

出
に

く
く

な
っ

ち
ゃ

う
ん

で
>

<
最

終
的

に
た

ど
り

つ
い

た
の

は
、

学
校

に
出

前
教

育
を

し
よ

う
と

い
う

こ
と

で
。

一
般

の
高

校
、

中
学

校
の

校
長

先
生

を
巻

き
込

ん
で

、
O
B
の

方
を

巻
き

込
ん

で
や

っ
た

ら
、

学
校

の
先

生
方

が
、

「
こ

の
制

度
っ

て
、

こ
ん

な
に

大
事

な
も

の
っ

て
知

ら
な

か
っ

た
」

と
、

ま
ず

お
っ

し
ゃ

る
。

や
っ

ぱ
り

こ
の

認
知

症
自

体
の

取
り

組
み

が
理

解
さ

れ
れ

ば
、

こ
れ

は
、

や
っ

ぱ
り

人
間

教
育

に
つ

な
が

る
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

い
う

中
で

の
思

い
や

り
と

か
、

助
け

合
い

と
か

、
そ

う
い

う
の

が
、

中
学

生
ぐ

ら
い

か
ら

、
小

学
生

に
は

ち
ょ

っ
と

早
い

か
も

し
れ

な
い

な
と

は
思

い
ま

す
け

ど
>
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7
.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携 富

士
宮

市
大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

富
士

宮
 
行

政
<
地

域
の

中
で

、
役

割
を

組
み

立
て

ら
れ

る
よ

う
な

プ
ロ

セ
ス

を
通

じ
て

、
役

割
を

精
査

し
て

い
く

動
き

を
市

町
村

レ
ベ

ル
で

つ
く

り
上

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

っ
て

思
っ

て
ま

す
。

そ
れ

が
あ

っ
て

、
初

め
て

切
れ

目
な

い
。

そ
れ

が
、

ケ
ア

パ
ス

づ
く

り
な

の
か

も
し

れ
な

い
>

大
牟

田
 
行

政
<
医

療
、

介
護

、
地

域
、

そ
れ

ぞ
れ

の
人

た
ち

が
、

連
携

す
る

と
い

う
か

、
そ

れ
ぞ

れ
の

存
在

を
認

識
し

な
い

と
い

け
な

い
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

こ
こ

の
医

療
機

関
は

、
こ

う
い

う
思

い
で

い
る

理
事

長
と

院
長

先
生

が
い

て
と

か
、

ス
タ

ッ
フ

が
こ

う
い

う
人

が
い

て
と

か
っ

て
い

う
、

そ
こ

を
認

め
る

と
か

、
気

づ
か

な
い

限
り

は
、

な
か

な
か

次
に

連
携

と
い

う
の

も
な

い
と

思
っ

て
い

て
>

玉
川

 
行

政
<
医

療
介

護
連

携
や

ろ
う

と
思

う
と

、
一

番
の

ネ
ッ

ク
は

時
間

だ
な

と
、

私
は

思
っ

て
い

て
。

介
護

ス
タ

ッ
フ

の
人

た
ち

は
、

日
中

、
連

携
連

絡
と

い
う

の
は

時
間

が
担

保
さ

れ
る

ん
で

す
ね

。
業

務
時

間
内

で
っ

て
い

う
の

が
あ

る
ん

で
。

 
だ

け
ど

、
薬

剤
師

さ
ん

も
そ

う
で

す
し

、
医

療
系

の
職

場
の

方
た

ち
の

事
業

所
と

か
関

係
団

体
と

い
う

の
は

、
ほ

ん
と

に
日

中
は

連
絡

が
つ

き
に

く
い

。
>

<
ま

ず
は

実
態

を
把

握
す

る
、

市
町

村
が

。
そ

れ
ぞ

れ
の

個
別

事
例

か
ら

、
し

っ
か

り
全

体
の

そ
れ

ぞ
れ

の
団

体
の

役
割

を
確

認
し

て
い

く
。

そ
れ

を
、

み
ん

な
で

共
有

し
て

い
く

。
そ

れ
を

、
事

業
計

画
に

反
映

さ
せ

て
、

長
期

と
短

期
で

見
て

い
く

。
こ

れ
を

、
絶

対
や

ら
な

い
と

>

<
徘

徊
模

擬
訓

練
の

実
行

委
員

会
の

中
に

、
医

療
機

関
が

入
っ

て
く

る
。

介
護

施
設

が
入

っ
て

き
て

、
そ

こ
で

。
地

域
の

人
が

、
介

護
と

か
、

医
療

の
こ

と
を

認
め

る
の

っ
て

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
自

分
た

ち
の

地
域

の
た

め
に

ど
ん

だ
け

し
て

く
れ

る
の

か
っ

て
い

う
、

そ
こ

が
な

い
と

認
め

な
い

ん
で

す
よ

。
そ

う
じ

ゃ
な

い
と

、
あ

く
ま

で
も

、
た

だ
単

に
困

っ
た

と
き

に
行

く
場

所
、

病
気

に
な

っ
た

と
き

に
行

く
場

所
で

し
か

な
い

か
ら

、
連

携
に

は
な

ら
な

い
で

す
ね

。
な

の
で

、
実

行
委

員
会

の
中

で
協

働
作

業
す

る
と

い
う

の
が

、
一

つ
の

、
こ

の
３

者
が

連
携

す
る

と
い

う
意

味
で

は
、

有
効

な
取

り
組

み
か

な
と

>

<
医

師
会

の
方

で
も

考
え

て
く

だ
さ

っ
て

、
「

ケ
ア

マ
ネ

タ
イ

ム
」

と
い

う
仕

組
み

を
世

田
谷

の
場

合
は

作
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
ん

で
す

。
医

療
介

護
連

携
の

方
で

。
そ

れ
ぞ

れ
の

先
生

た
ち

が
リ

ス
ト

化
し

て
あ

っ
て

、
「

A
先

生
は

何
時

か
ら

何
時

に
電

話
と

か
フ

ァ
ッ

ク
ス

く
れ

れ
ば

、
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
か

ら
の

質
問

と
か

相
談

と
か

対
応

す
る

」
と

か
、

仕
組

み
を

作
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
ん

で
、

そ
れ

は
非

常
に

あ
り

が
た

い
ん

で
す

け
ど

、
顔

の
見

え
る

関
係

を
作

ろ
う

と
思

っ
て

、
み

ん
な

で
集

ま
っ

て
話

し
合

い
し

よ
う

と
か

っ
て

い
う

と
、

夜
じ

ゃ
な

い
と

不
可

能
な

>

<
介

護
保

険
制

度
と

特
定

健
診

で
、

要
は

保
健

領
域

が
分

断
さ

れ
ち

ゃ
っ

て
い

て
。

だ
か

ら
、

富
士

宮
独

自
と

し
て

、
要

は
、

市
民

の
健

康
と

い
う

観
点

か
ら

、
認

知
症

の
方

の
健

康
対

策
も

含
め

て
、

も
う

一
回

、
健

康
部

門
に

位
置

づ
け

て
。

そ
こ

の
保

健
師

を
、

こ
の

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

に
参

加
さ

せ
て

、
地

域
に

出
向

か
せ

る
の

か
。

そ
れ

は
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

の
動

き
に

も
、

関
連

す
る

と
思

っ
て

る
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
の

と
こ

ろ
の

仕
組

み
を

、
庁

内
体

制
で

つ
く

れ
る

か
ど

う
か

と
い

う
の

が
、

大
事

>

<
医

療
機

関
が

、
そ

れ
を

持
っ

て
い

る
地

域
交

流
施

設
が

、
そ

れ
を

受
け

て
、

実
際

に
地

域
の

中
に

入
っ

て
い

く
こ

と
で

。
最

初
は

、
地

域
の

人
た

ち
も

、
「

な
ん

で
、

民
間

の
医

療
機

関
の

た
め

だ
け

に
、

自
分

た
ち

が
便

宜
を

図
ら

な
き

ゃ
い

け
な

い
ん

だ
」

っ
て

言
っ

て
、

懐
疑

的
な

見
方

を
し

て
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

意
見

も
出

た
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
に

、
や

っ
ぱ

だ
い

ぶ
行

政
側

も
一

緒
に

入
っ

て
き

て
、

「
こ

う
い

う
意

図
で

や
っ

て
る

ん
で

す
よ

」
と

い
う

説
明

を
し

な
が

ら
、

し
て

い
っ

て
>

<
こ

の
地

域
は

、
お

医
者

さ
ん

が
独

自
に

、
旗

を
あ

げ
て

勉
強

会
を

し
て

い
る

っ
て

い
う

の
が

、
奥

沢
地

区
に

一
つ

、
九

品
仏

地
域

に
一

つ
。

先
生

の
会

っ
て

い
う

の
が

あ
る

ん
で

す
よ

ね
>

行
政

－ 215 －
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医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
(
医

療
連

携
が

、
今

の
地

域
で

の
課

題
と

い
う

こ
と

で
す

か
ね

)
。

<
は

い
。

な
っ

て
き

ま
す

ね
っ

て
い

う
。

土
居

先
生

、
今

、
中

心
に

仕
掛

け
を

し
て

。
本

当
に

困
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
土

居
先

生
頼

み
の

と
こ

ろ
ば

か
り

で
、

今
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

が
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
い

う
の

が
、

た
し

か
に

連
携

と
い

う
意

味
で

は
す

ご
く

大
き

い
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
ま

す
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
一

つ
は

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
医

療
訪

看
と

か
の

集
ま

り
。

も
う

一
つ

は
多

職
種

。
ち

ょ
っ

と
地

域
の

方
が

入
っ

て
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
医

療
職

と
介

護
職

>

<
ほ

と
ん

ど
の

方
が

、
連

携
し

な
き

ゃ
と

い
う

意
識

は
持

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
。

た
だ

、
そ

の
仕

方
が

わ
か

ら
な

い
と

か
、

ど
う

い
う

と
き

に
ど

う
活

用
し

て
い

っ
た

ら
い

い
か

が
わ

か
ら

な
い

と
い

う
の

が
、

あ
る

み
た

い
な

の
で

。
そ

う
い

っ
た

と
き

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

つ
な

が
っ

て
れ

ば
、

う
ま

く
い

く
と

い
う

場
合

も
あ

り
ま

す
け

ど
も

。
そ

こ
す

ら
ノ

ウ
ハ

ウ
を

持
っ

て
な

い
方

は
、

ず
っ

と
１

人
で

抱
え

込
ん

で
い

か
れ

る
と

い
う

の
が

あ
る

か
と

思
い

ま
す

ね
>

<
核

と
な

る
先

生
ら

が
独

自
で

や
っ

て
る

っ
て

い
う

感
じ

で
す

ね
。

玉
川

医
師

会
の

主
催

で
年

に
２

回
ぐ

ら
い

、
連

携
会

っ
て

い
う

の
を

や
っ

て
い

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
そ

こ
で

も
、

ち
ょ

っ
と

地
域

ケ
ア

会
議

っ
て

い
う

こ
と

で
、

玉
川

地
域

で
取

り
組

ん
だ

こ
と

を
、

ち
ょ

っ
と

紹
介

し
て

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
や

っ
た

り
と

か
し

て
。

そ
れ

も
、

医
師

会
と

歯
科

医
師

会
と

薬
剤

師
会

と
、

あ
と

は
訪

問
看

護
と

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
っ

て
い

う
よ

う
な

会
を

１
回

や
っ

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

そ
ん

な
会

を
し

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

が
、

会
議

体
で

の
連

携
っ

て
い

う
形

で
や

っ
て

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

<
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

と
い

う
の

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

に
コ

ン
タ

ク
ト

す
る

も
の

を
、

自
分

が
持

っ
て

る
か

、
持

っ
て

な
い

か
で

す
よ

ね
>

<
研

究
会

で
す

ね
。

研
究

会
の

メ
ン

バ
ー

の
中

に
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
い

ま
す

の
で

。
あ

と
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
と

か
が

集
ま

っ
て

、
大

体
定

例
で

事
例

を
も

と
に

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

や
っ

て
、

い
ろ

ん
な

立
場

か
ら

の
助

言
と

か
を

し
て

、
援

助
方

針
と

か
を

一
緒

に
考

え
て

い
く

と
い

う
の

を
や

っ
て

る
>

<
大

き
い

研
修

会
と

か
を

開
い

て
も

、
な

か
な

か
進

ん
で

い
か

な
い

の
が

、
今

ま
で

の
実

感
か

な
と

思
う

の
で

。
実

際
、

医
療

と
介

護
の

連
携

の
中

、
意

見
交

換
会

み
た

い
な

こ
と

と
か

、
毎

年
し

て
る

ん
で

す
け

ど
も

。
話

し
合

い
の

中
で

、
い

ろ
い

ろ
お

話
が

で
き

て
も

、
実

際
の

仕
事

の
場

面
に

な
る

と
、

そ
う

は
い

か
な

い
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

の
で

。
一

番
有

効
と

い
う

か
、

力
を

入
れ

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
思

っ
て

る
の

は
、

１
つ

の
事

例
>
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介
護
・
地

域
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連
携

地
域

包
括

<
実

際
、

自
分

が
関

わ
っ

て
る

事
例

に
登

場
し

て
る

方
た

ち
に

、
一

堂
に

集
ま

っ
て

い
た

だ
い

て
。

そ
こ

で
、

ど
う

す
る

か
と

い
う

の
を

経
験

し
て

い
た

だ
く

場
を

つ
く

っ
て

い
く

と
い

う
の

が
、

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
っ

て
。

そ
の

た
め

に
、

定
例

カ
ン

フ
ァ

と
か

を
活

用
し

て
い

た
だ

く
と

、
一

番
手

っ
取

り
早

く
い

く
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
一

般
住

民
の

人
た

ち
を

交
え

た
地

域
ケ

ア
会

議
も

や
っ

て
る

ん
で

す
が

、
行

政
と

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
、

そ
の

ブ
ラ

ン
チ

の
ワ

ー
カ

ー
、

私
た

ち
社

会
福

祉
協

議
会

、
地

区
社

協
。

そ
う

い
う

メ
ン

バ
ー

で
、

定
期

的
に

連
携

会
議

を
３

年
ぐ

ら
い

や
っ

て
ま

し
て

>

大
牟

田
 
社

協
<
認

知
症

を
切

り
口

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

い
う

か
、

町
づ

く
り

と
い

う
意

味
で

は
、

医
療

と
介

護
と

地
域

が
う

ま
い

具
合

に
絡

み
合

っ
て

る
と

い
う

か
。

要
す

る
に

、
地

域
組

織
の

中
に

、
医

療
関

係
者

、
介

護
関

係
者

を
構

成
員

と
し

て
入

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
連

携
は

取
れ

て
る

な
と

。
地

域
差

は
あ

る
ん

で
す

が
>

玉
川

 
社

協
<
医

療
と

の
連

携
に

関
し

て
は

、
私

た
ち

と
し

て
は

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
を

経
由

し
て

、
そ

こ
の

先
で

た
ぶ

ん
連

携
を

取
っ

て
い

た
だ

い
て

い
る

か
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
私

た
ち

の
と

こ
ろ

で
は

、
協

議
会

と
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
で

あ
っ

た
り

、
他

の
機

関
と

の
連

携
と

い
う

と
こ

ろ
で

図
っ

て
い

る
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
や

は
り

そ
の

際
に

は
、

う
ち

の
ほ

う
で

得
た

情
報

を
伝

え
る

と
い

う
と

こ
ろ

の
中

で
、

情
報

を
共

有
し

て
も

ら
う

と
い

う
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

り
>

<
毎

月
、

そ
う

い
う

会
議

を
富

士
根

南
地

区
の

関
係

者
と

、
今

お
話

し
し

た
メ

ン
バ

ー
で

継
続

し
て

や
っ

て
ま

し
て

。
そ

の
中

で
個

別
の

ケ
ー

ス
の

問
題

で
す

と
か

、
あ

る
い

は
地

域
の

動
き

な
ん

か
を

情
報

発
信

し
て

も
ら

っ
た

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
考

え
て

い
る

方
向

性
を

示
し

て
、

そ
こ

を
ま

た
合

わ
せ

た
り

と
か

っ
て

い
う

作
業

を
、

定
期

的
に

も
た

せ
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
あ

と
は

、
個

別
に

そ
の

会
議

を
開

く
前

段
の

調
整

な
ん

か
に

当
た

ら
せ

て
も

ら
っ

て
、

そ
の

会
議

で
あ

る
程

度
の

方
向

性
が

出
せ

る
よ

う
な

形
を

、
今

と
っ

て
る

の
で

>

<
ス

タ
ッ

フ
を

出
す

と
か

、
地

域
の

い
ろ

ん
な

話
し

合
い

に
、

自
分

た
ち

の
会

議
室

を
貸

す
と

か
。

介
護

、
養

護
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
と

、
小

規
模

多
機

能
に

は
、

地
域

交
流

施
設

を
併

設
し

て
く

だ
さ

い
っ

て
義

務
づ

け
て

ま
す

よ
ね

。
そ

こ
が

結
構

、
会

議
の

場
に

な
っ

た
り

と
か

し
ま

す
よ

ね
。

そ
こ

で
サ

ロ
ン

活
動

が
行

わ
れ

た
り

と
か

。
そ

こ
が

他
の

自
治

体
と

は
違

う
と

こ
ろ

で
し

ょ
う

ね
。

だ
か

ら
、

そ
こ

ら
辺

は
、

連
携

。
医

療
機

関
と

介
護

事
業

所
の

職
員

が
、

地
域

と
の

顔
見

知
り

と
か

に
変

わ
る

>

<
で

き
れ

ば
、

協
議

会
だ

け
で

な
く

っ
て

、
ご

心
配

な
面

が
あ

れ
ば

、
地

区
包

括
さ

ん
と

か
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

も
関

わ
っ

て
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

民
生

委
員

さ
ん

に
も

知
っ

と
い

て
も

ら
う

と
か

っ
て

い
う

ふ
う

に
あ

る
ん

で
す

が
。

個
人

情
報

の
問

題
を

、
勝

手
に

こ
ち

ら
か

ら
ど

ん
ど

ん
と

い
う

わ
け

に
も

い
か

な
い

の
で

、
そ

の
あ

た
り

は
。

基
本

は
、

ご
自

身
の

、
や

っ
ぱ

り
ご

意
思

を
確

認
し

な
が

ら
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
緊

急
の

場
合

に
は

、
民

生
委

員
さ

ん
、

包
括

さ
ん

と
か

と
話

を
さ

せ
て

も
ら

う
場

合
は

あ
る

ん
で

す
が

>
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<
最

初
は

、
う

ち
の

社
協

と
包

括
だ

け
で

や
っ

て
た

ん
で

す
け

ど
、

そ
こ

に
現

場
の

情
報

を
持

っ
て

る
地

区
社

協
の

関
係

者
だ

と
か

。
一

生
懸

命
、

個
の

支
援

に
あ

た
っ

て
く

れ
て

い
る

福
祉

の
専

門
職

の
人

だ
と

か
。

そ
う

い
う

人
た

ち
も

、
や

っ
ぱ

り
同

じ
テ

ー
ブ

ル
で

、
同

じ
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
、

必
要

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
い

う
こ

と
で

、
そ

こ
の

メ
ン

バ
ー

を
徐

々
に

広
げ

て
く

イ
メ

ー
ジ

で
、

今
、

進
め

て
る

ん
で

す
が

。
常

に
、

つ
な

が
っ

て
な

い
と

こ
ろ

を
つ

な
げ

て
く

っ
て

い
う

、
そ

ん
な

イ
メ

ー
ジ

で
や

っ
て

は
い

ま
す

>

<
地

域
と

施
設

を
橋

渡
し

を
す

る
人

で
し

ょ
う

ね
。

や
っ

ぱ
り

そ
れ

が
、

人
に

よ
っ

て
変

わ
っ

て
き

ま
す

け
ど

ね
。

も
の

す
ご

く
施

設
長

さ
ん

と
か

が
、

も
の

す
ご

く
地

域
に

理
解

が
あ

る
方

に
、

う
ち

の
職

場
使

っ
て

く
だ

さ
い

と
か

い
う

ふ
う

な
と

こ
ろ

は
い

い
ん

で
す

が
、

そ
こ

を
あ

ん
ま

り
理

解
が

な
い

人
だ

っ
た

ら
、

ま
た

、
そ

こ
は

動
か

ん
や

ろ
う

し
>

<
協

議
会

が
ケ

ー
ス

会
議

を
や

っ
ち

ゃ
い

け
な

い
と

い
う

こ
と

は
な

い
と

は
思

う
ん

で
す

が
。

私
た

ち
も

、
ち

ょ
っ

と
踏

み
切

れ
て

い
な

い
と

い
う

こ
と

が
あ

る
の

と
。

本
来

的
に

は
、

ケ
ー

ス
の

必
要

度
に

応
じ

て
は

、
私

た
ち

で
あ

っ
た

り
、

専
門

機
関

と
か

、
行

政
と

か
も

含
め

て
、

情
報

の
や

り
と

り
が

で
き

て
い

る
と

、
お

互
い

、
安

心
な

面
も

含
め

て
あ

る
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
組

織
の

中
で

は
、

同
じ

話
が

で
き

る
担

当
者

で
は

話
が

つ
い

て
も

、
所

属
す

る
長

が
、

そ
こ

は
必

要
性

が
な

い
っ

て
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

そ
こ

は
つ

な
が

ら
な

い
ん

で
す

け
ど

。
担

当
間

で
は

、
い

ろ
い

ろ
日

常
的

な
業

務
の

中
で

連
携

を
取

る
。

そ
こ

を
実

績
を

報
告

し
て

も
ら

い
な

が
ら

、
そ

う
い

う
メ

ン
バ

ー
に

加
わ

っ
て

も
ら

う
。

そ
ん

な
形

が
い

い
の

か
な

っ
て

い
う

こ
と

で
、

と
に

か
く

、
そ

こ
の

連
携

が
途

切
れ

な
い

よ
う

に
は

、
心

が
け

て
>

<
個

別
の

流
れ

っ
て

い
う

の
は

、
電

話
等

で
の

や
り

と
り

で
あ

っ
た

り
と

か
。

あ
と

個
人

情
報

の
問

題
ど

こ
ま

で
触

れ
る

か
と

い
う

の
は

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

私
た

ち
も

、
地

区
包

括
さ

ん
と

か
、

行
政

の
方

と
は

、
比

較
的

、
顔

も
知

れ
て

る
よ

う
な

関
係

が
あ

る
の

で
。

比
較

的
取

れ
て

い
る

か
な

と
い

う
と

こ
ろ

は
あ

る
ん

で
す

が
>

<
そ

の
前

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
所

属
す

る
長

の
許

可
と

い
う

か
、

ち
ゃ

ん
と

得
ら

れ
な

い
段

階
が

あ
っ

た
も

ん
で

す
か

ら
、

じ
ゃ

あ
、

裏
の

会
で

や
ろ

う
と

>

<
医

療
機

関
で

あ
っ

た
り

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
、

個
々

。
た

く
さ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
、

知
っ

て
る

方
は

、
も

ち
ろ

ん
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

け
ど

。
知

ら
な

い
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

の
中

で
、

ど
う

。
個

々
の

つ
な

が
り

も
、

も
ち

ろ
ん

必
要

か
と

は
思

う
ん

で
す

け
ど

。
や

は
り

個
々

人
と

い
う

よ
り

も
、

機
関

、
機

関
と

の
連

携
を

持
つ

と
い

う
こ

と
と

。
そ

れ
が

、
ま

た
や

っ
ぱ

り
輪

に
な

っ
て

、
全

体
と

し
て

つ
な

が
る

と
い

う
と

こ
ろ

が
、

ど
う

し
て

も
必

要
に

な
る

と
こ

ろ
で

>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

<
た

と
え

ば
、

医
療

問
題

も
そ

う
で

す
し

、
た

と
え

ば
、

警
察

。
孤

独
死

の
関

係
な

ん
か

は
、

我
々

が
入

れ
な

い
も

ん
で

す
か

ら
警

察
が

介
入

す
る

と
か

。
あ

と
、

ゴ
ミ

屋
敷

問
題

な
ん

か
も

、
や

っ
ぱ

り
我

々
が

行
く

と
も

め
ち

ゃ
う

ん
で

す
よ

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
人

情
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

中
に

、
と

に
か

く
、

去
年

で
き

た
施

設
も

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
施

設
の

方
は

全
部

事
務

局
の

ほ
う

に
入

っ
て

い
た

だ
く

っ
て

い
う

、
そ

う
い

う
申

し
合

わ
せ

を
し

て
お

り
ま

す
。

そ
う

す
る

と
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

結
局

入
所

さ
れ

て
い

る
方

は
、

通
所

は
別

で
す

け
ど

、
入

所
さ

れ
て

る
方

は
、

こ
こ

の
駛

馬
南

校
区

の
住

民
に

な
っ

て
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
施

設
に

入
所

さ
れ

て
る

方
も

、
私

た
ち

の
校

区
の

住
民

だ
と

い
う

考
え

方
に

立
と

う
と

い
う

こ
と

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
連

携
が

、
私

た
ち

こ
の

地
域

で
は

ど
う

に
か

い
っ

て
る

か
な

っ
て

。
と

に
か

く
、

こ
こ

の
あ

ん
す

こ
さ

ん
は

、
う

ま
く

本
当

に
よ

く
動

い
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

の
で

。
そ

れ
は

、
う

ま
く

い
っ

て
る

と
思

っ
て

ま
す

>
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<
と

こ
ろ

が
、

警
察

が
入

っ
て

き
た

り
す

る
と

、
地

域
型

の
。

い
わ

ゆ
る

交
番

の
人

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

、
や

っ
ぱ

り
う

ま
い

で
す

か
ら

ね
、

入
り

方
が

。
高

圧
的

じ
ゃ

な
い

で
す

か
ら

、
今

の
警

察
官

は
>

<
入

院
患

者
も

も
ち

ろ
ん

大
事

で
し

ょ
う

け
れ

ど
も

。
地

域
に

は
、

お
医

者
さ

ん
と

看
護

婦
さ

ん
が

ち
ょ

っ
と

走
っ

て
き

て
、

「
こ

こ
で

診
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

う
の

も
厚

か
ま

し
く

お
願

い
し

て
ま

す
の

で
、

病
院

も
快

く
、

「
地

域
の

た
め

に
な

ら
、

や
り

ま
す

」
っ

て
言

っ
て

く
だ

さ
っ

て
る

か
ら

、
非

常
に

心
強

い
で

す
>

<
地

域
の

中
で

も
、

た
と

え
ば

、
み

ん
な

で
、

連
絡

は
来

ま
す

の
で

、
来

る
よ

う
に

な
っ

て
ま

す
の

で
、

そ
れ

が
非

常
に

、
こ

っ
ち

か
ら

こ
っ

ち
に

来
た

ら
、

こ
っ

ち
か

ら
こ

ち
ら

に
連

携
を

と
れ

る
よ

う
な

形
が

と
れ

て
ま

す
>

<
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
っ

て
い

う
の

を
年

４
回

や
る

ん
で

す
け

ど
。

そ
の

と
き

に
、

必
ず

市
の

そ
う

い
う

専
門

家
と

か
、

医
療

の
専

門
家

と
か

、
今

回
は

警
察

官
を

呼
ん

だ
ん

で
す

よ
、

生
活

安
全

課
の

>

<
な

ん
か

困
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
ら

、
ま

ち
づ

く
り

出
張

所
で

構
い

ま
せ

ん
っ

て
い

う
ん

で
す

。
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
で

も
構

い
ま

せ
ん

っ
て

い
う

。
と

り
あ

え
ず

、
そ

こ
の

高
齢

者
の

こ
と

に
関

し
て

は
、

そ
こ

に
ま

ず
自

分
の

行
き

た
い

、
行

け
れ

る
、

自
分

が
行

き
や

す
い

と
こ

ろ
に

、
ま

ず
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

こ
か

ら
、

ま
た

そ
こ

に
回

し
て

い
た

だ
け

ま
す

の
で

、
ま

ず
そ

れ
を

私
い

つ
も

言
う

ん
で

す
ね

>

<
い

わ
ゆ

る
高

齢
者

に
対

す
る

犯
罪

と
か

、
そ

う
い

う
の

か
ら

、
ま

ず
警

察
と

連
携

し
よ

う
か

な
。

だ
か

ら
、

徘
徊

な
ん

か
も

そ
う

で
す

よ
ね

。
ま

さ
に

警
察

と
地

域
、

住
民

が
連

携
し

て
一

緒
に

探
す

っ
て

い
う

こ
と

が
か

な
り

発
生

し
て

き
て

る
も

ん
で

、
警

察
と

連
携

を
と

ろ
う

か
な

と
>

<
心

配
事

が
あ

っ
た

ら
皆

さ
ん

た
と

え
ば

、
相

談
で

も
な

ん
で

も
、

私
た

ち
で

な
く

て
も

、
相

談
あ

る
ん

だ
っ

た
ら

、
区

報
が

い
つ

も
出

て
ま

す
。

区
報

っ
て

月
に

何
回

か
出

て
ま

す
。

あ
れ

で
区

の
サ

ー
ビ

ス
は

す
べ

て
載

っ
て

ま
す

か
ら

。
あ

れ
を

絶
え

ず
、

捨
て

な
い

で
、

あ
れ

持
っ

て
て

ね
っ

て
。

「
あ

そ
こ

に
全

部
載

っ
て

ま
す

よ
」

っ
て

言
っ

て
お

話
い

つ
も

す
る

ん
で

す
け

れ
ど

>

<
ま

だ
医

療
関

係
が

こ
れ

か
ら

で
す

か
ら

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

な
る

の
か

わ
か

ら
な

い
で

す
け

ど
ね

。
や

っ
ぱ

り
難

し
い

の
は

、
家

族
の

説
得

で
す

よ
ね

>

<
そ

う
す

れ
ば

、
迷

う
こ

と
な

く
、

ま
ず

そ
こ

か
ら

足
が

か
り

で
、

そ
こ

か
ら

順
番

に
行

け
ば

い
い

こ
と

で
す

の
で

。
ど

こ
か

が
あ

れ
ば

い
い

と
思

っ
て

ま
す

の
で

、
自

分
の

か
け

や
す

い
す

い
と

こ
ろ

で
い

い
で

す
よ

、
行

き
や

す
い

と
こ

ろ
で

い
い

で
す

よ
っ

て
申

し
上

げ
る

ん
で

す
け

ど
>
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<
報

告
は

、
口

頭
だ

け
と

か
、

書
類

だ
け

な
も

ん
で

、
実

際
の

大
変

さ
が

わ
か

っ
て

な
い

か
ら

、
時

々
、

お
願

い
を

し
て

、
「

じ
ゃ

あ
、

一
緒

に
回

ら
し

て
」

。
ど

う
い

う
見

守
り

方
法

を
や

っ
て

る
か

っ
て

い
う

の
を

、
行

く
こ

と
に

し
て

る
ん

で
す

よ
。

・
・

・
そ

う
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

回
っ

て
る

人
た

ち
の

大
変

さ
を

知
ろ

う
と

か
。

見
守

ら
れ

て
る

人
た

ち
が

、
ど

う
い

う
印

象
で

見
守

り
に

つ
い

て
考

え
て

く
れ

て
る

の
か

。
受

け
取

っ
て

る
の

か
っ

て
い

う
こ

と
も

肌
で

わ
か

り
ま

す
。

聞
こ

え
て

き
ま

す
し

、
そ

う
い

う
こ

と
も

含
め

て
、

我
々

は
出

向
く

>

<
前

は
ス

ー
パ

ー
ま

で
お

買
い

も
の

行
け

た
ん

だ
け

れ
ど

も
、

今
い

け
な

く
て

、
電

話
で

お
願

い
し

て
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
で

も
な

ん
で

も
持

っ
て

き
て

い
た

だ
く

。
そ

こ
の

商
店

、
昔

か
ら

知
っ

て
る

の
で

、
安

心
な

ん
で

す
よ

ね
、

そ
の

方
を

見
る

と
。

な
ん

で
も

電
話

で
注

文
し

て
、

そ
の

と
こ

ろ
に

お
届

け
し

た
り

、
何

回
も

何
回

も
声

か
け

て
く

れ
る

、
や

っ
ぱ

り
気

を
使

っ
て

く
だ

さ
る

ん
で

す
ね

。
で

、
ち

ょ
っ

と
お

か
し

い
よ

と
。

ち
ょ

っ
と

の
ぞ

い
て

み
て

と
か

っ
て

い
う

、
そ

う
い

う
情

報
は

入
り

ま
す

ね
>

<
も

う
本

当
に

大
変

な
。

民
生

委
員

も
回

っ
て

る
と

こ
ろ

も
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

、
市

の
包

括
と

か
、

福
祉

企
画

課
な

ん
て

、
民

生
委

員
を

い
ろ

い
ろ

登
録

し
て

、
教

育
し

て
い

る
人

た
ち

に
も

常
々

言
う

ん
で

す
よ

、
私

ら
ね

。
民

生
の

や
っ

て
る

こ
と

、
あ

ん
た

た
ち

見
な

さ
い

よ
、

一
緒

に
行

っ
て

。
ど

ん
な

大
変

な
こ

と
や

っ
て

る
か

ら
っ

て
い

う
の

、
嫌

わ
れ

て
る

か
ら

と
か

。
民

生
委

員
だ

か
ら

っ
て

、
好

か
れ

て
る

ば
っ

か
り

じ
ゃ

な
い

ん
だ

よ
>

<
我

々
も

、
言

う
か

ら
に

は
、

自
分

た
ち

も
報

告
ば

っ
か

上
が

っ
て

る
こ

と
ば

っ
か

り
じ

ゃ
な

く
て

、
自

分
た

ち
で

見
て

く
る

。
そ

れ
を

勧
め

ま
す

>
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自
治
会

<
い

ろ
ん

な
事

例
は

、
本

当
に

大
変

な
こ

と
や

っ
て

る
ん

だ
な

っ
て

の
は

。
も

う
本

当
で

す
。

見
守

っ
て

っ
た

ら
、

も
う

糞
ま

み
れ

だ
と

か
。

畳
が

、
も

う
ト

イ
レ

行
か

な
い

か
ら

、
尿

の
に

お
い

で
う

ち
が

充
満

し
て

る
と

か
。

ド
ア

開
け

た
ら

、
近

所
の

人
が

徘
徊

し
て

た
も

ん
で

、
そ

の
う

ち
に

連
れ

て
っ

た
ら

、
部

屋
に

押
し

込
め

よ
う

と
し

た
ら

、
も

う
と

て
も

じ
ゃ

な
い

、
い

た
た

ま
れ

な
い

と
か

。
あ

れ
、

こ
ん

な
人

が
生

活
し

て
る

ん
だ

っ
て

い
う

よ
う

な
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
市

の
人

た
ち

が
、

引
っ

張
っ

て
く

れ
ま

し
た

。
今

は
こ

ち
ら

（
市

）
に

い
ら

っ
し

ゃ
る

人
た

ち
も

み
ん

な
非

常
に

熱
心

で
。

も
う

な
ん

で
も

手
伝

い
ま

す
よ

。
た

と
え

ば
、

こ
う

い
う

印
刷

物
と

か
や

っ
て

く
れ

て
。

や
っ

ぱ
り

市
を

あ
げ

て
や

っ
て

る
っ

て
い

う
の

が
、

一
番

で
し

ょ
う

か
ね

。
そ

れ
が

、
や

っ
ぱ

り
つ

な
が

り
ま

す
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
何

か
の

行
事

を
立

ち
上

げ
て

、
そ

こ
で

協
働

作
業

を
す

る
っ

て
い

う
の

は
、

す
ご

く
い

い
な

と
思

い
ま

す
し

。
手

鎌
で

い
え

ば
、

徘
徊

模
擬

訓
練

と
、

あ
と

防
災

訓
練

っ
て

あ
る

ん
で

す
よ

。
そ

の
と

き
が

、
本

当
に

お
互

い
に

連
携

で
き

る
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
し

た
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
月

並
み

な
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
支

え
る

側
の

人
た

ち
だ

け
で

集
ま

っ
て

て
も

し
ょ

う
が

な
く

て
、

最
終

的
に

は
そ

こ
の

中
に

、
実

際
に

当
事

者
の

患
者

さ
ん

で
あ

っ
た

り
、

患
者

さ
ん

の
ご

家
族

で
あ

っ
た

り
っ

て
い

う
の

が
、

常
に

何
か

の
形

で
関

わ
る

必
要

が
あ

る
っ

て
い

う
の

は
、

意
識

し
な

い
と

い
け

な
い

だ
ろ

う
な

っ
て

思
う

ん
で

す
ね

。
つ

い
つ

い
医

療
者

側
っ

て
い

う
の

は
、

や
っ

て
あ

げ
る

っ
て

い
う

立
場

で
立

つ
の

で
、

そ
う

す
る

と
本

末
転

倒
に

な
っ

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
と

こ
ろ

は
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
そ

れ
で

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
た

ち
も

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

さ
れ

て
ま

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

か
な

り
レ

ベ
ル

の
高

い
人

た
ち

が
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
を

出
入

り
し

て
や

っ
て

る
人

た
ち

は
、

本
当

レ
ベ

ル
が

高
い

で
す

よ
ね

>

<
あ

と
、

地
域

の
人

た
ち

と
施

設
を

近
づ

け
る

手
段

と
し

て
、

実
は

サ
ロ

ン
的

な
も

の
が

、
結

構
役

に
立

っ
て

い
る

な
っ

て
気

が
す

る
と

き
も

あ
り

ま
す

。
手

鎌
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
あ

れ
ば

、
施

設
の

中
で

サ
ロ

ン
し

て
る

ん
で

す
よ

、
１

か
所

が
。

そ
れ

と
、

あ
と

は
た

と
え

ば
、

大
牟

田
で

い
ろ

い
ろ

整
備

し
て

る
地

域
交

流
拠

点
>

<
ま

ず
は

そ
れ

を
誰

が
つ

く
っ

て
い

く
っ

て
い

う
の

を
明

確
に

し
な

い
こ

と
に

は
、

い
つ

ま
で

も
も

や
も

や
し

た
ま

ま
な

の
で

、
僕

は
も

う
、

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

で
そ

れ
を

や
っ

て
い

き
ま

す
っ

て
い

う
の

を
、

き
ち

ん
と

行
政

も
明

示
し

て
や

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

に
医

師
会

も
一

緒
に

つ
く

っ
て

い
き

ま
す

っ
て

い
う

の
を

合
わ

せ
て

ア
ピ

ー
ル

す
る

っ
て

い
う

か
ね

。
そ

う
い

う
形

、
や

っ
ぱ

し
お

互
い

が
共

有
し

な
い

限
り

は
、

そ
れ

ぞ
れ

が
そ

れ
ぞ

れ
で

、
や

っ
て

る
っ

て
い

う
の

で
終

わ
っ

て
し

ま
っ

て
>

－ 221 －



 
7
.
医
療
・
介
護
・
地

域
の

連
携

か
か
り

つ
け
医

<
や

っ
ぱ

り
医

師
と

の
関

わ
り

が
。

医
師

の
ほ

う
が

少
な

い
ん

で
。

ま
だ

、
今

で
も

、
ケ

ア
マ

ネ
が

患
者

さ
ん

に
つ

い
て

い
く

と
怒

る
医

師
が

、
結

構
い

ま
す

か
ら

。
そ

の
辺

は
ち

ょ
っ

と
苦

労
で

す
よ

ね
>

<
強

い
て

地
域

の
連

携
っ

て
い

う
こ

と
で

い
え

ば
、

私
自

身
は

模
擬

訓
練

に
参

加
し

て
る

っ
て

の
は

あ
り

ま
す

。
そ

れ
と

、
月

い
っ

ぺ
ん

、
勝

手
に

名
前

つ
け

て
、

ア
ザ

レ
ア

茶
話

会
て

い
っ

て
、

医
療

の
話

じ
ゃ

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

い
ろ

ん
な

雑
談

。
医

療
の

話
に

な
る

こ
と

も
あ

る
し

、
肥

料
の

話
に

な
る

こ
と

も
あ

る
し

（
笑

）
。

雑
談

を
地

域
の

人
た

ち
と

や
っ

て
ま

す
>

<
そ

の
地

域
包

括
ケ

ア
の

玉
川

の
形

っ
て

い
う

の
は

、
こ

う
い

う
も

の
な

ん
で

す
よ

っ
て

い
う

の
を

、
た

ぶ
ん

、
い

ろ
い

ろ
協

議
を

し
な

が
ら

で
す

ね
。

事
前

に
医

師
会

、
行

政
っ

て
い

う
の

は
き

ち
ん

と
認

識
を

一
緒

に
し

て
、

ア
ピ

ー
ル

す
る

っ
て

い
う

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

>

<
通

い
開

業
医

っ
て

、
大

牟
田

多
い

ん
で

す
よ

。
そ

う
い

う
先

生
方

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
が

失
わ

れ
て

き
て

る
側

面
も

あ
る

ん
で

す
よ

。
だ

か
ら

、
地

域
の

中
で

医
師

を
招

い
て

、
月

に
い

っ
ぺ

ん
ず

つ
で

も
い

い
か

ら
。

医
師

に
と

っ
て

は
負

担
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

け
れ

ど
も

、
何

か
順

繰
り

に
、

そ
う

い
っ

た
雑

談
会

み
た

い
な

も
の

が
で

き
た

ら
な

と
は

思
う

ん
で

す
よ

>

<
そ

こ
で

集
ま

っ
て

、
私

が
関

わ
っ

て
る

の
が

、
１

時
間

ぐ
ら

い
で

、
前

１
時

間
で

体
操

を
し

て
、

１
時

間
で

雑
談

会
を

し
て

、
そ

の
あ

と
「

よ
ら

ん
カ

ー
」

っ
て

い
う

、
移

動
販

売
車

が
来

る
ん

で
す

よ
。

野
菜

と
か

、
雑

貨
と

か
を

売
り

に
き

て
。

こ
れ

は
、

も
う

そ
こ

に
参

加
し

て
る

人
た

ち
が

、
適

当
に

工
夫

し
て

・
・

・
そ

う
で

す
、

認
知

症
は

ほ
と

ん
ど

表
に

出
さ

な
い

け
れ

ど
も

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
信

頼
が

な
い

と
、

家
族

も
行

け
な

い
か

ら
。

常
に

そ
の

人
と

接
し

、
た

と
え

ば
包

括
の

人
、

行
っ

て
駄

目
で

も
、

ま
た

行
っ

て
っ

て
み

た
い

な
感

じ
で

、
信

頼
関

係
が

で
き

て
く

る
と

、
そ

の
人

も
自

分
た

ち
が

困
っ

て
る

こ
と

、
ど

ん
ど

ん
言

っ
て

く
れ

る
と

思
う

。
や

っ
ぱ

り
人

間
っ

て
、

信
頼

し
な

い
と

>

大
牟

田
 
家

族
<
や

っ
ぱ

り
ま

だ
、

認
知

症
の

こ
と

は
、

こ
れ

だ
け

取
り

上
げ

ら
れ

て
は

い
る

け
ど

、
ま

だ
、

病
気

と
は

頭
じ

ゃ
わ

か
っ

て
る

け
ど

、
心

で
は

、
や

っ
ぱ

り
う

ち
の

親
は

な
ら

な
い

>

玉
川

 
家

族
<
い

く
ら

行
政

な
り

、
周

り
の

地
域

な
り

、
い

ろ
い

ろ
と

言
っ

て
っ

て
も

、
一

番
や

は
り

心
に

家
族

の
方

に
響

く
周

知
の

仕
方

っ
て

の
は

、
模

索
中

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

こ
ま

で
浸

透
し

き
れ

て
い

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
は

、
や

は
り

周
知

が
足

り
な

い
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
な

の
か

な
っ

て
思

っ
て

ま
す

、
難

し
い

>
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家
族

<
た

と
え

ば
私

が
１

か
所

に
来

て
、

こ
の

病
気

に
対

し
て

、
い

ろ
ん

な
あ

る
か

ら
、

そ
こ

を
や

っ
て

く
れ

て
、

動
い

て
く

れ
る

と
い

い
な

っ
て

・
・

・
も

う
病

気
治

す
こ

と
が

精
一

杯
な

の
で

。
看

る
こ

と
が

精
一

杯
な

の
で

、
家

族
は

。
だ

か
ら

、
こ

の
人

に
頼

め
ば

、
い

ろ
ん

な
制

度
も

教
え

て
く

れ
た

り
、

い
ろ

ん
な

こ
と

を
>

<
ひ

ょ
っ

と
し

た
ら

と
思

っ
て

も
、

う
ち

の
親

は
違

う
ん

だ
っ

て
、

そ
こ

に
偏

見
の

壁
が

あ
る

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
が

、
徘

徊
訓

練
で

も
う

ち
は

関
係

な
い

と
い

う
と

こ
ろ

に
つ

な
が

っ
て

く
る

か
な

と
思

う
の

で
。

重
い

こ
と

ば
っ

か
り

が
強

調
さ

れ
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

徘
徊

を
し

て
手

に
負

え
な

い
と

か
、

暴
言

だ
の

、
す

ご
く

手
が

い
る

と
か

、
そ

う
い

う
の

も
も

ち
ろ

ん
あ

る
わ

け
で

す
け

ど
。

そ
う

な
ら

な
い

前
の

、
小

さ
な

事
柄

を
、

み
ん

な
に

よ
く

理
解

し
て

も
ら

っ
て

>

<
行

き
た

く
て

も
行

け
な

い
現

状
で

す
よ

ね
。

一
番

そ
こ

で
す

ね
。

た
ぶ

ん
こ

う
い

っ
た

情
報

と
か

、
い

ろ
い

ろ
と

あ
る

の
は

わ
か

っ
て

は
い

る
と

思
う

ん
で

す
が

、
行

き
た

い
け

ど
抱

え
て

る
か

ら
お

い
て

出
ら

れ
な

い
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

や
は

り
出

ら
れ

る
よ

う
に

預
け

る
と

こ
ろ

を
き

ち
っ

と
も

う
少

し
、

な
か

な
か

難
し

い
と

は
思

う
ん

で
す

が
、

介
護

し
て

て
一

番
思

っ
た

と
き

は
、

ち
ょ

っ
と

必
要

な
と

き
に

、
母

親
を

預
け

て
出

か
け

る
こ

と
は

、
な

か
な

か
難

し
か

っ
た

で
す

の
で

>

<
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
さ

ん
と

出
会

い
、

そ
こ

か
ら

、
主

人
の

行
動

が
広

が
っ

て
っ

た
ん

で
す

け
ど

。
介

護
施

設
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

で
き

た
り

、
ギ

タ
ー

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

で
き

た
り

。
い

ろ
ん

な
の

が
、

ま
た

広
が

っ
て

っ
た

ん
で

す
け

ど
。

先
生

と
か

、
お

友
だ

ち
と

か
、

こ
こ

に
来

て
、

稲
垣

さ
ん

に
出

会
え

て
、

キ
ャ

ラ
バ

ン
メ

イ
ト

さ
ん

と
知

り
合

い
、

土
居

先
生

に
も

知
り

合
っ

て
。

そ
こ

か
ら

、
ま

た
、

い
ろ

ん
な

枝
分

か
れ

し
て

、
ま

た
知

り
合

っ
て

>

<
自

分
た

ち
が

ぱ
っ

ぱ
っ

て
発

信
し

た
の

が
、

そ
れ

が
、

枝
が

分
か

れ
て

っ
て

、
や

っ
ぱ

り
発

信
し

な
い

と
、

枝
は

広
が

ん
な

い
ん

だ
な

っ
て

。
自

分
た

ち
で

、
こ

こ
で

止
ま

っ
ち

ゃ
っ

て
た

ら
、

も
う

そ
の

ま
ん

ま
で

、
市

役
所

に
も

来
な

い
し

、
本

当
に

ど
う

し
て

た
か

わ
か

ん
な

い
。

私
な

り
の

リ
ハ

ビ
リ

を
、

主
人

と
２

人
で

や
っ

て
た

か
も

し
れ

な
い

>

<
病

気
に

な
っ

て
、

仕
事

辞
め

ち
ゃ

っ
た

け
ど

。
病

気
に

な
っ

て
も

、
生

き
が

い
の

た
め

に
、

自
分

の
で

き
る

こ
と

を
や

る
っ

て
い

う
の

が
、

「
働

い
て

た
と

き
と

同
じ

よ
う

に
、

生
き

が
い

に
な

る
」

っ
て

言
っ

て
ま

し
た

け
ど

ね
。

達
成

感
み

た
い

の
が

あ
る

み
た

い
で

す
>
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富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

行
政

富
士

宮
 
行

政
<
困

っ
た

と
き

に
は

、
や

っ
ぱ

り
み

ん
な

鷹
岡

病
院

（
精

神
科

病
院

）
に

連
絡

し
て

ま
す

ね
>

大
牟

田
 
行

政
<
仕

組
み

と
し

て
有

効
だ

な
っ

て
思

う
の

は
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ん
で

す
ね

。
や

っ
ぱ

り
定

例
、

毎
月

や
っ

て
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

中
に

出
て

く
る

事
例

を
医

師
も

含
め

て
検

討
す

る
こ

と
で

。
も

ち
ろ

ん
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

も
入

っ
た

中
で

検
討

す
る

ん
で

す
け

ど
。

両
面

か
ら

、
今

そ
こ

の
場

で
起

こ
っ

て
い

る
B
P
S
D
に

対
す

る
評

価
と

、
そ

れ
に

対
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

を
検

討
で

き
る

の
で

、
こ

こ
が

そ
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

場
が

有
効

な
ん

だ
か

な
と

い
う

ふ
う

に
は

思
い

ま
す

ね
>

玉
川

 
行

政
<
一

番
よ

く
聞

く
問

題
と

し
て

は
、

「
徘

徊
で

困
っ

て
い

ま
す

」
と

い
う

相
談

で
す

>

<
家

族
間

の
人

間
関

係
か

ら
生

ま
れ

て
く

る
よ

う
な

B
P
S
D

を
、

そ
う

い
う

起
こ

り
得

る
現

状
を

、
当

事
者

、
家

族
だ

け
で

な
く

、
専

門
職

集
団

の
中

で
も

、
そ

こ
を

啓
発

し
て

い
っ

て
、

考
え

た
い

な
と

い
う

こ
と

>

<
そ

う
い

う
こ

と
が

起
こ

っ
た

と
き

に
は

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

現
状

は
相

談
が

来
て

い
て

。
そ

こ
と

、
そ

こ
か

ら
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

に
来

て
い

る
の

か
な

。
そ

れ
か

ら
、

そ
の

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
に

い
る

ド
ク

タ
ー

の
と

こ
ろ

に
行

っ
て

、
場

合
に

よ
っ

て
は

い
っ

た
ん

入
院

>

<
徘

徊
を

止
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
で

、
ど

う
や

っ
て

見
守

っ
て

い
け

ば
い

い
ん

だ
ろ

う
な

と
い

う
。

見
守

る
と

い
う

よ
り

は
、

地
域

の
方

に
も

気
が

付
い

て
も

ら
っ

て
、

食
い

止
め

る
で

は
な

い
で

す
け

ど
、

「
ち

ょ
っ

と
こ

こ
で

一
服

し
て

い
き

な
さ

い
よ

」
で

も
い

い
の

で
す

が
、

そ
う

い
う

目
が

あ
る

よ
う

な
環

境
、

地
域

と
い

う
の

が
で

き
れ

ば
い

い
の

だ
け

ど
な

ぁ
と

>

<
縦

列
の

関
係

性
が

出
た

ケ
ア

会
議

を
や

っ
て

も
意

味
が

な
い

と
思

っ
て

る
ん

で
す

よ
。

医
師

も
、

た
と

え
ば

行
政

だ
っ

て
、

ケ
ア

現
場

だ
っ

て
、

包
括

だ
っ

て
、

民
生

委
員

だ
っ

て
、

フ
ラ

ッ
ト

な
関

係
で

議
論

が
共

有
で

き
た

り
>

<
ケ

ア
マ

ネ
の

困
難

事
例

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
よ

う
に

、
包

括
の

主
任

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
、

地
域

に
よ

る
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

２
人

チ
ー

ム
に

な
っ

て
。

行
政

が
、

た
と

え
ば

、
今

度
、

お
宅

の
事

業
所

に
う

か
が

い
ま

す
よ

っ
て

。
「

そ
の

と
き

に
困

難
な

事
例

あ
っ

た
ら

、
ぜ

ひ
用

意
し

て
お

い
て

く
だ

さ
い

ね
」

っ
て

言
っ

て
、

そ
こ

に
訪

問
し

て
い

っ
て

、
事

例
を

聞
い

て
、

そ
の

事
例

の
中

か
ら

、
こ

の
間

も
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
上

が
っ

て
き

た
事

例
も

あ
る

の
で

。
地

域
包

括
で

上
が

っ
て

く
る

と
、

そ
れ

は
地

域
包

括
も

待
っ

て
る

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

出
向

い
て

い
く

よ
う

な
事

業
も

あ
っ

た
り

す
る

の
で

>

<
こ

れ
だ

け
広

い
自

治
体

な
の

に
広

域
捜

索
の

件
数

っ
て

そ
ん

な
に

な
く

て
、

案
外

区
内

で
見

つ
か

っ
て

い
る

>

<
誰

が
徘

徊
者

か
と

気
づ

く
の

っ
て

、
か

な
り

都
市

部
だ

と
大

変
な

ん
で

、
ど

う
し

よ
う

か
な

と
>
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行
政

<
認

知
症

は
初

期
の

段
階

か
ら

中
等

度
ぐ

ら
い

ま
で

移
行

す
る

途
中

で
B
P
S
D
が

深
刻

化
す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
と

思
う

の
で

す
け

ど
、

認
知

症
の

症
状

に
ば

か
り

家
族

も
ケ

ア
す

る
職

員
も

目
が

行
っ

て
し

ま
っ

て
、

高
齢

者
の

身
体

機
能

を
含

め
た

全
体

の
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

が
整

っ
て

な
い

と
い

う
こ

と
は

よ
く

言
わ

れ
る

こ
と

な
の

で
、

も
う

1
回

、
そ

こ
の

基
本

に
立

ち
返

っ
た

、
介

護
職

員
な

り
家

族
な

り
の

教
育

と
い

う
の

も
必

要
な

の
か

な
と

い
う

こ
と

を
言

っ
て

ま
す

>

<
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

を
整

え
る

こ
と

で
、

あ
る

程
度

予
防

で
き

る
B
P
S
D
と

い
う

の
が

あ
る

の
で

、
そ

れ
は

1
つ

自
分

た
ち

で
今

日
か

ら
変

え
ら

れ
る

こ
と

な
の

で
、

や
る

必
要

が
あ

る
と

い
う

話
を

、
今

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
>

<
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
の

方
で

も
、

も
ち

ろ
ん

B
P
S
D
対

策
が

一
番

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

の
中

で
も

大
事

な
と

こ
ろ

だ
と

先
生

方
も

言
っ

て
く

だ
さ

っ
て

い
る

の
で

、
早

期
に

相
談

が
で

き
る

よ
う

な
体

制
で

持
っ

て
行

き
た

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

<
包

括
に

し
ろ

、
支

所
に

し
ろ

、
で

き
る

だ
け

把
握

し
た

ら
あ

ま
り

煮
詰

ま
ら

な
い

う
ち

に
S
O
S
を

病
院

の
方

に
相

談
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
、

入
院

の
適

用
か

ど
う

か
と

い
う

こ
と

を
含

め
て

相
談

を
し

て
る

み
た

い
な

の
で

、
そ

れ
は

今
ま

で
通

り
継

続
的

に
や

ら
せ

て
い

た
だ

こ
う

か
な

と
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
本

当
は

一
緒

に
事

例
検

討
み

た
い

な
と

こ
ろ

が
で

き
て

い
け

ば
、

ま
た

な
ん

か
、

３
か

月
で

出
る

に
し

た
と

し
て

も
、

次
に

や
っ

ぱ
り

そ
こ

の
部

分
が

、
今

、
問

題
に

な
っ

て
き

て
る

か
ら

。
た

と
え

ば
、

支
援

を
ど

う
い

う
形

で
病

院
と

連
携

し
な

が
ら

や
っ

て
い

く
み

た
い

な
話

が
で

き
れ

ば
い

い
な

と
は

思
っ

て
ま

す
け

ど
も

。
ま

だ
、

ち
ょ

っ
と

そ
う

い
う

つ
な

が
り

ま
で

は
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
研

修
で

、
２

年
間

じ
っ

く
り

学
ば

せ
て

い
た

だ
い

た
と

い
う

の
が

、
一

番
有

効
だ

っ
た

っ
て

思
う

ん
で

す
け

ど
。

そ
こ

で
得

ら
れ

た
知

識
と

い
う

か
、

そ
の

考
え

方
と

か
、

本
人

理
解

の
こ

と
と

か
、

じ
っ

く
り

教
え

て
い

た
だ

い
た

と
い

う
の

が
あ

っ
て

。
た

と
え

ば
、

周
辺

症
状

が
か

な
り

深
い

方
と

か
、

目
立

っ
て

、
出

現
し

て
ら

っ
し

ゃ
る

方
に

出
会

っ
た

と
き

も
、

そ
の

裏
と

い
う

か
、

そ
の

行
動

に
至

っ
て

る
原

因
を

知
ろ

う
と

い
う

ふ
う

な
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
る

の
か

な
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
こ

れ
も

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

で
、

医
療

的
な

と
こ

ろ
が

入
ら

な
い

と
ど

う
し

よ
う

も
な

い
っ

て
い

う
こ

と
で

、
松

沢
病

院
さ

ん
と

か
、

入
院

に
つ

な
げ

た
り

っ
て

い
う

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
し

た
し

。
そ

の
時

々
で

や
っ

ぱ
り

お
医

者
さ

ん
だ

っ
た

り
と

か
、

ケ
ア

の
部

分
で

な
ん

と
か

と
か

、
徘

徊
な

ん
か

は
地

域
で

、
あ

そ
こ

で
見

た
わ

よ
と

か
っ

て
い

う
こ

と
で

、
取

り
組

み
が

あ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

な
ん

で
す

け
ど

>
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地
域

包
括

<
こ

の
方

も
ず

っ
と

地
域

を
、

や
っ

ぱ
り

歩
い

ち
ゃ

う
っ

て
い

う
お

ば
あ

さ
ん

な
も

の
で

す
か

ら
、

こ
の

３
年

間
ぐ

ら
い

ず
っ

と
近

辺
を

、
や

っ
ぱ

り
歩

い
ち

ゃ
っ

て
た

り
っ

て
い

う
状

況
な

の
で

、
お

ん
な

じ
よ

う
な

こ
と

を
や

っ
て

、
地

域
の

方
に

ち
ょ

っ
と

見
守

り
し

て
も

ら
い

た
い

よ
な

ん
て

い
う

こ
と

も
や

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

<
た

と
え

ば
た

ぶ
ん

知
識

だ
け

だ
っ

た
ら

、
短

期
間

で
も

い
け

る
と

思
う

ん
で

す
。

た
だ

、
そ

れ
を

生
か

す
こ

と
が

も
っ

と
大

切
だ

よ
と

い
う

ふ
う

な
の

が
な

い
と

、
た

ぶ
ん

た
だ

学
ん

だ
だ

け
に

な
っ

て
し

ま
う

>

<
い

ろ
い

ろ
な

周
辺

症
状

が
出

て
き

た
と

こ
ろ

で
、

い
ろ

い
ろ

な
サ

ー
ビ

ス
だ

っ
た

り
と

か
、

関
係

者
の

方
だ

っ
た

り
と

か
、

ご
家

族
で

、
あ

あ
で

も
な

い
こ

う
で

も
な

い
っ

て
で

き
る

方
た

ち
に

つ
い

て
は

、
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
や

は
り

お
一

人
だ

っ
た

り
、

拒
否

が
あ

っ
た

り
っ

て
い

う
方

に
つ

い
て

は
、

や
っ

ぱ
り

苦
労

と
い

う
か

、
ど

う
し

て
あ

げ
よ

う
も

な
い

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
が

何
年

も
続

い
て

し
ま

っ
た

り
と

か
、

ご
家

族
は

サ
ー

ビ
ス

使
い

た
い

ん
だ

け
ど

、
ご

本
人

さ
ん

が
ま

だ
結

構
、

意
志

が
は

っ
き

り
し

て
い

た
り

と
か

、
拒

否
が

強
か

っ
た

り
す

る
と

、
無

理
や

り
で

も
で

き
な

い
し

っ
て

い
う

こ
と

で
、

長
い

経
過

を
た

ど
っ

て
る

方
も

い
ま

す
し

>

<
こ

の
方

が
、

結
局

、
今

、
精

神
科

病
院

に
入

院
し

て
る

の
は

、
な

ぜ
か

っ
て

い
い

ま
す

と
、

お
う

ち
に

帰
れ

な
く

な
っ

ち
ゃ

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

中
で

、
た

ま
た

ま
こ

の
通

り
が

か
っ

た
家

の
玄

関
を

ド
ン

ド
ン

た
た

い
て

、
「

開
け

ろ
、

開
け

ろ
」

と
か

怒
鳴

っ
て

。
こ

の
家

に
た

ま
た

ま
子

ど
も

一
人

し
か

い
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
そ

の
よ

う
な

こ
と

を
さ

れ
て

し
ま

う
と

、
や

っ
ぱ

り
恐

怖
を

感
じ

る
中

で
、

地
域

の
中

で
見

守
り

っ
て

い
う

の
は

、
と

て
も

で
き

な
い

よ
な

ん
て

話
に

な
っ

た
中

で
>

<
結

局
よ

く
言

わ
れ

て
い

る
、

本
人

さ
ん

が
快

適
に

暮
ら

し
て

い
け

る
環

境
を

ど
う

用
意

す
る

か
っ

て
い

う
こ

と
だ

と
思

う
の

で
、

そ
れ

を
そ

の
時

々
の

本
人

さ
ん

の
心

情
に

合
わ

せ
て

用
意

し
て

い
け

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

と
思

う
>

<
だ

か
ら

、
何

か
や

っ
ぱ

り
具

合
が

悪
く

な
る

と
か

、
そ

う
い

う
入

れ
る

き
っ

か
け

を
待

つ
っ

て
い

う
>

<
そ

こ
が

、
や

っ
ぱ

り
地

域
の

中
に

ど
こ

ま
で

こ
の

人
の

情
報

を
お

伝
え

で
き

た
り

と
か

、
で

き
な

か
っ

た
り

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

な
っ

て
い

う
の

を
思

い
な

が
ら

。
せ

っ
か

く
み

ん
な

地
域

で
こ

の
お

ば
さ

ん
の

こ
と

を
見

て
て

く
れ

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

っ
ぱ

り
行

動
化

し
ち

ゃ
っ

た
り

と
か

っ
て

す
る

中
で

は
、

な
か

な
か

ど
こ

ま
で

、
そ

の
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

つ
け

な
が

ら
、

こ
の

方
の

支
援

っ
て

い
う

の
が

>

<
ち

ょ
っ

と
変

だ
な

と
思

っ
た

と
き

の
サ

イ
ン

を
見

落
と

さ
な

い
で

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
こ

う
い

う
こ

と
に

ち
ょ

っ
と

目
を

配
っ

て
い

て
く

だ
さ

い
ね

と
い

う
ふ

う
な

の
を

、
伝

え
て

お
い

て
、

そ
れ

を
教

え
て

い
た

だ
く

と
>

<
や

っ
ぱ

り
長

い
見

守
り

の
中

で
入

れ
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

み
て

い
る

っ
て

い
う

形
で

す
ね

。
今

、
家

族
会

で
来

て
く

だ
さ

っ
て

る
方

で
、

や
は

り
２

年
、

３
年

、
こ

こ
に

相
談

に
来

ら
れ

て
、

認
定

は
受

け
て

る
け

ど
も

、
ず

っ
と

閉
じ

こ
も

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

が
い

て
、

こ
こ

で
３

人
目

ぐ
ら

い
で

、
や

っ
と

訪
問

の
サ

ー
ビ

ス
が

一
つ

入
り

ま
し

た
の

で
。

ご
家

族
は

使
い

た
く

て
、

い
ろ

い
ろ

見
学

し
た

け
れ

ど
も

、
ご

本
人

さ
ん

が
納

得
し

な
く

て
っ

て
い

う
>
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<
地

域
の

方
を

味
方

に
で

き
る

の
か

っ
て

い
う

か
、

そ
の

キ
ー

の
方

を
、

こ
っ

ち
の

こ
と

を
本

当
に

理
解

し
て

も
ら

い
な

が
ら

、
地

域
で

ど
こ

ま
で

受
け

止
め

ら
れ

る
と

か
、

受
け

止
め

ら
れ

な
い

と
か

っ
て

い
う

部
分

を
、

一
緒

に
お

話
し

し
な

が
ら

で
き

る
っ

て
い

う
の

は
、

や
り

や
す

い
な

っ
て

い
う

の
は

思
っ

て
い

ま
す

>

<
正

直
、

B
P
S
D
が

原
因

で
入

院
し

た
っ

て
い

う
の

が
、

あ
ま

り
私

は
経

験
が

な
く

て
。

う
ち

の
職

場
で

も
、

そ
れ

が
原

因
で

入
院

し
た

っ
て

い
う

方
っ

て
、

た
ぶ

ん
一

人
思

い
つ

く
の

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

も
。

そ
れ

が
、

な
ん

で
そ

ん
な

に
少

な
い

>

<
だ

か
ら

家
の

中
で

、
だ

ま
し

だ
ま

し
見

守
り

な
が

ら
、

サ
ー

ビ
ス

が
入

れ
る

介
入

を
待

っ
て

る
っ

て
い

う
方

に
つ

い
て

は
、

ま
だ

余
裕

が
あ

る
と

い
い

ま
す

か
。

大
変

だ
け

ど
、

ま
だ

ご
自

宅
で

、
ご

家
族

も
な

ん
と

か
自

分
で

頑
張

り
た

い
と

思
っ

て
い

た
り

と
か

、
地

域
の

見
守

り
で

な
ん

と
か

暮
ら

し
て

る
、

ぎ
り

ぎ
り

の
と

こ
ろ

で
暮

ら
し

て
る

み
た

い
な

方
で

。
や

っ
ぱ

り
判

断
能

力
が

、
本

当
に

も
う

か
な

り
落

ち
て

く
る

と
、

以
前

は
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

か
、

サ
ー

ビ
ス

拒
否

で
、

も
う

少
し

進
ん

で
く

る
と

入
れ

た
り

し
て

。
そ

れ
で

、
そ

れ
が

安
心

感
に

つ
な

が
っ

て
く

る
と

入
れ

る
ん

で
す

け
ど

>

<
や

っ
ぱ

り
殴

っ
ち

ゃ
っ

た
り

と
か

で
、

暴
力

沙
汰

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

る
状

況
の

方
と

か
を

、
入

院
し

か
な

い
か

な
っ

て
い

っ
た

と
き

に
は

、
そ

こ
を

入
院

だ
け

か
っ

て
い

わ
れ

ち
ゃ

う
と

あ
れ

な
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
そ

こ
が

し
て

も
ら

え
る

か
、

も
ら

え
な

い
か

で
は

・
・

・
は

い
、

違
い

ま
す

ね
。

あ
る

程
度

、
抑

え
る

な
ら

ち
ょ

っ
と

抑
え

て
も

ら
え

る
状

況
を

ち
ょ

っ
と

つ
く

っ
て

、
そ

こ
で

地
域

に
も

う
一

回
戻

し
て

も
ら

え
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
一

番
私

と
し

て
は

す
ご

い
助

か
っ

て
る

と
こ

ろ
。

や
っ

ぱ
り

そ
こ

の
部

分
か

な
っ

て
い

う
よ

う
に

は
思

い
ま

す
>

<
あ

と
は

、
小

規
模

多
機

能
の

ほ
う

に
短

期
間

、
そ

の
と

き
だ

け
で

な
ん

と
か

>
<
そ

こ
が

、
そ

の
方

の
ご

性
格

だ
っ

た
り

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

な
か

な
か

入
れ

な
い

っ
て

い
う

期
間

が
長

い
方

も
い

て
。

あ
と

は
、

ご
家

族
自

身
が

も
う

抱
え

込
ん

じ
ゃ

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

、
大

変
だ

け
ど

抱
え

込
ん

じ
ゃ

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
で

。
た

だ
、

そ
れ

が
や

っ
ぱ

り
、

そ
こ

か
ら

虐
待

に
つ

な
が

っ
ち

ゃ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

も
、

や
っ

ぱ
り

あ
り

ま
す

の
で

。
と

に
か

く
関

係
を

と
ぎ

ら
せ

な
い

と
い

い
ま

す
か

。
家

族
会

だ
っ

た
り

、
ち

ょ
っ

と
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

も
時

々
、

お
電

話
し

た
り

、
訪

問
し

た
り

と
か

っ
て

こ
と

で
、

関
係

を
>

<
数

が
上

が
っ

て
き

て
て

、
B
P
S
D
だ

け
を

っ
て

言
わ

れ
ち

ゃ
う

と
な

ん
と

も
い

え
な

い
ん

で
す

け
ど

。
数

的
に

は
ど

こ
も

、
ど

こ
の

精
神

科
も

、
や

っ
ぱ

り
認

知
症

の
部

分
で

っ
て

い
う

の
は

、
対

応
は

、
や

っ
ぱ

り
増

え
て

き
て

い
ま

す
>

<
や

っ
ぱ

り
お

う
ち

の
中

で
、

徘
徊

も
そ

う
で

す
し

、
ト

イ
レ

の
こ

と
だ

っ
た

り
と

か
、

な
か

な
か

、
も

の
取

ら
れ

妄
想

な
ん

か
は

、
本

当
に

ご
家

族
傷

つ
い

ち
ゃ

う
よ

う
な

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

相
談

が
あ

っ
て

>

<
妄

想
性

の
方

っ
て

難
し

い
で

す
よ

ね
。

妄
想

性
障

害
の

方
で

、
暴

力
的

に
な

ら
な

い
ぐ

ら
い

の
、

小
人

さ
ん

が
い

る
ぐ

ら
い

の
妄

想
の

方
で

あ
れ

ば
、

別
に

地
域

で
そ

ん
な

問
題

な
く

い
ら

れ
る

で
し

ょ
う

し
。

ご
本

人
さ

ん
が

、
暮

ら
し

て
て

、
不

安
で

な
け

れ
ば

、
た

ぶ
ん

地
域

の
中

で
住

ん
で

い
ら

れ
る

ん
で

し
ょ

う
け

れ
ど

。
暴

力
系

に
な

っ
て

し
ま

う
方

を
、

な
ん

か
今

、
う

ま
く

い
っ

た
事

例
っ

て
い

う
の

が
な

い
の

で
、

や
っ

ぱ
り

基
本

、
今

、
入

院
し

て
も

ら
っ

て
い

る
パ

タ
ー

ン
が

多
い

な
っ

て
思

い
ま

す
が

>

<
た

だ
、

や
っ

ぱ
り

そ
れ

で
、

た
と

え
ば

医
療

機
関

に
も

う
つ

な
が

っ
た

り
と

か
、

入
院

に
つ

な
が

っ
た

り
っ

て
い

う
こ

と
じ

ゃ
な

く
て

、
家

で
頑

張
り

た
い

っ
て

い
う

ご
家

族
も

多
か

っ
た

り
、

病
院

に
つ

な
げ

て
、

病
院

に
入

院
さ

せ
ち

ゃ
う

な
ん

て
か

わ
い

そ
う

み
た

い
な

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
で

、
そ

こ
ら

辺
は

、
そ

の
方

の
ご

家
族

の
ご

意
向

を
聞

き
な

が
ら

、
一

緒
に

お
聞

き
し

て
い

く
っ

て
い

う
と

こ
ろ

か
な

と
は

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
>
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<
そ

う
い

う
部

分
を

、
薬

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

な
ん

か
読

み
取

っ
て

あ
げ

ら
れ

る
力

が
あ

れ
ば

、
も

う
ち

ょ
っ

と
変

わ
っ

て
こ

れ
る

可
能

性
は

あ
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
思

う
ん

で
す

け
ど

。
ま

だ
そ

う
い

う
お

医
者

さ
ん

に
私

、
出

会
え

て
い

な
い

も
の

で
、

そ
れ

は
も

し
か

し
て

心
理

の
方

な
の

か
な

と
も

思
っ

た
り

も
す

る
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
そ

こ
の

部
分

を
、

や
っ

ぱ
り

薬
だ

け
じ

ゃ
な

い
ア

プ
ロ

ー
チ

は
、

本
当

は
し

て
い

っ
て

あ
げ

な
け

れ
ば

、
変

わ
り

よ
う

が
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

。
で

も
、

そ
こ

が
で

き
る

の
は

、
精

神
科

の
領

域
で

臨
床

心
理

士
さ

ん
と

一
緒

に
で

き
て

い
け

ば
、

な
ん

か
も

う
ち

ょ
っ

と
や

わ
ら

か
い

お
父

さ
ん

に
な

っ
て

い
っ

て
も

ら
え

な
い

か
な

な
ん

て
い

う
の

は
、

薬
と

併
用

に
は

な
っ

て
い

く
ん

で
し

ょ
う

け
ど

>

<
大

体
、

退
院

前
と

い
う

か
、

１
か

月
ぐ

ら
い

で
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

が
あ

っ
て

、
そ

の
と

き
に

は
声

か
け

て
い

た
だ

い
て

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
だ

っ
た

り
と

か
、

関
係

者
が

い
て

、
そ

の
方

は
施

設
に

入
ら

れ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
>

<
特

に
認

知
症

の
方

、
松

沢
病

院
と

か
で

は
、

大
体

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

必
ず

>

<
本

当
に

こ
れ

は
。

適
切

な
医

療
に

か
か

れ
て

る
か

ど
う

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

る
ん

で
す

よ
ね

。
や

っ
ぱ

り
適

切
に

病
院

に
通

え
て

な
い

方
も

、
明

ら
か

に
ケ

ア
の

問
題

で
興

奮
さ

せ
ち

ゃ
っ

て
る

ん
だ

な
っ

て
い

う
方

も
い

る
ん

で
す

よ
ね

、
や

っ
ぱ

り
。

特
に

ご
夫

婦
の

場
合

と
か

だ
と

、
や

は
り

娘
さ

ん
、

お
嫁

さ
ん

の
代

だ
と

、
あ

る
程

度
認

知
症

の
こ

と
理

解
し

て
、

そ
れ

に
対

応
し

て
っ

て
い

う
こ

と
が

で
き

や
す

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
や

は
り

ご
夫

婦
だ

っ
た

り
し

て
奥

様
が

介
護

者
だ

っ
た

り
、

ご
主

人
が

介
護

者
だ

っ
た

り
す

る
と

、
言

わ
れ

こ
と

を
真

に
受

け
て

、
ど

ん
ど

ん
興

奮
さ

せ
ち

ゃ
う

よ
う

な
ご

家
族

も
い

て
、

そ
れ

は
や

っ
ぱ

り
ケ

ア
の

問
題

だ
な

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
で

は
な

く
て

、
本

当
に

興
奮

し
て

し
ま

っ
て

も
う

手
が

つ
け

ら
れ

な
い

っ
て

い
う

か
、

突
然

も
う

怒
り

出
し

た
ら

暴
力

が
と

か
っ

て
い

う
と

、
や

っ
ぱ

り
医

療
の

と
こ

ろ
が

>

－ 228 －



 
8
.
行
動
・
心
理
症
状

(
B
P
S
D
)
へ

の
対

応

地
域

包
括

<
そ

こ
に

う
ま

く
つ

な
げ

ら
れ

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
な

か
な

か
う

ま
く

い
く

ケ
ー

ス
と

い
か

な
い

ケ
ー

ス
と

っ
て

あ
っ

て
。

や
っ

ぱ
ご

家
族

の
気

持
ち

も
や

っ
ぱ

り
医

療
的

な
と

こ
ろ

に
つ

な
ぎ

に
く

い
、

つ
な

ぐ
の

が
ち

ょ
っ

と
や

っ
ぱ

り
精

神
科

と
か

に
つ

な
ぐ

こ
と

な
の

み
た

い
な

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
り

と
か

、
そ

こ
ら

辺
の

と
こ

ろ
は

、
ま

だ
あ

る
か

な
と

は
思

い
ま

す
ね

>

<
ケ

ア
の

部
分

に
つ

い
て

は
や

っ
ぱ

り
認

知
症

の
対

応
ど

う
し

て
く

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
家

族
支

援
の

部
分

は
、

そ
れ

で
落

ち
着

く
場

合
も

あ
っ

た
り

と
か

も
、

本
当

に
家

族
難

し
け

れ
ば

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
に

行
け

ば
落

ち
着

い
て

る
と

か
っ

て
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

>

<
一

応
身

寄
り

が
な

い
方

と
か

、
ご

家
族

が
い

な
い

方
に

つ
い

て
は

、
や

は
り

ち
ょ

っ
と

区
と

相
談

し
て

、
こ

う
い

う
ふ

う
に

し
ま

し
ょ

う
か

と
い

う
こ

と
で

、
区

の
ほ

う
か

ら
連

絡
し

て
も

ら
っ

た
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

ケ
ー

ス
バ

イ
ケ

ー
ス

な
ん

で
す

け
ど

、
こ

ち
ら

か
ら

連
絡

を
今

し
て

い
い

と
い

う
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
そ

れ
は

、
認

知
症

の
中

の
こ

う
い

う
症

状
で

あ
っ

て
、

そ
れ

が
こ

う
い

う
行

動
で

。
そ

れ
が

、
実

は
理

解
さ

れ
な

い
よ

う
に

な
っ

て
る

と
い

う
こ

と
を

、
そ

こ
を

て
い

ね
い

に
情

報
発

信
し

て
く

っ
て

い
う

作
業

を
し

て
か

な
い

と
、

な
か

な
か

地
域

の
中

で
は

受
け

入
れ

て
い

た
だ

け
な

い
。

な
の

で
、

た
と

え
ば

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

か
、

専
門

職
の

方
が

一
生

懸
命

、
個

で
い

ろ
い

ろ
お

話
は

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
さ

れ
る

ん
で

す
け

れ
ど

。
そ

こ
が

な
か

な
か

、
細

か
い

と
こ

ろ
ま

で
情

報
が

伝
わ

っ
て

な
い

と
こ

ろ
が

あ
る

の
で

、
そ

こ
も

共
有

す
る

場
を

つ
く

っ
て

く
っ

て
こ

と
が

、
有

効
だ

っ
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

>

大
牟

田
 
社

協
<
も

の
も

取
っ

て
も

い
な

い
の

に
、

も
の

取
ら

れ
た

と
か

。
要

す
る

に
認

知
症

に
対

す
る

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

知
識

が
な

い
わ

け
で

す
ね

。
だ

け
ど

、
き

ち
ん

と
間

に
包

括
と

か
、

介
護

予
防

相
談

セ
ン

タ
ー

の
職

員
と

か
、

我
々

が
入

っ
て

話
す

と
、

病
気

な
ん

だ
っ

て
、

だ
か

ら
気

に
す

る
こ

と
は

な
い

ん
だ

っ
て

い
う

ふ
う

な
形

で
、

解
決

し
た

ケ
ー

ス
は

あ
り

ま
す

ね
>

玉
川

 
社

協
<
私

た
ち

も
お

手
伝

い
で

家
の

中
に

入
る

も
の

で
す

か
ら

、
中

で
も

物
盗

ら
れ

に
遭

遇
し

た
機

会
が

あ
り

ま
し

て
>
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<
今

の
状

況
を

、
改

善
す

る
努

力
を

専
門

職
の

側
も

し
て

る
ん

だ
と

い
う

姿
と

か
、

情
報

を
、

な
か

な
か

伝
わ

り
に

く
い

ん
で

す
よ

ね
>

<
「

そ
の

人
は

そ
う

い
う

人
で

、
こ

う
い

う
こ

と
が

あ
る

ん
で

す
。

で
す

か
ら

、
病

気
と

し
て

受
け

止
め

て
く

だ
さ

い
ね

」
と

言
う

た
ら

、
「

あ
あ

、
そ

う
だ

っ
た

ん
で

す
か

」
っ

て
い

う
よ

う
な

形
で

、
受

け
止

め
て

も
ら

え
て

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
ケ

ー
ス

も
や

っ
ぱ

、
あ

ち
こ

ち
で

本
当

あ
り

ま
す

>

<
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
か

ら
相

談
が

あ
っ

て
、

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
っ

て
い

う
話

で
。

も
ち

ろ
ん

ち
ょ

う
ど

訪
問

し
て

で
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

言
っ

て
聞

か
せ

て
ど

う
こ

う
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
は

、
な

か
な

か
対

応
が

で
き

な
い

の
で

。
当

面
の

対
応

と
し

て
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
に

、
こ

う
い

う
病

気
の

中
の

症
状

で
、

と
い

う
よ

う
な

と
こ

ろ
で

出
直

し
て

も
ら

う
ん

で
す

け
ど

。
や

は
り

ま
た

職
務

と
は

違
っ

て
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

的
な

活
動

っ
て

い
っ

て
、

攻
撃

的
な

あ
れ

を
受

け
ち

ゃ
う

と
、

気
持

ち
が

落
ち

込
ん

じ
ゃ

っ
て

、
継

続
が

不
可

能
に

な
っ

て
し

ま
う

よ
う

な
方

も
で

す
ね

>

<
伝

わ
り

に
く

い
部

分
を

、
中

間
で

私
た

ち
の

よ
う

な
ワ

ー
カ

ー
が

、
住

民
サ

イ
ド

に
情

報
発

信
し

た
り

と
か

、
理

解
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
つ

な
ぎ

役
を

さ
せ

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
が

、
一

つ
役

割
を

果
た

す
部

分
に

な
っ

て
る

>

<
対

処
す

る
方

法
と

い
う

か
、

家
族

が
い

た
り

も
し

ま
す

の
で

、
認

知
症

抱
え

る
家

族
を

一
人

に
し

な
い

と
い

う
こ

と
か

な
。

い
つ

で
も

相
談

で
き

ま
す

よ
っ

て
い

う
よ

う
な

、
相

談
窓

口
を

開
け

と
か

ん
と

、
一

人
で

抱
え

込
ん

で
し

ま
っ

て
、

ど
う

に
も

で
き

な
い

っ
て

い
う

か
。

そ
れ

こ
そ

、
介

護
殺

人
が

起
き

た
り

と
か

。
そ

う
い

う
ふ

う
な

、
い

つ
で

も
相

談
で

き
る

よ
う

な
体

制
だ

け
は

取
っ

て
お

く
>

<
や

っ
ぱ

り
、

ち
ょ

っ
と

シ
ョ

ッ
ク

で
や

め
ら

れ
る

っ
て

方
に

は
、

説
明

等
で

フ
ォ

ロ
ー

は
し

た
上

で
、

終
的

に
は

ご
自

身
で

判
断

し
て

い
た

だ
い

て
と

い
う

こ
と

こ
ろ

で
は

さ
せ

て
も

ら
っ

て
る

ん
で

す
が

。
そ

れ
っ

き
り

会
員

自
体

や
め

ち
ゃ

う
人

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
>

<
初

は
、

完
全

に
シ

ャ
ッ

ト
ア

ウ
ト

し
て

い
た

関
係

性
が

、
先

日
も

会
議

の
中

で
、

あ
る

地
区

の
住

民
リ

ー
ダ

ー
の

方
が

そ
う

だ
っ

た
の

か
と

。
そ

う
い

う
こ

と
で

あ
れ

ば
、

同
じ

地
域

に
住

ん
で

る
ん

だ
か

ら
、

受
け

入
れ

て
く

し
か

な
い

な
と

。
で

き
る

か
ぎ

り
そ

う
い

う
努

力
を

専
門

職
の

人
た

ち
も

し
て

く
れ

て
る

ん
だ

か
ら

、
そ

れ
は

自
分

た
ち

も
、

そ
う

い
う

姿
勢

で
、

そ
の

人
を

支
え

て
こ

う
み

た
い

な
発

言
を

し
て

く
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

周
り

の
民

生
委

員
や

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

た
ち

が
、

ま
た

ち
ょ

っ
と

動
き

や
す

い
っ

て
い

う
ん

で
す

か
ね

。
中

に
は

そ
う

い
う

理
解

の
あ

る
人

た
ち

が
い

る
ん

で
す

>

<
地

域
住

民
だ

け
じ

ゃ
で

き
な

い
、

い
ろ

ん
な

介
護

施
設

と
か

、
構

成
員

を
入

れ
て

る
ん

で
す

ね
。

町
づ

く
り

が
地

域
住

民
だ

け
じ

ゃ
、

や
っ

ぱ
り

駄
目

な
ん

で
す

ね
。

い
ろ

ん
な

人
た

ち
と

一
緒

に
多

職
種

、
多

分
野

、
多

業
種

の
人

た
ち

が
一

緒
に

な
っ

て
や

ら
な

け
れ

ば
、

地
域

は
構

成
で

き
ま

せ
ん

ね
>

<
反

省
し

な
き

ゃ
い

け
な

い
と

こ
な

ん
で

す
け

ど
。

そ
う

い
う

可
能

性
っ

て
い

う
の

が
あ

る
っ

て
い

う
の

を
、

し
っ

か
り

知
っ

て
い

た
だ

い
た

上
で

、
そ

う
い

う
場

面
に

遭
遇

し
た

ら
、

た
ぶ

ん
、

シ
ョ

ッ
ク

度
も

違
う

面
が

あ
っ

た
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

で
>

<
そ

こ
の

役
割

が
、

私
た

ち
社

協
の

ワ
ー

カ
ー

の
役

割
か

な
な

ん
て

い
う

ふ
う

に
、

認
識

し
て

ま
す

>
<
私

た
ち

も
ね

、
登

録
の

と
き

に
１

度
研

修
っ

て
い

う
の

は
設

け
て

は
い

る
ん

で
す

が
。

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

、
事

務
手

続
き

等
含

め
た

も
の

が
主

体
に

な
っ

て
、

ち
ょ

っ
と

知
識

啓
発

っ
て

い
う

の
は

あ
ま

り
多

く
な

い
部

分
。

触
れ

て
は

い
る

ん
で

す
が

>
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<
個

々
の

ケ
ー

ス
、

実
際

に
依

頼
す

る
と

き
に

は
こ

の
ケ

ー
ス

の
方

は
こ

う
い

う
病

気
を

持
っ

て
る

と
か

、
症

状
の

方
で

っ
て

い
う

の
は

伝
え

る
ん

で
す

が
。

長
年

や
っ

て
い

た
だ

い
て

る
う

ち
に

、
進

行
し

て
し

ま
っ

た
中

で
物

忘
れ

が
進

ん
で

る
っ

て
い

う
の

は
わ

か
っ

て
て

も
、

こ
う

い
っ

た
症

状
が

出
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
ま

で
の

フ
ォ

ロ
ー

を
、

私
た

ち
も

ど
の

段
で

ど
う

い
う

症
状

が
っ

て
い

う
の

が
、

見
え

に
く

い
部

分
も

あ
っ

て
、

で
き

て
い

な
い

部
分

が
あ

っ
た

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

や
は

り
、

そ
う

い
っ

た
意

味
で

は
お

手
伝

い
す

る
方

へ
も

継
続

的
な

支
援

と
い

う
形

っ
て

い
う

の
は

必
要

で
。

特
に

こ
の

認
知

症
を

は
じ

め
と

し
た

、
高

齢
者

に
起

き
や

す
い

状
況

の
伝

達
っ

て
い

う
の

は
、

知
識

啓
発

っ
て

い
う

の
は

重
要

に
な

っ
て

く
る

の
か

な
と

>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

(
地

区
社

協
）

<
こ

う
い

う
ケ

ア
会

議
を

や
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

い
ろ

ん
な

問
題

が
、

ど
こ

ど
こ

出
る

わ
け

で
す

よ
、

各
テ

ー
ブ

ル
か

ら
。

そ
れ

を
持

ち
上

げ
て

、
じ

ゃ
あ

っ
て

い
う

こ
と

で
、

被
害

に
あ

っ
た

人
た

ち
に

、
包

括
も

そ
う

な
ん

で
す

け
ど

、
家

族
も

謝
罪

に
も

う
行

っ
た

ん
で

す
よ

ね
。

「
す

い
ま

せ
ん

、
こ

れ
は

認
知

症
が

や
ら

し
た

こ
と

な
ん

で
す

」
と

。
そ

う
し

た
ら

、
態

度
が

変
わ

っ
た

ん
で

す
よ

。
病

気
で

こ
う

い
う

こ
と

を
す

る
ん

だ
。

だ
か

ら
、

全
部

そ
の

辺
で

い
ろ

ん
な

ほ
う

に
作

用
し

て
き

て
る

>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
地

域
住

民
が

、
認

知
症

は
、

よ
そ

の
方

の
病

気
だ

。
自

分
に

は
、

関
係

な
い

っ
て

い
う

ふ
う

な
無

関
心

で
あ

る
こ

と
が

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
を

つ
く

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
そ

う
い

う
こ

と
で

は
で

き
な

い
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

ま
す

。
だ

か
ら

、
何

回
も

申
し

上
げ

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

の
病

気
に

対
す

る
理

解
者

を
、

一
人

で
も

多
く

増
や

し
て

い
く

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
や

っ
ぱ

り
、

火
の

始
末

が
心

配
っ

て
い

う
こ

と
と

。
・

・
・

そ
れ

か
ら

、
片

づ
け

ら
れ

な
く

っ
て

ご
み

屋
敷

で
、

ね
ず

み
か

ら
何

か
ら

み
ん

な
い

ま
す

よ
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

ね
・

・
・

お
風

呂
も

入
ら

な
い

か
ら

、
本

当
に

と
て

も
ご

一
緒

に
は

出
き

れ
な

い
。

我
が

家
に

来
て

い
た

だ
い

て
も

、
浴

室
か

ら
、

み
ん

な
に

お
い

が
残

っ
て

し
ま

っ
て

>

<
ケ

ア
会

議
で

、
そ

の
人

を
題

材
に

み
な

で
、

地
域

で
考

え
よ

う
と

。
こ

の
人

を
も

と
に

、
地

域
が

福
祉

の
こ

と
に

考
え

よ
う

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

し
て

い
っ

た
ん

だ
け

ど
、

あ
の

人
を

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

た
ほ

う
が

い
い

か
な

っ
て

い
う

よ
う

な
。

そ
う

す
る

と
、

い
ろ

い
ろ

意
見

出
て

く
る

ん
で

す
よ

ね
>

<
そ

し
て

、
子

ど
も

た
ち

に
も

、
き

ち
っ

と
認

知
症

っ
て

い
う

病
気

を
、

や
っ

ぱ
り

「
こ

う
い

う
病

気
な

ん
だ

よ
」

っ
て

い
う

こ
と

を
、

学
校

の
中

で
も

、
福

祉
教

育
の

中
で

教
え

て
い

た
だ

く
>

<
そ

れ
は

、
そ

れ
こ

そ
、

ち
ょ

う
ど

病
気

に
な

っ
て

い
た

だ
く

か
。

そ
れ

こ
そ

、
な

ん
か

の
け

が
も

さ
れ

た
の

を
き

っ
か

け
に

と
か

、
そ

れ
も

、
あ

り
ま

し
た

け
ど

。
そ

れ
し

か
、

身
動

き
取

れ
な

い
っ

て
い

う
と

こ
ろ

ま
で

、
や

っ
ぱ

り
>
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自
治
会

<
私

も
被

害
に

あ
っ

た
人

が
、

た
ま

た
ま

知
っ

て
る

人
な

も
ん

で
、

「
悪

い
ね

、
ご

め
ん

ね
」

っ
て

。
「

彼
女

は
、

こ
う

い
う

病
気

な
ん

だ
よ

」
っ

て
。

「
わ

か
り

ま
し

た
よ

」
。

子
ど

も
同

士
が

同
級

生
だ

と
か

、
そ

ん
な

こ
と

出
て

く
る

ん
で

す
よ

。
ま

さ
か

あ
の

子
の

親
と

は
知

ら
な

か
っ

た
と

か
。

そ
う

い
う

こ
と

も
わ

か
っ

て
く

る
と

、
人

っ
て

無
碍

に
で

き
な

く
な

っ
て

く
る

ん
だ

ね
。

そ
ん

な
の

が
、

こ
の

対
応

と
し

て
出

て
き

て
る

>

<
地

域
は

、
福

祉
教

育
の

実
践

の
場

に
な

り
ま

し
ょ

う
と

い
う

こ
と

で
、

各
学

校
に

も
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
申

し
上

げ
て

ま
す

の
で

、
一

人
暮

ら
し

の
方

の
訪

問
と

か
、

一
人

一
人

、
そ

の
と

き
も

地
域

住
民

が
ご

案
内

し
て

。
「

こ
こ

が
、

誰
々

さ
ん

の
う

ち
」

っ
て

い
う

ふ
う

に
誘

導
し

て
ま

い
り

ま
す

の
で

>

<
家

族
の

ケ
ア

っ
て

い
う

の
も

、
本

当
に

必
要

だ
な

っ
て

、
す

ご
く

。
ず

っ
と

、
見

て
あ

げ
よ

う
と

思
え

ば
思

う
ほ

ど
、

ど
ん

ど
ん

大
変

に
な

っ
て

く
わ

け
で

す
か

ら
、

進
み

ま
す

か
ら

ね
。

だ
か

ら
、

家
族

の
ケ

ア
も

と
っ

て
も

必
要

だ
な

っ
て

思
い

ま
す

し
>

<
も

し
そ

の
人

が
出

た
ら

、
や

っ
ぱ

り
交

通
事

故
あ

わ
な

い
ぐ

ら
い

に
、

近
所

の
人

が
、

た
と

え
ば

、
名

札
と

か
。

名
札

は
取

っ
ち

ゃ
う

も
ん

で
す

か
ら

、
後

ろ
に

つ
け

る
と

か
。

な
ん

か
わ

か
る

よ
う

な
も

の
を

つ
け

て
、

い
ざ

と
い

う
と

い
う

と
き

に
見

つ
け

や
す

い
よ

う
に

し
て

く
れ

と
か

、
そ

う
い

う
の

が
ケ

ア
会

議
で

は
い

っ
ぱ

い
出

て
き

ま
す

ね
>

<
変

わ
り

ま
し

た
。

自
分

の
ほ

う
か

ら
、

「
う

ち
の

母
は

、
こ

う
な

ん
で

す
」

っ
て

い
う

こ
と

を
、

隣
近

所
に

打
ち

明
け

て
、

お
願

い
を

さ
れ

る
っ

て
い

う
こ

と
は

、
本

当
に

以
前

、
考

え
ら

れ
な

い
こ

と
で

す
>

<
う

ま
く

お
話

が
ち

ゃ
ん

と
わ

か
っ

て
い

た
だ

け
れ

ば
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
。

や
は

り
認

知
症

も
進

ん
で

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

し
。

も
と

も
と

が
、

そ
う

い
う

こ
と

が
嫌

。
病

院
行

く
の

も
嫌

。
人

と
そ

ん
な

こ
と

す
る

の
も

嫌
っ

て
、

そ
う

い
う

こ
と

で
暮

ら
し

て
き

た
人

が
、

変
わ

る
わ

け
は

な
い

わ
け

で
す

し
。

認
知

症
に

な
れ

ば
、

余
計

そ
れ

が
強

く
な

る
わ

け
で

す
の

で
ね

。
だ

か
ら

、
そ

こ
の

と
こ

ろ
が

、
非

常
に

難
し

い
で

す
ね

>

<
だ

か
ら

、
徘

徊
に

つ
い

て
、

止
め

る
っ

て
い

う
こ

と
は

な
か

な
か

難
し

い
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
。

だ
か

ら
、

逆
に

自
分

の
と

こ
へ

来
た

ら
、

各
区

で
そ

の
人

の
回

覧
板

み
た

い
の

を
つ

く
っ

て
、

各
家

庭
に

。
た

と
え

ば
、

玄
関

の
ド

ア
に

貼
っ

と
く

と
。

手
配

写
真

じ
ゃ

な
い

ん
で

す
け

ど
。

と
い

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

い
ち

早
く

連
絡

先
と

か
、

よ
り

遠
く

行
か

な
い

よ
う

な
、

よ
り

危
な

く
な

ら
な

い
よ

う
な

の
が

、
や

ろ
う

か
っ

て
い

う
こ

と
は

、
各

地
域

で
言

っ
て

く
れ

て
ま

す
ね

。
事

実
そ

う
い

う
こ

と
や

っ
て

く
れ

て
る

>

<
た

だ
、

信
頼

関
係

だ
け

を
、

話
す

関
係

だ
け

が
途

絶
え

て
は

い
け

な
い

と
い

う
こ

と
で

の
、

私
た

ち
な

ん
か

で
す

と
、

そ
れ

は
す

ご
く

気
を

つ
け

て
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
ね

。
話

も
し

て
く

れ
な

く
な

っ
た

ら
困

り
ま

す
み

た
い

な
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
B
P
S
D
の

人
た

ち
を

見
た

ら
、

ご
存

知
の

よ
う

に
、

こ
の

環
境

は
、

そ
の

ご
本

人
の

環
境

は
ど

う
な

ん
だ

っ
て

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
大

き
い

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

、
一

番
で

す
よ

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
患

者
さ

ん
自

身
の

家
族

が
疾

患
の

性
質

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
、

B
P
S
D
の

予
防

に
や

っ
ぱ

り
一

番
つ

な
が

る
と

思
い

ま
す

。
B
P
S
D
で

、
う

ち
を

受
診

さ
れ

る
方

が
多

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
疾

患
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

し
た

だ
け

で
、

結
構

な
確

率
で

、
薬

使
わ

な
く

て
も

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と

か
い

ろ
い

ろ
言

わ
な

く
て

も
お

さ
ま

り
ま

す
>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
薬

物
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
の

は
、

ま
ず

医
療

と
し

て
は

主
だ

と
思

う
ん

で
す

が
。

そ
れ

以
上

に
有

効
な

の
は

、
や

っ
ぱ

り
、

ご
家

族
が

、
ど

れ
ぐ

ら
い

ご
本

人
の

状
況

が
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

か
ど

う
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

と
思

う
ん

で
す

ね
。

つ
ま

り
同

じ
症

状
、

た
と

え
ば

、
徘

徊
、

妄
想

で
あ

っ
た

と
し

て
も

、
ご

家
族

が
そ

れ
を

許
容

し
て

る
分

に
は

、
あ

ま
り

困
難

に
は

な
ら

な
い

ん
で

す
が

。
ち

ょ
っ

と
し

た
も

の
で

も
、

ご
家

族
が

そ
れ

を
、

も
う

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

と
、

も
う

非
常

に
大

き
な

困
難

に
な

る
の

で
、

ご
家

族
の

そ
の

許
容

の
幅

を
ど

ん
だ

け
広

げ
て

あ
げ

れ
る

か
っ

て
い

う
の

が
、

大
き

い
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>
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か
か
り

つ
け
医

<
や

っ
ぱ

り
薬

が
効

く
人

が
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

う
人

た
ち

は
薬

で
も

っ
て

、
徘

徊
だ

と
か

、
そ

う
い

っ
た

暴
力

だ
と

か
、

そ
ん

な
の

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

人
が

結
構

い
る

ん
で

、
そ

う
い

う
人

た
ち

は
い

い
と

思
い

ま
す

け
ど

。
そ

れ
が

で
き

な
く

な
っ

た
と

き
は

、
今

度
は

や
っ

ぱ
り

精
神

科
の

先
生

と
仲

よ
く

し
と

い
て

。
い

つ
も

、
会

で
話

し
て

ま
す

ん
で

。
電

話
す

る
と

、
取

っ
て

く
れ

る
と

。
ど

う
し

よ
う

も
な

い
か

ら
お

願
い

し
て

る
ん

で
す

け
ど

>

<
た

ぶ
ん

患
者

さ
ん

の
家

族
自

身
が

、
今

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

を
、

正
体

が
な

ん
な

の
か

っ
て

い
う

の
が

、
た

ぶ
ん

わ
か

ん
な

い
ん

だ
と

思
い

ま
す

。
で

、
そ

の
正

体
を

き
ち

ん
と

家
族

介
護

し
て

い
る

方
に

知
ら

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
B
P
S
D
の

ほ
う

は
、

お
さ

ま
っ

て
い

く
な

と
思

い
ま

す
>

<
現

状
が

受
容

で
き

る
か

ど
う

か
。

そ
も

そ
も

、
ご

本
人

が
認

知
症

で
あ

る
こ

と
す

ら
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
っ

て
い

う
患

者
さ

ん
の

ご
家

族
は

、
結

構
多

い
の

で
、

そ
こ

に
ど

う
サ

ポ
ー

ト
で

き
る

か
>

<
ア

リ
セ

プ
ト

と
か

、
ど

っ
ち

か
っ

つ
う

と
、

興
奮

性
の

薬
物

に
関

し
て

は
、

攻
撃

的
な

人
と

か
に

は
、

ア
リ

セ
プ

ト
を

逆
に

切
っ

た
り

な
ん

か
し

た
ほ

う
が

、
診

て
い

く
上

で
は

い
い

か
も

し
ん

な
い

で
す

ね
>

<
た

と
え

ば
施

設
単

位
で

学
習

会
と

か
、

ず
っ

と
や

っ
て

い
く

こ
と

あ
る

ん
で

す
よ

。
で

、
施

設
単

位
で

学
習

会
を

や
る

と
、

や
っ

ぱ
り

そ
の

施
設

で
B
P
S
D
が

解
決

し
ま

す
。

だ
か

ら
、

ま
だ

き
ち

ん
と

ど
う

い
っ

た
形

で
伝

え
る

の
が

、
本

当
に

有
効

な
の

か
っ

て
い

う
の

は
わ

か
ら

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

な
ん

か
そ

こ
ら

辺
の

疾
患

の
性

質
と

、
対

応
法

に
つ

い
て

、
き

ち
ん

と
家

族
な

り
、

施
設

職
員

さ
ん

な
り

を
学

習
し

て
も

ら
う

こ
と

が
、

実
は

一
番

の
B
P
S
D
の

防
止

法
な

の
か

な
と

思
い

ま
す

>

<
こ

れ
は

対
話

と
い

う
か

、
困

っ
て

る
こ

と
を

聞
い

て
、

そ
れ

を
解

釈
し

て
、

ど
う

、
医

療
的

な
部

分
も

含
め

て
伝

え
る

か
っ

て
い

う
作

業
を

、
繰

り
返

し
繰

り
返

し
。

そ
れ

で
も

や
っ

ぱ
し

ご
家

族
は

、
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
こ

と
は

多
い

ん
で

す
ね

。
で

も
そ

れ
は

繰
り

返
し

繰
り

返
し

や
り

な
が

ら
、

と
き

に
は

、
違

う
人

が
そ

う
い

う
話

を
何

回
か

や
っ

て
い

く
う

ち
。

も
う

一
つ

は
、

患
者

さ
ん

ご
家

族
が

自
分

た
ち

だ
け

じ
ゃ

な
い

っ
て

い
う

こ
と

を
認

識
し

た
と

き
に

、
大

き
く

こ
と

が
動

く
こ

と
は

あ
り

ま
す

。
こ

れ
っ

て
う

ち
だ

け
か

と
思

っ
て

た
ら

っ
て

い
う

の
が

、
ど

こ
か

で
つ

な
が

る
と

、
「

あ
あ

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
な

ん
だ

、
だ

か
ら

そ
う

な
ん

だ
」

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

考
回

路
が

変
わ

っ
て

い
く

>

<
実

際
に

B
P
S
D
が

見
ら

れ
て

る
人

に
対

し
て

も
、

家
族

の
人

た
ち

の
理

解
が

、
も

う
初

っ
か

ら
い

い
人

も
い

る
ん

で
す

よ
、

そ
れ

で
も

出
る

こ
と

は
出

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

、
そ

の
出

て
る

人
た

ち
に

対
し

て
、

辛
抱

強
く

や
り

ま
し

ょ
う

ね
っ

て
。

こ
れ

は
、

我
慢

が
い

る
ん

で
す

か
ら

ね
っ

て
い

う
話

を
家

族
に

し
て

、
家

族
の

人
た

ち
に

理
解

し
て

も
ら

う
>

<
た

と
え

ば
、

洋
服

の
着

替
え

の
問

題
と

か
で

も
、

言
葉

で
言

う
ん

じ
ゃ

な
く

て
、

風
呂

に
入

っ
て

る
と

き
に

、
こ

そ
っ

と
今

の
状

態
だ

っ
た

ら
入

れ
替

え
と

け
ば

わ
か

ら
ん

で
す

よ
と

か
。

汚
れ

物
と

洗
濯

物
を

並
べ

て
置

い
と

っ
た

ら
、

た
ぶ

ん
い

っ
ぺ

ん
に

着
ち

ゃ
い

ま
す

よ
っ

て
、

そ
れ

脱
が

せ
る

の
大

変
で

し
ょ

っ
て

、
そ

こ
で

怒
る

で
し

ょ
と

か
>

<
し

ん
ど

い
と

言
わ

れ
る

の
は

、
や

っ
ぱ

り
夜

間
、

寝
れ

な
い

。
気

が
も

う
お

さ
ま

ら
な

い
。

な
ん

で
、

そ
う

い
う

方
の

場
合

は
も

ち
ろ

ん
お

薬
を

使
っ

て
眠

れ
る

よ
う

に
っ

て
い

う
の

も
あ

る
し

、
あ

る
い

は
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

み
た

い
な

の
で

、
家

族
の

睡
眠

を
確

保
す

る
っ

て
い

う
の

は
あ

り
ま

す
ね

>
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<
や

っ
ぱ

り
家

族
っ

て
い

う
の

は
遠

慮
が

な
い

も
ん

で
す

か
ら

、
ど

う
し

て
も

な
ん

だ
か

ん
だ

っ
て

言
う

ん
で

す
よ

ね
。

そ
れ

で
、

実
際

問
題

言
っ

て
る

や
り

と
り

を
聞

か
し

て
く

れ
っ

て
言

っ
て

。
そ

う
す

る
と

、
本

当
に

乱
暴

な
言

葉
で

、
「

さ
っ

き
言

っ
た

ろ
う

」
と

か
、

そ
う

い
う

話
で

、
言

葉
の

使
い

方
っ

て
い

う
か

、
や

っ
ぱ

り
難

し
い

ん
で

す
け

ど
ね

。
で

も
、

ど
う

し
て

も
言

っ
て

し
ま

う
ん

で
し

ょ
う

ね
>

<
た

と
え

ば
施

設
職

員
さ

ん
な

ん
か

だ
っ

た
ら

、
風

呂
に

入
れ

る
の

が
大

変
だ

っ
て

い
う

よ
う

な
と

き
に

、
じ

ゃ
あ

、
ど

う
す

る
か

と
か

で
す

ね
。

じ
ゃ

あ
ち

ょ
っ

と
こ

の
軟

膏
を

塗
っ

て
、

軟
膏

を
落

と
す

た
め

に
風

呂
に

入
り

ま
し

ょ
う

と
か

で
す

。
な

ん
か

そ
う

い
う

事
例

の
集

積
っ

て
い

う
の

が
、

と
っ

て
も

B
P
S
D
の

対
応

に
は

有
効

な
の

か
な

と
思

い
ま

し
た

>

<
今

週
、

先
週

で
立

て
続

け
に

２
件

、
徘

徊
の

問
題

が
起

こ
っ

て
、

１
件

は
翌

朝
ま

で
見

つ
か

ら
な

く
て

、
救

命
セ

ン
タ

ー
に

低
体

温
で

運
ば

れ
て

。
も

う
一

人
は

や
っ

ぱ
り

見
つ

か
ん

な
く

て
、

見
つ

か
っ

た
と

き
に

、
ち

ょ
っ

と
具

合
が

悪
く

な
っ

て
入

院
に

な
っ

た
と

。
そ

れ
を

経
験

し
た

の
で

、
こ

れ
は

ち
ょ

っ
と

考
え

な
き

ゃ
な

と
思

い
始

め
て

る
と

こ
な

ん
で

す
が

。
付

け
焼

刃
的

な
と

こ
で

、
こ

れ
は

、
そ

う
い

う
リ

ス
ク

の
あ

る
方

に
は

、
靴

に
G
P
S
が

つ
い

て
い

る
と

か
、

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

手
段

っ
て

い
う

の
は

、
な

ん
ら

か
の

工
夫

が
必

要
か

な
と

は
思

い
ま

し
た

>

<
家

族
の

人
、

私
一

人
じ

ゃ
な

く
て

、
う

ち
の

訪
問

看
護

師
と

か
。

そ
れ

か
ら

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

か
、

そ
う

い
う

人
た

ち
に

入
っ

て
も

ら
っ

て
。

あ
る

い
は

、
施

設
の

介
護

職
の

方
た

ち
に

入
っ

て
も

ら
っ

て
、

家
族

を
慰

め
て

も
ら

う
ん

で
す

ね
。

も
う

一
つ

は
、

家
族

を
休

ま
せ

て
あ

げ
る

と
か

で
す

ね
>

<
ご

家
族

に
対

し
て

有
効

な
の

が
、

や
っ

ぱ
り

家
族

会
で

す
。

家
族

会
に

行
く

こ
と

だ
け

で
、

B
P
S
D
を

落
ち

着
く

て
い

う
の

は
、

多
い

で
し

ょ
う

>

<
（

徘
徊

模
擬

訓
練

な
ど

）
や

れ
れ

ば
い

い
ん

で
す

け
ど

、
な

か
な

か
都

市
部

の
現

状
を

か
ん

が
み

て
、

そ
の

徘
徊

の
人

も
、

警
察

に
探

し
て

も
ら

っ
た

り
し

た
ん

で
す

け
ど

。
管

轄
が

こ
こ

、
世

田
谷

区
と

目
黒

区
の

あ
れ

（
境

）
な

の
で

、
こ

こ
の

警
察

に
言

っ
て

も
、

駄
目

と
い

う
ね

、
そ

う
い

う
難

し
さ

も
あ

る
の

で
>

<
周

り
の

環
境

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

ね
。

そ
の

人
の

置
か

れ
て

る
立

場
っ

て
い

う
の

が
一

番
じ

ゃ
な

い
か

と
。

そ
れ

を
い

か
に

見
つ

け
て

、
そ

れ
を

う
ま

く
治

せ
て

い
く

>

<
家

族
が

落
ち

着
く

と
、

患
者

さ
ん

も
落

ち
着

き
ま

す
。

逆
に

落
ち

着
か

な
い

と
こ

ろ
は

、
家

族
に

な
ん

ら
か

の
問

題
を

抱
え

て
る

場
合

も
、

結
構

あ
り

ま
す

>

<
家

族
の

受
け

入
れ

の
部

分
で

大
き

く
変

わ
っ

て
く

る
の

で
、

家
族

自
身

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

、
大

事
に

し
て

ま
す

。
家

族
が

病
状

を
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
限

り
は

、
か

な
り

些
細

な
症

状
で

も
か

な
り

不
安

定
に

な
る

の
で

す
が

、
家

族
が

病
状

を
受

け
入

れ
て

く
る

と
、

多
少

の
B
P
S
D
で

も
、

大
丈

夫
な

ん
で

す
ね

。
だ

か
ら

家
族

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

本
当

に
大

事
だ

と
思

い
ま

す
>

<
こ

の
人

、
B
P
S
D
な

り
そ

う
だ

な
っ

て
い

う
の

が
。

そ
う

い
う

人
た

ち
が

い
る

ん
で

、
も

う
そ

う
い

う
人

た
ち

は
、

初
か

ら
気

を
つ

け
て

環
境

整
備

を
し

て
い

く
っ

て
い

う
の

が
、

や
っ

ぱ
り

必
要

だ
と

思
う

>

<
介

護
者

の
学

習
会

。
在

宅
介

護
者

の
会

み
た

い
な

と
こ

で
の

学
習

会
を

受
け

た
方

、
や

っ
ぱ

り
随

分
と

違
っ

て
き

ま
す

>
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か
か
り

つ
け
医

<
何

言
っ

た
ら

怒
り

ま
す

か
と

か
、

そ
の

辺
の

チ
ェ

ッ
ク

で
す

よ
ね

。
ま

ず
初

、
そ

の
辺

を
チ

ェ
ッ

ク
し

と
い

て
、

喜
ぶ

こ
と

は
な

ん
な

ん
だ

と
か

、
趣

味
で

す
よ

ね
。

ご
本

人
の

持
っ

た
趣

味
は

な
ん

で
す

か
。

こ
れ

は
、

伸
ば

し
て

い
き

ま
し

ょ
う

っ
て

い
う

よ
う

な
と

こ
で

す
か

ね
。

好
き

な
も

の
を

食
べ

に
行

く
と

か
。

本
当

趣
味

を
持

っ
て

る
人

、
結

構
い

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

、
そ

の
趣

味
を

や
め

な
い

で
>

<
詳

細
に

B
P
S
D
の

内
容

を
決

め
て

、
幻

覚
系

な
の

か
、

妄
想

系
な

の
か

、
脱

抑
制

な
の

か
、

情
動

行
動

な
の

か
っ

て
い

う
こ

と
で

、
あ

る
程

度
見

極
め

を
つ

け
て

薬
を

出
し

ま
す

。
そ

の
と

き
に

も
必

要
な

の
が

、
介

護
者

の
観

察
な

ん
で

す
よ

。
怒

り
っ

ぽ
く

な
る

理
由

っ
て

い
う

の
に

は
、

こ
う

い
う

い
く

つ
か

の
原

因
が

あ
る

か
ら

、
ど

れ
な

の
か

ち
ょ

っ
と

次
ま

で
探

し
て

も
ら

い
ま

し
ょ

う
か

っ
て

い
う

こ
と

で
探

し
た

り
。

あ
る

い
は

、
そ

の
場

で
答

え
て

も
ら

っ
た

り
し

て
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
薬

物
療

法
し

ま
す

>

<
精

神
科

に
送

っ
て

、
こ

れ
は

入
院

さ
せ

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
の

は
、

本
当

に
こ

の
何

年
間

。
た

と
え

ば
、

今
年

１
年

で
、

一
人

か
二

人
で

す
ね

>

<
（

薬
物

の
副

作
用

で
の

B
P
S
D
）

多
い

で
す

ね
。

結
構

あ
る

と
思

い
ま

す
。

で
す

か
ら

そ
こ

は
、

開
業

の
先

生
と

の
連

携
で

す
ね

。
信

頼
関

係
が

ど
れ

だ
け

取
れ

て
る

か
に

よ
っ

て
、

「
先

生
、

こ
れ

や
め

て
く

だ
さ

い
」

っ
て

言
っ

て
、

き
ち

ん
と

聞
い

て
く

れ
る

先
生

と
や

っ
ぱ

り
無

理
な

先
生

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
>

<
興

奮
す

る
こ

と
は

多
い

で
す

よ
、

ベ
ン

ゾ
ジ

ア
ゼ

ピ
ン

。
意

外
な

盲
点

で
、

呼
吸

器
系

の
。

大
牟

田
は

、
結

構
呼

吸
器

疾
患

多
い

で
す

か
ら

、
テ

オ
フ

ィ
リ

ン
と

か
が

、
や

っ
ぱ

り
多

い
で

す
>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
知

恵
と

い
う

か
、

そ
れ

は
、

家
族

会
に

入
っ

て
る

、
こ

う
い

う
毎

月
来

る
あ

れ
で

は
、

見
て

ま
す

け
ど

。
で

も
、

私
は

、
私

な
り

に
や

り
ま

す
。

ヒ
ン

ト
は

、
こ

こ
に

あ
る

の
で

>

大
牟

田
 
家

族
<
今

、
振

り
返

っ
て

み
る

と
、

安
心

感
だ

と
思

う
ん

で
す

よ
、

終
的

に
は

。
い

つ
も

わ
か

っ
て

る
よ

っ
て

、
私

が
お

る
よ

、
大

丈
夫

よ
と

>

玉
川

 
家

族
<
四

六
時

中
、

目
が

離
せ

な
い

ん
で

す
よ

ね
、

家
族

に
と

っ
て

は
。

有
効

な
の

は
私

が
や

っ
て

る
電

話
相

談
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

に
電

話
し

て
、

話
を

聞
い

て
も

ら
う

っ
て

こ
と

が
ま

ず
一

つ
。

気
持

ち
を

楽
に

す
る

っ
て

こ
と

が
一

つ
。

そ
れ

か
ら

や
り

方
と

か
そ

う
い

っ
た

も
の

を
、

工
夫

す
る

こ
と

を
教

え
て

く
れ

る
こ

と
が

ま
ず

一
つ

。
そ

れ
か

ら
昼

夜
逆

転
と

か
、

不
眠

と
か

そ
う

い
っ

た
も

の
は

や
は

り
か

か
り

つ
け

医
の

先
生

な
り

、
精

神
科

の
先

生
な

り
に

つ
な

げ
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

で
す

ね
>
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家
族

<
徘

徊
す

る
の

も
、

み
ん

な
聞

い
て

ま
す

け
ど

。
徘

徊
す

る
に

は
、

理
由

が
あ

る
の

で
、

何
か

自
分

が
言

葉
に

出
せ

な
か

っ
た

り
、

自
分

の
思

い
が

、
思

い
通

り
に

な
ら

な
い

と
、

そ
う

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
の

は
、

聞
い

て
た

ん
で

。
じ

ゃ
あ

、
お

父
さ

ん
は

、
今

、
何

を
し

た
い

の
か

な
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

理
解

し
て

あ
げ

れ
ば

、
そ

れ
も

な
く

な
る

の
か

な
っ

て
の

は
、

自
分

で
思

っ
て

た
の

で
。

「
な

る
べ

く
本

人
の

や
り

た
い

よ
う

に
さ

せ
て

、
不

満
を

持
た

せ
な

い
、

ス
ト

レ
ス

を
持

た
せ

な
い

」
っ

て
、

前
か

ら
先

生
に

言
わ

れ
て

る
の

で
、

そ
う

い
う

こ
と

を
し

な
け

れ
ば

、
徘

徊
は

な
い

か
な

っ
て

思
っ

て
た

の
で

。
不

満
を

持
た

せ
な

い
と

か
、

否
定

言
葉

を
あ

ま
り

使
わ

な
い

で
、

ス
ト

レ
ス

を
持

た
せ

な
い

っ
て

、
同

じ
で

す
け

ど
。

そ
う

い
う

の
を

し
な

け
れ

ば
い

い
の

か
な

っ
て

思
っ

て
た

の
で

>

<
安

心
感

。
や

っ
ぱ

り
そ

れ
が

一
番

こ
う

い
う

、
そ

れ
だ

け
で

は
収

ま
ら

な
い

け
れ

ど
。

や
っ

ぱ
り

必
要

な
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

、
今

に
し

て
、

や
っ

ぱ
り

思
い

ま
す

ね
。

あ
の

と
き

に
。

だ
か

ら
、

何
を

す
る

に
し

て
も

、
い

つ
も

手
ば

握
っ

と
っ

た
で

す
よ

ね
。

な
ん

て
声

か
け

て
も

言
葉

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

と
こ

ろ
あ

る
か

ら
、

手
を

握
っ

と
く

。
そ

う
す

る
と

、
ど

う
か

し
た

ら
し

っ
か

り
手

握
り

返
し

た
り

し
て

ま
し

た
か

ら
>

<
あ

と
は

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
り

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

な
り

を
つ

な
げ

て
い

っ
て

、
家

族
の

負
担

を
軽

く
し

て
そ

れ
か

ら
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
行

く
こ

と
に

よ
っ

て
、

日
常

的
な

サ
イ

ク
ル

っ
て

い
う

の
が

、
す

ご
く

元
に

戻
る

・
・

・
や

は
り

目
い

っ
ぱ

い
に

な
る

わ
け

で
す

よ
ね

。
で

す
か

ら
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
行

く
こ

と
で

、
少

し
生

活
リ

ズ
ム

が
で

き
て

、
そ

の
本

人
も

落
ち

着
い

て
く

る
っ

て
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

、
そ

う
い

っ
た

利
用

>

<
「

背
中

、
ち

ょ
っ

と
見

せ
て

」
っ

て
言

っ
て

。
「

じ
ゃ

あ
、

汗
か

い
て

る
ん

じ
ゃ

ん
」

っ
て

言
っ

て
、

脱
が

せ
る

。
本

人
は

、
「

そ
う

じ
ゃ

な
い

」
っ

て
言

っ
て

る
け

ど
、

「
か

い
て

る
よ

」
っ

て
言

っ
て

、
脱

が
せ

て
。

触
ら

せ
も

す
る

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

感
覚

が
た

ぶ
ん

わ
か

っ
て

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
い

う
と

き
に

は
、

一
応

脱
が

せ
て

、
着

替
え

さ
せ

た
り

し
な

が
ら

、
「

こ
う

だ
よ

」
っ

て
言

い
な

が
ら

納
得

さ
せ

て
、

着
替

え
さ

せ
た

り
>

<
や

っ
ぱ

り
休

む
時

間
が

、
せ

め
て

睡
眠

な
ん

か
取

れ
る

と
、

そ
の

い
ら

い
ら

と
か

も
理

解
で

き
れ

ば
収

ま
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
睡

眠
が

取
れ

な
い

と
、

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
け

ど
ね

>

<
一

番
は

（
家

族
の

）
気

持
ち

を
聞

く
っ

て
い

う
こ

と
で

、
聞

い
て

も
ら

う
こ

と
で

、
ず

い
ぶ

ん
楽

に
な

る
場

合
。

解
決

で
き

な
く

て
も

、
聞

い
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

気
持

ち
が

楽
に

な
る

。
そ

の
本

人
が

気
づ

き
が

で
き

る
ん

で
す

よ
ね

。
電

話
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

整
理

が
で

き
る

。
「

あ
あ

、
そ

う
だ

」
っ

て
い

う
こ

と
で

わ
か

っ
て

く
れ

る
っ

て
こ

と
と

、
そ

れ
か

ら
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
し

た
ら

い
い

か
っ

て
い

う
の

を
、

あ
る

程
度

わ
か

っ
て

い
れ

ば
、

情
報

を
お

教
え

す
る

っ
て

こ
と

と
、

そ
れ

か
ら

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

つ
な

げ
て

い
い

か
わ

か
ん

な
い

と
き

は
、

専
門

の
先

生
の

と
こ

ろ
行

っ
て

く
だ

さ
い

と
か

、
そ

う
い

う
と

こ
ろ

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
っ

て
い

う
こ

と
で

す
>

<
家

族
が

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
に

、
行

政
が

や
っ

て
る

と
こ

ろ
と

か
、

そ
の

地
域

包
括

が
、

社
会

福
祉

協
議

会
と

か
、

い
ろ

い
ろ

と
研

修
会

と
か

、
そ

う
い

う
の

を
や

っ
て

る
と

こ
ろ

に
出

向
い

て
く

人
は

い
い

ん
で

す
け

ど
も

、
出

向
け

な
い

人
に

、
や

は
り

認
知

症
の

症
状

は
、

こ
う

い
っ

た
場

合
は

、
こ

う
い

う
対

応
し

た
ら

い
い

か
と

か
、

こ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

は
、

こ
う

い
う

と
こ

ろ
に

相
談

の
っ

て
た

ら
い

い
か

と
か

、
そ

う
い

う
マ

ニ
ュ

ア
ル

み
た

い
な

も
の

が
あ

れ
ば

い
い

な
と

思
っ

て
ま

す
。

出
向

け
な

い
人

が
、

結
構

、
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>
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.
行
動
・
心
理
症
状

(
B
P
S
D
)
へ

の
対

応

家
族

<
勉

強
し

て
る

人
は

、
あ

る
程

度
わ

か
り

ま
す

け
ど

も
、

や
は

り
わ

か
り

や
す

い
言

葉
で

、
こ

う
い

う
場

合
は

こ
う

い
う

ふ
う

に
し

た
ら

い
い

っ
て

い
う

ガ
イ

ド
み

た
い

な
も

の
が

、
い

ろ
い

ろ
と

区
で

も
出

し
て

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

け
ど

も
、

そ
れ

が
浸

透
し

て
る

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

、
出

し
て

い
て

も
、

わ
か

っ
て

も
ら

っ
て

な
い

と
こ

ろ
も

あ
る

ん
で

は
な

い
か

な
と

。
も

っ
た

い
な

い
な

っ
て

い
う

の
が

、
私

は
正

直
な

と
こ

ろ
な

ん
で

す
>

<
み

な
さ

ん
そ

れ
ぞ

れ
、

認
知

症
だ

か
ら

、
理

解
を

示
さ

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

っ
て

こ
と

は
、

重
々

わ
か

っ
て

る
ん

で
す

よ
、

い
ろ

ん
な

情
報

で
。

わ
か

っ
て

は
い

る
ん

だ
け

ど
も

、
日

常
生

活
の

中
で

、
不

満
な

ん
か

い
っ

ぱ
い

た
ま

っ
て

し
ま

っ
て

、
そ

れ
が

爆
発

し
ち

ゃ
う

ん
だ

け
ど

も
。

で
も

、
や

っ
て

る
う

ち
に

、
相

手
は

病
気

な
ん

だ
よ

っ
て

い
う

の
が

わ
か

っ
て

て
、

そ
れ

を
何

回
も

繰
り

返
し

て
た

と
き

に
、

ふ
っ

と
落

ち
る

と
き

が
あ

り
ま

す
。

だ
か

ら
、

あ
き

ら
め

な
い

で
頑

張
っ

て
や

っ
て

く
だ

さ
い

ね
っ

て
い

う
こ

と
を

言
っ

て
は

い
る

ん
で

す
が

。
介

護
が

終
わ

っ
た

人
は

わ
か

る
ん

で
す

よ
ね

。
だ

け
ど

も
、

介
護

し
て

る
真

っ
中

の
人

は
、

聞
く

耳
持

た
な

い
ん

で
す

よ
。

そ
れ

を
な

ん
と

か
聞

く
耳

を
持

た
せ

よ
う

っ
て

い
う

の
が

、
な

か
な

か
難

し
い

。
ぶ

つ
か

っ
た

と
き

に
は

じ
め

て
、

「
あ

、
ど

う
し

よ
う

」
っ

て
。

そ
こ

で
、

こ
う

い
っ

た
も

の
（

ガ
イ

ド
）

を
広

げ
て

み
る

と
い

う
こ

と
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

<
だ

か
ら

、
周

り
は

や
は

り
根

気
強

く
、

こ
う

い
う

ふ
う

に
関

わ
っ

て
い

く
こ

と
で

は
な

い
か

な
っ

て
思

い
ま

す
ね

。
目

覚
め

る
の

は
、

な
か

な
か

難
し

い
で

す
よ

ね
。

そ
れ

か
ら

、
わ

か
っ

て
る

け
ど

言
っ

て
ほ

し
く

な
い

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

し
、

ほ
っ

と
い

て
く

れ
っ

て
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
し

>
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9
.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

富
士

宮
市

大
牟
田
市

世
田
谷
区
 
玉
川

富
士

宮
 
行

政
<
6
0
ぐ

ら
い

医
療

機
関

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
3
4
か

５
ぐ

ら
い

の
医

療
機

関
で

訪
問

診
療

を
や

っ
て

く
れ

て
い

て
。

お
願

い
す

る
と

来
て

く
れ

る
っ

て
先

生
が

、
結

構
多

い
ん

で
す

よ
ね

。
そ

う
し

た
中

で
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
な

ん
か

は
、

話
し

や
す

い
先

生
に

協
力

を
し

て
も

ら
っ

て
、

来
て

、
看

取
り

を
や

っ
て

い
る

と
い

う
ケ

ー
ス

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

も
。

正
直

い
う

と
、

ま
だ

そ
の

実
態

と
か

、
そ

う
い

っ
た

把
握

は
ま

だ
で

き
て

な
い

し
、

行
政

と
し

て
、

そ
の

仕
組

み
と

し
て

、
組

み
立

て
が

ま
だ

で
き

て
い

な
い

>

大
牟

田
 
行

政
<
在

宅
で

の
看

取
り

っ
て

い
う

部
分

で
は

、
小

規
模

多
機

能
を

利
用

し
な

が
ら

、
看

取
り

、
小

規
模

多
機

能
が

、
訪

問
看

護
と

連
携

し
な

が
ら

、
看

取
り

を
す

る
っ

て
い

う
事

例
が

少
し

ず
つ

出
て

き
て

る
ぐ

ら
い

で
。

仕
組

み
と

し
て

は
、

な
か

な
か

、
こ

こ
に

は
今

、
タ

ッ
チ

で
き

て
い

な
い

>

玉
川

 
行

政
<
機

能
強

化
型

の
在

支
診

が
全

部
で

3
1
ぐ

ら
い

あ
る

>

<
医

師
が

、
在

宅
医

療
を

考
え

る
会

っ
て

い
う

の
を

、
任

意
で

先
生

が
６

人
に

な
っ

た
の

か
な

。
集

め
て

く
れ

て
、

任
意

検
討

研
究

会
を

開
い

て
く

れ
て

る
ん

で
す

。
そ

こ
の

先
生

方
と

、
ま

た
連

携
も

持
ち

な
が

ら
、

少
し

そ
う

い
っ

た
も

の
に

発
展

で
き

て
い

っ
た

り
と

か
だ

と
思

う
ん

で
す

け
ど

も
。

ま
だ

ち
ょ

っ
と

見
え

て
な

い
。

>

<
在

宅
で

看
て

る
限

り
、

ど
こ

か
で

訪
問

看
護

っ
て

い
う

の
が

入
っ

て
き

ま
す

か
ら

。
そ

う
い

う
意

味
で

は
、

認
知

症
の

支
援

の
中

で
も

、
ス

テ
ー

ジ
の

最
後

の
ほ

う
に

行
く

と
、

在
宅

医
療

連
携

の
話

に
は

な
っ

て
く

る
の

で
。

ま
だ

、
ど

っ
ち

も
始

ま
っ

た
ば

っ
か

り
で

は
あ

る
の

で
、

そ
れ

を
統

合
し

て
い

く
必

要
が

、
こ

れ
か

ら
あ

る
な

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

>

<
在

支
診

の
先

生
た

ち
で

、
お

看
取

り
や

る
と

き
っ

て
、

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
絶

対
必

須
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

強
化

型
の

在
支

診
で

お
看

取
り

の
医

療
体

制
取

っ
て

い
た

だ
け

る
所

が
ベ

ー
ス

に
あ

っ
て

、
も

ち
ろ

ん
本

人
・

家
族

の
思

い
も

大
事

な
ん

で
す

け
ど

、
看

取
れ

る
体

制
を

作
れ

る
か

ど
う

か
と

い
う

の
が

す
ご

く
大

き
く

て
・

・
・

お
看

取
り

が
で

き
る

医
療

体
制

が
ま

だ
十

分
じ

ゃ
な

い
ん

で
す

>

<
自

宅
か

、
そ

れ
が

た
ま

た
ま

老
健

か
も

し
れ

な
い

け
ど

、
ど

っ
ち

か
で

お
看

取
り

が
で

き
る

と
い

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
<
う

ち
の

包
括

の
中

で
、

問
題

に
な

っ
て

き
ち

ゃ
う

の
は

、
一

人
暮

ら
し

の
方

で
、

家
族

の
協

力
も

何
も

得
ら

れ
な

い
よ

う
な

方
の

中
で

。
そ

れ
で

、
認

知
症

で
判

断
能

力
が

な
く

な
っ

て
い

っ
て

し
ま

っ
た

方
は

、
い

っ
た

い
ど

こ
ま

で
在

宅
で

生
活

が
で

き
る

ん
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
見

極
め

の
部

分
っ

て
い

う
の

が
、

難
し

い
な

っ
て

い
う

の
が

思
う

と
こ

で
>

大
牟

田
 
地

域
包

括
<
あ

ん
ま

り
経

験
が

な
く

て
。

た
ぶ

ん
要

介
護

状
態

で
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

関
わ

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
と

い
う

の
が

ほ
と

ん
ど

だ
と

思
う

ん
で

、
こ

ち
ら

に
直

接
か

か
る

っ
て

い
う

の
が

な
い

。
今

の
と

こ
ろ

な
い

で
す

ね
>

玉
川

 
地

域
包

括
<
亡

く
な

る
と

き
の

状
況

っ
て

ど
ん

な
感

じ
に

な
っ

た
の

か
と

か
っ

て
い

う
、

先
の

見
通

し
を

心
配

さ
れ

る
方

は
多

い
で

す
し

、
O
B
の

方
が

入
っ

て
く

だ
さ

っ
て

る
こ

と
で

、
そ

の
方

は
、

義
理

の
お

母
さ

ん
は

施
設

で
看

取
っ

て
、

義
理

の
お

父
さ

ん
は

ご
自

宅
で

看
取

っ
て

っ
て

両
方

経
験

さ
れ

て
る

の
で

、
そ

の
体

験
談

を
話

し
て

い
た

だ
い

て
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
選

択
肢

が
あ

る
ん

だ
な

っ
て

い
う

の
を

、
ご

家
族

が
聞

い
て

、
参

考
に

し
て

い
た

だ
い

て
る

っ
て

い
う

こ
と

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

。
や

は
り

そ
れ

は
、

す
ご

い
皆

さ
ん

気
に

さ
れ

て
る

と
い

う
か

、
心

配
さ

れ
て

る
と

こ
で

す
し

、
判

断
材

料
が

、
今

ち
ょ

う
ど

家
族

会
で

そ
う

い
う

こ
と

を
話

し
て

く
だ

さ
れ

る
方

が
い

る
の

で
、

そ
こ

は
、

今
ち

ょ
っ

と
ご

家
族

の
先

の
見

通
し

を
立

て
る

と
い

う
上

で
は

、
有

効
に

な
っ

て
る

か
な

>

行
政
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9
.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

地
域

包
括

<
「

じ
ゃ

あ
、

こ
の

お
母

さ
ん

は
ど

う
し

ま
す

」
っ

て
い

う
、

9
0
の

お
母

さ
ん

だ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
「

ど
う

し
ま

す
」

っ
て

言
う

と
、

「
母

は
家

で
死

に
た

い
っ

て
言

っ
て

ま
す

か
ら

、
も

う
、

そ
の

状
態

で
い

い
で

す
」

っ
て

い
う

。
で

、
結

局
、

「
う

ん
こ

ま
み

れ
に

な
っ

て
い

よ
う

が
、

ど
う

い
う

、
何

も
服

も
着

て
い

な
か

ろ
う

が
、

別
に

そ
の

状
態

で
ほ

っ
と

い
て

く
れ

。
そ

れ
が

母
の

本
望

だ
」

っ
て

し
か

言
わ

な
い

息
子

が
い

て
>

<
結

構
苦

労
さ

れ
る

っ
て

い
う

方
が

多
い

っ
て

い
う

の
は

、
よ

く
聞

き
ま

す
の

と
。

認
知

症
に

限
ら

ず
で

す
け

ど
も

、
ご

家
族

の
方

た
ち

の
苦

労
が

、
結

構
あ

る
な

と
い

う
の

は
感

じ
て

ま
す

>

<
入

院
し

た
あ

と
治

療
の

と
こ

ろ
で

、
胃

ろ
う

に
し

な
い

と
も

う
退

院
を

し
な

き
ゃ

い
け

な
い

っ
て

言
わ

れ
て

る
ん

だ
と

か
、

そ
の

あ
と

施
設

を
選

ぶ
と

き
に

、
ど

う
い

ろ
い

ろ
な

医
療

的
な

行
為

が
あ

る
け

ど
、

ど
う

す
る

ん
だ

ろ
う

と
か

っ
て

い
う

、
終

末
期

、
ど

こ
で

最
期

介
護

を
す

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
。

施
設

に
す

る
の

か
、

お
う

ち
に

引
き

取
る

の
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
だ

っ
た

り
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
の

相
談

も
多

い
で

す
の

で
、

特
に

>

<
で

も
、

家
族

が
、

こ
の

お
母

さ
ん

は
、

本
当

は
こ

の
状

態
で

い
い

の
と

か
っ

て
い

う
判

断
を

、
結

局
し

て
も

ら
え

な
い

っ
て

い
う

、
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

ん
で

す
。

お
母

さ
ん

は
、

本
当

に
そ

れ
を

願
っ

て
い

る
の

か
ど

う
だ

か
っ

て
い

う
の

が
、

認
知

症
に

な
る

前
に

、
言

っ
た

言
葉

と
、

セ
ル

フ
ネ

グ
レ

ク
ト

の
話

じ
ゃ

な
い

ん
で

す
け

ど
、

見
極

め
て

い
く

部
分

っ
て

い
う

の
が

、
こ

っ
ち

と
し

て
は

本
当

に
判

断
と

し
て

迷
う

と
こ

ろ
で

。
で

、
お

母
さ

ん
の

願
い

で
は

あ
っ

た
ん

だ
ろ

う
け

ど
、

こ
う

い
う

悲
惨

な
状

態
に

な
っ

た
中

で
、

こ
こ

に
や

っ
ぱ

り
い

る
の

が
、

や
っ

ぱ
り

お
母

さ
ん

の
、

ご
本

人
さ

ん
の

幸
せ

で
は

な
い

だ
ろ

う
っ

て
い

う
と

こ
ろ

の
部

分
で

、
「

や
っ

ぱ
り

こ
の

人
は

、
も

う
施

設
利

用
に

つ
な

げ
て

い
く

し
か

な
い

よ
ね

」
な

ん
て

い
う

話
に

な
り

ま
し

た
>

<
胃

ろ
う

の
こ

と
と

か
も

、
迷

わ
れ

て
る

方
に

つ
い

て
は

、
先

生
か

ら
こ

う
い

う
ふ

う
に

言
わ

れ
て

し
ま

っ
て

っ
て

、
も

う
そ

の
と

き
に

、
も

う
そ

れ
じ

ゃ
な

い
と

退
院

だ
と

か
、

結
構

も
う

せ
っ

ぱ
つ

ま
っ

た
と

こ
ろ

で
来

ら
れ

て
る

方
が

多
い

ん
で

す
よ

ね
>
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終
末
期
か
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り

に
つ

い
て

地
域

包
括

<
本

当
に

お
一

人
暮

ら
し

だ
っ

た
り

と
か

、
家

族
が

い
て

も
、

本
当

に
非

協
力

的
な

ご
家

族
を

、
こ

の
方

の
終

末
っ

て
い

う
の

を
ど

こ
で

ど
う

迎
え

れ
ば

い
い

の
か

な
っ

て
い

う
の

を
、

考
え

て
い

か
な

き
ゃ

い
け

な
さ

っ
て

い
う

の
は

、
難

し
い

な
っ

て
い

う
の

は
、

思
う

と
こ

ろ
で

し
た

>

<
（

胃
ろ

う
を

）
し

て
し

ま
っ

て
か

ら
こ

れ
で

よ
か

っ
た

ん
だ

ろ
う

か
っ

て
い

う
ご

相
談

も
あ

っ
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

。
や

っ
ぱ

り
ど

っ
ち

が
い

い
と

は
私

た
ち

は
言

え
な

い
で

す
の

で
、

い
ろ

い
ろ

な
決

断
を

し
て

し
ま

っ
た

方
に

つ
い

て
は

、
そ

こ
を

フ
ォ

ロ
ー

し
て

あ
げ

る
っ

て
い

う
方

法
し

か
な

い
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
。

私
た

ち
も

「
こ

っ
ち

が
い

い
で

す
よ

、
こ

っ
ち

が
い

い
で

す
よ

」
っ

て
い

う
こ

と
は

、
な

か
な

か
言

え
な

い
の

で
、

こ
っ

ち
だ

っ
た

ら
こ

う
い

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
し

。
で

も
、

そ
れ

も
聞

い
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

も
多

い
ん

で
す

よ
ね

。
聞

い
て

て
も

で
も

迷
っ

て
っ

て
い

う
こ

と
あ

る
の

で
、

判
断

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
>

<
実

際
、

や
っ

ぱ
り

介
護

し
て

い
く

中
で

、
ご

家
族

の
方

は
気

に
さ

れ
て

い
る

ポ
イ

ン
ト

、
も

う
ほ

か
の

方
は

ど
う

し
て

る
の

か
し

ら
っ

て
い

う
と

か
、

ど
ん

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
の

か
し

ら
っ

て
い

う
の

は
、

よ
く

聞
か

れ
ま

す
>

<
絶

対
胃

ろ
う

は
し

な
い

っ
て

言
っ

て
て

も
、

そ
の

場
に

な
っ

た
ら

や
っ

ぱ
り

長
く

生
き

て
ほ

し
い

っ
て

思
っ

て
さ

れ
る

っ
て

い
っ

て
、

さ
れ

て
。

で
も

、
し

て
か

ら
、

食
べ

れ
な

く
な

っ
て

弱
っ

て
い

く
状

態
を

見
て

て
、

こ
れ

で
よ

か
っ

た
の

か
し

ら
っ

て
、

ま
た

後
悔

し
て

っ
て

い
う

状
況

を
見

る
と

、
や

っ
ぱ

り
ど

っ
ち

に
し

て
も

迷
わ

れ
る

し
、

ど
っ

ち
に

し
て

も
こ

れ
で

よ
か

っ
た

の
か

な
っ

て
思

う
と

は
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
い

う
こ

と
を

聞
く

機
会

が
あ

る
の

と
な

い
の

と
じ

ゃ
、

ま
た

ち
ょ

っ
と

違
う

の
か

な
>

<
お

話
を

と
に

か
く

お
聞

き
し

て
、

こ
れ

で
よ

か
っ

た
の

か
し

ら
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
ま

ず
は

受
け

止
め

て
。

で
も

、
そ

の
と

き
の

判
断

と
し

て
は

、
や

っ
ぱ

り
長

く
生

き
て

ほ
し

い
っ

て
い

う
思

い
で

や
ら

れ
た

ん
で

す
よ

ね
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
。

そ
う

し
た

ら
、

そ
こ

の
と

こ
ろ

を
ち

ょ
っ

と
後

押
し

を
し

て
あ

げ
る

っ
て

い
う

と
こ

ろ
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

と
>
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<
迷

っ
て

る
方

に
つ

い
て

は
、

し
な

い
で

自
然

と
食

べ
れ

な
く

な
っ

て
亡

く
な

っ
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

も
あ

る
し

、
胃

ろ
う

に
な

っ
て

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

栄
養

が
入

っ
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

、
そ

う
い

う
ふ

う
に

な
っ

た
と

き
に

ど
う

い
う

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

か
っ

て
、

先
生

に
、

し
た

ら
ど

う
な

る
か

、
し

な
か

っ
た

ら
ど

う
な

る
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

よ
く

聞
い

て
、

ど
っ

ち
が

正
解

っ
て

い
う

こ
と

は
な

い
か

ら
っ

て
い

う
こ

と
は

、
お

話
を

よ
く

し
て

納
得

し
た

上
で

、
先

生
が

、
「

と
に

か
く

、
し

な
い

と
退

院
だ

よ
」

っ
て

言
わ

れ
た

か
ら

っ
て

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
納

得
し

て
な

い
の

に
書

い
て

し
ま

う
と

、
や

は
り

あ
と

あ
と

後
悔

す
る

か
ら

っ
て

い
う

こ
と

は
、

お
話

は
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

>

社
協

富
士

宮
 
社

協
<
終

末
期

で
す

か
・

・
・

や
っ

ぱ
り

病
院

と
か

、
施

設
の

方
が

多
い

中
で

、
私

た
ち

が
入

っ
て

く
る

情
報

っ
て

い
う

の
が

、
早

い
人

で
、

１
日

経
っ

て
発

見
さ

れ
た

と
か

。
見

守
り

活
動

を
や

っ
て

く
れ

て
い

る
人

た
ち

が
、

密
接

な
関

係
が

あ
る

と
、

そ
の

発
見

が
早

く
て

、
す

ぐ
に

ご
家

族
だ

と
か

、
警

察
だ

と
か

、
医

療
機

関
だ

と
か

に
つ

な
が

っ
て

、
腐

敗
し

ち
ゃ

わ
な

い
、

早
い

時
期

の
対

応
で

で
き

た
り

す
る

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

看
取

り
を

し
た

っ
て

い
う

部
分

ま
で

、
ち

ょ
っ

と
情

報
と

し
て

掴
め

て
い

な
い

の
で

、
な

ん
と

も
い

え
な

い
部

分
も

あ
る

ん
で

す
が

>

大
牟

田
 
社

協
<
家

族
支

援
は

。
要

す
る

に
、

今
の

段
階

か
ら

い
ろ

ん
な

、
こ

う
い

う
こ

と
を

し
と

っ
た

ほ
う

が
い

い
と

か
。

亡
く

な
っ

て
し

ま
っ

て
か

ら
や

と
、

銀
行

の
口

座
一

つ
借

り
る

の
も

大
変

な
ん

で
す

ね
。

こ
う

い
う

こ
と

を
生

き
て

る
間

に
や

っ
て

お
く

と
か

い
う

ふ
う

な
工

夫
も

で
き

る
で

し
ょ

う
ね

。
身

辺
の

整
理

み
た

い
な

と
か

。
そ

う
い

う
ふ

う
な

お
手

伝
い

が
、

あ
る

程
度

相
談

は
で

き
ま

す
け

ど
ね

>

玉
川

 
社

協
<
私

た
ち

の
サ

ー
ビ

ス
で

言
え

ば
、

認
知

症
に

至
る

前
か

ら
、

お
う

ち
の

中
入

っ
て

、
毎

週
顔

合
わ

せ
て

た
と

か
っ

て
い

う
方

が
い

ら
し

て
。

認
知

症
が

進
ん

で
も

そ
の

方
へ

の
受

け
入

れ
は

よ
か

っ
た

り
と

か
い

う
中

で
、

本
当

に
ぎ

り
ぎ

り
の

と
こ

ろ
ま

で
お

手
伝

い
、

入
院

さ
れ

る
前

ま
で

、
で

き
た

と
い

う
よ

う
な

ケ
ー

ス
も

あ
っ

て
、

た
ま

た
ま

な
の

か
も

わ
か

ら
な

い
で

す
け

ど
>

<
や

っ
ぱ

り
こ

れ
か

ら
、

ご
家

族
や

親
戚

が
な

か
な

か
近

く
に

い
な

い
な

ん
て

い
う

方
は

・
・

・
そ

の
方

と
地

域
の

人
の

関
係

を
、

で
き

る
だ

け
つ

な
い

で
い

く
作

業
を

、
今

の
段

階
だ

っ
た

ら
、

ま
だ

間
に

合
う

っ
て

ふ
う

に
僕

ら
思

い
な

が
ら

取
り

組
ん

で
る

ん
で

す
け

ど
>

<
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
で

、
市

民
後

見
セ

ン
タ

ー
を

、
こ

れ
は

大
牟

田
市

か
ら

の
受

託
に

な
る

と
思

う
ん

で
す

が
、

今
、

来
年

で
き

る
よ

う
に

準
備

を
し

て
る

状
況

で
す

。
た

だ
、

こ
の

ま
ま

高
齢

者
が

ど
ん

ど
ん

進
ん

で
い

く
と

、
成

年
後

見
と

か
、

日
常

生
活

支
援

事
業

も
の

す
ご

く
増

え
て

き
て

、
パ

ニ
ッ

ク
状

態
に

な
っ

て
く

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
、

数
が

多
す

ぎ
て

。
市

民
後

見
も

ど
こ

ま
で

対
応

で
き

る
か

>

<
や

っ
ぱ

り
認

知
症

の
方

で
あ

れ
ば

、
そ

れ
が

進
ん

だ
り

し
て

る
段

階
か

ら
入

る
よ

り
は

、
前

か
ら

の
顔

を
知

っ
て

る
と

か
、

入
っ

て
た

と
い

う
と

こ
ろ

だ
と

活
動

の
ほ

う
も

ス
ム

ー
ズ

に
そ

の
後

も
流

れ
て

い
く

の
か

な
っ

て
い

う
の

は
>
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終
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期
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お
看

取
り

に
つ

い
て

社
協

<
今

う
ち

の
ほ

う
で

も
5
0
人

弱
ぐ

ら
い

の
利

用
者

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

日
常

生
活

で
も

対
応

で
き

な
く

て
、

通
帳

も
4
0
人

分
ぐ

ら
い

預
か

っ
て

る
ん

で
ね

。
生

活
支

援
員

さ
ん

が
渡

し
て

、
お

金
を

貸
し

て
も

ら
う

状
況

で
す

の
で

。
も

う
認

知
症

に
な

っ
て

く
る

と
、

す
べ

て
が

で
き

ま
せ

ん
か

ら
ね

。
完

全
で

き
な

く
な

っ
て

く
る

と
、

も
う

後
見

人
の

ほ
う

に
移

行
さ

せ
て

し
ま

う
と

い
う

よ
う

な
状

況
に

な
っ

て
き

ま
す

>

<
私

た
ち

職
員

は
ど

う
し

て
も

異
動

等
で

変
わ

っ
て

し
ま

う
ん

で
す

け
ど

。
お

手
伝

い
の

方
は

ご
事

情
悪

く
な

ら
な

い
限

り
継

続
し

て
、

1
0
年

単
位

で
や

る
よ

う
な

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

>

<
聞

い
た

方
で

は
、

お
亡

く
な

り
に

な
っ

て
、

悲
し

さ
も

あ
る

反
面

し
っ

か
り

見
送

る
こ

と
が

で
き

た
っ

て
い

う
、

あ
る

程
度

ご
高

齢
に

な
ら

れ
て

お
亡

く
な

り
に

な
ら

れ
た

っ
て

い
う

と
こ

ろ
も

含
め

て
、

そ
れ

を
受

け
入

れ
て

し
っ

か
り

最
後

ま
で

自
分

で
や

る
こ

と
は

で
き

た
っ

て
い

う
>

自
治
会

富
士

宮
 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

そ
う

い
う

人
た

ち
が

、
特

別
養

護
と

か
、

い
ろ

ん
な

と
こ

へ
、

病
院

入
っ

ち
ゃ

っ
て

る
も

ん
で

す
か

ら
、

住
所

移
さ

れ
て

る
と

か
、

「
最

近
、

あ
の

人
が

い
な

い
ね

」
と

か
い

う
話

に
な

っ
て

。
で

、
人

生
終

わ
っ

て
、

地
域

で
お

葬
式

を
出

そ
う

っ
て

い
う

と
き

に
、

初
め

て
、

や
っ

ぱ
り

亡
く

な
っ

て
ん

だ
な

っ
て

い
う

感
じ

で
す

よ
ね

。
だ

か
ら

、
そ

の
辺

の
終

末
の

と
き

の
介

護
と

か
、

そ
の

辺
の

が
我

々
は

わ
か

ら
な

い
わ

け
で

す
ね

。
も

う
専

門
分

野
の

と
こ

で
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
最

期
は

、
や

っ
ぱ

り
ま

だ
、

家
族

の
方

は
、

施
設

に
入

れ
た

り
、

そ
う

い
う

ふ
う

な
家

族
か

ら
離

れ
て

生
活

を
さ

せ
る

と
い

う
こ

と
は

、
大

変
い

い
こ

と
と

は
申

し
ま

せ
ん

け
れ

ど
も

、
大

変
な

ん
か

自
分

自
身

に
責

め
る

部
分

が
あ

っ
て

、
そ

う
い

う
気

持
ち

が
あ

る
方

も
大

変
多

う
ご

ざ
い

ま
す

、
ま

だ
い

ま
だ

に
で

す
ね

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

<
今

は
、

地
域

の
者

が
、

終
末

期
か

ら
看

取
り

に
至

る
ま

で
、

認
知

症
の

方
と

関
わ

る
こ

と
は

な
い

で
す

ね
、

そ
れ

は
>

<
そ

う
い

う
と

き
に

は
、

こ
こ

に
、

あ
な

た
た

ち
と

一
緒

に
、

最
期

ま
で

お
る

こ
と

は
、

幸
せ

な
こ

と
か

も
し

れ
ん

け
れ

ど
も

。
一

方
で

は
、

最
期

は
、

や
っ

ぱ
り

本
当

に
き

れ
い

な
。

こ
れ

は
、

特
殊

な
話

で
は

な
い

ん
で

。
今

の
時

代
は

、
や

っ
ぱ

り
そ

う
い

う
こ

と
も

、
一

つ
選

択
に

入
れ

ら
れ

た
ほ

う
が

、
よ

か
っ

ち
ゃ

な
か

で
し

ょ
う

か
ね

っ
て

、
皆

さ
ん

、
そ

げ
ん

よ
う

に
な

さ
る

っ
て

>
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取
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に
つ

い
て

自
治
会

<
た

だ
、

や
じ

馬
み

た
い

な
感

じ
の

言
い

方
で

は
な

く
て

、
し

っ
か

り
そ

の
人

の
身

に
な

っ
て

、
相

談
し

て
あ

げ
る

っ
て

い
う

こ
と

が
、

や
っ

ぱ
り

大
事

な
こ

と
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
っ

て
ま

す
>

か
か
り

つ
け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
<
認

知
症

の
人

の
一

番
困

る
の

は
、

や
っ

ぱ
り

栄
養

で
す

ね
。

食
事

を
摂

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

こ
れ

を
ど

う
や

っ
て

診
て

い
く

か
。

最
終

的
に

ど
う

い
う

ふ
う

に
す

る
か

。
家

族
と

の
関

わ
り

の
中

で
お

話
し

て
て

、
ど

ん
な

に
な

っ
て

も
生

か
し

と
い

て
く

だ
さ

い
っ

て
い

う
方

も
お

ら
れ

ま
す

よ
ね

。
そ

う
い

う
人

は
、

胃
ろ

う
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

つ
け

て
い

く
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
い

う
人

は
少

な
い

ん
で

す
け

ど
、

い
る

ん
で

す
、

そ
う

い
う

方
も

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
<
認

知
症

っ
て

の
は

、
死

に
至

る
疾

患
だ

っ
て

い
う

の
は

、
や

っ
ぱ

り
み

ん
な

に
認

識
し

て
も

ら
う

こ
と

が
、

そ
の

人
の

よ
い

最
期

っ
て

い
う

の
に

つ
な

が
る

ん
や

な
い

か
な

と
思

っ
て

ま
す

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
<
ご

家
族

の
ほ

う
か

ら
、

も
う

透
析

を
や

め
て

、
そ

れ
が

結
果

的
に

お
看

取
り

に
つ

な
が

っ
て

も
、

そ
れ

で
仕

方
な

い
で

す
っ

て
い

う
の

を
、

何
回

も
何

回
も

話
を

す
る

う
ち

に
そ

う
い

う
結

論
に

達
し

て
、

そ
れ

に
沿

っ
て

お
う

ち
で

お
看

取
り

を
し

た
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

は
非

常
に

印
象

深
か

っ
た

で
す

>

<
最

終
的

に
一

番
困

る
の

は
、

も
う

食
べ

れ
な

い
、

飲
め

な
い

、
薬

も
飲

め
な

い
。

こ
う

い
う

人
で

、
B
P
S
D
と

か
、

そ
う

い
う

問
題

じ
ゃ

な
く

て
、

も
う

本
当

に
衰

弱
し

て
く

>

<
そ

れ
ぞ

れ
の

ス
テ

ー
ジ

が
あ

っ
て

、
最

期
に

は
歩

行
障

害
が

起
こ

っ
て

、
嚥

下
障

害
が

起
こ

っ
て

、
肺

炎
を

起
こ

し
て

、
胃

ろ
う

つ
く

る
か

、
つ

く
ら

ん
か

別
に

し
て

、
胃

ろ
う

を
つ

く
っ

た
と

し
て

も
、

最
終

的
に

は
肺

炎
で

亡
く

な
り

ま
す

よ
っ

て
い

う
プ

ロ
セ

ス
を

、
い

か
に

み
ん

な
で

共
有

で
き

る
か

っ
て

い
う

の
が

、
最

近
や

っ
ぱ

り
み

ん
な

で
共

有
で

き
て

き
て

る
よ

う
に

思
う

ん
で

す
よ

>

<
基

本
的

に
伴

走
で

す
ね

。
も

う
横

に
寄

り
添

っ
て

、
ど

っ
ち

の
方

向
に

行
く

こ
と

が
、

そ
れ

は
本

当
に

正
解

が
な

い
の

で
、

ど
っ

ち
の

方
向

で
も

基
本

的
に

支
え

ま
す

よ
っ

て
い

う
ス

タ
ン

ス
で

。
た

だ
、

本
当

に
迷

っ
て

道
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
た

と
き

に
、

医
学

的
な

見
地

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

は
、

も
ち

ろ
ん

し
ま

す
。

そ
の

上
で

、
ま

た
判

断
し

て
も

ら
っ

て
、

こ
っ

ち
に

進
む

っ
て

言
っ

た
ら

一
緒

に
ま

た
走

っ
て

い
く

み
た

い
な

ス
タ

ン
ス

で
す

ね
>

<
や

っ
ぱ

り
家

族
と

の
お

話
が

、
一

番
で

す
か

ね
。

明
る

い
家

族
も

い
る

し
、

面
倒

見
の

あ
ん

ま
り

よ
く

な
い

家
族

も
。

面
倒

見
の

よ
く

な
い

家
族

の
場

合
は

、
ち

ょ
っ

と
大

変
で

す
け

ど
ね

、
訪

問
看

護
な

ん
か

も
。

私
た

ち
が

う
れ

し
い

の
は

、
家

族
の

人
が

き
ち

っ
と

や
っ

て
く

れ
る

の
が

一
番

う
れ

し
い

で
す

か
ね

>

<
家

族
と

か
も

含
め

て
で

す
ね

。
ず

っ
と

地
域

で
学

習
会

し
て

ん
で

す
よ

ね
。

そ
れ

と
初

診
の

と
き

に
は

、
な

か
な

か
言

え
な

い
け

れ
ど

も
、

２
回

目
、

３
回

目
の

と
き

は
死

に
至

る
病

気
で

あ
る

っ
て

い
う

こ
と

を
必

ず
説

明
し

ま
す

し
。

あ
と

は
、

介
護

職
員

さ
ん

た
ち

も
、

死
に

至
る

病
気

だ
っ

て
い

う
こ

と
を

少
し

ず
つ

認
識

し
て

き
て

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
そ

う
い

う
と

こ
ろ

を
、

ま
ず

認
識

で
き

始
め

た
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

よ
い

最
期

っ
て

い
う

の
を

迎
え

る
人

が
出

て
き

た
に

、
つ

な
が

っ
て

る
の

か
な

と
>

<
う

ち
で

1
5
0
件

く
ら

い
の

訪
問

診
療

や
っ

て
て

、
年

間
、

在
宅

で
お

看
取

り
す

る
方

が
3
0
か

ら
4
0
ぐ

ら
い

で
す

。
認

知
症

の
方

の
転

機
っ

て
い

う
の

は
、

現
状

で
は

、
８

割
、

９
割

は
施

設
に

最
後

行
か

れ
る

方
が

。
そ

れ
は

や
り

方
に

も
あ

る
と

思
う

ん
で

す
が

、
要

す
る

に
、

お
う

ち
で

お
看

取
り

ま
で

つ
な

が
る

、
本

当
に

認
知

症
の

終
末

期
の

と
こ

ろ
も

お
う

ち
で

見
ら

れ
る

っ
て

い
う

方
は

、
決

し
て

多
く

な
い

で
す

ね
。

そ
こ

が
今

後
、

ど
う

な
っ

て
い

く
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
は

あ
り

ま
す

>
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.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

か
か
り

つ
け
医

<
本

当
の

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

段
階

に
至

っ
た

と
き

に
、

ご
本

人
が

た
ぶ

ん
希

望
し

て
な

い
で

あ
っ

た
ろ

う
延

命
行

為
を

す
る

か
、

し
な

い
か

と
か

の
判

断
を

、
家

族
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
っ

て
い

う
こ

と
と

>

<
家

族
の

思
い

で
す

ね
。

も
う

、
家

族
が

「
も

う
無

理
で

す
」

っ
て

言
え

ば
、

も
ち

ろ
ん

施
設

に
な

り
ま

す
し

、
家

族
が

ど
ん

な
形

で
で

も
、

う
ち

で
看

ま
す

っ
て

い
う

こ
と

で
あ

れ
、

た
ぶ

ん
そ

の
比

率
は

１
割

か
２

割
は

い
か

な
い

だ
ろ

う
な

っ
て

言
っ

て
ま

す
ね

>

<
あ

と
は

、
そ

う
い

っ
た

過
程

を
経

る
っ

て
い

う
こ

と
を

知
っ

て
る

か
ら

こ
そ

病
院

じ
ゃ

な
く

て
、

施
設

、
あ

る
い

は
在

宅
で

亡
く

な
る

っ
て

い
う

人
が

、
増

え
て

き
た

の
か

な
と

思
い

ま
す

。
病

院
で

は
な

い
と

こ
ろ

で
の

死
で

す
ね

。
家

も
含

め
た

>

<
胃

ろ
う

を
選

択
し

な
け

れ
ば

、
や

は
り

、
お

看
取

り
に

近
づ

い
て

い
き

ま
す

の
で

、
そ

こ
も

含
め

て
許

容
で

き
る

、
受

容
で

き
る

っ
て

い
う

場
合

に
は

、
お

う
ち

で
そ

の
ま

ん
ま

だ
し

。
そ

こ
が

も
う

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

。
や

っ
ぱ

し
胃

ろ
う

っ
て

な
る

と
、

胃
ろ

う
を

つ
け

て
、

あ
る

い
は

管
が

入
っ

て
、

そ
れ

を
う

ち
で

見
て

い
く

か
ど

う
か

。
う

ち
で

見
て

い
く

方
も

、
そ

れ
な

り
に

い
ら

っ
し

ゃ
る

ん
で

す
け

れ
ど

、
本

当
に

そ
れ

が
、

や
り

な
が

ら
も

疲
労

困
憊

で
、

や
っ

ぱ
り

施
設

に
っ

て
い

う
ケ

ー
ス

は
あ

り
ま

す
ね

>

<
一

つ
は

死
に

至
る

経
過

の
説

明
で

す
ね

。
医

者
っ

て
、

死
に

つ
い

て
勉

強
し

な
い

ん
で

す
よ

ね
、

ほ
と

ん
ど

。
今

の
医

者
は

わ
か

ら
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
私

た
ち

の
世

代
は

、
少

な
く

と
も

死
に

つ
い

て
は

勉
強

し
て

な
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

逆
に

介
護

職
員

っ
て

い
う

の
は

、
教

育
課

程
の

中
で

死
に

つ
い

て
、

か
な

り
長

い
間

勉
強

し
て

る
ん

で
す

よ
。

で
す

か
ら

、
そ

こ
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

受
け

て
、

じ
ゃ

あ
死

に
つ

い
て

の
こ

と
に

つ
い

て
医

者
の

ほ
う

も
勉

強
し

て
、

そ
れ

を
き

ち
ん

と
情

報
提

供
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

っ
て

い
う

の
は

、
大

き
い

の
か

な
>

<
た

だ
、

単
身

者
で

認
知

症
っ

て
な

る
と

、
ほ

ぼ
や

っ
ぱ

い
施

設
に

行
か

れ
る

で
し

ょ
う

ね
>

<
医

療
を

適
用

す
る

っ
て

い
う

判
断

が
、

今
ま

で
医

者
に

求
め

ら
れ

て
き

た
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
適

用
し

な
い

っ
て

い
う

判
断

で
す

よ
ね

・
・

・
こ

れ
で

医
療

と
し

て
は

適
正

だ
よ

っ
て

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
信

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
い

い
な

と
・

・
・

た
ぶ

ん
在

宅
医

療
、

本
気

で
や

っ
て

る
先

生
は

、
そ

こ
ら

辺
勘

ど
こ

ろ
で

わ
か

っ
て

る
>
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.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

か
か
り

つ
け
医

<
一

つ
重

要
視

し
て

、
こ

れ
か

ら
取

り
組

ま
な

き
ゃ

い
け

な
い

と
思

う
の

は
、

急
性

期
の

医
者

。
た

と
え

ば
、

今
う

ち
で

多
い

の
が

、
「

も
う

延
命

治
療

は
望

み
ま

せ
ん

」
と

、
胃

ろ
う

の
説

明
す

る
と

き
に

言
わ

れ
る

ん
で

す
け

ど
。

も
う

経
鼻

入
れ

て
き

て
る

ん
で

す
よ

>

<
経

鼻
が

胃
ろ

う
と

、
医

療
的

な
意

味
合

い
と

し
て

は
、

か
な

り
同

等
に

近
い

っ
て

い
う

こ
と

を
、

や
っ

ぱ
り

説
明

で
き

る
能

力
が

急
性

期
の

医
者

に
あ

る
の

か
な

と
。

そ
こ

で
、

や
っ

ぱ
り

齟
齬

が
生

じ
ち

ゃ
っ

て
る

ん
で

す
よ

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
<
友

だ
ち

に
も

言
わ

れ
て

、
探

し
て

。
「

目
安

は
、

し
て

お
い

た
ほ

う
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
」

っ
て

言
わ

れ
て

。
預

け
な

く
て

も
、

そ
う

い
う

な
と

こ
が

、
探

し
と

く
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

っ
て

>

大
牟

田
 
家

族
<
（

在
宅

で
の

看
取

り
）

や
っ

ぱ
り

そ
れ

も
、

家
族

の
余

力
の

あ
っ

て
の

こ
と

じ
ゃ

な
い

か
な

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

>

玉
川

 
家

族
<
誤

嚥
性

肺
炎

と
い

う
こ

と
で

、
１

週
間

た
っ

た
と

き
に

、
も

う
誤

嚥
性

肺
炎

、
治

り
ま

し
た

と
。

こ
れ

か
ら

ど
う

し
ま

す
か

っ
て

言
わ

れ
た

と
き

に
、

冷
た

い
言

い
方

を
さ

れ
た

ん
で

す
よ

ね
。

水
も

与
え

な
い

、
食

べ
物

も
与

え
な

い
、

自
然

死
っ

て
い

う
方

法
が

あ
る

ん
で

す
よ

ね
っ

て
言

わ
れ

た
と

き
に

、
私

は
す

ご
く

が
く

然
と

し
た

ん
で

す
よ

ね
。

ま
だ

、
現

に
母

は
生

き
て

る
ん

で
す

よ
。

娘
の

私
は

そ
れ

は
で

き
ま

せ
ん

っ
て

言
っ

た
ん

で
す

ね
。

だ
か

ら
、

何
か

い
い

方
法

な
い

ん
で

す
か

っ
て

言
っ

た
ら

、
気

管
支

を
切

開
す

る
と

か
、

そ
う

い
う

こ
と

は
す

る
必

要
は

な
い

け
ど

も
、

最
低

限
の

こ
と

は
何

が
で

き
ま

す
か

っ
て

聞
い

た
と

き
に

、
経

管
栄

養
が

あ
り

ま
す

っ
て

い
わ

れ
た

ん
で

す
ね

。
で

も
、

そ
れ

、
や

る
ま

で
難

し
い

ん
で

す
よ

ね
っ

て
言

い
方

を
さ

れ
て

、
ご

家
族

の
方

で
自

然
死

を
、

結
構

、
や

っ
て

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
ん

で
す

よ
ね

っ
て

言
わ

れ
た

と
き

に
、

そ
の

経
管

栄
養

が
で

き
る

ん
な

ら
な

ん
と

か
そ

れ
を

や
っ

て
く

だ
さ

い
と

言
っ

て
、

母
の

場
合

、
経

管
栄

養
を

し
た

ん
で

す
ね

>
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.
終
末
期
か
ら
お
看

取
り

に
つ

い
て

家
族

<
や

っ
ぱ

り
主

人
が

、
日

頃
行

っ
て

れ
ば

、
違

和
感

な
く

、
そ

こ
に

行
け

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
っ

て
。

だ
か

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
必

要
だ

な
っ

て
、

そ
こ

の
>

<
だ

か
ら

、
し

た
く

て
も

、
や

っ
ぱ

り
昼

間
い

な
か

っ
た

り
、

家
族

の
手

が
な

け
れ

ば
施

設
に

し
か

預
け

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
で

も
、

預
け

た
と

こ
ろ

に
、

や
っ

ぱ
り

家
族

の
、

そ
の

人
に

対
す

る
思

い
が

ど
れ

だ
け

あ
る

か
が

バ
ロ

メ
ー

タ
ー

に
な

る
か

な
と

い
う

気
が

>

<
そ

れ
が

終
わ

っ
た

と
き

に
、

と
に

か
く

出
て

く
だ

さ
い

っ
て

い
う

わ
け

で
す

よ
。

病
院

か
ら

。
急

性
期

の
治

療
は

終
わ

り
ま

し
た

か
ら

、
出

て
く

だ
さ

い
っ

て
言

わ
れ

た
と

き
に

、
施

設
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
探

し
て

く
れ

た
ん

で
す

が
、

個
室

し
か

あ
り

ま
せ

ん
っ

て
言

わ
れ

た
と

き
に

、
１

日
２

万
5
0
0
0
円

か
３

万
円

っ
て

言
わ

れ
た

ん
で

す
よ

>

<
慣

れ
て

れ
ば

、
た

と
え

ば
「

ご
め

ん
」

と
言

っ
て

。
「

今
日

一
日

、
半

日
で

も
い

い
か

ら
い

て
」

っ
て

言
え

ば
、

そ
こ

だ
っ

た
ら

い
い

か
な

っ
て

い
う

よ
う

な
と

こ
が

、
見

つ
か

っ
た

ほ
う

が
。

す
ぐ

だ
と

、
み

ん
な

拒
否

す
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

お
迎

え
に

来
て

も
、

「
今

日
は

、
行

き
た

く
な

い
よ

」
っ

て
言

う
の

は
、

そ
う

い
う

せ
い

も
あ

る
か

な
っ

て
思

っ
て

、
み

ん
な

い
ろ

い
ろ

見
て

て
。

だ
か

ら
、

関
わ

り
が

あ
っ

た
ほ

う
が

ス
ム

ー
ズ

に
い

け
る

な
っ

て
。

だ
か

ら
、

そ
う

い
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
、

必
要

だ
な

っ
て

>

<
経

管
栄

養
は

自
宅

で
も

で
き

ま
す

よ
っ

て
言

わ
れ

た
ん

で
す

よ
。

だ
け

ど
、

私
は

、
も

う
、

で
き

な
い

と
思

っ
て

ま
す

。
誤

嚥
性

肺
炎

に
な

る
前

に
家

族
で

見
て

る
と

、
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
夜

中
で

も
な

ん
で

も
、

目
を

白
黒

さ
れ

て
て

、
ち

ょ
っ

と
危

な
い

と
き

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
と

き
に

本
当

に
夜

中
ど

う
し

よ
う

と
思

う
と

き
が

あ
っ

た
ん

で
す

よ
ね

。
だ

け
ど

様
子

を
見

て
て

、
朝

に
な

っ
た

と
き

に
病

院
に

連
れ

て
行

け
ば

い
い

っ
て

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
た

か
ら

、
病

院
に

朝
に

な
っ

て
連

れ
て

行
く

と
、

異
常

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
が

何
回

か
あ

っ
て

、
日

中
も

主
人

と
か

、
子

ど
も

た
ち

が
い

る
と

き
な

ら
手

助
け

し
て

も
ら

え
る

け
ど

も
、

い
な

い
と

き
に

車
い

す
か

ら
ず

り
落

ち
た

と
き

に
、

3
6
㎏

に
な

っ
た

と
き

で
も

、
車

い
す

に
戻

す
と

き
の

一
人

で
や

る
大

変
さ

と
い

う
の

は
、

本
当

大
変

だ
っ

た
ん

で
す

ね
。

も
う

、
や

っ
と

の
思

い
で

車
い

す
に

乗
せ

た
っ

て
い

う
、

何
回

も
経

験
が

あ
っ

て
、

そ
れ

で
在

宅
で

も
で

き
ま

す
よ

っ
て

言
わ

れ
た

と
き

に
、

な
ん

て
冷

た
い

言
い

方
か

な
っ

て
私

は
思

っ
て

、
こ

れ
以

上
、

私
は

、
も

う
、

で
き

な
い

っ
て

思
っ

た
の

で
、

も
う

と
に

か
く

病
院

か
施

設
か

し
か

な
い

な
と

い
う

こ
と

で
探

し
回

っ
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

な
か

な
か

大
変

で
す

よ
。

在
宅

で
看

取
る

、
よ

く
、

今
、

在
宅

で
看

取
る

人
も

い
ま

す
け

ど
も

>
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宮
市

大
牟
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市
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田

谷
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玉

川

行
政

富
士

宮
 
行

政
①

<
庁

内
体

制
で

、
要

は
、

包
括

ケ
ア

っ
て

い
う

、
そ

の
ス

タ
ン

ス
を

部
内

で
共

通
認

識
を

持
つ

と
い

う
こ

と
と

、
こ

の
保

健
領

域
の

部
分

を
、

も
う

一
回

組
み

立
て

な
お

し
て

。
中

学
校

区
単

位
で

し
っ

か
り

整
備

し
た

い
っ

て
い

っ
て

る
の

は
、

中
学

校
区

単
位

で
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を

し
た

い
ん

で
す

。
な

の
で

、
包

括
の

ブ
ラ

ン
チ

が
地

域
型

支
援

セ
ン

タ
ー

で
。

社
会

福
祉

協
議

会
も

エ
リ

ア
担

当
制

に
し

て
も

ら
っ

た
ん

で
す

、
今

年
か

ら
・

・
・

包
括

と
社

協
と

保
健

師
が

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

で
、

中
学

校
区

圏
域

で
、

要
は

連
携

し
な

が
ら

動
く

よ
う

な
仕

組
み

を
つ

く
り

た
い

ん
で

す
>

大
牟

田
 
行

政
①

<
も

の
忘

れ
相

談
医

を
今

か
ら

増
や

し
て

い
く

ん
で

す
け

ど
。

そ
こ

と
定

期
的

に
連

絡
を

、
そ

れ
こ

そ
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ん

で
す

け
ど

。
定

期
的

に
こ

っ
ち

の
情

報
を

発
信

し
て

い
っ

て
、

向
こ

う
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
る

よ
う

な
状

況
を

つ
く

っ
た

り
と

か
。

常
に

つ
く

っ
た

ら
つ

く
り

っ
ぱ

な
し

に
し

な
い

っ
て

い
う

、
そ

こ
で

す
ね

。
そ

こ
が

一
つ

>

玉
川

 
行

政
①

<
老

健
を

も
う

ち
ょ

っ
と

、
家

族
が

希
望

し
た

と
き

に
、

希
望

す
る

時
期

・
期

間
、

ち
ょ

っ
と

柔
軟

に
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
ら

、
「

ま
た

在
宅

で
も

介
護

頑
張

ろ
う

」
と

い
う

よ
う

な
気

持
ち

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
か

な
と

。
家

族
の

レ
ス

パ
イ

ト
の

意
味

も
含

め
て

も
う

ち
ょ

っ
と

使
い

や
す

く
な

る
と

い
い

の
か

な
と

>

②
<
地

区
社

協
活

動
と

専
門

職
連

携
を

、
中

学
校

区
単

位
で

し
っ

か
り

ス
ク

ラ
ム

を
組

ん
で

、
そ

れ
に

は
役

割
の

確
認

も
再

度
し

な
き

ゃ
な

ら
な

い
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
か

ら
情

報
が

、
住

民
の

見
守

り
か

ら
、

専
門

職
フ

ォ
ー

マ
ル

に
つ

な
が

る
よ

う
な

仕
組

み
を

、
地

域
の

中
で

つ
く

り
た

い
っ

て
い

う
の

が
、

２
つ

目
>

②
<
あ

と
は

、
今

、
自

分
た

ち
の

業
務

の
中

で
や

っ
て

ま
す

け
ど

。
権

利
擁

護
の

部
分

で
、

今
、

括
弧

に
な

っ
て

ま
す

け
ど

、
成

年
後

見
セ

ン
タ

ー
を

ど
う

つ
く

っ
て

い
く

か
と

い
う

議
論

を
、

ず
っ

と
ち

ょ
う

ど
社

会
推

進
課

の
中

で
は

し
て

い
る

の
で

。
認

知
症

の
人

を
支

え
る

っ
て

い
う

部
分

で
は

、
や

っ
ぱ

り
大

事
な

側
面

な
ん

で
す

よ
ね

。
そ

の
方

の
権

利
を

ど
う

守
っ

て
い

く
の

か
。

財
産

を
ど

う
守

っ
て

い
く

の
か

っ
て

い
う

こ
と

は
、

大
事

な
の

で
>

<
レ

ス
パ

イ
ト

の
ニ

ー
ズ

は
た

ぶ
ん

高
い

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

の
で

。
キ

ャ
パ

そ
の

も
の

も
足

り
て

な
い

で
す

し
、

認
知

症
の

人
に

適
し

た
ケ

ア
が

提
供

で
き

る
、

そ
れ

だ
け

の
質

の
揃

っ
た

施
設

の
確

保
っ

て
い

う
の

が
、

ま
だ

十
分

じ
ゃ

な
い

と
い

う
の

が
あ

り
ま

す
の

で
。

老
健

で
も

世
田

谷
区

内
、

認
知

症
専

門
棟

を
持

っ
て

い
る

老
健

な
い

ん
で

す
ね

。
認

知
症

の
人

の
受

け
入

れ
を

し
て

い
る

老
健

は
い

く
つ

も
あ

る
ん

だ
け

ど
、

認
知

症
専

門
棟

を
持

っ
て

い
る

、
法

的
に

は
1
0
0
床

と
か

条
件

も
厳

し
く

は
あ

り
ま

す
が

、
そ

れ
だ

け
の

キ
ャ

パ
と

か
内

容
を

持
っ

て
る

老
健

は
、

こ
れ

だ
け

の
規

模
の

自
治

体
で

あ
り

な
が

ら
1
つ

も
な

い
の

で
、

そ
れ

は
将

来
的

に
見

て
、

ま
ず

い
な

と
い

う
こ

と
を

す
ご

く
感

じ
て

い
ま

す
>

③
<
あ

と
は

、
医

療
現

場
の

医
師

が
ケ

ア
ラ

ー
と

し
て

、
フ

ラ
ッ

ト
な

関
係

で
、

一
人

の
人

の
支

援
を

み
ん

な
で

考
え

ら
れ

る
よ

う
な

。
病

院
の

ワ
ー

カ
ー

も
、

薬
剤

師
さ

ん
も

含
め

て
、

フ
ラ

ッ
ト

な
関

係
で

議
論

を
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
が

で
き

て
い

け
た

ら
い

い
な

と
思

っ
て

い
ま

す
>

③
<
も

う
一

つ
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
い

う
と

、
地

域
ケ

ア
会

議
っ

て
い

う
の

に
、

い
か

に
認

知
症

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
修

了
生

を
参

加
さ

せ
て

い
く

か
と

か
、

一
緒

に
や

っ
て

い
く

か
っ

て
い

う
。

認
知

症
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

修
了

し
た

あ
と

に
、

修
了

生
た

ち
が

、
今

、
現

場
で

は
頑

張
っ

て
く

れ
て

い
ま

す
し

、
半

分
ぐ

ら
い

の
修

了
生

は
大

牟
田

の
い

ろ
ん

な
取

り
組

み
に

、
少

な
か

ら
ず

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
参

加
し

て
も

ら
っ

た
り

し
て

い
ま

す
け

ど
・

・
・

も
っ

と
自

分
の

事
業

所
だ

け
で

な
く

、
一

歩
外

に
出

て
、

地
域

の
た

め
に

や
る

よ
う

な
仕

組
み

、
仕

掛
け

、
環

境
を

つ
く

っ
て

い
く

の
が

大
事

か
な

。
せ

っ
か

く
養

成
し

た
ん

で
す

し
ね

>

②
<
老

年
内

科
っ

て
い

う
標

榜
で

診
て

い
た

だ
け

る
先

生
が

こ
れ

か
ら

ど
ん

ど
ん

増
え

る
と

い
い

な
と

思
う

ん
で

す
・

・
・

先
生

の
中

に
は

、
老

年
だ

か
ら

家
族

を
含

め
て

や
っ

て
い

っ
て

あ
げ

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
い

う
思

い
が

お
あ

り
で

い
て

く
だ

さ
る

と
、

家
族

へ
の

支
援

と
い

う
か

助
言

と
い

う
の

も
す

ご
く

タ
イ

ミ
ン

グ
が

良
く

て
、

い
い

な
と

思
い

ま
す

>
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行
政

③
<
家

族
の

会
が

、
い

ろ
い

ろ
な

包
括

単
位

で
も

や
っ

て
た

り
す

る
ん

で
す

け
ど

、
介

護
さ

れ
る

家
族

の
立

場
と

い
う

か
、

ご
本

人
に

と
っ

て
娘

さ
ん

だ
っ

た
り

お
嫁

さ
ん

だ
っ

た
り

、
い

ろ
ん

な
立

場
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
と

思
い

ま
す

し
、

日
中

お
仕

事
を

さ
れ

て
い

る
方

、
さ

れ
て

い
な

い
方

、
い

ろ
い

ろ
な

家
族

の
方

の
状

況
、

属
性

が
あ

る
と

思
う

の
で

、
属

性
ご

と
の

会
と

か
、

そ
う

い
う

も
の

も
あ

る
と

、
よ

り
参

加
し

や
す

い
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

地
域

包
括

富
士

宮
 
地

域
包

括
①

<
や

っ
ぱ

り
、

医
療

連
携

・
・

・
本

当
に

医
師

会
と

の
、

今
後

、
つ

な
が

り
だ

っ
た

り
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

一
番

に
は

な
る

の
か

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
す

よ
ね

>

大
牟

田
 
地

域
包

括
①

<
１

番
が

、
や

っ
ぱ

り
先

生
と

、
か

か
り

つ
け

医
と

の
連

携
>

玉
川

 
地

域
包

括
①

<
次

世
代

の
育

成
っ

て
い

う
か

、
認

知
症

の
啓

発
の

部
分

で
も

う
少

し
若

い
世

代
か

ら
の

啓
発

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

と
い

い
か

。
そ

れ
は

、
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

一
つ

・
・

・
4
0
～

5
0
代

ぐ
ら

い
か

ら
で

す
か

ね
。

そ
の

ぐ
ら

い
か

ら
も

う
少

し
、

や
は

り
出

て
く

る
方

。
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
、

今
や

っ
て

募
っ

て
い

く
と

、
若

く
て

5
0
～

6
0
代

の
方

か
ら

7
0
代

ぐ
ら

い
の

方
が

主
に

な
っ

て
ま

す
の

で
>

②
<
あ

と
は

、
普

及
啓

発
を

ど
う

い
う

形
で

や
っ

て
い

け
れ

ば
い

い
の

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
。

・
・

・
認

知
症

に
な

っ
て

、
「

み
ん

な
な

る
じ

ゃ
な

い
の

。
何

が
悪

い
の

」
ぐ

ら
い

言
え

る
よ

う
な

環
境

が
で

き
て

い
か

な
い

と
、

や
っ

ぱ
い

進
ん

で
い

か
な

い
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

か
な

っ
て

>

②
<
２

番
目

が
、

早
期

発
見

と
支

援
が

本
当

の
意

味
で

実
現

で
き

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

す
ね

。
・

・
・

ず
っ

と
私

感
じ

て
る

の
は

、
や

っ
ぱ

り
普

段
、

住
民

の
方

々
た

ち
の

認
知

症
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
が

、
や

っ
ぱ

り
変

わ
る

か
、

変
わ

ら
な

い
か

だ
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

ま
す

。
・

・
・

な
り

た
く

な
い

っ
て

い
う

気
持

ち
は

、
た

ぶ
ん

変
わ

ら
な

い
だ

ろ
う

と
思

う
ん

で
す

が
。

だ
か

ら
、

認
め

な
い

と
か

、
隠

し
た

い
と

か
い

う
ふ

う
に

な
っ

て
る

部
分

を
、

ど
う

に
か

変
え

ら
れ

な
い

か
な

っ
て

>

<
だ

ん
だ

ん
介

護
の

世
代

に
入

っ
て

く
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

や
っ

ぱ
り

初
期

の
入

り
口

の
と

こ
ろ

で
の

基
礎

知
識

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
も

う
少

し
上

の
層

の
人

よ
り

も
若

い
人

た
ち

の
ほ

う
が

ま
だ

な
い

の
で

、
初

期
の

と
こ

ろ
で

の
入

り
口

だ
っ

た
り

と
か

、
理

解
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

高
齢

の
方

の
病

気
と

か
に

接
す

る
機

会
が

少
な

い
分

発
見

も
遅

れ
て

る
で

し
ょ

う
し

>

③
<
も

う
一

個
は

本
人

が
、

な
ん

か
望

む
こ

と
が

実
現

で
き

れ
ば

い
い

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

を
思

っ
て

・
・

・
安

心
し

て
し

ゃ
べ

れ
る

よ
う

な
、

当
事

者
の

支
援

の
場

所
っ

て
い

う
の

が
、

す
ご

い
大

事
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
の

は
思

っ
た

・
・

・
自

分
は

こ
れ

で
い

い
ん

だ
よ

っ
て

い
う

部
分

を
認

め
て

あ
げ

な
が

ら
、

自
分

の
気

持
ち

だ
っ

た
り

と
か

、
プ

ラ
ス

楽
し

い
空

間
み

た
い

な
場

所
っ

て
い

う
の

が
、

必
要

な
中

で
、

そ
う

い
う

形
で

こ
の

旅
行

が
行

け
た

中
で

、
す

ら
す

ら
こ

う
い

う
、

楽
し

く
お

話
が

で
き

た
ん

だ
ろ

う
な

な
ん

て
思

っ
た

の
で

。
う

ち
の

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
、

目
指

し
て

い
る

と
こ

の
部

分
に

な
っ

て
く

る
ん

で
し

ょ
う

け
ど

>

③
<
３

番
目

が
地

域
の

理
解

と
認

識
の

促
進

で
す

ね
。

啓
発

で
す

ね
。

・
・

・
駛

馬
南

で
い

え
ば

、
い

ろ
ん

な
認

知
症

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

し
て

の
勉

強
会

と
か

が
、

毎
年

や
っ

て
い

る
の

で
、

そ
こ

に
来

ら
れ

る
方

た
ち

は
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

。
新

し
い

方
た

ち
が

、
な

か
な

か
広

が
っ

て
来

ら
れ

な
い

と
か

い
っ

た
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

を
も

っ
と

す
そ

野
を

広
げ

る
っ

て
い

う
ふ

う
に

や
っ

て
い

け
た

ら
い

い
ん

だ
ろ

う
け

ど
、

そ
こ

が
な

か
な

か
広

が
り

が
実

感
で

き
な

い
っ

て
い

う
の

が
、

現
状

と
し

て
あ

る
の

か
な

と
思

い
ま

す
>

②
<
や

っ
ぱ

り
私

は
、

家
族

支
援

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

課
題

か
な

っ
て

。
入

り
口

の
と

こ
ろ

で
こ

ち
ら

で
相

談
を

し
た

あ
と

、
長

い
経

過
で

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
に

は
引

き
継

い
で

い
く

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

や
っ

ぱ
り

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

さ
ん

と
サ

ー
ビ

ス
の

話
は

し
て

も
、

ゆ
っ

く
り

と
ケ

ア
の

悩
み

だ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

の
が

、
ど

こ
ま

で
フ

ォ
ロ

ー
が

で
き

て
い

る
の

か
な

と
か

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

ほ
う

も
、

ご
本

人
さ

ん
の

ケ
ア

は
し

て
も

、
ご

家
族

の
ケ

ア
ま

で
ど

こ
ま

で
し

き
れ

て
る

か
っ

て
い

う
と

こ
で

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

地
域

包
括

<
今

、
家

族
会

と
か

い
っ

ぱ
い

で
き

て
き

て
ま

す
け

ど
・

・
・

や
っ

ぱ
り

な
か

な
か

出
て

こ
れ

な
い

ん
で

す
よ

、
家

族
会

や
っ

て
も

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

あ
っ

た
り

と
か

っ
て

い
う

こ
と

で
、

本
当

に
８

か
月

、
９

か
月

ぶ
り

に
来

ま
し

た
っ

て
。

電
話

で
の

毎
月

お
誘

い
は

し
て

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
で

近
況

を
聞

い
た

り
し

て
>

<
一

番
大

変
な

と
き

に
、

お
話

聞
い

て
も

ら
っ

て
本

当
に

よ
か

っ
た

か
ら

っ
て

い
っ

て
、

ま
た

近
況

報
告

に
っ

て
来

て
く

だ
さ

る
ん

で
す

け
ど

、
や

っ
ぱ

り
な

か
な

か
出

て
こ

れ
な

い
の

で
、

そ
こ

の
家

族
支

援
っ

て
い

う
と

こ
ろ

が
、

ど
ん

な
形

で
っ

て
い

う
の

が
。

た
と

え
ば

、
ご

家
族

が
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
ほ

う
で

み
て

る
間

と
か

で
、

ち
ょ

っ
と

集
ま

れ
る

機
会

が
あ

る
と

か
>

③
<
地

域
づ

く
り

っ
て

い
う

と
こ

ろ
で

は
、

す
ご

い
地

域
の

基
盤

が
で

き
て

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

こ
に

出
て

き
て

る
人

は
い

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

う
じ

ゃ
な

い
人

た
ち

も
や

っ
ぱ

り
た

く
さ

ん
い

る
の

で
。

地
域

で
、

住
民

同
士

で
支

え
て

い
く

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
今

後
も

継
続

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り
っ

て
い

う
の

か
な

・
・

・
地

域
の

基
盤

を
継

続
で

き
る

人
材

の
発

掘
と

い
い

ま
す

か
、

今
の

頑
張

っ
て

ら
っ

し
ゃ

る
方

が
、

た
ぶ

ん
も

う
少

し
で

引
退

し
た

あ
と

に
、

ま
た

そ
れ

が
続

け
ら

れ
る

か
な

っ
て

い
う

と
こ

ろ
が

、
や

っ
ぱ

り
今

か
ら

も
少

し
ず

つ
担

い
手

を
育

て
て

い
か

な
き

ゃ
い

け
な

い
時

期
な

ん
だ

ろ
う

な
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
、

や
っ

ぱ
り

地
域

づ
く

り
の

継
続

っ
て

い
う

と
こ

ろ
は

、
課

題
>

社
協

富
士

宮
 
社

協
①

<
認

知
症

で
あ

る
っ

て
い

う
こ

と
を

、
実

際
の

や
っ

ぱ
り

自
分

の
家

族
だ

と
か

。
自

分
自

身
、

家
族

、
地

域
近

隣
の

中
に

い
る

人
の

情
報

を
、

や
は

り
見

え
る

形
に

し
て

い
く

っ
て

い
う

こ
と

を
意

識
し

な
が

ら
、

い
ろ

ん
な

場
面

を
設

定
し

て
い

く
こ

と
が

大
事

じ
ゃ

な
い

か
な

と
い

う
ふ

う
に

、
一

つ
は

思
い

ま
す

ね
>

大
牟

田
 
社

協
①

<
や

っ
ぱ

り
認

知
症

と
い

う
病

気
の

周
知

徹
底

と
理

解
で

す
ね

。
こ

れ
は

大
き

い
で

す
よ

ね
。

認
知

症
は

病
気

な
ん

で
す

よ
と

。
誰

も
が

、
あ

な
た

も
将

来
か

か
る

か
も

し
れ

な
い

ん
で

す
よ

と
い

う
こ

と
>

玉
川

 
社

協
①

<
私

た
ち

協
議

会
も

含
め

て
、

認
知

症
の

方
が

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く

り
っ

て
い

う
の

を
、

ど
う

い
う

ビ
ジ

ョ
ン

で
進

め
て

い
く

か
っ

て
い

う
と

こ
ろ

で
。

地
域

で
見

守
る

と
か

っ
て

い
う

、
大

枠
は

あ
る

か
と

思
う

ん
で

す
け

ど
。

そ
れ

を
具

体
化

し
て

い
く

と
こ

ろ
の

取
り

組
み

っ
て

い
う

の
が

、
や

っ
ぱ

り
重

要
に

な
っ

て
く

る
の

か
な

っ
て

い
う

の
が

一
つ

思
い

ま
す

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

社
協

<
そ

う
い

う
機

会
を

、
い

ろ
ん

な
場

面
を

設
定

し
て

い
く

っ
て

こ
と

が
大

切
か

な
っ

て
思

い
ま

す
し

。
そ

こ
に

、
そ

う
い

う
場

面
を

つ
く

っ
て

い
く

と
こ

ろ
に

、
い

ろ
ん

な
関

係
者

、
住

民
の

人
た

ち
を

含
め

た
、

い
ろ

ん
な

関
係

者
で

も
っ

て
、

企
画

を
考

え
、

検
討

し
、

実
践

し
て

い
く

っ
て

い
う

。
い

わ
ゆ

る
そ

の
協

働
だ

と
か

、
連

携
だ

と
か

っ
て

い
う

と
こ

ろ
を

、
実

践
の

場
に

し
て

い
く

っ
て

い
う

プ
ロ

セ
ス

が
、

重
要

か
な

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

②
<
認

知
症

を
抱

え
る

家
族

支
援

で
す

ね
。

相
談

と
か

、
レ

ス
パ

イ
ト

ケ
ア

と
か

、
家

族
会

の
交

流
と

か
、

情
報

交
換

と
か

。
こ

の
辺

が
や

っ
ぱ

大
事

で
し

ょ
う

ね
>

②
<
認

知
症

っ
て

い
う

と
こ

ろ
な

っ
た

と
き

に
、

医
療

機
関

と
し

て
ど

こ
に

い
け

ば
い

い
の

か
っ

て
い

う
の

が
、

な
か

な
か

地
域

の
方

で
、

す
ぱ

っ
と

、
わ

か
ら

な
い

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

の
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
で

。
あ

ん
ま

り
認

知
症

専
門

の
病

院
と

か
っ

て
い

う
と

、
ま

た
ハ

ー
ド

ル
が

上
が

っ
た

り
す

る
の

か
ど

う
か

ち
ょ

っ
と

心
理

的
に

わ
か

ら
な

い
ん

で
す

け
ど

。
そ

う
い

っ
た

安
心

し
て

か
か

れ
る

病
院

が
地

域
に

ご
自

身
の

家
か

ら
あ

ん
ま

り
遠

く
な

い
と

こ
ろ

に
、

あ
っ

た
ら

い
い

の
か

な
と

い
う

と
こ

ろ
が

一
つ

思
い

ま
す

>

②
<
こ

う
い

う
窓

口
だ

け
で

は
な

く
て

、
実

際
に

い
ろ

ん
な

見
守

り
活

動
を

や
る

住
民

の
方

か
ら

、
市

役
所

の
窓

口
を

対
応

す
る

専
門

職
ま

で
含

め
て

、
窓

口
に

実
際

に
来

な
く

て
も

、
気

軽
に

困
り

ご
と

を
相

談
で

き
る

、
そ

う
い

う
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
の

徹
底

み
た

い
な

と
こ

ろ
は

、
こ

れ
か

ら
大

事
に

し
て

か
な

き
ゃ

な
ら

な
い

部
分

か
な

と
思

い
ま

す
>

③
<
認

知
症

予
防

の
た

め
の

サ
ロ

ン
。

一
人

暮
ら

し
だ

っ
た

ら
、

１
日

誰
と

も
話

さ
な

い
と

か
、

隣
近

所
の

つ
き

合
い

が
な

い
と

か
い

う
こ

と
じ

ゃ
な

く
て

、
こ

こ
に

行
け

ば
誰

か
と

話
せ

る
と

か
、

太
陽

の
陽

を
浴

び
る

と
か

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

適
度

な
運

動
と

か
い

う
、

や
っ

ぱ
サ

ロ
ン

と
か

で
は

、
そ

う
い

う
ふ

う
な

、
一

緒
に

ご
飯

を
食

べ
た

り
と

か
、

一
緒

に
旅

行
し

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
の

が
、

結
果

そ
れ

が
予

防
に

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

で
す

よ
と

。
生

き
が

い
に

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

で
す

よ
と

。
孤

独
感

の
解

消
に

つ
な

が
っ

て
い

く
ん

で
す

よ
と

い
う

ふ
う

に
持

っ
て

い
き

た
い

な
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
ま

す
。

た
だ

こ
こ

で
問

題
な

の
は

、
女

性
は

い
い

ん
で

す
ね

。
男

性
が

駄
目

な
ん

で
す

>

③
<
子

ど
も

と
か

若
い

世
代

へ
の

取
り

組
み

っ
て

い
う

の
が

、
一

つ
重

要
に

な
る

か
な

と
い

う
こ

と
で

。
や

は
り

こ
れ

か
ら

地
域

で
長

く
生

活
し

て
い

く
人

た
ち

に
、

地
域

の
実

情
と

い
う

か
、

地
域

に
は

そ
う

い
う

方
も

い
る

っ
て

い
う

こ
と

を
、

し
っ

か
り

把
握

し
て

も
ら

う
っ

て
い

う
の

が
、

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
に

今
後

な
っ

て
い

く
の

か
っ

て
い

う
>

<
気

軽
に

相
談

を
受

け
つ

け
て

、
そ

れ
が

つ
な

が
っ

て
い

く
よ

う
な

仕
組

み
。

い
わ

ゆ
る

、
地

域
包

括
ケ

ア
の

描
い

た
部

分
だ

け
で

は
な

く
て

、
そ

れ
が

実
践

化
し

て
い

く
っ

て
い

う
こ

と
を

や
っ

て
く

、
取

り
組

ん
で

く
っ

て
こ

と
が

大
事

か
な

と
>

－ 250 －



 
1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

社
協

<
周

り
の

人
た

ち
の

異
変

や
、

困
っ

て
る

こ
と

を
キ

ャ
ッ

チ
し

て
、

と
に

か
く

、
聞

い
て

受
け

入
れ

て
く

っ
て

い
う

よ
う

な
人

た
ち

を
育

成
し

て
い

く
。

富
士

宮
市

社
協

で
は

、
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

っ
て

い
う

、
一

般
住

民
の

人
た

ち
の

、
そ

う
い

う
い

ろ
ん

な
地

域
福

祉
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
育

成
す

る
講

座
を

ず
っ

と
や

っ
て

ま
し

て
。

今
、

二
百

何
十

人
い

る
ん

で
す

が
、

そ
の

人
た

ち
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
講

座
を

先
月

や
ら

し
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

中
で

自
分

た
ち

が
も

っ
と

、
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

て
、

う
ま

く
活

用
し

て
く

れ
み

た
い

な
話

が
あ

る
ん

で
す

よ
。

そ
う

い
う

人
た

ち
を

、
も

う
少

し
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
す

る
、

自
分

と
し

て
は

パ
ー

ソ
ナ

ル
サ

ポ
ー

タ
ー

み
た

い
な

と
こ

ろ
に

つ
な

げ
て

く
よ

う
な

仕
掛

け
を

考
え

た
い

な
、

な
ん

て
ふ

う
に

は
思

っ
て

ま
す

>

③
<
専

門
職

、
個

々
の

ス
キ

ル
を

や
っ

ぱ
り

向
上

さ
せ

て
い

く
。

そ
う

い
う

研
修

体
制

み
た

い
な

と
こ

ろ
が

、
ま

だ
ま

だ
不

足
し

て
い

る
部

分
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
う

の
で

、
個

々
の

、
い

ろ
い

ろ
そ

れ
ぞ

れ
の

資
格

だ
と

か
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

取
り

組
み

は
し

て
る

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
そ

こ
も

ち
ゃ

ん
と

連
携

が
と

れ
る

方
向

に
進

め
る

よ
う

な
、

そ
う

い
う

研
修

、
専

門
職

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
。

そ
こ

は
、

や
っ

ぱ
欠

か
し

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
ふ

う
に

は
思

い
ま

す
>

自
治

会
富

士
宮

 
自

治
会

（
地

区
社

協
）

①
<
医

療
関

係
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
の

連
携

と
か

、
そ

う
い

う
人

た
ち

の
地

域
の

講
演

会
み

た
い

な
と

こ
ろ

で
、

よ
り

知
ら

し
め

る
っ

て
い

う
か

、
我

々
が

語
る

と
ま

だ
嘘

っ
ぽ

い
ん

で
す

け
ど

、
専

門
家

も
連

れ
て

き
て

、
認

知
症

で
あ

る
と

か
、

そ
う

い
う

の
を

身
近

に
語

っ
て

も
ら

う
。

今
ま

で
に

認
知

症
の

ケ
ア

。
い

わ
ゆ

る
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

も
全

部
、

市
役

所
で

あ
り

、
我

々
が

選
ん

だ
ん

で
す

よ
ね

。
我

々
の

仲
間

が
や

っ
て

る
わ

け
で

す
よ

ね
。

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
う

い
う

専
門

医
>

大
牟

田
 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

①
<
一

番
大

事
な

こ
と

は
、

地
域

の
中

の
危

険
箇

所
を

、
住

民
が

共
有

し
て

お
く

こ
と

が
、

や
は

り
一

番
だ

ろ
う

と
い

う
ふ

う
に

思
い

ま
す

>

玉
川

 
自

治
会

（
民

生
委

員
）

①
<
み

ん
な

が
、

も
っ

と
認

知
症

の
人

も
当

た
り

前
っ

て
い

う
の

を
受

け
入

れ
る

地
域

に
、

私
た

ち
が

啓
発

を
し

て
・

・
・

地
域

で
そ

の
方

た
ち

が
気

持
ち

よ
く

過
ご

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

ふ
う

に
、

み
ん

な
で

自
分

の
こ

と
と

し
て

受
け

止
め

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
、

私
た

ち
も

お
話

し
し

て
い

け
れ

ば
一

番
い

い
か

な
と

思
っ

て
お

り
ま

す
>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

自
治

会
②

<
や

っ
ぱ

り
整

備
で

す
ね

。
特

別
養

護
で

あ
る

と
か

、
そ

う
い

う
施

設
が

、
や

っ
ぱ

り
ま

だ
ま

だ
で

し
ょ

う
ね

。
入

り
た

い
人

が
、

ま
だ

い
っ

ぱ
い

い
ま

す
か

ら
。

そ
の

辺
を

逆
に

、
入

り
た

い
ん

だ
け

ど
も

、
そ

の
入

り
た

い
っ

て
叫

ん
で

る
家

族
の

声
が

聞
こ

え
な

い
ん

で
す

よ
>

②
<
２

番
目

に
は

、
引

き
こ

も
り

等
を

つ
く

ら
な

い
た

め
に

、
顔

の
見

え
る

関
係

を
、

地
域

の
中

で
な

る
べ

く
多

く
考

え
て

い
く

べ
き

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
地

域
の

動
き

に
高

齢
者

の
方

も
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
、

一
番

だ
ろ

う
と

い
う

ふ
う

に
思

い
ま

す
し

。
や

っ
ぱ

り
見

え
る

こ
と

。
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
、

非
常

に
見

え
る

こ
と

で
あ

っ
て

。
見

え
る

こ
と

は
、

支
援

に
つ

な
が

っ
て

い
く

と
思

っ
て

ま
す

>

②
③

<
見

守
り

を
、

み
ん

な
で

、
地

域
で

し
ま

し
ょ

う
と

い
う

こ
と

だ
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

ね
・

・
・

私
た

ち
は

、
地

域
の

ほ
う

で
、

そ
れ

は
、

7
5
歳

以
上

に
し

て
る

ん
で

す
け

れ
ど

。
7
5
歳

以
上

の
方

の
う

ち
は

、
全

部
回

り
ま

す
の

で
>

③
<
ま

ず
1
6
の

地
域

を
ま

ん
べ

ん
な

く
と

い
う

こ
と

で
。

ま
ず

そ
こ

を
や

ろ
う

か
と

思
っ

て
ま

す
け

ど
ね

。
ま

ず
そ

こ
で

も
エ

ネ
ル

ギ
ー

い
っ

ぱ
い

な
も

ん
で

す
か

ら
、

題
材

探
し

か
ら

、
家

族
の

同
意

。
あ

と
、

区
長

さ
ん

た
ち

に
説

明
を

や
ん

な
き

ゃ
駄

目
で

す
よ

ね
。

回
覧

板
を

つ
く

る
と

か
、

や
る

こ
と

が
い

っ
ぱ

い
あ

る
わ

け
で

す
よ

、
そ

こ
ま

で
の

段
階

で
>

③
<
３

つ
目

に
は

、
近

隣
の

市
町

村
と

の
行

動
連

携
で

す
ね

。
う

ち
の

認
知

症
に

な
っ

た
方

が
、

ど
こ

に
徘

徊
さ

れ
て

る
の

か
と

い
う

大
き

な
疑

問
。

大
き

な
現

象
に

ぶ
つ

か
り

ま
し

た
の

で
、

こ
こ

を
考

え
る

と
、

や
っ

ぱ
り

近
隣

の
。

こ
っ

ち
は

、
荒

尾
市

で
す

け
れ

ど
も

。
荒

尾
市

（
熊

本
県

）
も

、
県

を
越

え
て

の
そ

う
い

う
つ

な
が

り
は

、
持

っ
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
>

<
手

挙
げ

方
式

で
、

2
3
0
名

ぐ
ら

い
の

方
を

・
・

・
不

自
由

っ
て

い
う

の
か

、
心

配
な

方
で

す
ね

。
そ

う
い

う
よ

う
な

形
で

、
と

に
か

く
皆

さ
ん

で
見

守
り

ま
し

ょ
う

ね
っ

て
い

う
の

を
広

げ
る

た
め

に
、

た
と

え
ば

そ
れ

で
や

っ
て

る
わ

け
で

す
。

「
み

ん
な

で
強

制
的

に
、

あ
れ

こ
れ

し
て

く
だ

さ
い

」
っ

て
言

う
と

、
な

か
な

か
あ

れ
で

す
の

で
、

そ
う

い
う

こ
と

で
や

っ
て

。
ま

ず
一

つ
、

「
災

害
だ

け
で

い
い

で
す

よ
」

っ
て

言
い

な
が

ら
、

い
ろ

い
ろ

見
守

っ
て

い
た

だ
く

方
法

な
ん

で
す

け
れ

ど
、

一
つ

の
ね

>

<
（

奥
沢

、
東

玉
川

と
も

町
会

入
会

率
は

7
0
％

く
ら

い
、

認
知

症
の

方
の

把
握

は
）

大
体

私
た

ち
は

、
わ

か
っ

て
る

は
ず

で
す

。
こ

の
地

域
は

、
あ

る
程

度
は

>

か
か

り
つ

け
医

富
士

宮
 
か

か
り

つ
け

医
①

<
地

域
の

医
師

会
の

先
生

方
が

、
協

力
っ

て
い

う
か

、
み

ん
な

で
一

緒
に

や
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
と

い
う

地
域

の
医

師
会

の
連

携
で

す
か

ね
>

大
牟

田
 
か

か
り

つ
け

医
①

<
１

番
が

、
や

っ
ぱ

り
医

師
を

含
め

た
医

師
主

導
じ

ゃ
な

い
カ

ン
フ

ァ
の

充
実

っ
て

い
う

>

玉
川

 
か

か
り

つ
け

医
①

<
ト

ッ
プ

１
は

、
世

田
谷

区
と

医
師

会
が

ど
う

、
そ

こ
を

共
有

す
る

か
。

も
う

仕
組

み
の

つ
く

り
方

か
ら

、
普

及
の

仕
方

か
ら

。
本

当
に

行
政

と
医

師
会

が
ど

う
組

め
る

か
に

か
か

っ
て

る
か

な
と

思
い

ま
す

>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

か
か

り
つ

け
医

②
<
そ

れ
か

ら
、

そ
う

い
う

人
た

ち
と

の
勉

強
会

、
症

例
検

討
会

と
か

、
そ

う
い

う
も

の
を

含
め

た
勉

強
会

>
②

<
あ

と
は

、
や

っ
ぱ

り
行

政
の

果
た

す
役

割
っ

て
、

す
ご

く
介

入
す

る
上

で
お

っ
き

い
ん

で
す

よ
。

包
括

の
や

っ
ぱ

り
充

実
っ

て
い

う
の

が
、

大
切

な
の

か
な

と
>

②
<
第

２
番

は
、

地
域

の
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

ど
う

生
か

せ
る

か
。

機
能

面
で

も
だ

し
、

マ
ン

パ
ワ

ー
の

面
で

も
、

そ
こ

を
ど

う
う

ま
く

。
本

当
に

、
単

に
仕

事
を

投
げ

か
け

る
だ

け
で

は
な

く
て

、
そ

こ
が

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

つ
く

っ
て

い
け

る
か

だ
と

思
い

ま
す

ね
>

③
<
そ

れ
か

ら
、

も
う

一
つ

は
、

サ
ポ

ー
ト

医
を

養
成

っ
て

い
う

か
。

た
と

え
ば

、
こ

の
地

域
に

も
2
0
人

ぐ
ら

い
は

必
要

だ
と

思
う

ん
で

す
よ

ね
>

<
充

実
っ

て
い

う
の

は
、

事
務

的
体

制
で

す
ね

。
今

の
包

括
と

も
市

が
指

定
す

る
人

員
よ

り
も

プ
ラ

ス
１

ぐ
ら

い
で

、
ど

こ
も

置
い

て
る

ん
で

す
よ

。
プ

ラ
ス

１
と

か
、

プ
ラ

ス
２

と
か

。
い

わ
ゆ

る
補

助
金

の
額

で
、

想
定

さ
れ

る
額

よ
り

も
プ

ラ
ス

１
か

２
っ

て
い

う
と

こ
も

、
置

い
て

頑
張

っ
て

る
ん

で
す

よ
。

だ
け

ど
、

そ
れ

で
も

足
り

な
い

で
す

>

③
<
３

番
目

は
、

ご
家

族
を

ど
う

支
え

ら
れ

る
か

、
だ

と
思

い
ま

す
。

本
人

も
も

ち
ろ

ん
な

ん
で

す
が

、
ご

家
族

を
支

え
ら

れ
る

だ
け

で
、

ご
本

人
が

頑
張

れ
る

度
合

い
が

広
が

る
の

で
。

だ
と

思
い

ま
す

ね
>

<
（

サ
ポ

ー
ト

医
）

2
0
人

は
い

る
。

私
一

人
で

何
も

で
き

な
い

で
す

。
サ

ポ
ー

ト
医

同
士

の
連

携
も

で
き

な
い

し
、

町
へ

出
て

っ
て

活
動

す
る

、
こ

れ
も

で
き

な
い

。
・

・
・

か
か

り
つ

け
医

の
向

上
研

修
会

み
た

い
な

の
が

あ
っ

て
。

そ
れ

を
受

け
た

人
た

ち
は

、
こ

こ
は

2
3
人

ぐ
ら

い
い

る
ん

で
す

よ
、

富
士

宮
だ

け
で

。
そ

の
人

た
ち

が
、

希
望

す
れ

ば
サ

ポ
ー

ト
医

に
な

れ
る

と
い

う
、

そ
う

い
う

シ
ス

テ
ム

を
つ

く
っ

て
も

ら
い

た
い

ん
で

す
よ

ね
。

そ
う

す
る

と
や

る
気

に
な

る
ん

で
す

よ
、

み
ん

な
>

<
で

、
や

っ
ぱ

り
感

覚
と

し
て

は
、

今
の

２
倍

ぐ
ら

い
。

あ
る

い
は

包
括

の
担

当
区

域
を

せ
ば

め
て

、
包

括
の

数
を

今
の

６
包

括
か

ら
1
2
包

括
に

す
る

。
で

き
れ

ば
、

地
域

包
括

ケ
ア

の
中

で
、

も
う

各
小

学
校

区
ぐ

ら
い

に
包

括
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
で

、
広

い
区

域
担

当
す

る
と

わ
か

ん
な

い
ん

で
す

よ
、

包
括

の
人

。
調

べ
る

の
に

時
間

か
か

る
か

ら
。

だ
か

ら
、

そ
こ

は
、

も
う

ほ
ん

と
に

希
望

と
し

て
は

、
や

っ
ぱ

り
包

括
の

数
を

増
や

し
て

ほ
し

い
ん

で
す

よ
>

<
こ

の
サ

ポ
ー

ト
医

の
話

を
ぜ

ひ
広

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

う
ん

で
す

け
ど

。
こ

れ
、

本
当

に
駄

目
で

す
よ

。
こ

れ
、

全
国

的
に

駄
目

だ
と

思
う

ん
で

す
け

ど
・

・
・

サ
ポ

ー
ト

医
っ

て
な

ん
な

ん
だ

っ
て

い
う

の
が

、
一

番
な

ん
で

す
け

ど
。

サ
ポ

ー
ト

医
っ

て
い

う
の

の
役

割
っ

て
い

う
の

が
、

い
ま

だ
に

問
題

な
ん

で
、

全
然

サ
ポ

ー
ト

医
の

役
割

が
な

ん
だ

か
わ

か
っ

て
な

い
ん

で
す

よ
ね

。
私

も
わ

か
ん

な
い

ん
で

す
。

審
議

・
質

問
し

て
も

、
な

ん
か

い
ろ

ん
な

こ
と

調
べ

て
く

れ
る

ん
で

す
け

ど
、

本
当

に
わ

か
ら

な
い

>

③
<
N
o
３

は
、

や
っ

ぱ
り

訪
問

診
療

を
な

ん
か

チ
ー

ム
で

や
っ

て
い

き
た

い
な

と
>
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1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

か
か

り
つ

け
医

<
医

師
同

士
で

、
た

と
え

ば
連

携
し

合
っ

て
。

今
、

う
ち

、
医

師
同

士
で

連
携

し
合

っ
て

、
2
4
時

間
や

っ
て

る
ん

だ
け

ど
、

法
人

の
中

の
連

携
な

ん
で

す
よ

。
だ

か
ら

、
そ

れ
を

や
っ

ぱ
り

ほ
ん

と
も

う
、

ま
た

医
師

会
の

話
が

出
て

く
る

ん
で

す
け

ど
。

医
師

会
の

中
で

、
大

牟
田

で
、

た
ぶ

ん
夜

２
人

お
れ

ば
、

2
4
時

間
体

制
で

回
せ

る
と

思
い

ま
す

、
在

宅
。

１
人

か
、

２
人

、
当

直
す

れ
ば

。
そ

し
た

ら
う

ま
く

い
く

の
か

な
と

>

<
看

護
師

さ
ん

が
、

そ
こ

に
そ

れ
ぞ

れ
の

診
療

所
で

自
分

た
ち

の
患

者
さ

ん
把

握
し

て
て

、
そ

の
看

護
師

さ
ん

と
一

緒
に

往
診

に
行

く
。

あ
る

い
は

、
施

設
に

行
っ

た
と

き
に

は
、

そ
れ

を
把

握
し

て
い

る
職

員
さ

ん
が

い
る

と
い

う
こ

と
で

、
往

診
。

別
に

カ
ル

テ
共

有
し

な
く

て
も

往
診

成
立

さ
せ

て
ま

す
>

<
連

携
懇

親
会

と
か

で
飲

み
会

す
る

と
か

、
地

域
で

雑
談

す
る

っ
て

い
う

の
も

、
す

ご
く

い
い

ん
で

す
け

れ
ど

も
。

対
等

な
立

場
で

の
カ

ン
フ

ァ
だ

と
思

い
ま

す
。

も
う

、
と

に
か

く
そ

こ
が

充
実

し
て

い
く

こ
と

が
、

介
護

職
員

の
技

量
も

医
師

の
技

量
も

改
善

す
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

い
う

ふ
う

に
考

え
て

ま
す

>

家
族

富
士

宮
 
家

族
①

<
一

番
は

、
地

域
の

人
た

ち
が

、
こ

の
病

気
の

お
勉

強
し

て
も

ら
い

た
い

。
理

解
し

な
く

て
も

い
い

か
ら

勉
強

し
て

も
ら

い
た

い
。

そ
う

し
な

い
と

進
ま

な
い

と
思

い
ま

す
・

・
・

普
通

に
挨

拶
し

て
く

れ
た

り
。

私
な

ん
か

が
言

う
と

、
本

当
、

普
通

の
生

活
し

て
く

れ
れ

ば
。

普
通

の
、

病
気

に
な

っ
て

も
普

通
に

接
し

て
く

れ
れ

ば
、

そ
れ

が
一

番
。

関
わ

り
と

か
そ

う
い

う
。

だ
か

ら
、

お
勉

強
を

し
と

い
て

、
あ

と
は

、
普

通
に

関
わ

っ
て

ほ
し

い
。

行
か

な
く

な
る

じ
ゃ

な
く

て
>

大
牟

田
 
家

族
①

<
第

一
は

認
知

症
の

症
状

の
、

具
体

例
の

周
知

で
す

か
ね

。
症

状
が

わ
か

ら
な

い
で

、
や

っ
ぱ

り
思

い
込

み
み

た
い

な
と

こ
ろ

で
、

偏
見

的
な

も
の

も
あ

る
か

な
と

思
い

ま
す

よ
ね

>

玉
川

 
家

族
①

<
玉

川
地

域
の

中
で

、
５

地
域

あ
る

ん
で

す
が

、
用

賀
地

域
も

い
ろ

ん
な

と
こ

で
、

地
区

社
協

っ
て

い
う

の
が

、
町

会
と

社
協

と
行

政
と

民
生

委
員

と
関

わ
っ

て
い

ろ
ん

な
取

り
組

み
を

し
て

る
ん

で
す

け
ど

も
、

地
域

全
体

の
こ

と
も

取
り

組
み

を
し

て
る

わ
け

な
ん

で
す

ね
。

で
す

か
ら

、
認

知
症

の
患

者
さ

ん
に

関
し

て
も

、
も

う
少

し
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
い

う
か

、
そ

れ
を

も
う

ち
ょ

っ
と

充
実

し
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
い

う
こ

と
を

こ
れ

か
ら

声
を

大
に

し
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

な
と

い
う

こ
と

が
一

つ
>



 
1
0
.
地

域
の

認
知

症
へ

の
取

り
組

み
推

進
の

た
め

に
（

ト
ッ

プ
３

）

家
族

②
<
私

た
ち

が
地

域
で

暮
ら

し
て

く
に

は
。

病
院

の
先

生
と

か
、

い
ろ

ん
な

周
り

の
人

た
ち

の
関

わ
り

が
な

い
と

、
暮

ら
し

て
け

な
い

の
で

。
町

ぐ
る

み
で

、
そ

う
い

う
の

に
取

り
組

ま
な

い
と

駄
目

な
の

か
な

っ
て

。
ま

ず
は

、
自

分
た

ち
の

住
ん

で
る

町
内

の
人

た
ち

に
理

解
し

て
も

ら
わ

な
い

と
、

そ
こ

を
出

れ
な

い
か

ら
。

そ
れ

で
、

そ
こ

か
ら

、
み

ん
な

地
域

の
人

た
ち

と
か

、
町

づ
く

り
で

見
守

る
よ

う
な

、
そ

う
い

う
の

が
で

き
れ

ば
、

い
い

の
か

な
。

そ
う

い
う

感
じ

か
な

>

<
た

と
え

ば
、

あ
な

た
の

お
父

さ
ん

な
り

、
お

母
さ

ん
が

今
ま

で
ど

ん
な

こ
と

し
て

ま
し

た
か

っ
て

い
う

こ
と

を
あ

げ
て

も
ら

っ
て

、
そ

れ
が

で
き

て
ま

す
か

ど
う

か
っ

て
い

う
の

は
チ

ェ
ッ

ク
と

か
で

す
ね

。
だ

か
ら

、
う

ち
の

母
の

場
合

は
、

よ
く

放
射

線
科

の
先

生
が

、
新

聞
取

り
に

は
行

っ
て

は
り

ま
す

か
と

か
、

聞
い

て
お

ら
れ

ま
し

た
ね

。
「

新
聞

は
、

必
ず

歩
い

て
取

り
に

い
か

せ
て

ま
す

」
と

か
っ

て
言

っ
て

ま
し

た
か

ら
。

そ
う

い
う

ふ
う

な
一

つ
一

つ
の

具
体

症
状

>

②
<
家

族
会

が
も

う
少

し
、

み
ん

な
で

連
携

し
て

、
家

族
会

の
充

実
と

い
う

こ
と

も
一

つ
で

す
ね

・
・

・
も

う
少

し
家

族
会

、
既

存
の

と
こ

ろ
に

も
も

う
ち

ょ
っ

と
厚

く
や

っ
ぱ

り
や

っ
て

ほ
し

い
な

っ
て

い
う

と
こ

で
す

。
新

し
い

と
こ

ろ
に

は
い

ろ
い

ろ
と

や
っ

て
ま

す
が

、
や

は
り

、
い

ま
ま

で
あ

る
と

こ
ろ

に
も

う
ち

ょ
っ

と
手

厚
く

、
や

っ
ぱ

り
や

っ
て

い
た

だ
け

れ
ば

、
や

り
や

す
い

の
か

な
と

い
う

希
望

で
す

ね
>

<
見

守
り

し
て

て
く

れ
る

。
そ

こ
で

、
な

ん
か

あ
っ

た
と

き
に

、
関

わ
っ

て
く

れ
れ

ば
。

だ
か

ら
、

た
ま

に
見

に
来

て
く

れ
る

み
た

い
な

、
一

人
暮

ら
し

の
人

の
と

き
に

、
私

た
ち

は
い

る
か

ら
、

私
が

相
談

に
行

っ
た

り
と

か
な

ん
か

で
き

る
け

ど
、

や
っ

ぱ
見

守
り

で
や

っ
て

く
れ

る
ほ

う
が

安
心

す
る

の
か

な
>

<
認

知
症

の
初

期
の

症
状

と
は

、
そ

う
い

う
も

の
が

入
口

だ
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
。

何
も

、
最

初
か

ら
徘

徊
だ

の
、

暴
言

だ
の

、
そ

う
い

う
こ

と
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
う

と
、

も
っ

と
関

わ
り

や
す

く
な

る
ん

じ
ゃ

な
い

で
し

ょ
う

か
ね

>

玉
川

 
家

族
③

<
３

つ
目

と
い

う
の

は
、

な
か

な
か

難
し

い
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
が

、
全

体
で

町
会

と
か

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

に
も

、
呼

び
か

け
て

い
か

な
く

ち
ゃ

い
け

な
い

の
か

な
と

思
い

ま
す

ね
>

③
<
若

年
性

の
人

た
ち

は
、

社
会

参
加

も
で

き
る

ん
で

、
そ

う
い

う
場

所
が

ほ
し

い
ん

で
す

よ
ね

。
自

分
た

ち
で

探
さ

な
い

と
、

場
所

、
な

か
な

か
見

つ
か

ら
な

い
か

ら
、

普
通

の
社

会
参

加
の

人
た

ち
に

理
解

し
て

も
ら

わ
な

い
と

で
き

な
い

ん
で

す
け

ど
、

そ
う

い
う

理
解

も
必

要
か

な
っ

て
。

そ
う

す
れ

ば
、

若
年

性
の

人
た

ち
が

地
域

、
あ

と
は

社
会

と
か

会
社

、
も

し
く

は
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

も
働

け
る

の
か

な
っ

て
思

い
ま

す
>

②
<
２

番
目

は
、

そ
れ

は
、

地
域

の
方

も
知

っ
た

上
で

、
や

っ
ぱ

り
家

族
の

余
裕

の
時

間
を

つ
く

る
た

め
に

。
そ

し
て

、
そ

の
方

の
症

状
の

見
極

め
の

た
め

に
、

や
っ

ぱ
り

地
域

の
人

の
お

友
だ

ち
、

い
わ

ゆ
る

見
守

り
っ

て
い

う
か

、
お

茶
飲

み
友

だ
ち

み
た

い
な

仲
間

づ
く

り
>

③
<
市

の
職

員
の

人
が

も
っ

と
働

い
て

ほ
し

い
と

思
う

ん
で

す
よ

。
市

の
職

員
と

し
て

、
市

役
所

で
働

く
ん

じ
ゃ

な
く

て
、

地
域

に
戻

っ
た

と
き

に
、

自
分

が
そ

こ
の

地
域

の
一

人
と

し
て

、
旗

振
り

役
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
思

う
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
で

私
も

、
公

務
し

て
た

と
き

に
、

よ
く

言
っ

て
た

ん
で

す
よ

。
「

な
ん

も
、

や
っ

と
こ

っ
て

い
ら

ん
と

。
O
B
が

地
域

に
戻

っ
て

、
そ

こ
で

草
の

根
運

動
す

り
ゃ

い
い

ん
だ

」
っ

て
言

っ
て

ね
>
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